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刊行にあたって

農林水産祭事業は、平成18年度で45回目を迫!えました。

この卒業の中心の…つで、ある良二林水産祭式典は、昨年11月 23 日に i則的1\1宮会館

で開催され、当日、天皇杯、内国総理大臣賞及び1=1 本農林漁業振興会会長賞が、

7 部門、併せて22の個人・団体に授与されました。

これらの受賞者は、全罰で開催された315の農林水産祭参加表彰行事において

見事に農林水産大臣賞を受賞した540人(含む団体)の最高峰に立つものとして、

農林水産祭中央審査委員会の厳正な審査の中で詞唯!日されたものであり、あらため

て祝意を表する次第で、あります。

前年度に引き続き、今回も、夫婦連名の受賞者が表彰されましたが、これは農

林水産業の現場の実態を反映したものとして評価すべきものと考えます。

ここに刊行する「受賞者の業績J は、天皇十不等三賞の選立審査に関与された各

位のご尽力によりとりまとめられたものであり、中央審査委員会の八木会長の

「選賞審査報告J、各受賞者の f受賞者のことばJ、それに各分野の専門家による

受賞者(出品財)の技衛的経営的評価に関する部分で構成されております。この

'=1ゆミら、今世の我がI主iの農林水産業を担う最先端の経営者像をお読み取りいただ

きたいと存じます。

このH1t子が今後の我が罷|の農林水産業並び、に農111漁村の発展の道しるべとして

広く活用されることを期待するとともに、受賞者をはじめ、関係者各伎の益々の

ご健勝とご活躍を祈念し、農林水産祭卒業に対するさらなるご支援とご協力をお

願いして刊行のことばといたします。

平成19年 3 月

!tJ l司法人 日本農林漁業振興会

理事長宮田 勇
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選賞審査報告

王子成18年11 丹羽日に開催された農林水産祭式典において、天

皇杯等三賞の授与に先立ち、八木宏典農林水産祭中央審査委員

会会長から、選賞審査報告が行われました。

以下は、同報告の全文です。

若手査報告を申し上げます。本年度の農林水産祭に参加

いたしました315の行事において、農農宇林水践大lι匝主主主f1賞:有t を受賞

されました5臼24，t，点点~(立(、およびむらづくり部門で農林水産大臣

賞を受賞されました16点を対象に、農林水産祭中央審査

委員会では、 75:稲森査および現地調査を通じて、慎重な審査を重ねてまいりました。

その結果、農民、|演芸、畜産、蚕糸・地域特産、林産、水産、むらづくりの 7 部 jllj

において、天皇杯、内関総理大臣賞、1:1 本農林漁業振興会会長賞の 3 賞合わせて22

j誌の受賞者を決定いたしました。

受賞者の方々のそれぞれの業績につきましては、お手元にあります資料に概要が

記載されておりますので、それをお読みいただくことといたしまして、今IITI の農林

水産祭の受賞者全体を通じて、印象深かった幾つかの特徴点について中しtげて、

審査報告とさせていただきます。

まず第 1 の点は、いずれの受賞者もしっかりとした経営の理念を持ち、先駆的な

技術の開発や導入、実HJ化を通じて、積級的に卒業を展開しているという点であり

ます。水産古I\jl'j で、天皇杯を受賞した石川県の(総スギヨは独自の技術開発によって、

地域の誇るズワイガニの風味と食!惑を見事に:再現した荷鉾を開発し、日本の伝統食

品を iせ界に広め、水産加工業界の活性化に貢献しておりますし、!五i芸部門で天泉杯

を受賞した長崎県の吹原繁一見・ちあきご夫妻は「べたがけ+マルチ栽培」や鮮度保

持、横詰め出荷など先駆的な技術導入によって高IEl質・間年支え塙のブロッコ 1) - 9 

ha経営を実現しています。滋|芸部門で内 i期総理大臣賞を受賞した静|潟県の(有)渡

辺関芸は独自の「ミスト繁殖法」やオリジナル品種の開発を通じて、1.:.1 本で初めて
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クレマチスの大最生産に成功し商品性のある花として普及させ、現在はアジアだけ

でなくデンマークにも輸出しております。また、斎産部門で内間総理大臣賞を受賞

した岐阜県の佐吉保氏は中山間地の狭小な遊休農地を活用した自給飼料生産をベー

スに、他に類例をみないきわめて優れた繁殖技術、肥育技術によって、高品質な肥

育午一貫経営を実現しています。第 2 の点は、多くの受賞者が地域の資源や生態系

を巧みに活用するとともに、土づくりを重視した生産に取り組んでいるという点で

あります。帝産部門で天皇杯を受賞した秋田県の柴田輝男・誠子ご夫妻は遊休農地

39haの積極的な活用による良質な自給飼料生産と、 ETや F 1 生産による和午農家

群との地域連携、殺j:麓農家への堆肥販売などによる安定した経営を確立しており、

農産部門で、内関総理大臣賞を受賞した北海道の竹内 111華夫氏は堆肥の投入と緑肥の導

入などを組み合わせた輪作をベースに、大規模畑作経営で高単収小麦生産を実現し

ています。蚕糸・地域特産部門で内閣総理大臣賞を受賞した群馬県の(有〉松井農産は

環境に祝慮した輪作と土づくりによる高品質で安定したこんにゃく栽培の成果に成

功して、付加価値の高い商品づくりと販路の拡大に取り組んで、います。

第 3 の点は、多くの受賞者が時代の動きをよく読み、消費者の晴好をしっかりと

把握して、ニーズに合わせた質の高い農林水産物の生産・販売を展開しているとい

う点であります。蚕糸・地域特産部門で天皇杯を受賞した三重県の倒深緑茶房はエ

コファーマーの認定を受け、 3 戸で安全・安心な「伊勢茶」の栽培・加工・小売・

喫茶の…賞した共同経営を行い、店頭販売やイベントを通して消費者の要望を積極

的に把握し、新たな215製品の開発・販売を進めています。林産部門で内閣総理大臣

賞を受賞した静岡県の瀬戸久志氏は北駿(ほくえん)式ワサビ回で、高品賞母株を使

った組織培養苗の使用により、形質の揃った高品質な真妾(まづま)種ワサビの 2

年物を周年市場出荷できる体制を確立しています。また、水産部門で、内閣総理大住

賞を受賞した鹿児島県の枕l崎市漁業協同組合は船ヒでの活きしめ・脱阪処理.とブラ

イン凍結により、消費者の求める高鮮度な一本釣りカツオを「枕崎ぶえん鰹」の地

域ブランドで出荷しています。

第 4 の点は、多くの受賞者が後継者の育成にも力を入れ、また、 I~I らの経営だけ

でなく、地域振興のためにも努力しているという点であります。農産部門で天皇杯

を受賞した石川県の偶和多農産は自ら 16集落にまたがる75haの大規模水田作絞営に
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取り組むだけでなく、施設内の儲泊施設で、延べ300人以上もの研修者の育成を行っ

ています。また、林産部門で天虫杯を受賞した岩手県の気1111木村加工協同組合連合

会は]AS認定を受け、素材生産から加工・流通に至る した製品怯FJll!と市場ニー

ズに即時した製林Ilh生産に取り組み、地域の協同組合として「気仙スギj ブランド

の確なに貢献しています。

さらに、むらづくり部門で天皇杯を受賞した大分県:故後高 III市のふさ活性化協議

会のように、「農業と観光が調和した地域づくり」をスローガンに、 3 集落 1 農場

の集落営y誌を確立するとともに、合11~!r~ を核とした 6 次産業化、体験交流と宿泊、食

j良教育、 U I ターンの受け入れなど多;様な地域活性化の絞り品11みや、むらづくり部

門で内閣総務大政賞を受賞した和歌山県印南町の共栄地|涯を良くする会のように、

「村‘一心」をスローガンに、環境保全型農業に取り組み、 f若;ルしい、 i陛詮代を I一jいi

t住:立主i七:..b民己が&イイ体本となつた、{伝云統芸能、環境美イ化じ、交流イベントなどへの取り組みなども、

これからの地域振興のモデルとして大いに注目されるものであります。

どの受賞'者も、これまでのたゆまぬ努力の結果として、今日のような卓越した業

績を築いてこられたわけで、ありますが、このような受賞者の方々の先進的な技術、

経常、地域振興への取り組みが、これから農業を志す若い者たちのモデルとなり、

また目標となって全国へと普及し、1::1 本農業の大きなうねりになることを期待いた

しまして、守器売報告を終わらせていただきます。
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天皇 杯受賞

出品財 経営(水稲 ・ 麦 ・ 大豆)

受賞者 農事組合法人和多農産

住所 石川県能美市

受賞者の こ とば‘ 農事組合法人 和多農産 代表和多昇

私たち働和多農産は、 当初、夫婦二人三脚で

いうとてつもない大きい夢、日本ーを目標に受託作業から全面委託に移行

しました。

その問、地権者からのìilitかい声や感謝の言葉を掛けられるたびに、皆様

が並々ならぬ想いで、農地を守っているのだと感じ、大地の大切さを心の励

みにがんばってき ま した。

平成 7 年に法人を設立しましたが、経営理念は、 単なる生きる糧として

ではなく

一、 農地は地球の宝物である

一、 医年米来に地球社会に貢献できる操業経営の確立を目 ざす

一、経営者たる者常に粗い手の人材発掘、育成をすること

一、 家族や社会の為に労力を惜しまず、智慧を I:B し日々自己改革に努力

する

を掲げました。

-5-



受賞者のことば、

今回の受賞については、経営1:1:1心よりも地域と共に農業生産にかかわる

全ての人々に感謝し、農業をやりたい都会の人にも就農を出来る場ヤ情報

を積極的に提供し、利益中心の経営でなく地域と共に歩んだ経営と若い人

たちの人材育成が評価されたのではないかと思いますが、これも一重に関

係各位のご指導の賜と深く感謝申し上げます。

これを契機に農業に就農する人の一人でも多くに農業の楽しさ、物を育

てる喜び、人の心を農かにしてくれる産業として理解してもらい、私達自

身も低コスト、度播技術を修得し、地域農ー業の再構築に努力していきたい

と思います。

地域の概要

仁地域の立地条件

石川県能美Iljは石川県南部に位量し、西南に白山、東には大臼山を望み、その

山系から住ぐ手攻) 11流域にある。気象は

典型的な日本海:側気候であり、夏季は気 第 l 図能美市の位置

j昆が高く、雨量が少ない反面、冬季は低

温で雨量が多く、日射量が極めて少ない。

また、能美市は根上町、寺井町、辰口

IIIJの 3 11lTが王JZ成17年 2 月に合併し誕生し

た新市である。人口 4 万 8 千人、総面積

83.85km、金沢市へは約50kmの距離にあり、

通勤間内となっている。また、 JR北陸本

総、国道 8 号総、北陸自動車道が域内を

通っているため、京阪神、中京地区とい

った大都市圏へのアクセスも容易で、ある

(第 1 Ijgj)。
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2. 地域農業の概要

能美F/jは総耕地面積1，926ha (耕地率23%) 、販売皮ー家数762戸、そのうち専業77

戸、第

非常に兼業化ヰ率芸のi高f怠5い地域であるO 金沢市、小松市への交通の使がよいこと、市

内においても液晶ディスプレイ等の製造工場があり、雇用が確保されていること

が要因であると考えられる。

また、耕地面積のうち水稲作付面積は1，340ha (70%) 、生産高で、も 74%を占め

ており、水稲作に特化した地域と言える。作付品棋はコシヒカリ (87%) 、ゆめ

みづほ (8%) が主なものとなっている。

その他の品目として

は、大麦の作付が118ha

となっており、県内で

も有数の産地を形成し

第 1 表 5杓主171:1".産の水稲作付状況

ている。主に側はくばくや京都グレーンシステム(税れ麦茶用として販売されてい

る。また、大豆生産(品種はエンレイ)も行われているが、作付凶積は68haと小

さく、品質も 3 等及び特定加工加がほとんどを占めている(第 2 衣)。

第 2 去 112作物栽培出積 (ヰi. j立 hal

�ill!H'J 水稲 f、条火炎 かんしょ 大 0: 野菜 来初 た{;J:'こ いネ 飼料作物
l:fれいしょ

小校 dí 2,870 331 1:3 III 274 25 17 12 3 

力ntfrlr 2,550 29 7 105 256 28 121 13 3 

総炎llí l守340 118 3 68 68 8 。 51 

Jl j;jヒ IHf 597 75 。 39 19 4 8 。

合計 7,357 553 23 323 617 65 146 25 54 

'tt :f+ ・ Pド1&:17'1マní Jl I 行物統;lI'J (H 18'1' 3 )j) ・・・・・・水稿、六条大友、かんしょ、大台:、牧!，1.
f:(íJII民林水戸f統Jn-il キ1I (肢体総) J (J1l6-17iド)・・・型f菜、来総

受賞者の略歴友び経営概要

手11多昇氏はf1B;fn41年、高校卒業と同時に就農し、自作地2.3haで稲作経営をス

タートさせた。出植え、刈り取り等の農作業は当初、手作業だ、ったが、昭和46年

より機械化を本格的に進め、パインダー、乾燥機、 トラクターを導入したのを始
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めとし、機械装備の拡充を進め、続いて田植機、コンパインを装備したのに伴い

徐々に作業受託による規模拡大を進めた。地域の先輩農業者からのアドバイスも

あり、現金~又入を得るため育苗ハウスを整備し、硬化苗販売を始めたところ、こ

の苗販売が契機となり、作業受託が進んだ。

昭和54年、妻・和子氏が本格的に農業経営に参画することとなり、機械作業・

栽培管理は昇氏、経営・労務管理は和子氏と役割を分担した経営を確立した。こ

のころから夫婦 2 人による 10年後の 130ha大規模経営j を目指し、新たなスター

トを切った。このとき、県の補助事業を受けて、ライスセンターの建設、育苗ハ

ウスの増設、自動スプリンクラーの設置を行ったところ、育苗の受託も]Aから

の委託生産も含めて順調に拡大し、昭和61年には20，000箱に達した。活j辺農家か

らの菌の受託販売は地域の他の農家の方々とのコミュニケーション、ネットワー

ク作りに役立ち、吏なる作業受託による規模拡大が進み、その結果、昭和62年に

は目標の経営面積30haを超えたO 同時に、経営の多角化を進め、昭和62年には収

穫物を利吊したかき餅、平成 4 年にはみその生産を開始した。

平成 7 年には家族経営から社会的に信用度の高い法人経営にするため農事組合

法人「和多農産J を設立した。現在は経営主である和多昇氏、妻の和子氏、長男

で後継者の真智氏、後継者と同年代である 3 名の社員からなる法人となっている。

法人で雇用する若者を探すうち、農業に関心のある若者は多いのではないかとの

印象を受け、彼らに農業を知ってもらう努力の必要性を感じた。そこで、平成 8 年

には事務所兼研修所を建設し、若者が農業を学ぶ機会を提供した。更に、米の美

味しさを知ってもらうために収穫物で、ある米や加工品のかき餅、みそを販売する

ための宿舗を開設した。これは地域とのコミュニケーションや情報交換の場とし

ても機能を発揮するようになり、地域の人々が集うサロン的な役割を巣たすよう

になっている。

和多昇氏は就農当初から地域農業のリーダーとして農業青少年グルーフ。連絡協

議会会長(昭和47~48Íj'.)、辰口町 r+l核農家連絡協議会会長(昭和60~現在)、農

協理事(昭和63~平成 3 年)、小松能美地区中核農家連絡協議会会長(平成12~

15年)農業委員(平成 8~14年)等を務め、地域農業の振興に尽力してきた。現

在も石川ふるさとの味協議会会長を務めており、農業の PR、後輩の指導を積極
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第 3 表 111告歴及び存主営面積の推移

年!文 法人 1t炎JlI吋4 ・JlI!!Jí. 絞党lf員約間(五ha)五| 

H自治141{jõ 1;I 1'ru也2.3haで就段。総力IL[仏製造Wi光。 1 1Ifj{(え、メIJ り Jr~ り ~fr;の 21 2.3 

1~は手作業

IIrl干114Mrõ 機械化の始まり、パインダー、乾燥機 (2Uî) 、 トラクター(J7ps)

導入

IIB布147{lõ (舛)石川県J!~~Vfうがlõグループ述新協議会会長~4S年利子さんとがi焔

IItlfl148{1' 機紋装備111、光。歩行JiJ llf til[j幾 (2 条)、印IJlíIí~コンパイン( 2 条)、 前50011í で

パイプハウス(1，000車tiJlX若手) 0 作業受託、硬化lYí J波~\:.始める。 スタート

B(i手1155{jõ 鋭校111、大逃む。ライスセンター (30ha波紋)、 77 的ハウス核備。父 7 13 

死亡により政加工品製法をやめる、手11子さん本術的に絞'i~~' に参 íl1lj。

転11'に大変1'F1.J け始める。

11日平日60'jõ (YI.) ぷLJlIIJ WW主炎 jlil '1'核j;2家xli絡協議会会長~攻千r: 151 10 

H日手1161{fÕ (キ111三) JJI[Lr\I, Iかきもちj の製造始める。 62in訂版光 2 Jí11^1 に迷

する。

IIH手1163ijó 大況の1'1'付け始める。(グト)fIE尖lJþ J;，~~誌1湯河組合型I[!Jf.~玉l勺J民 3 7 

主 IEI&; 3 :fド (対)能炎1tl~Jl~9控jt1ilf司組合L殺事~平成 6 1f:o TJÙ'j は!よJ二→マットへ

ミi勺&; 4 ij二 (利子) 1床11的II[始める

守主11主 51ド 機微利用組合設点。コンパイン、 トラク夕 、 i日航機、乾**j幾淡術i

λIEI&; 6 {f� (j{，) 自主主ミjJ2梁協 IITJ総合型J!2jJ:~平成 12"1二。 35 7 

主|勺戊 7 {ド J1!Pjf.総合法人「手11多 jた波J i1it.1'L 。村正i }l IVI~J;，~栄一 1: (初代認定) 40 4 

米f来i令)店主1M、飲食i刻述設備

認定f;之3主将・に認定(反[J阿n

平I&; 8 "ド 事務所;誌研修所~ftJ，百舗建設。 (行) I凶作rH~*委H~平成14

おにぎり i喫茶 fこんとチロj を才一 (利子)小松能炎地i説中核y史家迷彩f協議

フン 会td七部長~耳L1'r:

米のþ\光始める。法人協会に}JIJ入

三V!&;U{F 長9J就J1，& (キIH-) /iUH\:及協力委n~現夜 50 4 

51勺戊 12"jõ (外)小松能炎地区'J'{幸Ul芸家連会Ir l~b談会

会長~平成15'jミ

00 行川県rJ'級決議ミ述絡協議会会長~

平成15"ド

l込リJ キ:j!f品?

TI,Ji:l3"jó :{:iJIIふるさとのi米協議会設立 (舛)行Jl Iふるさとのl床協総会会長~JJ! 60 お

Ht，:;jと阪光の能尖:î'i・内の民日迷始める :{E 

、ドl&;lMI' (利子) J.氏 IIIIIJ 終業苦言n~三IE成16"jõ 68 10 

、V"JdMド 特定Jl~:;t~授、人に認定 (利子)石川以'1'核tZ話;述絡協ti長会刷会 75 10 

:L毛~王l，!，:{I:

5]勺j)i; 17{jõ やまとひ':'1々アグリネット会民 (羽IJ-) 能ニ}ミ民業委只~ 77 10 

持J)日本終業11;人協会家族意予知窃定前lí*i1f Jl~~~法人IHUHね!主化恕談会委n

(好夫妻、長男夫婦) 能"Jミml!l. rl ~iH匙二以ヲξ

9 



的に行っている。また、妻の 第 2 図経営面積の推移

和子氏も小松能美地区中核農 1(88) 

家連絡協議会女性部長、石川

県中核農家連絡協議会副会長、

平成14年からは辰口町(当時)

で初めての女性農業委員に選

ばれ、女性の社会参画の先頭

に立ち、女性ならではの新し

い感覚で地域農業の振興に取

80 

60 

40 

20 
一一一経営面積

0 

昭 41 60 平 6 11 

り組んでいる(第 2 問、第 3 表)。

1 .一戸一法人(家族経営)による大規模水田経営の確立

和多昇氏の経営面積は、能美市辰口地区

農地の10%を占めている。妻の和子氏とと

もに、水揺を中心とした経営を行っており、

平成 7 年には農事組合法人 f和多農産j を

設立、機械作業・栽培管理は昇氏、経営・

労務管理は和子氏と家族経営による役割分

担を確立し(後継者夫妻との関では、平成

14 17 

14年に家族経営協定を締結し、役割分担、 写真 l 右から和多氏ごヲ哉、後継者ご夫妻

労働時間、休日等を明確に定めており、各

人が責任感とやる気、ゆとりを持った経営に取り組んでいる)、一戸一法人とし

ては県内でも最大クラスの経営を実現している。事業総収入は平成16年度で

92，574千円、平成17年度で106，013千円となっている。

2 単省力・低コスト化設術の導入による効率経営を実現

新技術の導入にも熱心に取り組んでおり、平成立年に長男・真智氏が就農した

のを機に水稲の湛水薩播栽培を導入し、現在のところ、水稲作付の 4 舗でこの直

播栽培による栽培を行っている。間時に、省力的な育百方法であるプール育苗、

10-



側条施肥田植機による全量基肥施用にも取り組み、lOa当たりの労働時間で県平

均の 6 割、生産費で、は 7 割の省力・低コスト生産を実現している。

3. 規模拡大を実現しつつ多角化も追求

昇氏は昭和41年に就農したが、当却i持i埼時3寺3はわず

つたO その後規模拡大を続け、約40年かけて75haの経営面積となった。また、水

稲作のみに止まらず、平成 8 年には事務所兼研修所兼店舗を整備し、おにぎり喫

茶 fこんとチロj を開き、米の直売も始めた。苗販売やかき餅、みそ生産を行う

など経営の多角化を図りつつ、利用権設定による規模J広大にも取り組んでいる。

4 .明躍な理念と地権者・消費者とのコミュニケーション

収穫した米は農地を借り受けている地権者には安く販売し、さらに地域の地権

者連への感謝の気持ちから「餅っき体験J や「田植え等の農作業体験j、「収穫感

謝祭 (22年間継続)J を催している。直売、上記の各種イベントを通じた消費者

や地権者とのコミュニケーションを大切にし、積極的な交流を留っており、そこ

から得られた知識や'情報を経営に活かしている。

5 .優れた後継者育成と農業教育

手u多氏夫妻は就践した後継者夫婦との開で家族経営協定を締結し、家放のきず

なと経営の拡大を両宣した理想的な農業経営を実現しており、将来への備えを万

全なものとしてきた。また、地域農業を支えるのは「人材」との考えから、人材

育成にも取り組み、農業後継者や新規就農希望者として研修所に300人を超える

研修設を受け入れ、研修を通して農業の楽しさや厳しさを体験させ、手u多氏自身

が学び、取った経験と方法を伝授している。彼らは全国に散らばり、手11多氏を 1+1心

としたネットワークを築いている。

6. 地元を中心とした顧客開柘と自社ブランド米の罷発

ヨ!との販売先としてはJA、小売り・卸業者、一般顧客が各々 3 分の 1 ずつを占

めており、特に一両腕耳客に対しては名簿等の情報をパソコンで管理しつつ、ホー

11 



ムページでメッセージを発信するとともに毎年商品サンプルを付けたダイレクト

メールを送り、確保・拡大に努めている。また、ニ}ズに応じた商品を個々の消

費者ごとに提供するサービスを行っており、その結果、徐々に口コミを通じて販

売が拡大している。

7. 優れた地域貢献

「農地は地球の宝j という経営理念のもと、地域とともに歩むという姿勢から

ブロックローテーションへ積槌的に参加し、特定農業法人の認定も受けている。

また、昇氏は農業委員や農協理事、石川県':1こi核農家連絡協議会委員など、また和

子氏は4、松地区中核農家連絡協議会女性部長、農業委員(女性は辰口町初)とご

夫妻ともに数多くの役職を務め、積極的に発言し地域に貢献している。

受賞財の特色

1 .和多ブランドを支える技術

就農以来、 )11f!調に利用権設定による規模拡大が進み、平成16年の経営面積は

75haに達した。作付面積の内訳は水稲55ha、大立13ha、大変 7 haとなっており、

さらにオd揺のうち24haは直播栽培を行っている。

手取JII流域という地下浸透の大きい土壌を持つ地域内にあって、経営耕地は17

集落、地権者約140ij、筆数471 と広範囲に広がっている(最も遠いほ場は法人事

務所から 3kmほど離れている)ため、ほ場管理作業は非常にlj!lf:しいが、毎日のこ

まめなほ場の見匝り、法人内で、の作業手順の綿密な打ち合わせによる効率的な作

業を心がけている。また、地域の水の特性を十分に把握している和多氏ならでは

の状況に応じた水の掛け引きという高水準の技術を駆使し管理している。

(1)土づくり

過繁茂による倒伏を防ぎ、良食味を追求したこだわりの米づくりを行うため、

lOa当たりの収量を認Okg以下に抑えるとともに、土と稲の潜在能力を最大隈に引

き出す栽培に努めている。ほ場への稲わら、もみ殻の全量還元を行っており、こ

れらの腐熟促進並びにヒエ等雑草の休眠打破を目的に石灰窒素を散布している。
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第 4表平成16:íド手[]多農産の経営而積 Uìl.f主協i干i'1: a) 

よ4! ;)(111 対H 総!長11也 1'Jt-地，;1 111林
牧野 J;~)IJJ也

牧市地 1tiH 

事官'ì;t ílIml (a) 7.491 7,491 

(うち受託fífí;f1D (7,491) ( ) ( ) (一) (7,491) 

受託泌総
水稲ù'j 400説i

(a) 
iH1受託 1ドf'1' ，繋 6.0ha

秋作業 L5ha 

さらに秋耕の実施により雑草の発生を抑制するとともに、春先の耕1:起作業の省力

fヒを i翠っている。

また、大豆、大麦は転作作物としてだけではなく、土づくりの点で、も重要で、あ

ると考えられており、ブロックローテーションによるほ場への定期的な大豆、大

麦の導入により、E81:IlJl!命換を行い、乾土効果による土づくりを行っている。

(2) 菖づくり

プール青苗は育苗箱をハウス内に作った簡易プールの中に沈め、1.5葉期J>>、|岩手

は潜水状態で、育Wîを行う技術であり、プール内に水を入れるだけであるため、水

管理そのものも容易であり、また、水の掛け引きによって容易に稲体のi.lliU主管明

ができることから、従来の育苗方法で、は必要不可欠で、あった日々のハウスの関関

が不要になり、栽培の省力化が可能となる。和多農産で、はプール育部による萌づ

くりを実施し、かん水・換気作業の省力化を閑っており、かつ100g という務播

きを行い、苗の過繁茂による徒長を防ぎ、適切な水管理と漏度管理により、病害

虫の影響のない健全市の育成に努めている。プール育苗は一般的に菌の成長が良

いという特徴を持つが、根の生育が旺盛なため、羽左前で、あっても移植n寺に前が受

けるストレスは小さく、 j舌着が良いとされる。手n多農産でもこの特性を活かして、

ハウス内で30日から40日間で 1-分な 11割前をかけて首づくりを行っている。

更に、ウレタンマットを用いることで商箱の軽量化を I~J り、田植え時の11'î運び

を軽減し、体への負担が少ない農作業を実現しているO
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(3) 移植栽培

田植えは側条施把田植機で行い、全量基肥施Bf:lにより省力化、化学肥料を 2 割

程度削減した環境にやさしい栽培を行っている。

農薬も除草剤 1 罰、基幹防除 I 回の最低限な量に抑えている。

すべての集落で土壌分析を行い、その結果を基にほ場毎にきめ細かい適切な肥

培管理を行っている。

(4) 直播栽培

平成11年、長男・真智氏が就農したのを機に、湛水直播栽培を開始した。導入

当初から直播栽培は真智氏が担当しており、初年度は実施面積18haに対して、約

3haが種子コーテイングの不具合から出芽しないという失敗もあったが、改良を

重ね、徐々に栽培技術を確立しつつある。平成16年には24haで、直播栽培を行って

おり、全オd活経営面積に占める割合は 4 割にも達している。これは県内有数規模

での車播栽培である。品種構成はコシヒカリが中心であり、直播栽培では非常に

倒伏しやすいが、施肥を抑え気味に栽;培管理を丁寧に行うことで倒伏を半分以下

の面積に抑えている。その結果、車播栽培のlOaあたりの収量は468kg (H17) と

なり、移植栽培 (478kg/lOa) と遜色のない収量を上げるまでとなった。

直播栽培は省力化技術として労働時間の削減や作業分散の効果を発揮するだけ

ではなく、近年、全国で顕在化している受熟期の高温化による収量の低下や白未

熟粒の増加といった品質低下に対しても登熟期間が遅くなるため有効な対策であ

ると言軒両されている。和多農産においても同様の評価をしており、乳自粒や胴割

粒の多発による品質低下が起こり、良質な米を提供できなくなることから起こっ

てしまう顧客離れを紡ぐために、積極的に導入を進めてきた。今後の規模拡大の

ために直播栽培は必要な技術で、あり、経営面積拡大に応、じて栽培面積を増加させ

ていく予定である。

(5) 作業体系

水稲の栽培品種の構成はコシヒカリの他、ミルキークイーン、ゆめみづほ、ヒ

メノモチ等であり、中生、早生品種を組み合わせ、さらに移植栽培と直播栽培体
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系で作期分散を関り、作業集中を図避して

いる(第 6 表)。これにより、作業者 6 名程

度で75haを栽培するという大規模経営が実

現できた。特に直播栽培の播種作業は期開

こそ 1 遇間程度必要であるが、苗運びゃ}主

義Iì給の作業が不要であるため、真智氏‘人

で行うことができ、他の作業者は育苗、ほ

場準備、田植作業に従事することが可能と

なった。本来であれば、作業が集中し規模拡大への障害となりかねない 4 月 ~5

月の作業カ対珪滅されることとなり、規模拡大がスムーズに進んでいる(第 3 [諮)。

規模拡大を進め経営の安定を|ま|るとともに、農業者にやさしく持続可能な経常

を目指し、上記のようなプール背苗、直播技術といった省力化技術を積極的に取

り入れた結果、lOa当たりの労働時間は191時間と石川県指標32時間を大111自に下問

り (ω%)、ゆとりのある農業経営を実現した(第 7 表)。

収穫は自己保有の 3 台のコンパインで行っており、各オベレーターの技術は高

く、地権者や委言日芸家から高い信頼を得ている。収穫後の乾燥は自然乾燥に近い

35
0

C以下で長時間かけてじっくりと行い、籾すりした後、低出品に貯蔵し、品質

保持に努めている。

第 6 表手n多農産の水稲品種別作付状況 CJii1.iﾍ: : a) 毎年の営農計

第 31ヌj 作業休系

長吉稜 x 一 ﾗ 

15 

題作成は作付前

年の 12月頃から

スタートし、過

去の販売実績か

12月

収穫公一一一一女

収穫大 * 



ら作付品種の構成を考え、ブロックローテーションを確認した tで、 2 月くらい

まで十分に時間をかけて行う。この際、ほ場毎の栽培計画や作業スケジ、ユールの

管理はパソコンを使わず、紙面上で行う。何度も計画を作成し直す必要があるが、

実際に手を使って計額を練ることで得られる後継者や社員への教育効果は大変大

きいと考えているため、あえてローテクな方法を用いている(写真 3) 。

第 7 表労働時間、収量の県内生産指標との比較

(l)fll多民政lOa当たり労働1I，\q::j は経営管理 '汚染活動を除いた時間である。
②lOa当たり労働時IlIJの指標は mu;~林統;iI'J による。
@lOa当たり!lJU止の指燃は「採決林統計 J による。

また、ほ場の特性等の情報管理にはパソコンは利用せず、すべて記憶に頼るこ

ととしている。日々の栽培管理や生育情報に関しでも同様であり、家族や従事者

との間で毎朝のミーティングと作業後の反省を綿密に行うことでお互いの知識レ

ベルを合わせ、作業に支障が生じないようにしている。この方法も i可様に人材育

成にとって大切なことであると昇氏は考えているため、安易には栽培に関してパ

ソコンを導入しないこととしている。

最近では、近隣の法人が乾田不耕起V溝直播栽培に取組み始めたところである

が、この栽培法は一般的

に湛水直播に比べると、

①種子コーティング作業

が不要となる、② 4~5

月の代かきを降雪前もし

くは 3 月の雪解け直後に

ずらすことができる等と

いう利点を持ち、吏なる

規模拡大時に障害となる

作業ピークの解消につな 写真 3 ほ場管理問
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がると考えられている。和多氏もこのメリットに注目しており、すでに同栽培が

行われているほ場の調査を行う等、新たに習得し、導入することを考えている。

2. 人との出会い、地域を大切にした経営

(1) 地元を中心とした顧客開拓と自社ブランド米の開発

経営の面では地域や顧客との信頼関係を最も重要視し、「農地があって初めて

米生産ができるj という農地を提供する地域の地権者や周辺の消費者に対する感

謝の気持ちから「餅っき体験J、「田椀え等の農作業体験」等交流イベントの企闘

や収穫感謝祭を行っている。

土づ、くりの面からだけでなく、地域との共存という点からも転作の重姿性を認

識しており、ブロックローテーションに積極的に参加し、機械の汎用利用や省力

栽培が可能である大豆、大麦栽培を生産諦整対応として栽培している。これら収

穫物を利用したかき餅生産や!床!増加工にも取組み、多角的な経営を進めてきたが、

さらに平成 8 年には事務所兼研修所兼店舗を建設し、アンテナショップと地域交

流の場としてサロン機能を備えたおにぎり喫茶「こんとチロ」を開いた。この|時

から混米機を導入し、コシヒカリとミルキークイーンを主体とした独自ブランド

米を生産・!肢売している。

直売開始当初は、小松市等の近隣市町村内で新聞や戸別に折り込み広告を入れ

るといった宜伝活動を行っていたが、思うほと守販売は伸びなかった。その後、地

権者を中心に宅配による販売を始めたところ、評判となり、徐々に夜接販売によ

る取扱最が増加してきた。現在の販売先は]A、小売り・卸業者、一般顧客が

各々 3 分の l を点めており、特にー骨刻現客に対しては好みに応じた割合でコシヒ

カリとミルキークイーンをブレンドした商品をJ是供しており、 nコミを通して}坂

路が拡大している。特にミルキークイーンの場合は単品としてよりもブレンドし

た方が消費者の受けが良いことが多々あることが分かり、吏に消費者によってブ

レンド割合にも好みがあることをイベント等の交流を通して知るところとなった

ので、個々の活費者の好みに応じたブレンド割合で商品を提供するサービスも開

始している。また、高品に親しみを持ってもらおうという考えから、独自の包装

袋も作っている。顧客管理はパソコンで行い、 HP を活用して情報発信するとと

17 



もに、毎年商品サンプル付きダイレクトメールを送り、顧客の確保・拡大に努め

ている。ただし、派手な宣伝や価格競争はせず、「食べてもらって評価を得百れ

れば、ずっと続けて買ってもらえる」との強い信念から、品質による競争を心が

けている。実際に販売単価はコシヒカリ 5 kg当たり 2，500円という価格であるが、

何度も繰り返し購入する消費者も多い。

平成16年度の総事業収入は92叩万円、農業所得は2，180万円であり、構成員一人

当たりの所得も約7∞万円となっており上昇傾向にある。

また、地権者等の周辺消費者には臨品を宅配し、きめの細かいサービスを行う

とともに、顔を合わせてのコミュニケーションを通じて消費者の声を宜接関くこ

とを心がけている。こうした機会から得られた情報は商品や経営面での改善に活

かしている。

第 4 図平成13~16年の農業所得の推移
(千円)

25 ,000 

一一一一--
(2) 人材育成

の取組と地域農

業への貢献

20 ,000 

←一一--------

地域農業を支

えるのは「農地j、

それにもう一つ

1 5 ,000 

1 0 ,000 

5 ,000 

H 1 3 H 1 4 

の柱は「人材J であると考える和多氏は、昭和

54年から現在に至るまで、300人を超える農業後継

者や新規就農希望者、学生、農業関連機関の職

員等幅広い研修生を受け入れてきた。研修を通

じて農業の基本とも言うべき水と土の働き、太

陽の恵みを受けてどのように作物が育っていく

のかを体得させている。また、農業後継者や新

規参入希望者には農作業の厳しさを体験させて、

和多氏自らが今まで、学び、取った経験と方法を伝

授し、実際に就農した際にすぐに役立つ実践的

一一ー磁伊一一一一ーーザ一一園

H 1 5 H 1 6 

一+ー産量業所得

--構成員 1 人当
たり農業所得

な教育を行っている。研修生達は和多氏を中心 写真 4 独自の包装袋による「和多米j
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としたネットワークを形成し、相互に行き来をする等情報交換を積極的に行って

いる。

また、近隣の北龍先端科学技術大学院大学の学生が起こしたj長業ベンチャー企

業に対ーして、研究ほ場として混室を提供し、伝統力加i口i賀野野，菜「金時草」の/水k耕耕烏栽培

という新しいj皮笠

新しい知見をi吸投ヰ収又している。

地元NPO法人「エコみらい塾」が取り組む菜種油からBDFを製造する試み

である「菜の花プロジ、エクト」に協力するためにほ場を提供する等環境問題への

関心も高く、ナタネ栽培に協力することで地域の景観形成にも貢献している。

従来から、地域のほ場を守るために条件の惑い農地で、あっても作業委託を引き

受けてきたが、平成16年には特定農業法人の認定を受け、より一路地域との結び

つきを強めた経営を目指している。

和多氏夫妻は農協の理事、農業委員や石川県中核農家連絡協議会の役員等地域

から県段階まで様々な役職を務めてきた。 農業への理解のため、地域のために積

1滅的に発言をしており、地域のリーダーとして活躍している。

このような姿勢のため、近隣の大規模農業生産法人とも良好な関係を保ち続け、

作業機械の貸し借り、情報のやり取りといった協力も多々行われている。

今後の方向

rl長地は地球の支j を経営理念に掲げ、地域で農業を継続的に営むことをまず

第一に考え、次世代を担う後継者の育成に努めている。また、化学肥料や農薬の

使用量をì~1j減する地球環境にやさしい農業を実践しており、持続的な農業、農地

利用を続けていくことを考えている。このように人にも環境にも持続的な農業を

行うという明確な理念の下で、 100ha経常を目指し、労働力の確保などの課題を

解決しながら、経営を安定させるために経営規肢と販売網を拡大していく予定で

ある。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課稲班稲係長井上俊樹)
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受賞者のことば、 竹内蜂夫

この度の農林水産祭において、内閣総理.大臣賞という大変名誉ある賞を

頂き、ただ驚きと喜びで一杯であります。

私の住む北海道小清水町は人口 6 千人足らずの小さな町で、農家戸数372

戸、農地面積約9，300haの農村地帯で、あります。畑作では甜菜、馬鈴薯、小

麦の基幹作物を中心に作付けされており、青果部門においても人参、牛芳、

玉葱をはじめ15種類以上の野菜を栽培、町内生産高の20%を出めております。

また、酪農家も 15%程度おり、知iから取出された小麦のからは酪農家へ渡

され良質な堆肥となって畑作農家へ還元される、いわば循環型農業を実践

している町でもあります。

私の30数年間の農業理念は f健康な土からこそ健康な作物ができるj で

あります。土は作物を作る生産工場でありますし、土を大切にすることに

より土が助けてくれると信じております。農家は作物を作り育てるプロで

あります。しかしながら天候相手の職業であり思うように出来ないことも

ありますが、肥沃で健康な土壌を作ることによって天候に少しでも左右さ

れることなくコンスタントに生産をあげることが出来ると思います。

また、土(土地)は子・孫と伝えていく財産であり粗末にして自分の代だ
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受賞者のことば‘

けで終わらせてはいけません。だからこそ大切にすべきだと思いますし、

1 年間作物を育てるために働いた士に感謝し、「また来年もお願いします」

と有機質・堆肥などを還元すべきだと思うのです。今後もオホーツクの大

地、これからの日本の食糧基地のためにも輪作体系の確立と有機質の投入

を積極的に行い、土づ、くりと農産物の更なる品質向上に努めていく所存で

あります。

私は何一つ特別なことをしておりませんが、各関係機関の方々の絶大な

るご支援の中で、このような大変すばらしい賞を受賞できましたことを心

より厚く御礼申し上げ、感謝の気持ちにかえさせて現きます。

地域の概要

1 .地域の立地条件

小清水[ID・は、北海道の東北端、網走支Ir管内の東北部に位置し、東は斜里町、

清里町に、酉はj加す!l湖、浦士別川 i を境に網走ïH、東藻琴村、南は藻琴iJlから野 1-.

I"f~を境に釧路支庁管内弟子関町に接し、北はオホーツク海に医している。(第 1

|羽)

東凶18.3km、南北30.4km、総面積287.04kmの小清水町域を存し、そのうち55%が

森林、原野で占められ、農用地が37%、その他 8%という土地利用状況である。

気候は、夏と冬の主主i援の表が大きく、夏から秋にかけてはi晴天が続き安定した

気象条件となり、

冬は流氷の到来

と共に寒さが厳

しくなり土壌凍

結が進む。 農耕

期間の 4 月 ~lO

月における積算

平均気視は

竹
v 
t¥ 
V 

第 1 I:RI 小清水町の位寵
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2，726
0

C 、 i岩手水量は叩8mm、日照時間は1，035時間である。

土壌条件は、低台地(平野部)が、沖積土と泥炭土地帯で、高台地は、火山性

土地荷に大別できる。

2. 農林水産業の概要

小清水町の農業は、先に述べた自然条件から、てんさい、馬鈴しょ、小麦を基

幹作物とする寒冷地農業が擁立され、農家 l 戸当りの経営耕地面積は25.lha (平

成12~) と、全道の平均14.3haを大きく上回り、専業的な経営体を主体に大規模

畑作経営が行われている。

町全体の農業粗生産額は118億円、lOa当たりの農業所得は5.9万円(平成15年)

It 、 i完成 175ド!主小tW水l可決業協同組合作付災測調布による。

と生産性がi奇い農業が展開されている。(第 1 表)

受賞者の経営概要
第 2 表経営作物構成

竹内氏は小清水町の平均よ

りやや多い31.3haの経営面積

を持ち、小麦・てん菜・馬鈴

しょの畑作 3作物を中心(約

9 割)とした経営を行ってお

り、その他にごほう・たまね

作物名

秋まき小麦

でん粉原料府民鈴しょ

てん菜

ごぼう

三五ねぎ

かぼちゃ

メ仁bZ、ヨIII

自作地 (a)

732 

649 

747 

57 

200 

25 

2,410 

ぎ・かぼちゃ等を取り入れた作物構成になっている。(第 2 表)

借地 (a) {乍1.j-'!ド(%)

189 29.4 

244 28.5 

292 33.1 

1.8 

6.4 

0.8 

725 100.0 

家族構成は、本人 (54歳)、両親、妻、長女夫婦の 6 人であるが、主たる労働

は本人と妻、長女の夫(後継者)の 3 人(長女も育児をしながら0.5人相当で従

事)で、行っており、麦作は年間60日の従事日数である。
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受賞財の特色

1 .技術

(1) 経営作物全般にわたる高収最、高品鷺での安定生産の実現

経営面積全体を20築に iま分し、その内の 5 築で小麦を作付けしており、てん菜

→でん粉}}jl~S!畑中掘馬鈴しょ又は一部かぼちゃ→秋まき小麦→(後作緑把(エン

麦野生穂))→てん菜といった緑肥を導入した認ましい輪作休系を実現すること

によって、全ての作物において安定した生産を行っている。(第 21事1)

秋まき小還を i団地数

921a 5 

第 2 掴竹内氏の作付体系

ttな作付体系

iffTri戸 「一七
./①よ②

E歪コ←

比率

( 55% 
( 45% 

小麦の過去 5 年間における 10a当たり単収は、最低年でも 710kg、最高年では

773kg、平均で'740kgにも遠し、北海:道平均 (4 ヶ年) 492kgはもちろん、 IlfJ平均

的9kgを大きく上回わっている。(第 3 図)

品質I留におい
第 31議小麦のlOa当たり ~X量の推移

ても、各年とも
kg/10a 

1 等比率100% と
800 伊 竹内氏

なっており、こ
700 

のように、竹内 Jj、 j藷水町
網走市，μ 

氏は、収量、品 500 

質ともに 位で 400 

かつ年による変 300 

動 1I屈が少ない安
ト114 H15 ト116 H17 H18 

定した生産を実現している。

また、てん菜、馬鈴しょにおいても小麦同様高い収量性・品質を確保しており、

経営作物全般で高い生産性となっている。
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(2) 望ましい輪作体系確立に向けた取組

ア 小清水町は、前述のように北海道の東北端に位置し、秋になると早い時期

から気温が低下し、降雪が始まることから、秋まさ小麦の婿種は 9 月中旬~

下旬に実施しなければならない。これに対し、当地域の主要作物となってい

るてん菜の収穫適期は10月下旬、馬鈴しょは10月上旬となっており、秋まき

小麦の前作となる適当な作物がないことから、馬鈴しょとてん莱の連作や交

互作、秋まき小麦の連作が多く行われ、土壌病害虫の増加による収量や品質

の低下が問題となっていたO また、でん粉原料用馬鈴しょを早期収穫(早掘)

することによって秋まき小麦の前作作物とする作付体系も行われているが、

通常の適期収穫より 2~3 割収量が減少し、所得が低下するため、なかなか

普及が進んで、いない。

イ このような条件の中、竹内氏においては、馬鈴しょの収量、品質を下げる

ことなく 9 月中旬の早掘収穫を可能としている。

これは、竹内氏のでん粉原料用馬鈴しょの栽培技術レベルが高く、初期生

育(主に茎数確保)が良好で、かつ適正な病害虫防除から茎葉の生育維持に

努めることによってライマン価(でん粉価)が早く上がり、早期収穫を可能

にしている。(第 4 閲)

このように、小麦だけではなしでん粉原料出馬鈴しょをはじめとした作

物全体の栽培技術レベルが高いからこそ、輪作を行っても所得が雄保でき、

望ましい輪作体系の維持が可能となっている。

19.6 
19.4 

19.2 
19.0 

18.8 

18.6 

18.4 
18.2 

18.0 
17.8 

第 4 図馬鈴薯のライマン(でん粉)佃i

lfiP記

H15 H16 

-24 
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(3) 堆肥の投入や緑肥の導入による土作り、地力の維持増進

ア 麦梓との交換又は購入によって、毎年600 t の堆把を畜産農家から忠作地

の焔に搬送し、これを年 3 間程度切り返した後、ほ場に散布している。これ

を10当たり投入量で換算すると、 3 作胸の年平均では、1.4 t (投入量ベース)

となり、北海道の畑作小麦における王子均投入量260kgを大きく上留っている。

イ 作付は「てん菜→早掛馬鈴しょ→秋まき小麦」を 1 サイクル(恭本)とす

る作付体系が非常に重要となる。 ((4 )参照)

第 51現竹内氏の実施する輪作体系

馬鈴しょ
(かぼちゃ)

(後作緑肥(エン麦))

3 作物の+1では、てん菜が最も土壌の)]巴沃土が必要とされることから、堆

肥の投入はてん菜の作付前、すなわち秋まき小麦の収穫後に緑肥の鋤き込み

と同時に行っている。(小麦の連作の場合は、小麦捕極nu)

これらの有機物の卜分な投入によって、土壌病害虫、特に烏鈴しょのそう

か病、萎ちょう病、センチュウ類、てん菜のそう根病、 4即寓れ病等の発生を

抑制するとともに、土壌の物理性改善によって根部の仲長が十分に|司られ、

気象条件に左右されにくい安定した収最の確保が得られているO

ウ また、当地域は冬の期間が:l乏し夏が短いことから全ての作物において春

先の初期生育が非常に重姿となるが、堆肥や緑肥が十分に投入されているこ

とによって、春先の地槌のと昇が早まり、小麦における起生、てん菜におけ

る苗移植n寺の活着、民鈴しょの植え付け後の生育等がスムーズに行われ、結

果として全ての作物の単収や品震の向 kに大きな効果が現れている。

エ さらに、地域の畜産農家から /:B される家斎1m怪物を有効利用することによ

って、地域全体での資源循環?l~農業の実践にも大きく貢献している。
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(4 ) 高級量・高品質での安定生産を可能とする 1 サイクルを基本とし

た施開設計

ア 施肥設計を行うにあたっては、「てん菜→早掘馬鈴しょ→秋まき小麦j の

1 サイクルが基本となるが、主要 3 作物の中では、てん菜が最も土壌の斑沃

土を必要とするとともに、基肥のみの追肥を行わない栽培管理となることか

ら、てん菜の植え付け前に堆肥や緑肥の投入をト分に行うとともに、土壌診

断を実施し、その結果をもとにてん菜に合った施肥設計を行い、基HI:\量を決

定、施用する。

イ 竹内氏は、麦づくりを行うにあたって、次の 3 筒条を基本としている。

-歩留の高い小麦生産

-天候に左右されにくい品質管理

-分追贈できる(分追肥の効果を出しやすい)肥培管理

そのためには、てん菜栽培後、馬鈴しょ→秋まき小麦へと輪作を行ってい

くが、徐々に生育後半には残存肥料の少ない土壌へと移行させていくことが

重要となる。

残存肥料が少ないということは、逆に言うと追肥による施思コントロール

がしやすいということで、必要な時期に必要な量だけの追肥が可能となり、

生育の調節を行うことができるとともに、無駄のない施肥が可能となって、

コスト低減、残存肥料による環境負荷を軽減した環境保全型農業にもつなが

ることとなる。

ウ 秋まき小麦の場合、春先の起生期、幼穂形成期、 11二葉期、出穂後の各生育

ステージにおいて生育に応じたきめ細かな分追肥を行う必要があるが、この

ような分追胞による生育コントロールが百I能な土壌(残存肥料が少ない土壌)

にすることによって、生育前半の徒長による倒伏や過剰分けつを防ぐととも

に、登熟期が揃った高収量・高品質の麦作を行っている。

エ 竹内氏の場合、全ての作物において目標収量から逆算して施肥設討を行っ

ていることから、秋まき小麦の基肥量決定にあたっては、前作であるてん菜、

馬鈴しょの収量(目標数量との差や収穫物)を勘案して土壌中の残存肥料の

量を推計し基肥量を調節している。残存肥;j!11.の推計にあたっては、昭和51年
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から各ほ場(約20筆)ごとに記録しているほ場管理台帳や農作業日誌から明

らかにしている各作物毎、ほ場毎の施肥量と収穫量との関係を参考にしてい

る。

その後は支の生育状況(菜数や葉色)を見ながら、追肥によって生育をコ

ントロールしている。

オ この結果、変を倒伏させることなく品質を確保しつつも収最も上げること

が可能となり、このような竹内氏の施肥設計、麦作りは、これまで、収量を

追求するために倒伏による品質低 Fの危険性を抱えながらも多肥(特に~æ)

になりがちで、あった従来型の麦生産と比べ、非常に理想的なものである。

従来型の麦作では、地域内で倒伏せずに刈取りできた生康者(ほ場)の麦

と倒伏させてしまった生産者(ほ場)の麦とが混在してしまい、地域内一斉

収穫の関寄や品質のバラツキが発生することとなるため、竹内氏の変づくり

は、地域の麦作のモデルとなっている。

(5) その他基本技術の励行

ア i暗渠排水、心土破砕による排水対策をj樹氏している。

イ 種子更新率は100% と

なっている。

ウ ほ場観祭の徹底や、ほ

場管理台帳・農作業日誌

等に基づく効率的な作業

計闘の策定によって、機

を逃さない的確な作業を

実施。特にメリ取り時にお

いては雨答による被害が

大きな影響を及ぼすた

め、コンパイン組合によ
写真 1 コンパイン組合による共同収穫作業

適期刈取りが非常に重要であり、また雨害による品質
る共同作業を 11"ってお への影響力f大きいため、複数のコンパインでの同時収
り、刈取り適期のド見を 穣や夜間収穫を実施
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実施し、全町的登熟順による計画的な収穫を実施している。(収穫の判断は

コンパイン組合長である竹内氏が行う)

2. 経営

(1)低コスト生産に向けた取組

望ましい輪作体系での施肥設計による無駄のない効率的な施肥を行うことによ

ってコスト低減が図られている。

また、播種機は 3 戸で、共同利用を行っており、収穫刈取作業もコンパインを個

人所有することなく、 41戸で共同利用を行っている中里コンパイン利用組合(竹

内氏が組合長)で実施し、作業の効率化を図っている。

乾燥調製においてもJAの乾燥調製施設を利用するなど機械・施設の共同利用

によるコスト低減を関っている。

この結果、平成17年産の小麦のlOa当たり所得は66.026円、所得率55%と高い収

主企性を実現している。

てん菜、馬鈴しょにおい

ても北海道平均と比較して

高い粗収益を確保しており、

経営作物全体で高い収議牲

を実現している。(第 3 表)

第 3 表 3 作物のlOa当たり粗JI又益

作物名

秋まき小友

てん菜

総t粉原料馬鈴しょ

it. 北海滋平均は、伐材三水政'(， r 't.i)i'm ，V司 1fJ による。
i役粉原料川.u~鈴しょにおいては、斜lD.1N; 31町平均。

(2) 労働時間縮減や男女共詞参画社会に向けた取組

ア 大規模経営による大型機械化一貫体系の確立や効率的な労働時間の配分を

行い、麦作におけるlOa当たり所要労働時間は約1.19時間(北海道路年産平均

3.45時間)を実現している。

イ 年間で最大の作業ピークとなるてん菜の播種作業期の 3 月中旬においても

280時間/旬(一人当たり 8 待問/日)となっており、労働時間の軽減が凶

られている。農作業への年間従事日数についても、経営作物全体で、本人、妻

及ぴ長女の夫が220日、長女が110自であり、長女の家事・育児の時開につい

ても配慮されている。
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また、地域の麦作部会等の話し合いに参加する際も夫婦間伴で参加したり、

経営方針や計画Iの策定についても妻や長女家族の考えを取り入れるなど、男

女共同参闘を実践している。

ウ 農業従事者が3.5人という少ない労働力でかつ高い生産性を kげながらも

このように少ない労働時間に抑えることができるのは、竹内氏の経営が非常

に効率的であるということが言える。

作物

秋ま割、変

路銘事喜

てλぷ

たまねぎ

かぼちゃ
ゴボウ

細雪空雪作議

。秋まき小室主
i製品1-31ま.lj)(f幻主総胞

O馬童書室5
I~勢1-21孟JjJI衡是私法き小笈

O古せまちゃ
ほ域11お1Jl:務後私まき小?を

Oてん築
lま場1-51立11 月上旬まて収夜
次年度創氾お入lまま詰(秋まさ~IJ唆1-3河弱音
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普及性と今後の方向

上普及性

(1) 竹内氏は、 41戸で共用利用を行っている中里コンパイン科用組合の組合長

をしており、収穫時の刈取計画を策定しているが、資熟}II買による計画的な刈

り取りが実施できるよう、集団の構成員の収穫時期に一定の11I高を持たせ、機

械の効率的利用を図っている。

こうした生育管理の知見は、 30年にわたるほ場管理・作業管理のデータに

基づく竹内氏の経験と実践から得られたものである。竹内氏は共同利用組合

のリーダーとして機械の効率的利舟をマネージメントすることを通して、結

果的に自身の高い栽培技術を地域の農家に普及している。

(2) 特別栽培グループ「健土塾J (会員 9 名)の代表として活躍している。

h 

350 

300 

250 

これは、小清水町 .JAが進める家畜排担物を利用した資源循環型の有機

農業を行うグループで、北海道における農産物認証制度 iYES ! cleanJ の

第 7 ばi 竹内氏の家族経営における匂別作業時間 (3.5人合計)

[J均、 iぎちゃ

。ごぼう

ロたまねぎ
200 ト 11 

Iì.ïl(後作緑目巴)

ロてん楽
11 n 日 11 ロ;殿j京用馬鈴しょ

ロ秋まき小麦
Irーを 11 11 11 11 11 11 1<1 1""吋

100 

50 

。
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認証を受けた玉ねぎ、かぼちゃの生産・販売(大烈最販店と契約栽培)を行

っている。このように竹内氏は麦作以外でも多様な農業展開に蒜目した先見

性のある地域のリーダーとして積極的に貢献している。

2. 今後の方向

(1) 品質改善、経営改善

小麦前作作物としてのでん粉原料出馬鈴しょの早期収枝率のアップ、かぼ

ちゃの増反により、一賭の適正な輪作体系の確立を進める。また、安定した

収量のポイントは土作りにあることから、今後も堆肥投入を積極的に行って

いく。一層の品質向上のため、 J制重量の低械を進め、分追肥体艇を確立し、

その時の生育状況に合わせた担培管理を進めていく。

(2) 地域全体を視野に入れた取組

全町的視野に立った支類乾燥調製施設の効率的利用と、コンパイン組合全

体として品質の均一化を進めるため、普及センター. ]A共催の小麦の品質

向上に向けた各種学習会を利用しながら、一層の品質向上を図る。

また、麦作に限らず、機械の共同利用と…部共i可作業も視野に入れた作業

体制の構築にも取り組んで、いくこととしている。

(執築者農林水産省生産局農産振興諜麦班麦第 2係長キ111賀 11多)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(大豆)

受賞者有限会社平田パイロット

住所岐阜県海津市

受賞者のことば 有限会社平田パイロット 代表浅野広司

この度、農林水産祭において「日本農林漁業振興会会長賞」という名誉

ある賞を賜り、構成員一向身に余る光栄と、心より感謝申し上げます。

当海津市平田地域(1日平田町)は、肥沃な土地に恵まれているものの海

抜は Omと低く、古くから洪水に備えてこの地方独特の『高須輪中』が築

かれており、低湿地帯で排水性の低い混田が多いことから、排水対策が徹

底されてきました。

排水対策と同時に、 1 区岡 1 ~ 2haの大区画にパイプライン方式を導入

し、生産性の向上が図られ、 7，K揺に加え麦・大豆等の土地利用型作物の栽

培が急速に拡大した、県内でも有数の穀倉地帯であります。

私どもは、先人による治水事業等の苦労や努力により乾田化されたこの

土地で、作業受託を行う任意組合として発足し、地域の機械化組合や共同

稲作組合から作業受託を讃撞的に行うことで面積の拡大を推進し、本年 3

月には法人化するに至りました。

今後も、高品質大豆生産を基本としながら、排水対策をはじめとした基

本技術を励行するとともに、水稲、大豆栽培において化学合成農薬、化学

肥料を 3 割削減する、ぎふクリーン農業を推進し環境負荷低減と、安全・
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受賞者のことば、

安心な農産物の生産を行うとともに、地域内の畜疎農家から生産される堆

肥の施用など、耕斎連携体制を強化し地域内循環農業の拡大など、一層の

生践の安定化と地域炭

最後になりましたが、今笹iの受賞に~たり、各関係機関の皆様の純大な

るご支援に心より厚くお礼申しとげ、受賞に当たっての管業とさせていた

だきます。

地域の概要

1 .地域の立地条件

海津市平田町はi岐阜県南部に位遣し、面積16沼kffiで酉に掛斐JII、東に長良川 i に

凶まれた輪中堤内部の海抜0~4mの低湿地地帯で、ある。

気候は、冬季に伊吹おろしと呼ばれる北西風が強いものの、年間平均気温は約

17
0

C 、 年!由問台均jの i降咋水量は約1，悌O伽mmで

はじめ小麦、大立、イチゴ、キユウリ、 トマト等の施設野菜等を中心に農一業が展

関されている。

(2) 農林水産業の概要

海津市の耕地面積は4，219ha (平

成15年度)、総農家戸数は3，291戸

(平成12年度)、うち専業農家26Tf5

(8 %)、第 1 種兼業農家228戸

(7 %)、第 2 種来栄農家2，404戸

(73%) 、自給的農家392T'î (12%) 

となっている。経営規模別では、

1 ha未満が1，395戸 (48%) 、 1~ 

3 haが1.468戸 (51%) 、 3 ha以上

が36戸 (1 %)と 3 ha未満層が大

第1!羽海津市の位霞

岐阜県
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半を占める。

主要農作物の作付面積(平成15年度)は、稲1.881ha、麦981ha、大豆819ha、み

かん120ha、柿10lha、大根83ha、キュウリ 31ha、 トマト 30haとなっている。

農業粗生産額は83.5億円(平成15年度)で、その内訳は、野菜30億 (36%)、米

22.7億 (27%) 、斎産15億 (18%) 、花き 6 億 (7 %)、雑穀豆類3.5億 (4 %)、果

実3.3億 (4%)、麦類2.5倍、( 3%) となっている(第 1 表)。

第 I 表海津市における農業相生産額(平成15年度)

2. 受賞者の略歴

平成元年の郡単位の農協合併を契機に、農協の作業オベレータとして従事して

いた 3 名のメンバーが、農協が所有していた機械を譲り受け、稲作、麦及び大豆

の作業受託を行う任意組織として、平成 2 年 4 月に平田農業パイロット組合を設

立した。その後、平田町内の機株化組合や共同稲作組合が設立されていない集落

での農地・作業の集積を図り、部分受託から全作業受託へ移行するとともに、受

託面積の拡大を進めた。その結果、経営面できめ細かな経営管理や労務管理に対

応できる会社組織への転換が必要となったことから、平成18年 3 月 27日に(有月三留

パイロットを設立した。

会社の農業従事者は、代表取締役 1 名、取締役 2 名、臨時雇用 9 名(男性 3 名

(オベレータ)、女性 6 名(補助作業者)となっている。

常時雇用の 3 名と臨時雇用の労性 3 名をヰ1心に機械作業を行い、臨時雇用の女

性 6 名は補助作業に従事している。

受賞者の経営概要

上経営の概要

農協の農地保有合理化事業による利用権設定や生産調整による小麦の全作業受

託と、麦あとに大立を作付けすることで、経営規模の拡大を図っており、 17年度の

34 



農地面積は自作地4.3ha、借地(転換畑の耕作受託を合む) 158.6haとなっている。

農作物の作付け状況は、水稲38ha、麦類101.4ha、大豆124.9haで、麦及び大豆

の作付けは、生産物の処分権を持つ耕作受託を中心(窃作地2.3ha、利用権設定

面積21.冗la、耕作受託1∞'.9ha) に行っている(第 2 表)。

当該地域は、昭和55年からの長良) 11用水事業及び、ll}ほ場整備の実施により、 1 

~2ha区画の大区岡ほ場が整備されるとともに、パイプライン方式の導入や、 11青

きょ排水の設i設が進められており、生産恭盤の整備が関られている。また、小麦、

大立の作付けは、各集落の農事改良組合と担い予備が協議の上、作付計画を決定し

ており、集落単位での転換1:111の団地化が進んでいる。

第 2 表土地利mの概要

j元:分 全
;;)(右目 炎?lJî

15"F 1MF I 17"1' I 151!' 16:11' 17'1' 15"F 16'!ﾕ 17'J二

l'I1'I' J也 2.1 1.5 1 2.3 1 2.2 2.8 2.0 2.1 1.5 2.3 

借地 l33.6 119.2 122.6 30.l 32.6 36 116 96.7 99.1 

(i�:) (133.6) (119.2) 000.9) (116) (12lJEt-J仁l、，ìl 135.7 120.7 124.9 32.3 35.4 38 118.l 

135.7 120.7 124.9 32.3 35.4 38 118.1 

上IGWI'カウント 17.6 120.7 23.5 118.l 101/1 

i Ì'・ 11\'J出納については、~í'I:Â2受託であって、作業中1<訟を収J産物で相i殺している場合は借地に"己入している。

2. 経営の成果

併がド旺iパイロットは、大区画ほ場における経営の規模拡大を図る i二!こIで、大型機

械による機械化ー賞作業体系を確立しており、大豆作で、はlOa当たり労働時間は

2.1 1時間 (17年度)と植めて省力化が図られている。また、水稲、麦類についても、

それぞれ8.5時間(全盟平均301時間)、 2.1時間(全国平均5.591時間)で、全|君主ド均

に比べ極めて少なし、。

また、経営規模の拡大を図った結果、平成17年度においては、農業所得(稲、

麦、大立)は6，689万円(転作助成金を除く)、 1 人当たり所得も 2，200万円を超え

る高水準にあり、所持率で見ても、農業粗~:X主在に対する農業所得の割合は約 4 割

に達している(第 3 表)。特に、大豆は、農業所得が3，853万円(転作助成金を除

く)と農業収入全体の約 6 割を占めており、 1財産Híiにおいて大豆の位置づけは非
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常に高い。

なお、平田パイロットは、農地貸し付けを希望する農家や、施設国芸の専業農

家の水田を受託しているが、このような活動から、当該経営は、集落内の水田管

理や施設題|芸を行う専業農家の経営安定のために必要不可欠な存在となってい

る。

第 3 表農業収入の状況 (17年産)

13: 分 J吹雪絵粗JIJCi，占①

大R (a) 70,766 

水稲 45,156 

麦飯 49,375 

作業受託料金 4,380 

合計( b) 169,677 

a/b 41.7 

受賞財の特色

1 .技術

I2業経営資②

32,237 

33,159 

33,473 

3.920 

102,788 

31.4 

(1 ) 効率的作業体系の構築

(111.位:千円)

tz業所得③ 転イノ{二奨励余 所得本(%)

38,529 6,638 54.4 

11 ,997 26.6 

15,902 15,972 32.2 

461 

66,888 22,610 39.4 

57.6 29.4 

各集落に農用地利用改善自体的な土地利用調整キE織を設寵することにより、転

換畑の団地化やブロックローテーションによる大立の作付けが行われており、こ

れら水間の耕作を偏平田パイロットが誌け負っている。

1 ~ 2haの大!友商ほ場を前提に、 125haに及ぶ大面積の農地においてブ守口ツク

ローテーション方式により団地化が図ら

れる中で、大型農業機械の導入による機

械化一貫作業体系が確立され、効率的な

作業が行われている。(写真1)

また、導入されている機械についても、

耕起・施肥は種・除草剤防|訟の各作業を

同時に行う複合語種機を 2 台、中耕培土

用の乗用管理機を 1 台、病害虫防除用の

無人ヘリコプターを 1 台、汎用型コンパ 写真 1 大区画ほ場における大豆栽培
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写真 2 大型農業機械 写真 3 複合J樹重機

写真 4 無人ヘリコプター 写真 5 汎昨取コンパイン

インを 3 台、 6 条自脱摺コンパインを 2 台導入しており、作業効率性の高い高性

能機械により各穂作業毎の効率化も図られている(立子真 2 、 3 、 4 、 5 )。

栽培技術罰においては、さらなる省力化と捕種時期が遅れた場合の対策として、

17年度に狭1111無中耕無培士栽培を50ha実施し、 1=1='f41:培土の省111告による労働時間の

削減を凶っている。現在、実需者ニーズが高く機械化適性の高いI!免生品種のフク

ユタカを基幹品種として栽;培しているが、同時に、狭l住無I:I:T ~~I 無培土栽培に適し

た倒伏性に強い中生品種のつやほまれを導入し、作期の分散を図っている。

なお、複合作業捕種機、汎汗i コンパイン、無人ヘリなと1高性能機械の導入や、

乾燥調製については全量を農協に委託するなどの対応により、資本装備の高度化

と、それら機械装備に当たっての合理E化も閑られている。

この結果、大豆の10アール当たり労働時間は、全国王子均 (11.551時間)の約 2 割

の2.131時間(うち機械作業1.321時間)と比べ極めて少なくなっている(第 4 表)。
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生産コストについては、lOa当たり費用合言十では大豆 (25，697円)が全関平均

(50，356円)の約 5 割、麦 (32，897PD が全国平均 (49，886円)の約 7 割、水稲

(70，414円)が全国平均(120，715円)の約 6 割となっている。

費用合計のうち、農機具費は、大豆 (3，604円)と麦類 (3，816円)がそれぞれ

全国平均(大豆5，900円、麦類6，854円)の約 6 割、水稲 (6，956円)が全国平均

(22，385円)の約 3 割となっている。また、労働費は大豆 (3.195円)が全国平均

(17，110円)の約 2 割、水稲(12，750円)が全国平均 (43，889円)の約 3 割、麦

第 5 表 lOa当たり生産費 (JP.f立川、 l時/1司)

l孟 ノノ、J やi([]'lm !氾料~'i Ji~~楽ì'[1H'! 光熱動力投
その他

諸Æ;j宇I~'i

ミ I'UIパイロット① 1,110 2,320 5,889 390 366 

大I;: éÍ':陸i平均② 2,526 3,667 3,487 1,507 103 

①/② 44 63 169 26 355 

平日 lパイロット① 13,210 6,1 10 7,454 1,333 961 

水稲 全t写1'1勺力② 3,704 7,802 7,016 3,455 2,050 

①/② 357 78 106 39 47 

'I'-IUパイロット① 2,294 5,790 4,774 313 293 

1乙 全関平均(号 2,595 6,923 4,176 1,575 387 

①/② 88 84 114 20 76 

18: ク〉
土地改良、水平iJ授、

民機H1'i 労働 ~'I 'iV1l合計
llll\'料、民主ミ共済授と?

判Hパイロット① 8,822 3,604 3,1 95 25,696 

大sE 全凶平均② 13,696 5,900 17,110 50,356 

①/② 64 61 19 51 

'['-111パイロット① 21,640 6,956 12,750 70,414 

水稲 余~"ドド均② 22,142 22,385 13,889 120,715 

①/② 98 31 29 58 

平 rJIパイロット① 11,555 3,816 4,062 32,897 

支 全国王ド均② 15,328 6.854 8,171 49.886 

①/② 75 56 50 66 
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(4，062丹)が全国平均 (8，171円)の約 5 割となっており、生産コストの大11屈な低

減が図られている(第 5 表)。

(2) 徹底した排水対策と溜期作業の実施による安定多叙の実現

当該地域は、海抜 O~4mの低湿地地帯でほ場整備カマ子われているものの、本

n音きょが整備されているほ場は 4 割程度と排水性の低いほ場が多いため、特に、

排水対策に重点が置かれている。

大主主については、作付而積の約 3 割で本時きょが施了‘されているが、作付けを

行う全ほ場において、前作の小麦のJ税制白にサブソイラーによる芯土破砕を実施

し、大立の播種前にはトレンチャーにより明きょや排水市を施工している。また、

降雨後にほ場の見Iillり、明きょの補修を実施するなど、徹底した排水対策を実施

している(第 6 表)。

第 6 表排水対策の実施状況(平成171[三)

また、 j蓮如播種による出芽、苗;立ちの確保、適Wlの 1:1ゆ1:培土による肥料成分吸

収の促進と倒伏防止及び雑草IW除、フェロモントラップの設置と無人ヘリによる

適期の A斉防除、パイプラインや明きょを利用した瀧水の実施など、徹底した基

本技術の励行と適期作業に努めている。

第 7 表 lOa当たり JIX.卦の披移 (.Iìí.f立: kg) 

5カ fド
15, 16"1; 

iま Jt H9 HIO Hll 1112 日13 H14 H15 I-I16 H17 
ミ/'.1む

を|徐く 5

カ "1; 、ド均

子訂iパイロット④ 152 64 210 212 225 230 158 161 262 207 228 

平III II/J ③ 152 101 140 130 183 215 129 130 192 170 172 

11I皮 iit 民\()l) 152 106 144 134 172 185 135 121 116 152 156 

会1[1ゆ 174 145 173 192 189 180 153 119 168 162 180 

〔ぶぺか 1.0 0.6 1.5 1.6 1.2 1.1 1.2 1.2 1.4 1.2 1.3 

①/C⑤ 1.0 0.6 1.5 1.6 1.3 1.2 1.2 1.3 1.8 1.4 1.5 

(わ/④ 0.9 。‘4 1.2 l.l 1.2 1.3 1.0 1.4 1.6 1.3 1.3 
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なお、前作の麦わらのすき込みによる地力維持や、土壌診断に基づく苦土石灰

の施用による酸度矯正を実施し、土づくりにも努めている。

この結果、lOa当たり収量は全国、県、地域の平均を上回っており、平成17年

産は262kgと地域平均 (192kg) に比べ約 4 割、県平均(l46kg) に比べ約 8 割、

全国平均 (168kg) に比べ約 6 割単JI又水準が高くなっている。また、 13年~17年

の 5 カ年平均は20花g (作柄の悪かった15年、 16年産を除く 5 カ年平均では228kg)

と安定して高単収を確保している(第 7 表)。

(3) 消費者ニーズに応じた安全・安心な高付加価値な大豆生産

1I皮卒県では化学肥料・化学合成農薬を県の基準より 30%以上削減する「ぎふク

リーン農業」を推進している。(有)平田パイロットにおいても減化学把1'-'1- ・減化学

合成農薬栽培を17年産大豆では12ha試験的に実施した。 18年産大豆からは全面積

で実施しており、消費者ニーズに応じた安全・安心な高付加価値な大豆生産の推

進を図っている。

また、種子の100%更新の実施や、収穫については普及支援センターや農協と

連携してほ場を巡崩し、メ日り取り日程を調整の色、適期収穫に努め、高品質大豆

生産に繋げている。この結果、農産物検査における上位等級(1， 2 等)比率は、

17年産では63.6% (県平均60.7%) 、 15年~17年の 3 カ年平均でも 58.8% (県平均

53.1%)と高品質化が凶られている(第 8 表)。

第 8 表農産物検査等級の推移 Uì1. i立%)

15"1: 16"1: 1751' 3 カ:fpF:t台

区分 主!と HI
岐卒県

'T'-[II 
岐阜県

王子lfI
岐阜県

3ド!士i
紋ltlW~

ノ tイロット ノ fイロット ノ fイロット パイロット

1 寄与 9.7 24.3 4.3 5.3 30.5 20.4 14.8 16.7 

2 ~~ 65.4 40 33.4 29 33.1 40.3 44.0 36.4 

3 等 11.5 25.6 20.1 38.5 17.4 29.5 16.3 31.2 

特定JJIITItJ 7.3 19.9 10 12.4 

その他 6.1 22.3 8.9 12.4 

(4 ) 環境に配慮した生産活動の取組

岐阜県においては、有機物等を有効に活用した土づくり及び環境への負荷の大

-40-



きい化学出料、化学合成農薬等の効率的な使用と節減を基本とし、生産性と調和

できる幅広く実践可能な環境にやさしい農業として fぎふクリーン農業」を推進

している。

fぎふクリーン農業J では、化学肥料・化学合成農薬の適正、かつ、効率的な

使用とそれらに代わる各種代替技術の利用により、化学肥料及び化学合成農薬の

使用量を従米の栽培と比べていずれも30%以上削減した栽培方法を確立・普及す

ることを日標としている(第 9 表、第10表、第 2 額)。

偏平田パイロットでは、 17年産大立の作付面積のうち12haで「ぎふクリーン農

業j に対応した試店制主培を実施し、 18年産大立から全作付面積で実施している。

1!!fi機窒素成分については、慣行栽培の2.8kg/10a (アラジン化成444: 20kg) に

対して、ぎふクリーン農業による栽培で、は1.5kg/lOa (スーパーユーキ君 1 号: 30 

kg) を元肥として施用している。また、化学合成農薬については、は種以降の延

べ有効成分回数を 6 回としている。

また、車内の省産農家で生産されるi倒巴を存効利用するため、海津市有機資源

循環型農業推進協議会が18年 7 月に設立されているが、平田パイロットは、そこ

に検討メンバーとして参加しており、 18年産水稲の作付け前に 8 haの水田に約

120 t のたい肥を投入している。今後は耕雀連携体fljlJを強化し、大豆の収穫後に

第 9 表 ぎふクリーン農業の化学合成農薬及び化学肥料の使用恭準栽培:恭準

f史JHI可能な 使}日可能な

11"1'1 FI 名
化学合成I2i終の fヒd判rJ~宇I-M:

延べ有効成分数 (1り]) (N成分 kg/10a) 

30%以上削減 50%以上削減 30%以上削減 50%以上削減

ヰミ 12 。 6 4 

変ð'ti W、炎 6 4 7 5 

i 大変 6 4 10 7 

大~]. 7 5 2 1 

第10表 ぎふクリーン農業に対応、した栽培基準(J A全農岐卒)
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第 212R1 ぎふクリーン農業の表示制度

0 ぎふクリーン幾幾の審査示術j度について

がふケリーン決定のマ IVJl の守派 J広大と、 j;l} l~ß . 1とγ肥料の削減に努め

る J;~~ ~~てすf の i以斜i みそ去、íì'í 'L'i: :{', (こ↑!?級従!たすることを tllí0 としている。ざ

ふクリーン f1~ :!4~O) 泌 il川 Zi: 災 ií.~ のために、 λ1 ，庁;1 ・炎イ、び〉ノレー/レを-)1::め、こ

れに)，t: づき生 r)主波紋し、 1主 0) J主 'fl を ì，:l4 たしてノJ: J)去された N~~ J~i(l ~þ) ，こ、ロ

ゴマークがついている

~ふク1)…ン際線
膝豊臣‘化学犯科在 30961:<よ提唱 i詳して狩苦しました+

幾度協有吉言。
義喜玉荷高 I *tÌ'古口モーノ{棚、アイガモ稲作、

天敵(聖ifI等を記意書する。

0000 TE同舶ー帥ト帥帥

0000 

....:30%脳障の総量管理署耳
.tà.'lf!':;、?リーン換気設矛厚

ぎふクリーンj~l~)~ ;N: ノjミ黙と {ìi~ flH %~ i土、セットで災ぶしなければいけ去

せんつ

主 j;て、 5 0 ~I~ 1r JJ!1 ，!!l~ 〆{t ~~ 0 %j ~N: ;jミ黙とセットに十ることはできませ

ノν。

<:1二耕栽絡で燦議室・化学肥料を 50%以上総減した幾作物>

tYふクジーン燦議選
磨吉住・化，'I'Hmヰを 50%N.上級躍して紛苦しました φ

館協 10000 

絞首苦上(l)特徴 i 様性フェロモン使用、アイ
災被俊用等を記載する。

0000 TEL的ト出D-úØ曲

0000 

岐阜県00喜pOO針。。

....50対置軍属ス〉封書古都翠禁
Aきゃっァリーン祭議議牙蒋

ざふクリーン flrk.;{i; ;;と司、 1;をと t}: P.ti:~J，土;主、セット

f士/レ。

三ミ ;1ミしな íjhl:f ，、 ii ミ

去に、 5 0 %) '�; PH .~;~な 30 うも表ぷリX とセットにすることはて?

fν 
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団地化されているほ場を中心にたい胞をl.5 t /lOa施吊するなど、地域内資源循環

型農業の拡大に取り組んで行くこととしている。

2. 経営

(1) 高収益な農業経営

麦、大立を経営安定のための重要な品目として位置づけ、それら作物の面積拡

大を留った結果、平成17年度の農業収入(水稿、麦類、大豆)は、農業組収議が

1 億6，968万円と非常に高い水準にあり、農業所得は6，689万円(転作助成金削除

く)、 1 人当たり所得も 2，200万円を超える水準にあるO 所持率で見ても、農業粗

I1又訴に対する農業所得の割合は約 4 割に達している。

大立については、農業所得が3，853万円(転作奨励金を除く)と農業収入全体の

約 6 割を占めるとともに、農業粗収益の中での割合も約 5 割と、水稲(約 3 郁)、

麦(約 3 割)を一!二拒iるなど、収益面において大豆の位置づけは非常に高い。また、

収主主性を見るとlOa当たりでは、粗収益は56，658円と全国 (42.103円)に比べ 3 割

以上高く、また、所得も30創8円と、全国 (1，826PD を大崎に上回っている(第

11表)。

判ま!パイロット①

56,658 

118,831 

48,693 

主r' lI!パイロット③

30,848 

30.647 

15,682 

(2) 安定した収 第四表大豆の作付踊積、lOa当たり収量及び生産量の推移
益性

生産の状況は、過去

3 ヵ年の農作物の作付

面積及び佐藤量につい

ては、大豆、水稲、変

ともに年産による差は

火(1.

オ( f� 

2乙

12<: ノ5)、 15'f 

i'lõ{，j 江ÌÎfi't (ha) 136 

10aA"!たり ~xjì( (kg) 158 

'l:匀i'iJ偆: (t) 214 

作付 TlfT獄 (ha) 32 

lOa主í t:こり JI>!.ll!: (kg) 486 

WH�lH�t (ha) 118 

10a A"!たり収対 (kg) 330 

一一 43 

16'1二 17'1三 3 カ {I~ 、Fj宅j

121 125 127 

161 262 ]94 

194 327 245 

35 38 35 

503 517 502 

98 101 106 

291 397 3:l9 
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区分 15"F 16"1' 17年 3 カ:1r~平均

交付金対象 201.2 151.0 297.4 216.5 

入札販売
数対 60.4 45.3 89.1 64.9 

30.0 30.0 30.0 30.0 

契約栽培
100.6 75.5 147.6 107.9 

都合 50.0 50.0 49.6 49.8 

中[1対取引
数Jii: 40.2 30.2 60.7 43.7 

割合 20.0 20.0 20.4 20.0 

交付金対象外 数-ifJ 13.1 42.9 29.2 28.4 

いる。

第14表農業収入の推移 Clìí1立.千円)

区分
農業組l生産額 農業経営費 農業)jIr符

15ﾓj� 161ド lN" 15iド 16if 17iド 15ij� 16ójミ 17i]� 

大fL
42,510 54,908 70,757 35,655 32,135 32,237 6,854 22,772 38,529 

34% 42% 42% 33% 32% 31% 37% 76% 58% 

水稲
47,455 41,181 45,156 29,043 31,773 33,159 18,413 9,409 11 ,997 

38% 32% 27% 27% 32% 32% 100% 31% 18% 

変驚i
31,980 29,992 49,375 39,214 32,656 33,473 …7,234 -2,665 15,902 

25% 23% 29% 37% 32% 33% -39% 9% 24% 

作業受託 3,587 4,380 4,380 3,210 3,920 3,920 377 461 461 

料金 3% 3% 3% 3% 4% 4% 2% 2% 1% 

メLミT、三Hさ f。 125,532 130,461 169,668 107,121 100,484 102,788 18,410 29,977 66,888 
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今後の方向と普及性

1 .今後の方向性

地域の担い手として、今後も、オd活一麦一大豆の 2 年 3 作のl[術作休系を基幹と

して、耕作受託中心の経営から、利用権の設定を通した一層の農地の利用集積や

団地化を図り、土地利用率の向上や機械の大型化と作業効率の向上を進める計艇

である。

また、現在、殺到iI率が40%となっている本11音きょの整備を進め、さらなる排水

対策の御去を['i{[り、単収の向上特i品質大豆生産を推進することとしている。

19i1ミから導入される品目横断的経営安定対策の対応に向けて、農地の手iJ)召集積

を進めているが、将来的には、水稲、麦、大豆の生産を含む多角的な経営展開を

図るため、地域の稲荷神社の参詣者を対象に、観光と農業を結びつけた観光農隣

的な取り組みを経営に取り入れていくことも考えている。これは、収入の増加の

みならず、リスクの分散、さらには、就業機会の確保を関ることにより後継者の

参入を促していくことも念頭に宣いているからである。

府)平田パイロットでは、主たるオベレーターは社員 3 名、臨時雇用 3 名が担っ

ているが、このうち社員 1 名の長男が、現在、オベレーターとして勤務しており、

後継者となるかは未定であるが、今後の経営展開によっては、後継者として活躍

していくことが}羽持されている。

なお、(紅平EElパイロットは、地域農業の先導役としてこれまで地域の中核的担

い手としての役割も果たしてきたが、今後は、法人経営として利益の追求も考醸

しながら、地域の農業経営の模範となるよう経営展開を図っていくこととしてい

る。

2. 普及性

的河斗子!パイロットは、水田受託、小麦・大豆の作業受託を基本として設立され、

地域農業の先導役として、これまで地域の 1:[:1核的な担い手-としての役割を果たし

てきた。

米政策改革下lこおける麦・大立の本格的生産の担い手として、各集落における

土地利用調整により転換:1:111の団地化、ブロックローテーションを行う水聞の耕作
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を請け負っている。この結果、地域におけるこ1--地利用率は高水準に維持され、経

営能力に擾れた担い手が育成される中で、農場制下での生産性の高い水田輪作営

農が確立されるなど、我が国の水田農業の将来像を示すものとなった。

情)平田パイロットにおいては、経営規模の拡大、生産方式の合理化、経営管理

の合理化が着実に進められており、この点で、優れた経営が行われている。今後、

品目横断的経営安定対策の導入により、担い手に施策が集中化・重点化される中

で、構造改革も加速化しようとしている。このような状況下における水田農業の

担い手モデルとして、情)平田パイロットの取り組み治宝他地域に広く波及していく

ことが期待される。

(執筆者農林水産省生産局農産振興諜豆類班大立企画係長市橋康弘)
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天皇杯受賞

出品財経営(ブロッコリー)

受賞者吹原繁男

吹原ちあき(夫婦連名での表彰)

住所長崎県雲仙市

受賞者のことば 吹原繁男・ちあき

このたび、栄えある天皇杯を受賞し喜びと感謝の念に堪えません。これ

もひとえに長崎県を始め雲イ111市、 JA高原雲仙、地域の皆様からのご指導、

ご支援の賜と心から深く感謝申し上げます。

昭和信年、県立諌王手経常伝習農場を卒業して就農しました。 昭和46年20歳

の n寺、園芸雑誌で初めてブロッコリーのことを主11 り、 6 a 栽培しました。

当時はまだ、珍しい品目で、買ってもらえるか半信半疑でしたが、それまで

作っていたカリフラワーより作業性がよく、少しずつ面積を拡大してきま

した。そして昭和57::::1三吾妻洋菜研究会を立ち上げ、ブロッコリーの専作グ

ループ (23ha/3 人)に発展しました。ブロッコリーは収穫後のJAIl質の劣

化が早いので、いかに鮮度を保持するかがポイントで予冷と鮮度保持袋を

併用しております。

ヅ1、規模拡大の契機になったのは、平成 5 年自動播種機、セル形成

前・移植機を導入してからです。それまでは一つ一つ腰を曲げて手植えで

大変重労働でした。また、平成15年には長崎県の「食と農j 支援事業を活

用し、鉄骨の育Wîハウス、集出荷施設、予冷!躍を整備し、生産から出荷ま

で、一連の機械設備を整えてきました。
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受賞者のことば

雲仙市では圃場整備も進められ、今、ブロッコリーの作付けが急速に伸

びてきています。産地化ができて、後継者が育ち、農家がもっともっと元

気が出てきてくれたらと願っています。

今後は、もう少し増やしてlOhaの経営をめざし、これまで同様家族経営

主体で、おいしいブロッコリーをお客様に届けるよう日々努力していきた

いと思います。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

長崎県島原半島は県東南部に位置する陪j閤138.3畑、東間約24km、南北32km、面

積459.36kill (県面積の112%) の半島で、雲仙普賢岳(標高1，359m) を中心に、そ

れに連なる穏やかな丘陵地帯と海岸沿いに広がる平野部からなっている。

気候は年平均気温16
0

C と祖媛で、年間降水量:2，∞Omm、年間日照時間2，2∞時間と

農業経営に恵まれた気象条件となっている。

雲仙普賢一時は平成 2 年11月、およそ200年ぶりの噴火ののち、翌年 6 月以降の

火砕流等により島原市、深江町では人的被害や家屋・施設・耕地災害が発生し、

また、降灰は半島全体に及び農作物に大きな被害を与えた。

平成 8 年に|噴火活動は終息し、営農が再開され、復興が果たされている。

第 1 ~I 長崎県における島原半島 第 2 関雲仙市吾妻町の位置

48 



(2) 農林水産業の概要

島原半島の販売農家は7，267戸(県全体の25.5%) で、うち主業農家の比率が

53% (県比率32%) と非常に高い。 (2∞5年農林業センサスより)

耕地国積は12，500haで、うち水田I面積37%、普通畑53%、樹i羽地10%で、特に

よ!日地割合が63%と高くなっている。

農業産出額は558儲~4 千万円(主IZ成16年)で県全体の41%を占めており、特に、

いちごをはじめとする施設関芸と、ばれいしょなどの露地野菜、斎}涯における産

出額が高く、本県を代表する農業地帯である。

その中で吾妻ilUT (平成17年10月 l町村合併:により雲仙市)は、温暖多雨な気候条

件を背景に、 LU沿いには豊かな牧草地指・畑地昔が、平坦部には水IEI地帯が拓け

ており、水稲・野菜・畜産など多様な農業が展開されている生産性の高い地域で

ある。平成16年の吾妻11fTの農業産出額は37.7億円、うち上位品目は、肉用牛6.7億

円、豚5.9億円、米4.1億円、馬鈴薯3.8億円、生乳2.41:怠円のJII買で、ブロッコリーは

71立で22億円となっている。

2. 受費者の略歴

繁男氏は昭和42年、県の農業経営伝習農場を卒業後16才で就農し、馬鈴薯、白

菜等の重量野菜を中心とした経営を実施。

昭和46年、カリフラワーよりも手間がかからず、価格の安定しているブロッコ

リーに藷日し、苦妻町で初めてブロッコリー栽培を開始した。

昭和53年、繁男氏26歳、ちあきさん23歳で結婚。ちあきさんは、結婚を機に就

第 1 表経営発展の経過 (jÍljti'iの it上移は角~ 3 [1i[に表示)

1f:: 次 絞'iir発展の経巡

日目手fl42iド j長楽
A

絞:な.{;云't'1 1足場をli'、業後、 l汰終 06;J")、絞'ì:nÍIÎ獄1.5ha

465ド ブロッコリー抜取を始める (20才)

531f *ri焔 (26二才)、ブロツコリー・キャベツで2.5ha

60>[ミ 色H文f~H，l のため、冷jj~llli.を導入して f予冷j をちifli血

三[1. Jtl; 5 if セルí'lii守閣、移;fílîl幾を県内で初めて導入。ブロッコリー 5 ha。

lO:fF 11\前方法のi攻~(f- rti~;lv.べ方式j を Vi~内で初めて導入

15ir: 大規t.t;i'(;f l'li施設、:ífHB持冷j絞施設を建設

1M!' 後絞殺の就tz
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農、夫婦での農業経営を開始した。

昭和57年、ブロッコリーの専作経営に取り組むと共に、品質の安定と定量出荷

を目的に、有志 3 名でブロッコリー専業集開「吾妻洋菜研究会J を立ち上げた。

研究会には夫婦で参画、 3 戸 6 名による共同作業の実施。

平成 5 年、青苗及び定植作業の改善策として、「自動播種機+セル苗十移植機」

の体系を県内で初めて導入し、経営規模の拡大を図った。機械作業も夫婦で行な

ってきた。平成13年、青色申告の開始と共に、経営管理をちあきさんが担当。

平成15年、県単独補助事業を活用して共同で大型育苗施設や冷蔵集出荷施設を

建設し、安定生産・良品出荷の基礎作りを進めた。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1) 家族と労鋤従事者

家族労働力は、本人、妻、就農 3 年目である後継者の 3 人であり、雇用は年開

7 日程度しかなく、家族労働力のみによる経営を行っている。(第 2 表)

後継者の就農までは、夫婦 2 人の労働力でありながら経営規模を着実に拡大し

所得向上を図ってきた。規模拡大にあたっては、定植作業の機械化、育苗施設や

集出荷予冷庫の設置等常に計画生産、定輩出荷、品質向上をめざした生産基盤の

整備を行なってきた。このことによって家族労働力による大規模経営を実現され

ている。

夫婦で作付計画、作業計闘を立て、作業管理、経営管理については分担しなが

ら効率的な経営を行なってきたが、平成17年 3 丹、後継者の就農を機に家族経営

協定を文書締結し、各自が役割分担しながら協力して営農を展開している。

(2) 経営面種並びに、経営の特徴

経営耕地面積は628a (田134a 、畑494a) であるが、その内借地カ宝366 a (田

33a 、畑333 a) であり、問場は自宅から3.5kmの範間内に分散している。現在、

地域農業の担い手として、積極的に借地を行い、規模拡大に努めている。(第 3

表)
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経営形態はブロッコリーの専業経営であり、栽培而積はブロッコリー900a 、

水稲ωa である。

ブロッコリー栽培技術の開発・導入には積極的に取り組んでおり、穂高会全1:や

農機メーカーへも出向いて技術情報の習得に余念がない。特に、農機メーカーと

は共同で、言り投栽培を行って、平成 5 年に県内で初めて育部・定植における「セル

菌育苗十移植機J の自動化を成功させ実用化した。また、出荷方法の「横並べ方

式」への改善も課内で、最初に行うなど、省力低コスト技術や鮮度保持技術をいち

早く導入している。

その結果、①品種選定、②栽培技術、各鮮度保持技術の確立により、家族労働

力 3 名のみによるブロッコリーの大規模経営を可能としている。これらの栽培技

術は、現在、長崎県ドのブロッコリー産地における恭本的技術として普及し、

地拡大に大きく寄与している。

また、ブロッコリーは国産と輸入物との競争・共存が進んで、いる品目であり、

経営の品目とするには、輸入物との競争に勝ち残る必要があり、消費者に支持

第 2 表家族労働 EI 数 第 3 表経営耕地面積(1[(1立 a)

1000 

劇作:ft!l 街地

101 33 

161 333 

262 366 

第 3 国 ブロッコリーの栽培而積の推移

吹原氏のブロッコリー栽培面務の推移(単位: a) 

51 

134 

494 

628 



される疎地でなければならない。

特にブロッコリーは収穫後の鮮度低下による品質劣化が激しい品目であり、良

品を安定的に生産するためには、十分な鮮度保持対策が求められる。

そのため、寺田哉した「吾妻洋莱研究会」でのブロッコリー栽培面積を23haに拡

大し、共同育苗施設や集出荷予冷施設も備えることにより、「品質が良く、鮮度

の高い商品」を提供し、 fいつでも切れ間なく、安定的に出荷できる産地規模」

を実現している。

2. 経営の成果

ブロッコリー栽培面積は年々順調に伸びており、lO a 当たり平均収最も約L∞o

l氾を確保するととに、品質の良い生 第 4 表ブロッコリーの年次別、単位あたり収量の推移

産物が評価されて高い単価で販売さ

れている。(第 5 図)

受賞財の特色

1 .技術

(1) ブ口ッコリー専業経営を選択

就農した当時、吾妻町では馬鈴薯、白菜等を中心とした重量野菜の栽培が行わ

れていたが、価格が乱高下する不安定要素があった。そこで、軽量野菜で、価格

が安定しており、機械装備が少なく、消費拡大が期待できるブロッコリーに着目。

温度に敏感な野菜であるが、価格の変動があっても値の回復が早いため、長期間

安定した出荷ができれば経営的にも安定し、魅力のある経営が実践できると考え、

昭平1146年に吾妻町で初めてブロッコリー栽培を開始し、今日に至っている。

(2) 家族労働力を考慮した作型の取り組み

ア.消費者の求める、地域に適した品種の選定

ブロッコリー栽培当初は、品種の数が少なく作型も限られ、出荷時期は11月

~2 月までの 4 ヶ月間だけで、あった。そこで\出荷期間を拡大するため、使用

している種苗会社の試験場へ出向き、育種担当者から品種の特性や品質につい
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て勉強すると共に、毎年品種の現地適応試験を行っている。現在は、出荷期間

も1O~6 月の 8 ヶ月間に伸びている。なお、品種選定にあたっては、 JI~景や栽

培のしやすさだけでなく、消費者や量販店等の意見も開きながら総合的視点で

判断している。

イ.家族労働力を考えた作型計画

ブロッコリー栽培では、収穫・出荷調整作業が規模拡大の制限嬰i主!となる。

現在の作型は、①秋どり(1O~1l月)、②年内~年明けどり(l2~ 1 月)、③冬

どり(1 ~ 2 月)、④春どり (3 ~ 6 丹)の 4作型であるが、特に春先はi.ffit度

変化により収穫作業が労働過重となりやすい。そのため、労働配分を考えた負

担のかからない栽培討耐を設定実践しており、限られた家政労働力を最大限に

活かして規模拡大と安定生産につなげている。

(3) 省力化技術による経営規模拡大

ブロッコリー栽培における作業時間の"1:1で大半を占めるのが、育部作業と収穫

第 41~J ブロッコリーの作業時間

ブ口ツコ 1)…ゆ作業時間(長崎県基準技術)

αα2C税 3α4αe 京協 6α7α8α9α10α4 
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調整作業である。(第 4 閣)

これらの作業は省力化対策が難しく、経営規模拡大の制隈要因となっていたが、

改善技術を開発・導入することにより家族経営による大規模経営を可能としてい

る。

ア"育茜と定植方法の改善:セル苗育苗と移植機の導入(県内初)

栽培当初、育商は「地床に直まき育

苗」、定植は「手植え」の「地床育

苗十手植え」が主流で、定植にも時間

がかかっていた。

平成 4 年にセル菌育苗と機械定植が

研究されていることを知り、開発して

いた機械メーカー(ヤンマー)と共同

で試験栽培を行い、平成 5 年には県内

で初めて、「自動は種機+セル苗j に
写真 1 移植機によるセル宙定槌

よる育苗技術と、「移植機J による定植作業の実用化に成功した。これにより、

育苗に要する作業時間はそれまでの 3 分の 1 に短縮され、大規模経営を可能と

している。(写真1)

イ.大型育菖ハウスの導入

ブロッコリーの育苗は 7 月より始ま

るが、台風シーズンと重なる時期でも

あり、パイプハウスによる育苗では、

生育や経営を左右する直の出来具合に

気を遣うことが多かった。このため、

台風時期にも安心して播種できるよ

う、平成15年に共同( 3 人)で県単独

補助事業により、共同の大型脊苗施設

を整備し、計調的に安定した良吉の生
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躍が可能となっている。(写真 2)

ウ.出荷方法の改善:横並べ方式の導入(県内初)

ブロッコリーの出荷は、段ボールに

13 kg縦詰め方式」であったが、きれ

いに箱詰めするには熟練した技術が必

要で時間もかかっていた。

そのため、誰にでも簡単に箱詰めで

きる方法がないか情報収集していたと

ころ、平成10年、香川県に 16 kg検並

べ方式」があることを知り、市場関係

者と協議の上、導入した。(写真 3)
写真 3 出荷方法の改善(箱詰め方法の改善)

これにより、 1 関当たりの出荷量(軽トラック 1 台分)の箱詰めの労働時開

を60%削減することができている。また、誰にでも箱詰め作業が可能となり、

雇用の人でも対応できるようになった。

さらに、出荷コストも大111話に削減され、ブロッコリ -1 玉当たり約 5 円、約

40%のコストダウンができ、経常的にも大きなプラスとなっている。

2. 経営

(1) 消費者、市場に告頼される産地を自指して

ア 大規模ブ口ッコリー専業集盟「吾妻洋菜研究会J の設立

市場から信頼されるには、「いつでも切れ間なく、安定的に出荷できる産地

規模」を実現することが必姿である。そこで、昭和57年、大規模にブロッコリ

ー栽培を行っている地域の仲間 3 人で「吾妻洋楽研究会j を設立した。

この奇!日哉化により、共問育菌施設や集出荷冷蔵施設を核とした「品質のバラ

ツキのない、安定出荷」を実現することができ、市場から信頼される生産手出能

(産地)となっている。

また、研究会においては販売担当の役割を受け持ち、市場との情報収集や意

見交換を行うことで、消費者ニーズや他産地の情報を把援し、生産・販売に努
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めている。

イ.予冷による品質のよい商品づくり

ブロッコリーは温度に敏感な品目であり、高温期(1O~1l月どり、 4~5 月

どり)の出荷では、品震や鮮度の保持が重要となる。このため、当初から早朝

収穫など品質を重視した集荷を心がけ、市場の冷蔵庫を利用しながらの出荷に

努めていたが、昭和ω年には冷蔵庫を購入して「予冷J という考え方を地域で

初めて導入した。

また、平成16年には共同で大型冷蔵施設を導入し、品質の高い商品を出荷し

ている。(写真 4)

写真 4 大型!冷蔵施設での予冷状況 写真 5 緑肥の栽培風景

ウ.安全・安心なブ口ッコ 1) 一生産

「ブロッコリーをずっと作っていくには化学肥料だけではだめ、土づくりが

大切J という考えにより、ブロッコリー専作での周年栽培体系を堅持するため、

土づくりには特に力をいれている。 作付け終了後には全間場に緑肥(ソルゴー)

を栽培してすき込み、連作障害の由避、地力低下のi坊止、土壌改良、作土の流

亡防止に努めている。(写真 5 ) 

また、土壌分析の結果、闘場にカリ (K) が多いことがわかったため、地域

の土壌条件に合わせたカリ成分が少なく微量要素を加えた存機質を主体とした

オリジナル腿料を作り、栽培を行っている。
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第 51玄i ブロッコリ一月別単価の比較(Hl7年度)
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QtJニのような取り組みを実践する過程で、市場からは「他産地よりも品質の

高いブロッコリーj と寄附Hされる様になり、販売価格でも他産地よりも高い評

価を得ており、高所得を確保する経営につながっている。(第 5 図)

(2) 後継者の就農を見据えた経営管理

経営勤模を着実に拡大して所得向上を凶ってきたが、大規説経営の実践にあた

っては、育部施設や集/:1:\1時予冷庫の共開設置などを後継者を意識した生産基盤の

整備が行われている。一方、長男もタキイ穂苗の専門学校で 2 年間学び、技術習

得や情報ネットワークを広げてから平成17年 3 月に就農している。

また、家族個人を尊重し、魅力ある経営を行うため、長男の就農と同時に家族

経営協定を文書締結し、各自が責任と自覚を持って給営参画するため、役割分担、

労働時間、体呂、報酬等を明確にしている。(第 7 表)

経営計画については、定期的に家族で話し合うことを基本とし、役割分担では本

人が総括・育苗・販売、姿が経営記

帳・簿記管理、後継者が機械作業・ 第 7 衣家族と役割分担

本i出i管理liを主に拐当している。家事

作業は妻を主担当としながら家族が

協力しあい、ブロッコリーのオフシ

iitWIJ分担 1 U'.担E'Á)

í'f l'lí 、 i説先

経理、家iJj.

本附 ):1:型Il、機械的，~
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ーズンである 6~7 月は休みや碍f11多等に当てるなどメリハリのある農業経営を展

開している。

さらに、氏は認定農業者に認定されているが、家族の経営参画意識をより高め

るため、平成18年に夫婦と後継者の 3 者連名で申請を行い、認定農業者に認定さ

れた。

普及性と今後の方向

上普友性

(1) 長崎県におけるブ口ッコリー栽培のパイオ二ア

ア.基盤整備地域の振興品昌としてのモデル類型となる

吹原氏が見いだし、栽培技術を確立してきたブロッコリーは、吾妻町におけ

る振興品目として選定されると共に、氏の経営内容もモデル営農類型として位

置づけられている。これにより、町内の基盤整備地域を中心にブロッコリーの

団地化が進み、作付け面積は年々増加している。(第 8 表)

さらに、水国営農ピジョンでも

特例作物として位置づけられ、生

産調整の推進にも貢献している。

吾妻町の栽培面積は97.5haで、県

下でナンバーワンのブロッコリー

産地になっている。

第8 表ま盤整備地域(r!IITI原地主)におけるブロッコリー導入状況

区分

t，l~量生準備n自i干ft

ブロッコリ一日付|面積

導入総合

イ.長崎県のブ口ッコリー振興への貢献

ブロッコリーは県の振興品目としても位置づけられ、氏が試行錯誤しながら

作り上げた周年栽培体系、栽培方法及び出荷方式、予冷処理等は、長崎県下の

ブロッコリー産地における基本的な技術として現在普及しており、新産地の形

成や産地拡大に大きく貢献している。

(2) 農地を積極的に借り受け、高度な土地利用に尽力

吹原氏は若妻lIlTの碁盤整備地域の担い手として位置づけられ、遊休農地解消の
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ため積極的に借地を行って規模拡大を図っている。今後、農家の高齢化などが進

むと、将来的に遊休化する農地の発生することが考えられ、氏の存在はますます

重要になってくる。

2. 今後の方向

(1) 借地による規模拡大

現在、借地を含めて36カ所の封uでブロッコリーを栽培しているが、今後も基盤

殺備地域にある作業効率の高い優良農地を集積しながら、効率的な栽培によって

「家族労働力でブロッコリーlOha経営j の実現を目指す。

(2) 就業環境を充実し、ゆとりある経営

後継者が就農したことから、今後は、休日の設定等によるゆとりある農業経営

をめざしていく。

(3) 輸入農産物に負けない品質の堅持

「いいものはいつの時代でも売れる」を信条に、輸入ブロッコリーに負けない

品質と鮮度にこだわり、消費者から選ばれる良いブロッコリーを出荷していくた

めに努力を続けていく。

(執筆者独立行政法人農業・食品産業技術総合研究成措白

野菜茶業研究所・長 門馬信二)
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内間総理大臣賞受賞

出品財経営(クレマチス)

受賞者有限会社渡辺園芸

住所静悶県駿東郡長泉町

受賞者のことば、 有限会社渡辺国芸 代表渡遺偉

この度、名誉ある平成18年度農林水産祭内閑総理大臣賞を受賞すること

ができ、喜びと感謝の念に堪えません。これもひとえに静岡県をはじめ、

長泉町、南駿農業協同組合、地域の皆様からの御指導、御支援の賜物と深

く感謝しております。

渡辺園芸の歴史は、昭手1149年、私が就農と同時に、 140ぱの温室を建設し、

鉢花の栽培に取組んだことに始まります。当時は第一次石油ショックの真

っ只中で、暖房費が少なくて済む施設問芸を目指し、クレマチスを導入し

ました。クレマチスを日本中の家庭に普及したいとの思いを持ち、繁殖が

難しい品目でしたが、ミスト繁殖による大量増殖j去を確立し、規模拡大を

図ることが出来ました。

昭和54i:]三 11月に、対外的な信用を得るため、法人化し、有限会社渡辺園芸

を設立しました。

当社で生産するクレマチス苗は全国シェア60%を JS-め、「駿河のクレマチ

スj として商標査録を行っています。

600に及ぶ品種の保有を強みにして、時代に合った商品提案を行うため、

平成12年に株式会社クレマコーポレーションを設立し販売部門を分離、強
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受賞者のことば

化しました。現在、販売はホームセンターや通信販売による頒布会等市場

外流通が主体となっています。

地域が花と総にあふれた素晴らしい環境となるよう長泉町内の幼稚閥、

小・中学校、高校の花壇にクレマチスを楠栽し、小学校の入学祝にクレマ

チスの苗をl!'自主してきました。これは、子供の頃から花に親しみ、健全で、

心豊かな人物に育って欲しいとの思いをこめ、取組んで、いるものです。

今回の受賞を機に、更なる努力を重ね、花き業界の発展や地域社会への

貢献に精励いたす所存であります。今後とも皆様の変らぬ御指導、御支援

を賜りますようお!頗い申し上げます。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

(有)渡辺国芸が所在する長泉町は、静岡県東部地域に位置し、北に富士山を仰ぎ、

愛臆山の裾野に広がる思:かな自然と水利・交通に恵まれた気候識暖な地域であ

る。

長泉町の面積26.51krnのうち耕地出積は2.86krnで、首-JコLU麓に広がる黒ボ、ク土地

第 11箔渡辺悶芸の位置
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帯に属し、土壌の特質を生かして白ネギや大和芋、間ッ溝柿などが栽培されてい

る。

東海道新幹線三島駅や東名高速の沼津 1 C の至近に位量し、広域交通網に恵ま

れていることから、企業の進出が盛んである。

平成14年には良好な自然環境を生かし、県立がんセンターが開院し、これを核

とした健康関連産業の集積が進んで、いる。

年平均気温は約17
0

C、年間降水量は1.5∞闘で、温暖な気候に恵まれている。

(2) 農林水産業の概要

長泉町の農用地は主として、愛鷹111麓の緩傾斜地にある畑と ÚJ腹を流れる桃沢

川沿の棚HII状の水田で構成されている。農家数は387戸、専業農家は40戸、第 1

種兼業農家54戸、第2種兼業農家145戸となっている。経営規模は販売農家239戸

のうち 1 ha未満が164戸で、兼業・小規模の農家が大半を占めている。農業粗生

産額は18.5億円で、主な農産物は肉用午4.%意円、花木・鉢物2.4億円、ほうれんそ

う 1 億:円などである。

2. 受賞者の略麿

受賞者:有限会社渡辺国芸

昭和49年社長の渡辺氏が就農、温室140mを建設し、渡辺国芸の前身となるク

レマチスをはじめとする鉢花の栽培を開始する。

昭和田年有限会社渡辺園芸を設立する。

平成 5 年 第 2 国花の国づくり共励会花き技術経営コンクール個人の部において

農林水産大臣賞を受賞する。

平成12:9:: 企画・販売部門を分社化し、株式会社クレマコーポレーションを設立

する。

受賞者の経営概要

上経営の概要

(1 ) 経営の投割分担
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(布)渡辺園芸はクレマチスとクリスマスローズの生肢を担い、企NIT販売部門は側

クレマコーポレーションが担当している。生産と販売を分担:化することで、役割

分担を明確にしている。

クレマチスとクリスマスローズの販売は、卸売市場を通さずホームセンターの

各店舗や国芸店ーから庶接注文を受け、制別に宅配便で発送する体制をとっている。

第 21盟渡辺関の組織|まi

{i" lllliJ 三ヌミ

(有)1度辺|刻芸

úご!収1 1'11'11

11:入れ /[1f\^!f恥 rr ホームセンター ) 

(株)クレマコーポ|剛凶酬明伊 i

レーション |論圏一べ(陸|矧 ) 
企図叛売 \ト i 

山 代2ιL[ 通信附 j 
生産管理

Jdムい

(2) (有)渡辺園芸の構成 第 1 表制渡辺関芸の概要

代表取締役である渡議偉氏、

妻のひろみ氏、雨続の 4 人が

f究員となっている。そのf也、

従業員 7 名、パートタイマー

を 30~40名を雇用している

(写真 1 、 2) 。

写真 1 有限会社渡辺関芸

JJi Iヨ 内 守幸

iìiJ 業 1971"1' (lIflfI149 J,n 
法人化 1979"ド (IIrl布154'1')

資本金 300万円

代表取締役社長 d主主主 仏:

役 H 取締イ史専務 波;笠ひろみ

iìllH!見の詰 1- 4 入

従業政 i 主U1 7 人

30-10人

終合J11l念 一帯一i1if 主義でオンリーワン:íÈ:~を jH託す

写真 2 見本悶を兼ねた管理j[事務所の風景
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(3) 悌)クレマコーポレーションの構成

クレマコーポレ}ションは、 第 2 表(鮒クレマコーポレーションの概要

ホ}ムセンターへ提案する商

品の企画や販売管理を主たる

業務としており、実際の業務

は専務のひろみ氏が中心とな

っている。

取引先がホームセンターや

項目

号HP又 JL

資本金

役 H

社只

I1-J 幸子

2000>1三(ヰLIlX: 12>fó)

1,00075P] 

代表取締役社長波主主体

取締役専務 i度主主 ひろみ

両親ほか合計 5 人

3 人

大手通信販売会社、さらに近年では海外との取引も増えているため、販売元が株

式会社になることで信用力を高めている。

(4) 経営の発展経過

ア倒産の危機

i度遅氏が昭和54年に法人化を図ったのは若干24歳の時である。当時から市場

占存率が高く、規模拡大を急速に進めることができた。しかし、事業拡大を優

先しようとするあまり、クレマチスの「親株」の品質管理が疎かになり、昭和

63年に病気が蔓延し壊滅的な被害を受けた。これがきっかけとなって経営が悪

化、負債は 2億円に達し倒産の危機に瀕した。幸い地元の銀行が技術力を評価

し、運転資金の融資を受けることができたが、夫妻は極貧の生活の中で懸命に

経営再建に取り組んだ。

イ 経営再建への道

壊滅的な病害発生の反省から、生産面では、良質な「親株」から挿し穂を取

ることを徹底した。

販売面では当時台頭し始めたホームセンターに着目し、ガーデニング需要を

見込んだ苗生産に大きく転換した。

その結果、一時 3 千万円まで落ち込んだ売り上げは、危機から 4 年後の平成

4 年には I 億円まで回復することができた。
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ウ経営の安定化

平成 5 年にクレマチスの補完作物としてクリスマスローズを導入した。導入

に当っては、栽培期間が長いため他社が参入しにくい品目をあえて選択した。

ここにも渡場氏の経営理念である「オ

ンリーワンJ の思想、カ古うかカtえる。

平成12年にホームセンタ一等との直

接取引を担う「クレマコーポレーショ

ン」を分社化し、生産と販売を分離し

た。クレマコーポレーションの主な業

務である販売と営業は、妻のひろみ氏

が担当している。 写真 3 事務所陸上から聾む温室群

(5) 経営面積と施設、
農第3表施設の状況

施設名称 鋭校

業用機械の所有状況

経営面積は215aで、このう

ち 160aが施設用地で、ある。各

施設及び農業用機械の詳細は

第 3 表及び第 4 表のとおりで

ある(写真 3) 。

ガラス jillt議

ガフス jilt室

ビニルハウス I&: JlJ

イノl'米:場

l-H省庁jlJi

{;t'l凬lJvr 
事務所

メ3 》2、 1主\1

41#[ 

11#[ 

14事![

11~[ 

lt~[ 

1 *車

11~[ 

23t~[ 

泊j;fi't(r討) j~姿

4,250 TTJ初日

250 'HJfJl'fI百三1

8,900 1'fl反 IFJ

160 手j' !&:JH

500 w彬絢怒

200 従業HH，j'!WIJ

100 1M'労作工業

14 ,360 

第 4 表農業用機械等の状況

(6) 作付体系及び主な生

産品自

ア生産品自

渡辺関芸の生産品目はク

レマチスとクリスマスロー

ズの 2 品目であり、それぞ

れ苗と鉢花の 2 種類の出荷

がある。当初は鉢花主体の

出荷であったが、ガーデニ

機械名

ポッテイングマシーン

ホイルローダー

フォ クリフト

i品j孔暖房機

動力 i民主揺す時

コンテナ冷成w

経トラック

ライトパン

'i '1\~ トラック

llJl←L-. ìff，?J(システム

自主VJ ミスト ìfrt水システム
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手?数 能力

1 1.000ケース /II，Ï'!IU

28お )J

2 トン

8 5 ~12，5万kcal/ I時間

2 3 ,I.l&JJ 
2 900ケース Jlx納可能

6 干i'tîlま hl:350kg

1 ねじi主力t350kg

1 手Jl'l主主:: 2 t 

18 
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ング需要を見込み、 第 5 表生産品目と栽培面積、販売会額

平成元年ごろから

徐々に苗の出待比

率を高めてきた。

現在は、金額ベ

ースで苗が75% 、

鉢花が25% となっ

ている。

1弘子1 'Í', 
[ü j干it

出荷主1:
(a) 

クレマチス(市) 10，570ケース

クレマチス(鉢花)
145 

5，000ケース

クリスマスローズ(市) 6，925ケース
70 

クリスマスローズ(鉢花) 2，800ケース

*クレマチス I!jは 1 ケース40鉢入札鉢イヒは 5 鉢入り
クリスマスローズ: Wîは40鉢入り、鉢花は 10%1<入り

イ クレマチスの作付け体系

!波う主金rJi

66，299千円

22， 100千 1'1

52，092 千1"1

17，364 千円

鉢花では出荷までに30か月を要するが、 2，5号鉢苗では最短で14か月で販売を

行うことが可能である。これらを組み合わせることにより効率的な生産を行っ

ている。

ウ クリスマス口一ズの作付け体系

当初はクレマチスの単一経営で、あったが、雇用労力の平準化や周年にわたり

売り上げを確保するために、クリスマスローズを導入した。

クリスマスローズの販売形態には2，5号鉢部、 41子鉢菌、 4 号鉢の鉢花があ

り、それぞれの販売形態によって栽培期間が異なる。

渡辺間芸では専用の親木を育成しており、採種から育荷、出荷まで自社で管

理している。

クリスマスローズは通常の栽培法では 1 月 ~3 月間花のため、株の冷蔵処理

による開花促進方法を開発し、 12月の出荷を可能にしている。
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第 7 表 クリスマスローズの作付け休系

2. 経営の成果

(1) 農家所得

静岡県における単位当たりの生産額の平均は、鉢物は689，655円/a、花寝苦は

263,l57F[] / a となっているが、渡辺関芸では

734，210円/a となっており高い生産性を実現し 第 9表情漉辺関芸の農業絞営費 (H16if:度)

ている。

第 8 去に示したように、平成16年度の糊渡辺

13d芸の収入は161，234千円、支出は160，693千円で

経常利益は541千円である。家族 4 人が法人の

役員であるため、農家所得は役員報酬の26，400

第 8 表(ヂr)渡辺開芸の損話計算当: (H16年度)

宇i 11 {�: ばi

TllJ 

1 [1，じ← 1'. ,':h 1 157,855 

註[光 u;(自 lil

!切 {îîmM，仰iJ Íl'lI i'::í 58,843 

，lJ JVJ 尚，1M! 入117J :33,874 
必1 妻2、 5εìI 92,717 

JUHく民有品11出{HJi1::j 42,990 49,727 

先 l 総平IJ主主 108,128 

!日 [J仮光波及び 1立1~;・:I1ml

役n調i務<< 26.400 

給与子力 12,1<1 0 

その他 37.434 105,974 

世i・3長利主主 2.154 

N ['!;t主主外Jl'x.Ì.:t l 3,379 37379 

V ['F可紫外資IIJl 4,992 4,992 

絞常利益 541 
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苧l iヲ イ立 紅1

IJJ 

iíH，'ildJ:入 ifJi 21.193,786 

タトiW 12,681.061 

役fl 羽i 罰 i 26,400,000 

*ft J:j. r:~~í 37.731.17l 

jほi成金 。

金ff お; 4,408,645 

臣、 1~"Î'~(( 1:ぷ ÿ~ 90,272 

荷造;返:\'i 1.220,254 

i1, Æ.1J,ì 1'1] �'� 6，398ユ 19

}l/~主 'i~ 894.167 

減釧i償却1~ 7,112,899 

1U'i'宇l 3,01UJ80 

修総t'é 1,279,096 

iì'í Ï'É ，'d， t~ 1.768,096 

水ill 光会1\ 1'1 2,717,917 

Jj完投交通 ÿ~ 2,91 1.459 

公;fll公 11果 3,202,957 

iìH，\'交際 '1'1 1.743.735 

支払保険料 562,340 

j並1im 939,320 

バ話会 q~ 220,736 

燃料 1~ 693,338 

リース宇l 1,671,796 

明f ~~ 996,160 

17 139守849，304



千円で、家族一人当た 第10表部門別の労働時間

りの農業所得は6，600千

円となっている。

(2) 労働時間

経営主である渡遺氏

部

行lil反対

){iI )fj 

ノr、Z 弓jj/

1"1 

(1時間)

3,810 

女 3,760 

1fJ 18,000 

女 25,200 

50,770 

クレマチス クリスマスローズ

(lIg,/::]) (1I1'/li]) 

2,285 1,525 

2,260 1,500 

9,050 8,950 

15,100 10,100 

28,695 22,075 

の労働時間は2，850時間であり、法人全体の労働時間は50，770時間となっている。

受賞財の特色

1 .技術

(1) クレマチスの大量増殖方法の確立

渡辺鴎芸では過去に増産を急ぐあまり、弱い親木からも挿し穂、を採り続けた結

果、病気が蔓延した苦い総験から、挿し穂は健全で、丈夫な親株からのみ採取して

いる(写真 4)。また、挿木の際、用土の入ったトレーを水に浸けた状態にし、

挿木することで、深く挿すことを容易にしている。さらに、 トレーを水から引き

上げると水が抜け、自然に用土が閉まり挿木がしっかりと同定する仕組みになっ

ている(写真 5 )。

挿木を終えたトレーは隣にある温室に運ばれ、ここで発根するまでの問、室内

の温度管理に気を配りながら、ミスト(霧)をかけることで発根を促す。ミスト

(霧)の量は温室内の各ブロックによって、また苗の生育状態にあわせ調節でき

るようになっている。

写真 4 クレマチスの親木管理市L室 写真 5 田植え式挿し木繁殖の様子
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この「ミスト繁殖法j は、それまで閤難とされていたクレマチスの大最増殖を

可能にし、渡辺国芸の規模拡大に最も寄与した技術である。

また、大量増殖に適した品種(1-I F. ヤング、 ドクターラッベル等)を積極的

に導入したことも技術確立の大きな要閣であり、以来、これらの品種が呂本の代

表的な鉢花のクレマチスとなり現在でも流通している。

(2) クレマチスの冷蔵処理技術の開発

クレマチスは“初夏の花"とされていたが、 r 1 年中クレマチスの花を楽しみ

たいJ という要望に培えるため、株の冷蔵処玉虫技術を用い、開花時期の調整に成

功している。約600品種に上る多様な品種の開花特性に併せて、この冷蔵処理技

術を組み合わせることにより、クレマチスの蹄年出待を実現したO

(3) クレマチスのオリジナル品種の開発

渡漣氏は世界中の品種、約600品種を生産・出荷するなか、さらに消費者の要

に応えるべく、 fこれまで、に4!l~かった色を出したいj と品種改良にも着手。現

在ではI.!設計百J r白雪姫J r リトルマーメイドJ r レッドスターJ などの売れ筋肉

訂作、娘の名古~jをつけた f ミセスユキ」なと~1O種類以上のオ 1) ジ、ナル品種を開発

している。

(4 ) クリスマス口ーズの冷蔵処理技術の確立

クリスマスローズは日本では本来 1 月 ~3 月に開花するものである。しかし、

渡遮氏は「消費者はその名のとおり、クリスマスに花を付けるものを望んで、いる」

と判断し研究を開始し、株の冷域処理によって早自に冬を紘験させることで12月

に開花させることに成功した。

このことは、クリスマスローズをクレマチスに並ぶ看板商品として急成長させ

る大きな要国となった。なお、この技術は特許を取得している。

(5) 省エネ、低コスト、環境負荷軽減への取組

il支溢氏が就農したf1H手n49年はオイルショックの影響が大きかったこともあり、
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クレマチスやクリスマスローズ等比較的寒さに強い品目を選定するなど、暖房コ

ストを抑えた経営を当初から目指している。

現在、開花時期の調整のために行っているj副長L暖房機の使用は、開花時期の異

なる品種を積極的に導入することで吏に減らすことに成功し、原油高騰時にも影

響の少ない経営を実現している。

出荷までの期間が長いもので 3 年を要するクレマチスの生産を効率化するため

に、生育条件の適した伊豆の河津町の生産者に蔀の育成を一部委託している。今

後は冷涼な場所に農地を確保し、寒暖の差を利用したリレー栽培による効率化を

すすめる予定である。

更なるコスト削減のため、ポットに直接挿し木をし、ミスト繁殖させる方法も

実用化に目度がついている。

栽培に利用する支柱や出荷のためのトレーなどは、リサイクルを徹底し環境負

荷軽減に心掛けている。

2. 経営

(1) 夫妻の分業体制

経営における夫の偉氏と妻のひろみ氏の役割分担は明確に区分されている。偉

氏は依)il支辺園芸の主たる業務で、ある生産管理を担っている。ひろみ氏は(株)クレマ

コーポレーションの主たる業務である企画、営業、販売を拒っている。

渡遺氏の販売システムは、従来の市場流通から脱却し、ホームセンターや通信

販売会社、大手園芸店、仲卸業者等と直接取引を行い、相手先に宅配等を利用し

て宜接配送する体制となっている。

このため、ホームセンター等に商品の提案を行い、ハウス内の在庫を確認し、

注文を受け、納期に確実に納入する一連の業務をひろみ氏が担当している。

また、ひろみ氏はホームセンターの従業員の研修会に講師として参加し、自社

商品の特性や管理方法を販売員に説明して回っている。

ホームセンタ一等大手量販店との直接取引に失敗する鉢物生産者が少なくない

"1" で、安定した取引を継続できているのは、こうしたひろみ氏の貢献によるとこ

ろが大きい。
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(2) r駿河のクレマチス j のブランドイヒ

渡辺園芸で生産・出荷されるクレマチ

スは、全開シェア 6 割を占めることに加

え、「駿河のクレマチス」として商標登

録がされている(写真 6 )。このため長

だけでなく質の甑でも信頼を獲得し、そ

の地位をより確間たるものにしている。

また、クリスマスローズの冷蔵処理技術

においても特許を取得するなど経営戦略

に長けている。

(3) 安定した販売チャンネルの確保

約6∞におよぶ品種を武器にして、多様な商品の金jjlij. 提案を行うため、平成

12年に株式会社クレマコーポレーションを設立し、生産と販売を分離した。

主な取引先は会開の市場の他、ここ数年はジョイフル本i卦を初めとしたホーム

センターでの販売に力を入れている。出荷する際に付けられる業務用のポップの

議には栽培方法を記載し、販売店が売りやすい商品を作っている。

また、)詩年出荷fを可能にしたことから、通信販売を利用し、毎月クレマチスの

花が梨しめる商品を企画し、全国からの注文を受け、売上を伸ばしている。

さらに、輸入物には真似ので、きない差別化を図るため、つぼみの付いた状態で

の苗販売に取り組んでいる。

(4 ) 労務管理の特色

ア労働環境の整備

渡辺i主!芸を法人化したUß手1154年当時は、農業の有限会社はまだ珍しく、社会

保i設に加入するのも、容易に認められずに苦労した。しかし、努力の結果、法

人化当初から社会保険や雇用保険に加入しており、全ての社員も役員と同様に

加入させている。パ}ト従業員については、 1 E15.5持問の就業時|問、週休 2

日に加えて、月に 2 日程度の休暇をとる人がほとんどであるため、援m保険と
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労災に加入させている。

社員は全員男性で、パート従業員はほとんどが女性のため、休憩室を別々に

2 ヶ所に設け、休憩時間の合図にチャイムを流すなど、働きやすい環境を整え

ている。このため、女性のパート従業員の中には20年以上.勤めている人もいる。

イ 従業員の資質向上と安全衛生

クレマチスの生産は、つるを支柱へ誘引するなど入手がかかるため労働集約

型農業の典型!ともいわれる。このため、従業員には高い技術力や適切な品質管

理が要求されるため、毎月、全社員とミーテイングを行い、課題、改善点を検

討するなど人材の育成に力を注いでいる。

女性パート従業員の作業は、誘引や植替え、挿し木など軽作業を中心にして

いる。以前、挿し木用にナイフを使っていたが、指先の怪我が多かったことか

ら、今で、はハサミを利用している。

また、年に 1 度、労務士や税理士も交えて、従業員との面談を行い、人事査

定もしっかりと数字で示し、査定をベースにした給与休系(年俸制)も導入し

た。このことが、 f日本一のクレマチス・渡辺閤芸J の自覚とプライドを持っ

た社員・従業員の育成につながり、高いレベルでの仕事が実現されている。ま

た、他業種で働いた総験のある人材を積極的に採用し、これまで農業分野で弱

いとされていた経理部門の強化にも努めている。

(5) 地域貢献

渡遺氏は長泉町内の幼稚園・小学校・中学校・高校の花壇をクレマチスで飾

り、小学校の入学祝にはクレマチスの箇をプレゼントしてきた。この活動には、

子供の頃から生き物・花と触れ合い、心豊かな人に育ってほしいとの思いがこも

っている。

現在で、は i町内の国道246号線バイパスの中央分離帯や駅の生題、県立がんセン

ターの庭閣にも渡遺氏のクレマチスが飾られ、いたるところでクレマチスが目に

入札今やクレマチスは長泉町のシンボルになっている。

また、平成14年にクレマチスをテーマとした民間施設「クレマチスのJiJ が同
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IHJ内に開国するに当たっては、渡議氏が日本 Aのクレマチス生産者で、あることが

大きな要因となっている。渡治氏は計画段階から参加し、開閣当初の苗の供給と

管理を任され、同国を軌道に乗せる役割を果たした。

今年度策定される「長泉町観光交流ビジョンj でもクレマチスは長泉町のシン

ボルとして紹介され、長泉町観光交流協会ではクレマチスの栽培講践を開催して

いる。

普及性と今後の方向

1 .普浸性

(1) 研修生の受入による次世代への継承

これまで、に延べ4∞人以上の研修生を受け入れ、農業技術だけでなく次佐代へ

花・農業の魅力を伝えるとともに、経営者としてのJIA荷えも教えている。

また、農業関係の学生の研修に加え、不登校などj~~折しかかった生徒も農場で

受け入れ、農業・臨i芸の持つ力を利用し自信をもたせることで立ち直らせるなど、

教育の分野でも貢献度が高い。こうした活動が認められ、静岡県が発行した子育

てに関するエッセイ集にも農業分野でただ一人、渡溢氏が執筆している。

(2) 鉢物大規模経営のビジネスモデル

i度溢氏は、県内の鉢物生産者で組織する静隣県鉢物生態振興会鉢花部会会長と

して活躍するとともに、 f静岡県花と緑の生産者協議会j の初代会長として、静

i潟県が平成16年に開催した「しずおか国際園芸博覧会(浜名前j花|専)J に4∞万株

の植物を供給した。また、静岡県農業法人協会の副会長を歴任するなど県内花井

生産者の取りまとめ役として尽力してきた。

こうした活動を通じて、鉢物大規模経営における労務管理やホームセンターと

の直接取引など、 i度設氏が先進的に取り組んできた手法が県内の生産者に波及す

ることが期待される。
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2. 今後の方向

(1)海外展開

渡遺氏は 4 年前から韓国への輸出を行っているが、最近ヨーロッパ等への輸出

を開始した。世界ーのクレマチス生産を目指して、ヨーロッパにない品種の選定

や輸出競争力を高めるためのコスト低減技術を開発している。

また、後継者の長男は、経営学と語学を学ぶため農業関係の大学には進学せず、

卒業後も流通小売関係の企業に就職し、異業種の経験を積むなど、世界一へ向け

た準備も着々と進んでいる。

(2) 観光産業との連携

平成14年に開園した「クレマチスの丘」は「クレマチスの街、長泉J をアピー

ルする良い機会となった。

今後は、こうした施設や長泉町等と連携し、自らの手で世界中のクレマチスを

集めた公園をつくり、クレマチスの素晴らしさを伝えることで心豊かな生活を提

供していきたいと考えている。

(執筆者独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

;;(t.き研究所長腰開政二)
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%品とゐ晶と》晶と》児為品企為晶と》叱》屯と》品企ゐaと》品と》叱》昌之》主と為校、》町、為校、》釘、為釘、》紅、fミ

日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(柑橘)

受賞者有限会社鶴田有機農園

住所熊本累葦北郡芦北可

受賞者のことば 有眼会社鶴田有機農圏代表 鶴田 ほとり

私たちは30年間、完熟j:{主)J巴のみの無化学肥料栽培、減農薬栽培に取り組

んできました。今回の受賞は、自分たちが歩んできた農業が関連いではな

かったことを言正明していただいたものと心から感謝いたしております。さ

らに、自分たちの農業経営に対し多大な評備をI良いたことは今後の農業の

支えとなるとともに、大きな自信に繋がると確信しております。

思えば昭和30年代後半、ミカンの味の低下が化学肥料の多用であること

に気付き、土壌微生物を最大限活用した!こづくりや除草剤を全く使用しな

い農法など、道しるべのない栽培技術に悪戦苦闘しながら、また様々な気

象災害に見舞われながらも、多くの人の御指導や御協力により、自分の信

念に基づく 122-業を続けることができました。その結果、有望品種の多品目

1) レー栽培による労働力平準化と長期出荷体制の確立により、念願で、あっ

た法人化も 12年前に達成し、口コミで広まった直販によるお客様も全国に

3，000名を超え大きな支援を頂いております。また、早くから私達の農業に

御理解を得た生協や学校給食、量販店などにも「安心・安全な農産物J を

供給できていると自負いたしております。

今後は、王子成15年に導入した GAP (適正農業規範)の一層の充実を|羽
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受賞者のことば‘

り、消費者からのより厚い信頼を得るとともに、食・農理解教育活動をさ

らに活発にし、有機農業の情報発信基地になれればと忠っております。ま

た、都会の就農希望の若者をさらに数多く受け入れ、農業の担い手が不足

する芦北地域に貢献したいと考えております。

昨今、子供が関係する事件や社会問題が頻発しておりますが、これは食

生活の乱れや心のバランスが失われていることも大きな要菌であると思い

ます。鶴間有機農園は、「命を生産する農業j を営む法人として、本当にお

いしい農産物を供給し、日本人の心のよりどころとなる「新しい農村づく

り j への挑戦を続けてゆきたいと考えております。

地域の概要と受賞者の略醸

し地域の概要

(1) 地域の立地条件

熊本県葦北郡芦北町は、県のほほ最南端に位霞し、年平均気温16.6度、平年降

水量2，132mm、日照時間1，802時間と温暖な気候に恵まれている。土壌は磯損じり

第 l 毘i 葦北者j;芦北II!J及び、鶴田有機農屈の位置
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砂質粘土が多く、その条件に適した一lt夏みかんや不知火(デコポン)といった 1:1:1

I~I叶11 の栽埼が盛んな地域である。しかし、海岸線からすぐ近くに山がせまり、傾

斜度が15度以上の果樹菌が耕:地匝積の約80%を占め、一方、平野部は約20%と狭

く、農業にとっては条件不利地となっている。

当地域は、町の北にある赤松III宇に古くから交通や文化が八代平野と遮断され、

熊本市まで'70kmと遠距離にあるなど、地形的にも{立龍的にも子ぶまれているとはい

えないが、高速道路が芦北11ITまで開通したことで、県内外への移動もかなり改善

されてきている。

なお、平成17年には問ìfIJ I1IT と芦北町が合併し、新しい芦北11IT となっている。

(2) 農林水産業の概要

芦北mTの総農家数は、総世帯数7.598戸の1/4余りの1.970戸 (2005年)となって

おり、総耕地隠積は1.790ha、うち水田874ha (48β%) 、:J:rr1207ha (11.6%)、樹問地

707ha (39.5%) の地目構成で、沿岸部の{頃斜地では中可制甘類の栽培が行われ、内

|捜部ではオd前が栽培されている。

王子成17年度における農業粗生産額は53億 5 千万円で、うちカンキツ類が16億 1

千万円と全体の約30%をおめ、次いで、省産が12億 7 千万p=j (23.7%) となってお

り、カンキツ類の占める割合は大きい。

同地域のカンキツ栽吊:は、鶴田家が明治の後半にネーブル、グレープフルーツ、

レモンなどを導入したことに始まる。さらに、昭和30年代から40年代にかけては

!日出ìrlflI町は全国一の甘夏産地としても隆盛を極めた。

第 1 表芦北地域のかんきつ栽椛動向

11 又みかん

15<: 5)- 戸数 illi 右i ヨ:.，}Î{ Jlk J~~'G lll'[ 戸数

()ヨ) (ha) ( t ) (万円) (戸)

1975"1~ 1.300 575 18.030 540,900 1.750 

1990"ド 980 429 12,100 329,584 1,150 

2000"1' 665 287 8,464 141,518 675 

2005>ド 635 230 7,353 121.472 658 

*子~LIじ地域(JIIITIì市町， 1I1 戸」ヒi可)の In;;:みかんは、 1975年 (JI{i利引)年)には、
01主九九一HlÎHi575ha、阪光有iは5，H立 Plで、 まさに尚北のJ主幹fHI であった。
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常総栄樹全体

1M も~t ヨ'ílí'k :i H. i坂光容1

(ha) ( t ) (万円)

920 23,400 635,000 

668 14.l31 370,300 

586 10,874 189,800 

538 11,191 161.300 



昭和50年代以降は、オレンジの輸入自由化による価干都民迷、消費者ニーズ、の多

様化、さらには、新規就農者数の減少や高齢化が加速した。ここ芦北地域でも、

この30年間で、甘夏みかん農家戸熱約670戸、栽培面積3却haが減少し、耕作放棄

地図も20%以上を占めるに至るなど、担い手の減少が深刻化している。

近年では、デコポン等の新品種の導入や施設栽培をはじめとした高品質果実の

生産が進められているが、産地においての重要な課題は、新規参入など意欲ある

担い手の確保と、的確なマーケテイング、戦略に立った新たな視点での産地再編と

なっている。

2 受賞者の略歴

(右〉鶴田有機農隠は、王子成 6 年に従業員の身分の保証と雇用の安定を図るととも

に、取引先や顧客からの倍頼確保を実現するため、ほとり氏を代表取締役として

設立し、現在に至っている。

当農園の理念は、化学肥料に頼らない有機肥料による栽培と、除草剤の不使用

等で、より安全・安心で、良食I!未の農産物

を供給することである。

これは、昭和40年後半、ミカンの味の

低下が化学肥料や除草剤の多用による地

力の低下にあると京都大学小林教授に指

摘されたことと、奈良県の医師、梁瀬氏

の著書「有機農業革命J において医学的

な根拠を持って示された、食と農の密接

な関係、というのを現在でも重要なこと

として位置付け、これを農園の基本理念

として貫いているからである。

農間の有機栽培の特徴は完熟ぼかし堆

肥を使用することである。この堆出を使

用することで品質・収量とも安定するこ

ととなり、さらには除草剤等の不使用に 写真 l 有機農園の皆さんと鶴田ほとり氏
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よる安全・安心な農産物を供給する1盟国として、主主協や関東・関西の学校給食関

係者との間に信頼!惑が高まるにつれ、それらへの出荷が徐々に増加しそれと同

時に、口コミによる評判から直接販売も順調に拡大をしてきている。

また、担い手の育成や、安全・安心な果実の生産を拡大するための活動につい

ても積極的に取り組んで、おり、平成 8 年には、県内外だけでなく海外からも長期

研修生を受け入れるための研修指泊施設の整備を行い、王子成13年には、「都会と

農村-の架け橋になりたいJ との考えから、全国農業会議所主催の「新農業人フェ

アー」に参加し、都会から就農希望者を従業員として採用している。平成14年に

は、有機農業の研鎖や大規模ロット確保のために、地域の 9 戸の農家とともに

「出浦有機会J を設立し、全国に先駆け、 fGAP (適正農業規範)J を導入する

など、消費者からのより一層の信頼を得るため、農i認の活動は年々 j舌発になって

いる。

受賞者の経営概要

1 経営の概要

(1) 規模拡大への取組

(手J胤出有機農|認では、!発閣の購入などで着実に規摸拡大を関り、現在は1O.3ha

に達する。このような規模拡大への取組は、結果的に|現地の荒廃を防ぐことにも

繋がっている。

(2) 罷地の分布状況

鍋鶴EEl有機農箆|の管理する園地は、IIlJ内に 7 カ所 (538a) のほか、水俣市

(180a) 、鹿児島県出水市 (205a) 、阿久根市 (133a) の県内外10カ所に及び、こ

のうち町外 3 カ所は片道6O~90分と遠くにある。しかし土地台帳を整備し、品

種にあわせたきめ細かな栽培管理を行っている。

(3) 品種構成の工夫

現在、 13品種目系統による多品目栽培に取り組んでいる。そのため、収穫は 9

月のグリーンレモンから始まり、 4 月末の黄金制までの 8 ヶ月続く。また、出荷
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第 2表箔7鶴田有機農閣の変遷

"1" 号
経営の変遷・投資の内幸子・経営移設 調u出 (a) ，J.姿作目(jljj fj't . ~Ji) 

liHfJ労働力
経営の変革 自 i'1'地俄池 言i 不知火レモン 甘夏

昭和 オレンジの I~HtI 1t、ぬ風、楽波被害 常雇 2 人

等で 1，L!il中心の絞常に行き詰まり、 l臨時 5 人

制度資金のìjfîJlJにより有波多品事主主主

培、周年IH荷f本伽1Jlí'存立を目指し、 113

桜並i主任や己主械を急速に推進する 765 765 70 55 170 

'ILIぷ 小田主Iì:地区40 a 購入、袋地区に60 a 常 5 ・ i翁 8

3 のお，<)，}重L網設[i"l~、台風19号被告拡大、

袋地じまで不知火応援Æ新60 a 785 20 805 70 55 210 

4 干ばつ被害火、 w水地区15 a ff，~風網 常 5 ・臥T! 8 

設iyf、|吋久根地区で絞小};i30 a 改植 785 20 805 110 55 170 

5 有機:対日目栽続表示始める、合j瓜13 ?お 5 ・店ih 8 

号被害大 785 20 805 110 55 170 

6 9/1法人役立村f){i耳目 i有機Jl:llgìl 。 805 805 110 55 170 干'1: 5 ・パ 9

7 |河久線地区 130 a ff，長風総完成、 ftJjjl 干上 5 ・パ 9

新築、フォークリフト購入 。 805 110 55 170 

8 宅配月1 に1'7 トシステム/[1'(ぅ，HU 1]，入、 社 5 ・パ 9

給食への供給開始 。 805 110 55 170 

9 ]ATAKよりブラジル何f修生受け人~ê， 干'1: 5 ・ノ{ 9 

赤松・つつ主主地区60 a 'jl 生レモン等

にお接9i新 。 805 805 110 75 170 

10 当 . J~波による腐敗来被害大、 IH水 字上 5 パ 9

地区70 a 土地購入 70 805 875 110 75 170 

11 台風 8 号被害大、次空j就袋、 IH水地 干'1: 5 ・ノ{ 9 

l豆閉店11瀬戸呑70 a 70 805 875 120 75 170 

12 水[1地 iま倉庫車rr築、うも代子G去 70 805 875 120 75 170 十上 5 ・パ 9

13 初めて新}えま長フェアーでの従業員採 社 7 ・パ11

郎、太111地 13: 160 a 開地購入 230 805 1.035 130 75 170 

14 ~&土日:ì'J:lI!のデジタル化、農業体験学 1':1: 7 ・パ 11

i雪 1m灼 (NPO絞 FI!) 230 805 1.035 160 115 330 

15 新十'i:1!設完成、 GAP適正淡!lili規範導入 230 805 1,035 175 115 220 全1: 5 ・パ 11

16 複数の台風の被答甚大 230 780 1.010 160 130 220 干上 5 ・パ 11

17 赤松地区13 a 1廿地 230 793 1.023 160 130 233 十上 5 ・パ 11

等も 5 月末までの 9 ヶ月間にも及び、長期にわたる出荷・販売体制を確立してい

る。こうした作業のない 6~8 月は施肥を中心とした栽培管理に力が注がれてい

る。このように年開を通じた作業を確保し、雇用労働力の年間就業の場を創出し

ていることが、法人経営を安定させている。
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第 21~1 ほ場分布状況

①芦北町樋ノロ
温州 (35a)
早生レモン (25a)
普通レモン (45a)
ネーブル (40a)

⑨芦北町太田
甘変 (50a)
はるか (30a)
王手生レモン (40a)
はれひめ (5a)

③鹿児島県阿久根
紅小変(!OOa) 
桜小変(!5a) 
不知火(!5a) 
黄金柑 (3 a) 

第 3 表作付け休系

(凡例)一一一一一・ l以後 一一一一:阪光

{午 IItl

レモン

(J30 a ) 

J]!-1写

5 a 

はれひめ

5 a 

i~ld時

a 

ネーブル

はる古、

(95 a) 

不知火

11‘1;1 

十五小五L

瀬戸弁

(J40 a ) 

車l ノj、玉工作ミノール)

(JOOa) 

賞金キIt
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(4 ) 法人運営

会社構成は、①農場長を中心に農産物の生産を行う生産部、②次男の正徳氏が、

顧客管理はもとより出荷や栽培全般にわたる管理の電算化を担当し、農菌運営の

あらゆるデータの管理を行う生産管理部、③生産物の販売出荷を担当する販売・

出荷部、④経理・会社事務管理を担当する事務管理部、仰木店免農業受け入れや研

修生の管理・指導を行う研修部、という部門を細分化した構成とし、それぞれの

部門開の相互作用によって経営の効率化を図っている。

さらに、福利厚生についても力を入れており、組織としてしっかりとした取組

がなされている。

ア)組織概要

:帰榔省関 1 
代表鶴田ほとり

b_，_，_，_，_，_，_ノ-，-，-，-，-，).

a...蘭 4・・"・・...・ 0・..・.......・・・.....・・・・・・・・・

. 

是主場長 資任者 主主任者 資任者

持正勝 鶴田lE徳 藤原千鶴子 図田 M直子

他社員 5 名 他社員 1 名 他パート 3 名 他パート l 名

[吋 [r][官官同

イ)福利厚生

O保険・年金:健康保険、厚生年金、労働保険

O就業条件 :就業時間…・・…. 8 :∞~17 :∞ 

:~痢錦:

休日....・ H・-……日曜、年末年始 6 日、夏休み 6 日

有給休暇・・… ....20日/年

給与・その他…賞与年 2 国社員旅行年 1 悶
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ウ)役員・従業員の構成

t�; 1', あ:，，jj!j む日~ilミ前市
労働 jた業従事概時 ぷ3主従iJi概略 労働[J数 Jj~~~従事内幸子

能力 IJ 数(1) 11 数(2) (1)+(2) (役得分'1m

{笠 1:1 1:1 11 会1'1 五ß'l:~' 、

1鳩山ほとり 本人 55 1 330 330 ìJ.!1!，j~・lH荷

総!日志郎 自己{山手f 64 1 60 。 60 iマ型Il' Wi~'，己
H 総IILjE総 次1)j 29 295 。 295 ほ場， tij報管理

ネJ:n 1)J 4 人 〉ド均 者よ，]1

38才 895 
f� 女 8 人 、!とゑj 総立i

栄一 52J' 1572 

n パート ヲj 。人

tcl 6 人 、1<均 総:;ì\'

56J' 508 

2 経営の成果

(1) 間年出荷体制の確立と新品種の早期供給体制による経営の安定化

消費者ニーズに合わせた多品種栽培により、 9 月から翌年 5 月まで長期の収

穫・販売体制を確立させたことが経営を安定化させた。

また、このことは安全・安心で、良食味を求める消費者に対し有利に販売するこ

とを可能とするとともに、常に存望品種として 2~3 品種の試験栽培に取り組ん

でいるため、新品種への転換サイクルも格段に早く、多様化する消費者ニーズに

対し早期に対応することができる。このように安全・安心で良食味な新品種をい

ち111 く供給できる体制が整っていることも、経営の安定化に寄与している。

(2) 安心・安全で長食味農産物の生産

化学把料を30年間一切使用せず、完熟ぼかしよ{幼虫による栽培と、除草剤の不使

用や病虫害防除のための農薬を慣行の1I2~1/3以下に削減することにより、安

全・安心で良食味の果実を生産し、消費者からi匂い評価を得られるミカンの生産

を行っている。
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第 5 表 王子成17年度収支

金叙 部li考

1)不知火 10,140,600 

塁間 2 )レモン 13,778,722 

3 )11 夏ミカン 9,603,294 

4) その他 21 ,765,007 

5 ) 

当期経lJl又主主 55,287,623 

手，rrú'm (奈昔m) 4,286 

!肥料 ~'l 1.610,580 

Jl%~築費 1.025,393 

I持率f;.fi，'l'l 297,223 

小J;:J: l~~'l 30,125 

諸材料 ~'l 5,346,041 

水滋)'t書&'l'l 1,442,426 

保険料 310,050 

荷造illitY手数料 5,404,738 

{彦1母校 562,501 

!JîUfl労n 16,734,893 

来fm 1,311,962 交際授、外ìH'lその他

減官IÍ償去m 3,746,152 

うち建物・機築物 2,660,052 

うち f災機H 1,086,100 

うち大純物(動物)

被不自J';~~H'l 2,672,925 

旅費交通'l'l 592,496 

通信~Il 469,447 

相的}ll flf}立始 。

年度末 。

~ílm絞常設 42,015,938 

農業IYr 1';' 13,271,685 

家絞ijぷii'i 
jえ外所得 511,771 

決議ミ所得 13,783,456 

干tl税公認 454,700 
。〉

被i憎扶助等の収入f総百
家言I' 'l'l 4,800,000 

経済余剰 8,528,756 
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(3) G A P の取組と成果

GAP の取組は、良国を中心に地域の

農家とともに組織した「田浦有機会J と

して実施している。その取組は、会員の

意識改革や発想の転換、管理の標準化等

を実現させている。そのことが結果的に

品質等のi標準化を促進するとともに、一

定量の販売ロットを確保することができ

たことで、有利販売へとつながった。

写真 2 GAPマニュアル

さらに、 GAPへの収組は、消費者からの高い信頼を獲得することに結びつい

た。

(4) 生産者から消費者への情報発

信と消費者ニーズの的確な把握

30年に及ぶ口コミの積み重ねで増えて

きた顧客との交流は、消費者ニーズの的

確な把握を可能にしている。

また「みかんILJ使り j の発行は新たな

消費者の開拓に結びついている。こうし

た交流から得た消費者情報は、これまで

写真 4 体験学73への取組
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だけでなく将来の経営戦略の策定に大きな役割を果たしている。

(5) 体験学習等の積極的な受け入れと食農教育の推進

農業体験学習に、小中学生や教職員、一般消費者を績極的に受け入れ、子供と

農村、都甫と農村の架け橋の役割を果たしている。また、実際に「新農業人フェ

アー」に参加し、都会の青年を受け入れ、研修終了後には従業員として採用する

ほか、近隣国地での独立を手助けするなど具体的な成果も上げている。さらに、

食農教育の一環として食と農の重要な関わりについて講演会や視察など様々な機

会に体験を踏まえた情報を発信している。

出品拐の特色

1 技術

(1) 適地・溜品種栽培の取組

国地が県内外の約10カ所に分散しているため、それぞれの問地の気象条件は異

っている。そこで当農悶では、各国地の地域特性を考慮し、各国地に適した品種

を選択して植え付けを行い、適地・適品種の完熟収穫に攻り組んでいる。

(2) 化学肥料・除草剤不使用への取組

化学肥料や除草剤を一切使用しないため、肥料には完熟ぼかし堆肥を年間lOa

あたり 7∞kg (春・夏・秋に分施)と、数年に一度石炭資材として貝化石をlOaあ

たり l∞同施用している。また、雑草は全て刈り取り園地の敷き草とし、第定枝

も全てシュレッダーにかけることで有機物として散布している。また、雑草のメリ

り取りについては、約lOhaの樹園地すべてを手作業により行い、雑草の繁茂状況

を見ながら年 4~51司、特に幼木図では 5 回の草刈りを行うなど、徹底的な除草

剤不使用を貫いている。

(3) 減農薬で行う病害虫防除管理技術

病害虫対処については入念なほ場観察による早期発見、早期対処を基本とし、

カンキツ類にとって重要害虫であるカミキリムシ等の防除には一切農薬を使用せ
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第 7 表 itl・Jlみかん」の標準的な紡除授と(州鴇出存機農罷!のi坊!除歴

t~U~i主的な IWI徐以 i((; lUギf{幾J1~1刻の防除隊

|均一j羽 士~f0H内~;!~氏名 VlHjlJ名 10)数 11寺j羽 対象的~Î!;:tlt名 薬剤ギ1 ドi)数

3JJ上旬 ミカンハダニ おう立4マシン ill!:fL究1j 5 冬季 :V~:虫全般 ハーベストオイル l 

3 )J'I'iU かいよう病 1 C ボルドー 1 冬季 かいよう紛 ICボルドー l 

5 JJ <l r旬 コアオハナムグリ アドマイヤーフロアブル 3 

ケシキスイ茸i

5 JJ rl,jU かいようがi コサイド DF 1 

~ドi，) Z ボルドー 1 

6 Jl<l'ドju f.Hi，(秘 ジマンダイセン**11斉1) 4 1':不 .'g止-tif:紋 ハーベストオイル l 

ベンコセブ水干11刻 U，~}立11'] ジ、マンダイセン水干11刻 I 

ミカンハダニ 紡製マシンれII;rLJliJ 5 ホコリダニ、 レターデン水;f11 /ílJ I 

そうか術、サ

ピダニ

7 JJJ:勾 かいよう病 コサイト、DF

Z ボルドー 1 

5)]'HU かいよう病 アグレプトオz;fll斉1j 5 

~ド旬 アグリマイシンー1∞ 4 

12}] 1m切J~~!;' ベフランi夜剤25 2 12)J 応可制内~~~ ベフランi成約25 I 

-lJJ 品位かびがj ベンレー i、 1](;f1l斉 IJ トップジンM水利斉IJ

すかびがi トップジンM水平11完IJ 5 

7 JJ <I，jり ミカンハダニ サンマイトノMIl剤 2 8 )J 'l,jjJ サビダニ サンマイト水利JliJ 1 

-9))'1'勾 マイトコーネフロアブル rHl，(=!;お ジマンダイセン7J<fll刻

コロマイト水稿I/ílJ 2 

ダニトロンフロアブル 1 

ピラニカ;;j(手Iltil) I 

8 ))下旬 ダニエモンフロアブル

-9 )!fir) ノミロックフ 2 

9 月下旬以 li;示マイトフロアブル
6 JJ<I'ir] 

ミカンサピダニ コテツフロアブル 2 緊急1>Ji 1泳(発見11守のみ)

-7 )11刈 サンマイト水布I/ílJ 2 ) 9 月 カメムシ ロデイー才し糾

6 J1<1'旬 オサンダンフロアブル 2 

-7 月上旬 ダニカット乳斉IJ20 11Hz ダニMi 夕、ニエモンフロアブル I 

6 )LI:1U アカマルカイ スプラサイド乳斉1) 4 
“~ ~ _.阿 世一手 一+拘~ ~ ~品副““““ ーー“ーー悼品白山由白血 晶』“‘ー“

7 )!J刈 ガラムシ幼!lt tìJiliU時 かいよう病 アグレプト水干11剤 1 

発生初期 カメムシ'fJl ロディ一手Lti1j 4 
神~ ~舟 4 “~ ~ 

スタークルWíittL ;;j(ìf前IJ 2 19)J サピダニ コテツフロアブル I 

アルパリン~~l約~7M'f剤 2 

か'lRジョーカーオz;f11斉1jア 2 

ドマイヤーフロアブル 3 

テルスター水手UtilJ 3 
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ず、すべて手作業による捕殺で対処している。

農園では、持続可能な農業の達成と、安全・安心な農産物生産のため、極力耕:

種的防除に努め、その結果、農薬散布数を 9~1l回と慣行栽培の散布数から大幅

に減らすことを実現している。こうした減農薬栽培に実現のために、より自然で、

丈夫な樹体に生育させるなと守の工夫を行っている。

また、問地が山に囲まれているということや、屑辺地区の防風林よりも背丈を

くしていることが、園地に発生した病害虫の周辺への拡大防止や、 ドリフト防

止にもなっており、自然条件が大幅な減農薬栽培を可能としていることも見逃せ

ない。

(4 ) 台鼠被害軽減と鳥獣害対策

ほとんどの園地では防風垣や防風網の設置を行い、台風被害軽減を図るととも

に、園地の一部には訪鳥網を整備するなど、ヒヨドリ等による鳥害対策にも万全

を期している。

また、防除管理が横行の1/2~1I3以下であることから病害虫の影響を受けやす

いことや、近年の台風被害や異常気象など収量低下の要因も多いにもかかわらず、

過去 3 年間の農閣の主要品種の4疋量は地域実績と比較して、ほほ同様の収量を確

保している。

2 経営

(1) 口コミで広まった産車販売と販売網の確立で安定収入

(有准島田有機農|主iの販売戦略の特徴の一つは、産直システムの活用である。産直

販売による顧客数は口コミによって全国3側戸にまで拡大しており、販売量は全

体の約20%を占めている。こうした販売方法は消費者との交流を深めるとともに、

消費者ニーズの発見にも役割を果たし、農閣の経営方針決定のための重要な情報

源となっている。残りの80%については、生協、量販店、一部専門痛さらには関

東・関西の学十対合食会に供給している。

以上のように複数の販路を確保していることが、安定的な所得を確保する大き

な要因となっている。
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(2) 管理の竃算化と GAP の導入

平成11年の次男正徳氏の就農に伴い、電算による生産管理が本格化した。

平成15年には、消費者から求められる品質を維持向上させるため、全国に先駆け

てGAP を導入することとし、近隣農家とともにf蛙織した「回iflj有機会J で取り

組んだ。

具体的な取組としては、大日本印刷が開発したトレーサピリティシステム ID

N P (青果物簡易記帳システム)J を導入し、農薬・施肥・作業日誌を中心とし

た栽培管理記i院を行い、使用資材、作業工程を把握している。また、従前から行

っている産誼に不可欠な顧客管却に加え、収穫量や出荷体制も電算化している。

これらのデータベースは数値として管理されており、それを用いて原稿i言問:も行

っている。その他、「農林水産省新ガイドラインによる表示」を行った肴板の設

置、台帳・ほ場地問の作成と設録ほ場の現地確認、水源の確認、ほ場別農薬飛散

リスクの確認などを行っている。さらには、栽培計画や使用資材、農薬保管方法

や保管障の撃事iiiといった本忠告関係のルール化を行うとともに、抜取管理実績の確

認や出荷n寺の資材確認、果実の品質チェック、クレームに対する迅速な対応など、

収穫・出荷についてもルール化を行っている。

(3) 食育教青への取り組み

ほとり氏の経営理念の‘つに「食育」がある。若い消費者の育成という目的で、

小中学生から一般・教職員まで、農業体験を積極的に受け入れている O 観光農|翠

とは違う実際の農作業を体験してもらうことで、食と農の大切さを理解し、農業

への深い関心を促すとともに、将来の果物の消費拡大にもつなげるといった、消

費者を育てていく活動にも力を入れている。

普及性と今後の方向

1 普汲性

安全・安心な果実生産の拡大「田浦有機会J のリーダーとして

平成1~に有機農業の捌:鎖のために設立した 11王i浦有機会」は、事務局を農図

とし、その代表を鶴i工!ほとり氏、 GAPの導入と会員への指導を行いながら、特
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別栽培の基準づくりや、品質管理の標準

化、安全・安心な果物の生産・販売に向

けた活動を展開するなど、この活動は全

国のモデル事例として招介されている。

2 今後の方向

(1) 開地別、品種別に、勇定や摘果な

ど特に収量や品質に影響を与える 写真 7 食育教育への取組

作業の適期化と省力化の具体的目標を設定し、その達成を i到る。

(2) 食品安全のためのGAPの充実・強化を図り、生産管理基準や品質管理基

準の見直しと点検活動を強化することで消費者の信頼をさらに高める。

(3) 宅配夜販率を、全生産量の1/3にまで拡大し、より 4層泊費者との密接な

関係構築を国る。

(1) 関係団体との連携を図り、農外からの新規参入者受入支援システムを確立

する。また、地域のインフラを整備し、新規学卒者やU ターン者の定着を

図りながら、地域の農業担い手の確保を推進する。

(5) 高齢化や担い手不足による耕作放棄地を集積し、補助事業などを活用した

農地造成(再園地化)を行うことで規模拡大を推進し、有機栽培果実の需

要増加に対応した安定的な供給体制を確立する。

(6) 小・中学校の農業体験学習やインターンシッフ。の受入、さらに生協や消費

者との直接の交流をより一層活発にし、食・農理jg平活動の拠点としての農

園を目指す。

(7) 30年間の取り組みの中で得た全てのノウハウや情報を最大限活用し、都会

や消費者に対して、農産物だけではない様々な農村文化を供給する f新し

い農村ーづくり J を推進する。

(有鶴田有機農園では、今後の一層の経営安定と、経営理念の推進のために以上

の坂組を強力に推し進めて行く許阪である。

(執筆者独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構理事梶浦一郎)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財生活(農産加工品)

受賞者中野市豊田農産物加工施設利舟組合

住所長野県中野市

受賞者のことば 中野市豊田農産物加工施設利用組合代表 神田せつ子

今年 3 月、 f農 111漁村女性チャレンジ活動j で夢のような農林水産大陸賞

をいただ、けた喜び、で、いっぱいでしたのに、今回さらに栄えある f 日本農林

漁業振興会会長賞j を受賞できましたことは、ひとえに関係機関のご指導、

ご協力、そして地域のみなさんの大きな励ましの賜物と心から感謝Ej3しヒ

げます。

11月 23日、明治神宮話11社殿で、の新嘗祭、神宮会館での「農林水産祭式典」

に参列し、全医iで活動されている540もの団体、 11日人の iゃから三堂に加え頂

き、権威のある賞を現いたことは今後の活動の大きな励みとともに賞の重

さと責任も感じております。

特産のりんごに付加価値を求めて取り組んだ fジ、ユース加工j から始っ

た『iEt出村農産物加工施設利用組合j が発足したのが平成10年12月。ふるさ

との昧伝承、農産物に付加価値をつけた特産品の開発、また農村女性の情

報交換の場を I~I 的に一人 5 万円の出資金で40名でスタートしました。当初

は地域の人から「取り組みが l:l~いJ r女衆には無理!な当日と頭ごなしで相手

にされないこともありました。これが逆に、意地でも頑張るという「やる

気J を起こし、みんなの気持ちが Aつになってここまできました。
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受賞者のことば、

営業活動は「おやき音15J I菓子部J Iみそ部J の 3 部構成で各部独立採算

制です。 fおやき」は句の野菜を使い、四季折々の味が楽しめるよう工夫し

ています。菓子部の「おひさま林檎パイ」は特産の林檎を使い、自然な一甘

さとジ、ューシーな味が好評ですo Iみそ」は地場産の大豆と米を使い、まろ

やかで香り豊かな由舎の味で、学t校給食にも利用されるようになりました。

また各部とも新商品の開発にも力をいれて取り組んで、います。

農産物を地元から買い入れることにより、農業経営の安定化にもつなが

り、また議会議員や農業委員会にも会員を送り出し、社会参両への意識も

高めました。

専業農家の多い会員で、農業と起業活動、地域活動これら全てを行うこ

とは、組合員各自の努力と家族の理解、仲間関士の協力があったからこそ

と思います。私達の起業は、農村女性を一回り大きく育ててくれました。

経営の安定化や後継者育成等、課題はありますが、農業に生きる女性がい

きいきと働き、地域の農業と食文化を築き、地域の活性化を目指し更にパ

ワーアップしていきたいと思います。

最後になりましたが、今後とも関係機関の更なるお力添えをお願い申し

上げ、感謝の言葉とさせていただきたいと思います。

地域の概要

1 .地域の立地条件

中野市豊田地区は、 16中野市と平成17年 4 月に合

併する前の!日豊田村である。長野県の北部、千曲J11 

を挟んだ市西部に位置し、総面積は34.74km、東西8.1

km、南北15.1kmで、標高320mから760mの東南斜面に

大小の集落が散在し、斑尾山(標高1，382m) を背景

として起伏が激しく、複雑な地形にある。

冬期間は日本海側気候に属し北西季節風の影響を
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受けて多雪・寒冷の持徴を持っている。一方、春から秋にかけては雨量が少なく、

乾燥寒暖の若が大きい内睦性気候である。

人仁14，915人 (H18)、うち農家人口2，733人である。総世情数1，466戸(耳 18) の

ほほ半数の698戸が農家である。

2. 農業の概要

中野市豊出地匿の農業は、積雪の 第 l 表 l附l油開地区の主要農作物概要(H17) (判定: ha,t) 

少ない地域ではぶどう、もも、りん

ご等の栄樹が、積雪地では水稲、ア

スパラガス、商茸の生産が盛んであ

る。特にエノキタケ、アスパラガス、

!玄分

水稲

アスパラガス

りんご

ぶどう

エノキタケ

i'F1.l' illぽ{ 収穫it::

153 858 

21 73 

207 3,930 

6 51 

-・， , . . . . 

ブドウの巨峰などは全閣でも有数の 資料平成17'1二度長野県政林業1IiI町村別データー

産地となっている。

受賞者の略歴及び経営概要

1 .受賞者の略歴

i弘イHfiit

.骨， , 

58 

2,510 

46 

1.060 

発足のきっかけは、昭和57年からの農村婦人学校修了者(注) 8 グループによ

る生活改善グループ述絡協議会が規格外りんごを現金収入に結びつけようとジ、ユ

ース加工を始めたのが発端である。 62年度、 JA北信州みゆき・盟国支所内にお

いてりんご、ジ、ユース加工施設が稼働したが、吏に、地元産農産物による製造営業

に向け、平成 6~9 年度「ふるさとのI床交流促進事業J (県単)を実施し、 60名

による f豊剖+1'ふるさとのI!未の会J を結

成した。りんごの加工や遊休農地を活用

した大豆栽培、豆腐ー.味噌製造に取り組

む。 10年度「ヰ1 JJJ 問地域特別農業農村対

策卒業J (県単)による加工施設建設を

契機に、自力での起業を目指して出資者

40名による「盟関村農産物加工施設利用

組合J を設立。 10年12月から「おやき音刷、 写真 1 I怖li豊IÐ農産物加工蹴利Jf!舶の7. 717 (平成17年度)
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「菓子部J、「味噌部」の 3 部構成による組合として営業活動を開始した。

特産のりんごを活かしたアップルパイ「おひさまの林檎パイ」は11年度県園芸

特産振興展で知事賞を受賞。地域で生産される野菜を具としたおやき、 13年に熟

成室を充実させ学校給食でも利用されるようになった味噌などは、地域の病院や

スーパーでも販売されるようになり地域の特産品として定着した。

注長野県による決村・ j民業次官tを対象にした研修卒業

2. 経営の概要

10年12月、「おやき部J、「菓子部」、「味噌部j の 3 部構成による組合として営

業活動を開始。伝統的な味噌の仕込みを復活、特産のりんごを活用したアップル

パイや地元産野菜の具を使ったおやきの製造販売へと活動範聞を広め、売上額は

10年度 (12月から 3 月)の発足時の5，108千円から 16年度には24，294千円へと増加。

現在、 f人格なき社民IJ として納税申告しており、法人化を視野に入れた農業女

性グループによる女f事担業活動として成長している。

中山間地域の専業農家の女性が中心の起業グループであるが、グループ活動に

注ぐ時間、労力と自家本業の農作業とのバランスを保ちながら月 2 田の定例会等

を通じ十分な検討と意思統一を図りながら「おやき部j、「菓子部」、「味噌部」の

3 部が作業分担を的確に行い独立採算制による巧みな生産活動を行っている。

子円

30.000 

25.000 

20.000 

15 ,000 

10.000 

5.000 

第 2 図主要商品の究上額の推移

売上額の推移
一儒ト幽おやさ ! 
叩叩アップルパィ j

--$-;)，:雪 j

Hl0 Hl1 H12 H13 H14 H15 H16 年度
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加工施設の概要

開設年月日:平成10年12月

施設概要(施設は、 rlJからの無償貸与)

施設構造:鉄骨造平麗建

建物面積: 258.部rd

味噌加工室: 21.65rd 

おやき加工室: 21β5ぱ

アップルパイ加工室: 17.55ぱ

研修室 :38鎚ぱ

貯蔵室: 113.86ぱ

建設資金:総事業費56 ， 915千円
写真 2 加工施設

(県「中山間地域特別農業農村対‘策事業J)

rj=1野市豊問112産物加工施設利用組合の粒織体制

おやき五f!; 君主的部

. Y'f'沢菜、大総ミックス、あずき、 1 ・ 3己然りんごを使)IJしたボケッ i ・ Jl~!:ねJVJの l )j -HJ に{I:込み

ズッキーニをJ~に通年製造 i トサイズのアップルパイを製| ・ 2 人ずつのローテーションに

. "1' 11日ローテーションを荊Iみ製 i 造 i より製造

i立 i ・ 4 人ずつの班最近制。 u坊はj[I，j I . 5)J -12)J は tlH1耳、 IH荷作業

・原料の!Ilr-~長は泌.nか紘約する他、 1 10]5在日提 IHこ 5-6 人で作業 i を 3 人ずつで担当

111 liiJ郊の集務に委託，I&J汗して I . });Cj" 1 の小女粉は地元溺迷が|もI I .派手1 火主主は i球的品名Hが滋休終

調i主 | 雛なため他から総入(おやき! 地を i百m して :H\:i点、不足分は

・野菜:t&:t;~:1日の封11 は地代を支払 j も同総 近隣の ':7)(地 I;;{の大.ri も購入

いflH也 1 ・ 72初はアップルパイ限定の製| ・ 17"F 3 月に ìì'i物製;QI ~ìl: .nT を取

・剖líH17:?'， 逃許可であったが、その後、 I 1与し i甘え附付けの製造販光を|刻

パン製造の希渋もあり現ゐ:で j 始

は通年の菜子会般の製造販光 1 ・絡H16人 UIH対WóJM見'主主)

許可'J を l災者i

・者I;Hl6人(りんごjJ22誌の主財)
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加工施設は市の所有であり、当初、村(合併前)が利用組合へ管理運営を委託。

現在は、指定管理者制度により、市が利用組合に管理運営を委託(指定管理者:

18年 4 月 1 日 ~21年 3 月 31 日)して運営。 10万円未満(消耗品相当)の補修費は

組合員が充当、それ以上はrl1が対応。月 2 闇開催の組合定例会で設備の長期使用

に配慮した申し合わせを行うなど施設の保守管理に留意している。

おやき部、菓子部、味噌部の 3 部は販路拡大や作業効率を上げるため独立採算

性を採用している。組合の運営費として、売り上げの15%、他に管理部門経費と

して 5%計20%を徴収し、残額は部会で運営している。時給は部会毎に異なるが

560円~臼O円と低い。作れば売れるが現在の組合員数では増産は難しい状況。

13年度に売上高が2.αxl万円を超えたのを契機に、 14年度からみなし法人として

の手続きを開始し、 16年度からは人格なき社団として法人税を納付している。現

おやき部の製造風景 おやき

アップルパイ 手作り味噌

写真 3 おやき部、菓子部、味噌部の主要商品
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表、法人化に向けた検討を組合員で進めている。県先進的女性農業経営者育成事

業により経営強化のための学沼会や調査、原価計算にも取り組み更なる経営のス

テップアップを目指している。

18年度に尚襟「あちゃま」の授録出版を行った。「あちゃまj とは方言で「あ

らっ、まあ j の志:。

3 閉経営・活動の成果

(1) 中山間地域の専業農家の女性が中心の起業グルーフ。で、あるが、起業活動に

注ぐl時間]、労力と自家本業の農作業とのバランスを保ちながら月 2 凶の定例

会等を通じ十分な検討と意思統 aを進め、「おやき部j、「菓子部J、 p床IJ陸部J

の 3 部が作業分担を的確に行うなど独立採算制による巧みな生産活動を行っ

ている。

(2) 会員個人の経済的成果としては、加工作業内容により収入に差があるもの

の、おやき部は平均年JI又100万円、菓子部は向85万円、 i床H国部同30万円とな

っており、所属部の部員移動がほとんどみられないことや出家の農業労働と

の兼ね合いを考えると運営の巧みさが伺える。

(3) おやき、アップルパイ、味噌なと々は中野flfの特産品としても認められセッ

ト商品の販売も好評、地域の病院やスーパーでの販売も定着。地域住民の日

常やお祝いごとの品としても利用が増え地域が誇る産物に成長した。

(4) 起業活動は、長年の生活技術を伝承していく場、後継者に農業を移譲した

高齢者の生き I1 1斐の場からサイドビジネス展開までの取り組みをうまく一体

化している。

(5) また、地域の起業を通じて遊休農地の活用や地疎地消、食背など地域の動

i向に関心を持つようになり、議会や農業委員会へ自分たちの意見を述べるた

めの代表を送り出すようになるなど農村女性の社会参両をもたらした。
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受賞財の特色

1 .生活改善グループによる起業活動

農村婦人学校修了者の農業女性による生活改善グループが活動の母体。規格外

りんご、の付加価値づ、けのためのジ、ユース加工が発端。その後、県の「ふるさとの

味交流促進事業」、「中山間地域特加農業農村対策事業」等を活用したキ服哉や加工

施設づくりを巧みに行う。

2. 地元素材を活用した加工品の開発

地元で栽培した大立による{対先的な味噌仕込みの復活、特産のりんご、を使った

アップルパイ、地元産野菜を具に使ったおやき、野菜みそ漬け(漬物)等地元素

材を会員からの原料購入も含め徹底活用。

3. 組織運堂の巧みさ

中山間地域の専業農家の女性が中心の起業グループであるが、グループ活動に

注ぐ時間、労力と自家本業の農作業とのバランスを保ちながら月 2 屈の定例会等

を通じト分な検討と意思統ーを閲りながら作業分担を的確に行い「おやき吉!日、

「菓子部」、「味噌部」の 3 部が独立採算制で生産、運営。

4. 地域社会へ種極的に関与

毎年「豊田村の味を楽しむ会J (合併前)を開催し、議会議員、農業委員等と

交流。「荒れた農地が増えて困っている」との声を受け、荒廃地での大豆栽培を

実施するなど地域農業に貢献。

地産地担当、食育活動の一環として、地元の学校給食に味噌等食材の納品も実施。

現在では、原材料の大豆、りんご、野菜等を地元農家から購入し、経営安定へ

の効果も認められる。
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普汲性と今後の方向

上普及性

当初、規格外りんごの利用や期発農地の活用といった農家女性ならではの十:Jî}誌

から身近な問題を取り上げ、行政の理解、協力を得ながら地域活動として信頼を

獲得し、行政との連携関係構築、更には行政から依頼を受けるまでに成長。 地域

に立脚した女性起業の展開過程としてモデル的な事例である。また、専業農家の

主婦という立場にかかわらず自家農業と起業活動を両立しておりその運営の巧み

さは示唆に富んで、いる。近年盛んになりつつある女性による起業の成功率例とし

ても顕著である。

更に、議会や農

ど女性の社会参画のモデjルレケ一スで、もあり札、今後、女性が地域再生、活性化に向

けた担い手として益々重要な役割を担うことを暗示すると共に、期待をいだかせ

るものがあり、本事例の他の地域への普及性は極めて高く、また、期待されると

ころである。

2. 今後の方向

農産力n工施設利用組合による起業は、経済的効果のみならず、農村女性を地域

の担い手として大きく成長させた。また、力IJ工活動に若い女性も加わってきてい

ることは!幅広い年代層の交流の場となり、仲間との憤報交換により地域農業を支

える拠点ともなっている。

現在、売上高の増加など組織の成長につれ法人化への取り組みや組織運常、新

商品開発や地域農業との関係など新たな課題に向け検討を進めており、地域と地

域農業活'性化を視野に入れた発展する女性起業として期待されている。

(執筆者 農林水産省経営局普及・女性課課長補佐 i1ll~11時利春)
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%叱》便為蛇》叱ゐ蛇〉蛇》叱》問》叱ゐ犯為蛇〉便為蛇ゐ蛇》叱ゐ児》犯九児》叱》犯j-

天皇杯受賞

出品財経営(酪農)

受賞者柴田輝男

柴田 誠子(夫婦連名での表彰)

住所秋田県由利本荘市

受賞者のことば、 柴田輝男・誠子

平成17年度の中央畜産会主催の「全国優良畜産経営管理技術発表会J で

の最優秀賞の受賞に続き、今年度の農林水産祭において、名誉ある天皇杯

をいただくことができ、身に余る光栄であり、家族一同感謝の気持ちで一

杯です。

我が家の牧場は、 霊峰鳥海山から日本海に広がる丘陵地特の一角にあり

ます。豪雪地帯である秋田県にあっては降雪量も少なく、比較的温媛な気

候で、鳥海-山をパックに眼下の日本海:に遠 く男鹿半島を眺望できる風光明

搬な地域です。

昭和47年に父から経営を引き継ぎ、搾乳牛15.頭で経営をスタート させまし

た。 その後、牛は草で育てるを信念に、周辺の未利用地を自力整備して草

地基盤の拡充に努めるとともに、検定事業に早くから取り組み、検定成績

に基づく自家育成を基本とした牛群改良を行い規模拡大を闘ってきました。

現在、 ωii貨の経産牛と 39haの草地を昨年度から就農した息子を加えた親子 2

代で経営管理し、先達からの教えである「二kづくり、革づくり、牛づぐり、

人づくり J を基本とした、地域や人との辞1:を大切にした土地利用型酪農を

展開しております。
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受賞者のことば、

最近では、繁殖農家との連携による ET技術を活用した和牛生産や水田

地帯という環境を活かした稲のホールクロップサイレージにも取り組み、

新たに、和牛農家や親1:種農家との仲間の環も拡大しております。

今後とも、これまでの経営スタイルを変えることなく、決して背伸びを

しない、基本に忠実で、、ゆとりと思いやりのある経営を目指し、生産性や

収益性の向上はもとより、耕畜連携や体験学習、障害者の雇用受け入れや

ボランティア活動などを通じ、地域と共に歩む酪農経営を確立していきた

いと考えております。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

当経営の立地する秋田県出利本荘

市は、県の商南部に位置する。南に

標高2，236mの鳥海山、東に出羽正陵

を背し、中央を子古川が貫流して日

本海にそそぎ、鳥海山と出羽丘陵に

設する山間地帯、子古川流域地帯、

百本海に面した海岸平野地帯の 3 地

帯から構成されている。

平成17年 3 月に 1 市 71!lJが合併し

てできた新しい市(人口約 9 万人)

であり、 209kníで県内ーの面積を誇る。

地 I=J 別では、山林が74.7%、農用地が

12.4%、宅地は1.8%となっている。

第]図位寵(秋田県由利水荘市)

気候は、県内で、は比較的iFnt暖な地域で、あるが、海岸部と山間部では気象条件が

異なり、特に冬期における積雪量に大きな差が見られる。
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(2) 農林水産業の概要

地域の農業産出額は204億円で、その基幹作物は71.2%を占める米となっている

が、これに次ぐ作物として、畜産11.5%、野菜10.7% となっている。

畜産農家戸数は6鈎戸、産出額は23億円で、うち、肉用牛56.7%、乳用牛9.1%と

なっている。肉m牛は Irl3利牛」の産地として繁殖が盛んに行われており、県内

最大の家斎市場を存する。古くは集約酪農地域の指定を受けた地域でもあり、乳

牛は、鳥海1I1麓を中心にホルスタイン醸のほか、ジ、ヤ…ジ一種も飼養されている。

2. 受賞者の略歴

柴田氏の父が昭和40年から酪皮と稲作の複合経営に取組み、 H日和47年に経営を

移譲された後、優良雌牛を導入し自家育成牛確保に努め自力で師養規模拡大を悦!

り、平成12年に経産主|二ω頭規模到達を機に酪農専業へ転換した。県内では比較的

大規模経営であり、労働力員数は家族 3 名、)援用者 2 名、統産牛王子均飼養顕数

65.7~Jf、経産牛 1 頭当たりの投下労働時間16511寺階、酪農部門年間総所得約21，866

千円である。地域社会においてリーダーシップを発揮し、持i畜述携や食育・地元

産業とのイベントにも攻組んで、おり、摂内酪農家の模範となっている。

受賞者の経営概要

上経営の概要

当経営でで、は、 自巳所冶有命の水i出1茸11 haで

りている3却9h凶aの草地で荘1播牧草ロ一ルラツフプ。サイレ一ジを白家生産しているO こ

れらを~iJl飼料基盤として、平成16ir:現在で経産11--66頭と育成牛25頭を飼養してい

る。

労働力としては、柴田夫妻と二女夫妻(夫は平成17年から民間会社を退職して

経営に参加。)のほか、近隣の心身障害者施設から i埠持者 2 人を常時雇用してい

る。

また、組飼料TDN 自給率が56.7%とかなり高い水準にありながらも、熱心な

乳牛改良の成果もあいまって経産牛1NJf当たり平均乳量は8.382kgと高い。

乳牛の全~Jiが.1:1二群検定に加入しており、泌乳能力や繁殖状況等を正確に把握し
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ていることから、飼養している経産牛の

半分が 5 産以上であり、午群は全体とし

て長命連産性に富んで、いる。また、輝男

氏と後継者である二女の二人が家畜人工

授精師の資格を持っていることから適期

繁殖が行われ、分娩間隔は12.9ヵ月と優

秀な成績を収めている。さらに、近年で

は、収益性の向 k及び肉用J千二農家との連

携のために受精卵移植 (E T) や交雑種

(F 1)生産を行っている。

2. 経営の成果

写真 1 柴田夫妻と後継者

このような努力の成果として、酪農所得で、は経産午 1 頭当たり 333千円と高く、

所得率は37%に達するなど高収益を実現している。また、自給粗飼料を多給して

いることから飼料代の節減が図られ、乳飼比は25.9% と低い。さらに、牛乳 1 kg 

当たり生産原価は55.95円 (3.5%換算48.96円)となっているなど、安定した経営

を実践している。

これに加えて、肉用牛農家に優れたもと牛を供給していること、 i喧害者に社会

活動の場を提供していること、積極的に消費者交流を進めていること等は、地域

において非常に高い評価を得ている。

受賞財の特色

上自給組飼料生産基盤に立脚した生産コストの低減

当経営では、平成 2 年から低水分乾草のロールラップサイレージに取り組み、

乳牛への通年給与を目指している。足腰の強い酪農経営を実現するためには自給

飼料基盤を確保する必要があるが、柴田氏は経営の規模拡大を図っていく中で離

農跡地に着目し平成10年に由利本荘市から39haの草地を借り入れ、良質粗飼料を

生産している。

これらの草地は言十闘的に更新を行っており、その際に自家産の完熟堆肥のうち
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第 1 表平成16:\1:'収拾!生・生産性等の経営実績

立i u 
(人)

幸紙袋子
労働カIU& !);í\)U (人)

虫干 ìlJi.小平均約発立IT数 (鋭)

{f~11日総l阪光乳.tlt (kg) 

年 1111子ーや・育成午・初Þ1:'!二}仮う'cYfi数 (yfi) 

陥没古川市 (lIJ) 

経産'1二 1 ID'í当たり年 IlIjïfrî4j. (fη) 
i以

}好担J?ß，s (%) 

九千 絞jlJi. '1二 1 Uj'ii~ たり光jニ!忠告Ii (11]) 

'tl: 絞i)'!i'!'. 1lifí当たり購入飼料 î~ (pj) 

絞殺'1二 1 lili当たり労働~~ (11]) 

終JlU!ニ1lifiメi たり減{出íjîttll '1'( (ドJ)

絞目立小 llîM'5 た 1) ::I~IIIH臼LJH: (kg) 

平均分娩11日院議 (ヵJj)

受給に~、した綴付随i数 ([同

乳 よ1'.乳 1 kg~たり平均ú1li 1'告 (ドJ)

il'�( 
まし lJi'î !{、1 (%) 

古!\IJi'î WI形分守、: (%) 

jlji 
体制11)惚数(※) UJ"1!�Vm!) 

調11 関数(※) (万似1m!)

ぞl: 経路'1ニ 1 îiJi当たり f示U:ji'f't政経ベlfIiff( (a) 

粗料飼l f日地依存率 (%) 

fi~ ;f'~T D N 自給ヰ※) (%) 

手Lft司比 (%) 

生手L 1 kg~ たり佐藤原告Ii (内)

経JlJi. '1二 1 ÿfiðたり投下労働時間

f会dt iA 
総11r入念残尚(1際求11寺) (JjJL]) 

総ilí'UIニ 1 ほじ11 たり flt-入金残高 om ;j，，1I寺) (I"j) 

経nîi!ド 1 i須空i たり 'fôlHj借入金償泣災:fH毎i (f1J) 

資料 平成17il'l立会[JiJj憂良市首i縦'::~'11;j!l!技術先夫会1m、秋1!I~，\1見栄公社資料
※体細胞数、議11['#数及び飼料 TDNI:I給取は平成18年 8JJ の成総

柴 ITI牧場 民L指15:

3.0 

2‘。
65.7 

549,985 

43 

21.865,556 

332,809 230，000以1:

37.0 30.0以!こ

560,712 

209.299 

124,389 

48,434 

8,382 8，000以 t

12.9 13.0以内

1.4 1.5以内

96.35 

4.00 3.80以1:

8.41 

26.6 

1 

60.9 

100 

56.7 

25.9 38.0以内

56.0 65.0以 F

165 135以下

1.581 

240,686 

42,937 

*':1 4 割を有機質肥料として投入して地力向上に努め、安定した牧草の収最をf確保

している。

更に、稲作農家と連携した餌料イネも活用するなど、良質粗飼料の安定権保と

ともに低コスト生産に努めた結果、購入餌料費の低減を実現し、乳飼比は約26%

と県内平均を大きく下回っている。
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2. 牛群改良と新技術等への取組み

(1) 高泌乳牛群整備への取り組み

当経営の牛群は、全頭が乳用牛の牛群

検定に加入しており、乳量、乳質、繁殖

状況、飼料給与等に関する技術情報を得

ることができる。これらの成績をもとに

産乳能力や体型の優れた乳午個体を選抜

し、国産検定済種雄牛の精液を授精して

後継牛を生産している。その結果、経産
写真 2 草地(更新 1 年日)

牛 1 頭当たり平均乳量8，382kg、平均産次4.3産、平均分娩間隔12.9ヵ月と高能力か

っ長命連産性を実現している。体型面では、昭和50年第 6 回大会から平成12年第

ll[盟大会まで連続して全日本ホルスタイン共進会に秋出県を代表する優良午を出

品してきた実績をもっている。

また、柴田氏は、牛群検定情報を活用して経営改善を進めると同時に消費者に

対する責任を果たすべきであるという経営理念から、現在も牛群検定事業への県

内酪農家全戸加入という目標に向け、秋田県離農連盟会長の要職に就いて尽力し

ている

第 2 表家畜の産次構成・構成比(平成16年12月 31 臼時点での内訳)

(2) 薪技術の活用による肉用牛農家との連携

泌乳能力等の高い乳牛から自家後継牛を確保した上で、その他の乳牛について

は、半数を周辺地域の内用牛繁殖農家向けのもと牛生産用として、黒毛和種の受

精卵移植を実施し、もう半数を肉用牛斑育農家向け子牛生産用として、黒毛和種

精液の人工授精を実施して交雑種の肥育子牛を生産している。

これにより、ホルスタイン雄子午よりも高い価格で子牛の販売収入が得られる

こととなり、経営の収益性が高まるとともに、安定した価格の肉用牛もと牛確保
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に悩む地元の肉用牛農家を支えることになり、畜産農家相互の間で、の支援体制が

構築されている。

この柴田氏の取り組みをもとに、秋田県では平成14年度から県単独補助事業で、

ある「酪農・肉用牛連携繁殖基盤確立事業J が実施され、地域の肉用牛農家から

喜ばれている。

3. 投下資本の抑制

柴田氏は昭和140年に建築した牛舎をベースに、自己資本で調達した古材等を活

用して自力施工により吉舎・乾草舎・農兵庫の改築. j:1自築を行い、者向主的に投資

の抑制を行っている。また、機株器具や車両はこまめに保守管理を行い、耐用年

数を大幅に超えて使用している。こうした徹底的なコスト削減と投資の抑制によ

り、経産牛 1 頭当たりのf'M'入金残高は24万円と極めて健全な!社務状況となってい

る。

一方、平成17年には二女夫婦が後継者として酪農経営に参加したことから、補

助事業により牛舎を整備し、搾乳システムの改善を行い、生産労働の合理化、重

労働からの脱却を i翠り経営管理Rの充実とゆとりをめざして、家族で話し合いなが

ら経営の新たな発展を目指している。

4. 地域社会に調和した活動

(1) 環境美化への取り組み

写真 3 古電柱を利用した育成・乾手VI二 写真 4 搾乳ユニット自動搬送装置
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柴田牧場の牛舎や堆肥舎の毘辺は山林に囲まれているが、近隣にはレクリエー

ション施設があり一般市民の往来も多いため、臭気や害虫等の畜産公害が発生し

ないよう配慮する必要がある。このため、牛舎内外での衛生管理や堆肥舎での製

造処理工程には細心の注意が払われている。また、牛舎周辺には花や樹木を植栽

し、金魚の水槽やベンチを設けて、くつろぎのスペースを準備している。さらに、

隣接した落葉樹の林の中には、小さな集会やバーベキュー等を催すことのできる

場所も整備し、環境美化に取り組んでいる。

(2) 消費者交流会・体験学習

柴田氏は、昭和60年頃から地元地域の小学校、中学校が社会活動体験として行

う研修や実現を積極的に受け入れている。家畜や自然に直に触れ合える牧場とし

て幼稚関児が遠足に訪れ、小中学生が搾乳や飼料給与等の作業を実体験し、食と

農への関わりを持つ場を提供することで、子供述への食育を支援している。

また、平成元年からは毎年200人程の規模で「菜の花まつり J を開催して牧場

を開放し、秋田県内外から集まる一般消費者や異業種の人達との交流を深めてい

る。さらに、一殻消費者から休暇等を利用して一時的に畜産農業体験をしたいと

の希望の申し出があれば、搾乳体験や動物とのふれあいの場を提供している。こ

のため、畜舎題辺で、はポニーや山羊等も飼養している。更に、地元有志と共同出

資している農事組合法人「ハーブワールドAK I T AJ において、ハーブ製品等

の他に自身の生乳を毘いた「生産者の顔が見える」アイスクリーム等の製造・販

写真 5 牛舎前庭(くつろぎのスペース) 写真 6 ハーブワールドAKITA

。
。

ハ
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売も行っている。

(3) 障害者・研鰻生の受入

柴問牧場では、昭和57年から常時雇用労働力として近隣の県立心身障害者施設

から 2 人の障害者を経常に受け入れ、障害者の自立訓練・社会参加の実現へ向け

た支援を積極的に行っている。作業内容は、安全に十分に配慮しながら、搾乳、

飼料給与ーから堆肥生産まで宣言j養管理作業全般に携わらせている。このように、社

会裕祉の捕においても地域社会からの要請に応、え、大きく貢献している。

また、県内外の高校や大学等から積極的に研修生を受け入れるなど、次世代を

担う後継者及び新規就農者の育成・確保にも努めている。

(4 ) 家畜排せつ物の処理・利用

柴田牧場ーでは、 1 月当たり概ね家畜ふん116 t と尿40 t が排せっされている。

これらは、地元で生産されるオガクズやライスセンターで発生するモミガラ等を

敷料や発酵副資材として視合して適正に水分調整し、ショベルローダーを活用し

た切り返し作業により 6 ヵ月間をかけて良質な完熟堆肥を生産している。

これらのうち、約 4 割は自農場の草地等に還元し、残りの約 6 割については、

地元のいちじくやアスパラ生産農家等に 2 t トラック(一台当たり IIIJ内 5 千円、

IIlJ外 6 千円)で運搬・販売しており、地域の循環型農業の確立に大きな役割を果

たしている。

持1:種農家の高齢化が進む':1二1で、畑作地への散布までを嬰望する戸もあることか

ら、今後さらにどのように連携して地域農地の地力向 tを I~っていくのかについ

て農協や行政を交えて議論されている。

普汲性と今後の方向

1 .普及性

近年、酪農経営は規模拡大が進む一方で担い手不足や高齢化により戸数が減少

し、地域によっては点在化・散在化しつつあり、経営を維持・発展させていくた

めには土地集積や経営技術面で創意工夫を出るとともに、周囲の耕種・畜産農家
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との連携や消費者を含めた地域社会との交流を深めることが重要な課題となって

いる。

本事例は、自給飼料生産基盤に立脚した生産コストの低減や、牛群検定データ

を活用した牛群改良と受精卵移植技術等の新技術を活用した付加価値生産等を実

践し、秋田県の乳午改良に尽力しながら高い生産性と収益性を実現している。ま

た、周辺農家と連携するとともに、あわせて地域社会からの要請に即した福祉活

動や消費者交流を行い、秋田県において、なくてはならない酪農経営として安定

した経営を確立している。

これらの技術及び准営のあり方は高く評価されるものであり、全国のモデルと

して高い普及性を持つものである。

2. 今後の方向

柴田氏は今後も、言l'闘的な吏新による草地基盤整備と有機質肥料の効率的な堆

肥還元により、良質粗飼料を生産・確保し、飼料自給率を向上に努めるとともに、

優良な自家育成牛の確保と経産牛の計雨的更新をすすめ、泌乳能力の高い牛群を

整備するとしている。

また、県産斎産物の安全性と畜産の生産現場について、広く消費者に届けるこ

とで理解を得たいとし、生産履歴開示が可能となる牛群検定への全戸加入を推進

している。

さらに、家族経営協定の締結や後継者の就農を経て、今後も家族全員で話し合

い協議し、 一つになって酪農経営に取組んで、いこうとしている。そして、経営を

取り巻く地域との関わりを大切にし、耕種農家との連携や体験学習、研修生の受

け入れ、障害者雇用受入れ等を継続し、地域社会へ貢献する活動に積極的に取り

組んで、いく計画である。

今後とも多面的な活動に積極的に取り組み、全国で同様の条特ニ下にある酪農家

の模範となる事例としてリーダーシップを発揮するとともに、更なる経営の安定

と生産基盤の強化がされることを期待したい。

(執筆者側全国競馬・畜産振興会管理部長小津周司)



受賞者のことば‘ 佐古保

午がゆったりと革をはむ姿を、草原に寝そべって眺めている。そんな牧

場経営を夢見て、この i止界に入りました。 農業学校で学んだ事と現場での

ギャップに、時には負けそうになりながら、ゼロからのスタートでした。

肥育午の餌育から始めましたが、オイルショックの時に業牛価格より販

売価格の方が安くなり、多くの負債を抱え、経営を続けるべきか、やめる

べきか悩み、将来の方針を考えた結果、「自分で生産し育てる」経営内一貫

しか生きるすべはないとの結論を出し、繁殖牛の導入に踏み切りました。

能力の高い雌午から生まれた雌子牛を自家保脅しながら規模拡大し、完全

一貫経営を確立しました。

この経営の一番の利点は、土地利用型畜産経営がで、きる事です。転作剖

や遊休農地を利用してトウモロコシを作付けし、一年を通じコーンサイレ

ージとして給与する。牛舎から排出される物からは良質堆肥を作り、土地

に還元する。循環型の地珠に優しい農業で、すO

ここまでの道のりは決して王子坦ではなく、最も大変だ、ったのは資金面で

した。また、牛肉の輸入自出化、口蹄疫やBSEの発生など、その都度苦

労しながら、何とか乗り越えてくる事ができました。そのエネルギーとな



受賞者のことば、

ったのは、守二に対する情熱と絶対にあきらめない「ネパーギブアップ」の

精神のような気がします。

平成19年から息子も経営に加わってくれることになり、就農から30数年が

経過した今、「この道に進んで、本当に良かったなー」と心の底から思ってい

ます。ここまで、係わっていただいた多くの人達と支えてくれた家族に感謝

するとともに、今田大変名誉ある賞をいただいたことに甘んじる事なし

さらなる目標を掲げ、消費者の方々へ「安心・安全」な食料を供給するこ

とと、農業の発展に微力ながら努力いたしてまいります。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

下呂市は、岐阜県の中央部

に位置する、総面積85，106ha

の92%を山林が占める特定農

山村地域であり、年平均気温

は12.7"C、降水最は2，300mmの

準内!様性気候である。経営地

付近の水田土壌は灰色低地土

および黄色土で、畑地土壌は

灰色低地土および粗粒灰色低

地こ!こで、あり、林地土壌は褐色

森林土や乾性褐色土が主体と

なっている。経営所在地は飛

騨JII支流の菅田川上流に位置

して、水利は比較的良好で、あ

り、上流には汚染源となる民

第 1 医I 1ti:古牧場の所在する岐阜県 F呂1'11金i1 I I1IJの位置

ワ
山



家・施設は存在せず水質も良好である。

(2) 農林水産業の概要

-rlîの産業は、下呂il議泉をJ:jCI心とする観光業と木材関連産業や建設業が主流であ

り、就業人口のω%を第三次産業が占めている。一方、第二次産業は35%であり、

農林業を中心とした第一次産業は 5%である。平成16年度における専業農家数は

119戸、第千副長業農家は79戸である。 2%足らずの狭小な農地は標高差が7∞m

あり、米・トマト・ほうれん草などの野菜を主に作付けしている。

2 受賞者の略麗

佐吉保氏 (57蔵)は、父が20aの畑と養蚕を行う農家の長男として昭和24{1三に

現在の金山町に生まれ育った。昭和42年 3 月に県立農業センター音産科を卒業、

JAかなやまに 2 年開勤務した後、昭和45年に|勾用1:1二把育農家として就農した。

佐古氏は昭和61年から岐阜県指導農業士として県内外で多くの畜産後継者や農協

の営農指導職員を育てている。

王子成 5 '年から現在までl岐阜県農業経営者協会内用牛部会長および全国内用牛経

営者会議説会長を務め、平成16年から全国内)炉|二経営者会議の会長として全国の

肉用牛生産者の地位向上と経営安定のために尽力している。また、平成13年から

現在まで岐阜県農業経営者協会副会長として、県の農林業の振興と発践に大きく

貢献している。

地元においては、佐古氏は中学生の職

場体験学習の受け入れ、小学生の社会見

学の場所の提供を通じて教背活動に多大

な貢献をしている。昭和63年から 10年間、

110'教育委員を務め、平成 2 年から 7 年間

は i問11時i号]

く i高t蕗2いf信言訴1頼境を得ている O

写真1 佐ilfご夫妻



受賞者の経営概要

1 経営の概要

経営主の佐古氏は、昭和45年に自宅で肥育経営( 6 頭)を新規に開始、昭和51

年に離農午舎を農協から賃貸して現在地に経営移転、昭和54年に成雌牛 5 頭を導

入し繁殖から肥育に至る i有用牛生産を開始した。平成 3 年に公社営畜産基地建設

事業(国補助)により、放牧採草地、 }j包背牛舎等の整備を行い、成雌牛30頭と担

育LI二45頭による一貫生産体制を確立した。

平成 5 年に岐阜県経済連冬季枝肉共進会で金賞一席を獲得、平成 6 年に岐阜県

の基幹種雄牛「護照王j および平成 7 年には種雄牛「福光王」を作出、平成10年

に岐阜県畜産共進会「若種雄牛の部」で最優秀賞を、平成11年には種雄牛 rÝ臣水

晶J を生産して平成15年には岐阜県下農協共進会金賞、玉ド成17年には第35回日本

農業賞の個別経営の部で、農林水産大臣賞を獲得している。

佐古牧場は平成16年度現在、平均飼養頭数が成雌牛74.9頭、育成牛刀頭、子牛

53.1頭、肥育牛87.5顕である。成雌牛は、系統へ枝肉出荷するなど産肉成績を把

握し、全国和牛登録協会が推進する成雌

牛の産内性育種{面解析を活用して優秀な

自家生産雌牛を整備してきた。ここ 3 年

(平成15年~平成17年)の出荷頭数は年間

平均56頭、平均販売額は約5，500万円、約

1，8∞万円の高所得を得ている。

当経営地は山林が92%の中山間地域で、

遊休地と耕作放棄地等が増える中で、町

内の狭小な遊休地の約半数にあたる5.5ha 写真 2 111問地を利用した繁殖・育成舎の全景

第 1 表経営規模と販売額の推移

1&;1甘[Lj~ 育成牛 "f!1ニ )J[I!'1'f! 1こ tB荷LI: 販売1lfi
-ÍÎJi当たり

fド皮 !坂うも海íi')
(顕) (頭) (政) (豆D mo (千円)

(千円)

平成15年度 75.3 2.6 50.0 89.0 52 49.270.0 947.5 

'llj反16"ド!主; 74.9 7.3 53.1 87.5 56 54.090.0 965.9 

平成17ijo!Jt 75.9 2.0 47.8 92.1 60 61 ,996.0 1.033.3 

j)公勢，/0 と雌 '10の平均仙
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を借用して、飼料用トウモロコシ(所有地と併せて5.9ha) と牧草 (3.8ha) を生

産している。また、牛舎から出る廃棄物をオガ粉と混入して熟成させた堆間を知|

に還元し、生産した飼料サイレージを主として成雌牛の育成にあてる循環型のサ

イレージ周年供給体制を実現している。農業改良普及センターによる土壌分析や、

県畜産研究所による飼料成分分析を利用して、科学的な飼料の設計と給与を行い、

成雌牛の飼料TDN自給率73%を確保している。

2 経営の成果

第 1 表は、平成15年度から平成17年疫の経営規模と販売額の推移を示したもの

である。~農場は、年間総所得19.508千円、成雌11二 1 頭当たり年間所得270.9千円、

所得率35.9%という成績にみられるように素晴らしい経営成果をあげている。出

荷牛 1 頭当たり生産原官1Iî654千円(去勢午、Jltft:牛の平均)と低価格を実現して、

安定した経営を実践している。

なお、以下の文京中でカギ・カッコ内の〔全国]および[l岐卒県]は第51次岐

阜農林水産統計年報(平成15~16年、東海農政局|岐阜i流計・情報センター、全国

手11守二塁ま録協会岐阜県支部資料合む)等における全国および岐阜県のそれぞれ平均

値を示しており、佐古農場の数値と比較しているO

受賞財の特色

1 技術

(1) 高品質牛の経堂内一貫生産

平成 5 年以降、佐古氏の牧場は繁殖牛および肥育牛は市場などからの外部導入

をいっさい行わず、すべて自家生産である。平成16年度の王子均で、繁殖雌牛74.9

頭、月巴背牛87.5頭の繁殖・杷育牛の一員ー生産体艇を確立している。一年一産とい

う優れた繁殖成績にありながら、牛肉の格付けは最高のA5 が出荷の52% [全

国: 13%J を占め、肥育牛の平均販売額97万円(全i主1: 71万円)である。また、

出荷月齢も平均26ヵ月と[全国: 30ヵ月]に比べて 4 ヵ月も早いなど高い技術水

準を持っている。



(2) 放牧や群管理による牛のストレス軽減

飼育での特徴は、牛へのストレス解消に力を注いで、いる点である。子牛は 5~

6 ヵ月齢から 5 頭程度の群管理で健康な胃袋作りを行い、肥育牛は個体能力を十

分引き出すために通常頭数の約半数で牛房に収容する。この後も同一牛舎で群構

成を変えず、環境変化によるストレスで錦料摂取量が落ちない工夫をしている。

また、繁殖舎に付置されたパドックから放牧地への移動が自由にできる。子牛も

採食場と母親にいるパドックには自由に行き来できるよう柵に工夫がなされてい

る。

牛舎に隣接した3.8haの林地は、昼間の畜舎清掃11寺や夜間放牧し、牛のストレ

ス緩和と林地の間伐に併用されるなど、 111峡という不利な条件地域を肉用l:1二育成

に効果的に活用している。

写真 3 パドック内の成雌牛・子牛 写真 4 急傾斜地の放牧地 (3組a)

(3) 成雌牛の改良による供周年数の延長

成雌牛は全国和牛都議協会による産肉成績の雨量価題材斤を参考に形質 (BMS 、

I母体重量等)の向上を図っている。また、遺伝的改良だけでなく遺伝的能力を引

き出す飼料や飼育環境に独自の方法を工夫している。第 2 表で示すように成雌牛

の平均産次62と極めて長い供用年数を達成している。
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第 2 表 i手の産歴と肉質(平成15年度・平成16年!支出荷牛)

匀WN' llJi数
51;:均

f告Htt 校lT( 校i勾 Jjtfllfi
参考BMS

ílf.次数 15'ド!文のみ

1 . 2匀i2 24 1.5 4.2 373.7 2.222.1 6.0 

3~5 産 31 3.6 4.1 395.5 2.305.5 6.9 

6~9 隊 26 7.3 4.2 376.6 2.337.7 7.6 

10DR以 1-- 26 12.3 4.0 371.0 2,490.8 6.3 

計・三!と均 107 6.2 4.2 379.2 2,339.0 6.7 

(4 ) 狭小地域における自給館料周年体制の確立

当経営地は山林カ'92%の中山開地にあり、狭小農地が散在する上、遊休地と耕

作放楽も増えており、猪や鹿等による鳥獣容が多発する耕作不利な地域である。

このような狭小な遊休地の約半数にあたる5.5haを借用して、飼料用トウモロコ

シ(所有地と併せて5.9ha) と牧草 (3.8ha) を生産している。地域の畜産農家と

ともに収穫機械の導入、電気牧欄の効果

的な設i置等により効率的な餌料用トウモ

ロコシの栽培体系を確立している。

飼料用トウモロコシは長年培ったサイ

レージ技術を活思して、良好な乳酸発酵

を行っている。サイロ内部には特別i主文

のビニール袋が敷かれ、外部と密閉する

など独自の工夫がされている。これによ

り、成雌牛の餌料TDN 自給率73%を確

第 3 表成雌牛の飼料，j=H合率

ト\
年]IlJ必~Jit:

ぬ1数 必1良一 必姿 立主JiI

TDN TDN l出品1

(奴) (kg/鋭) (kg) (a) 

J&:剣f'l: 72 1,403 100,984 

育成!I二 3 1,441 4,324 

5 iJl問地のデントコーン作付状況
(務や鹿の被害防止のため、電気牧羽|院生保)

fドIiU 1'1給対

lji{、t JIY.干盤 ìít TDN 供給

JIY.i;[: (J辺) (%) TDN 

(kg/a) (lcg) 

0.241 

244,850 0.118 

Tントコーン 590 415 152.000 59,008 

牧草 380 400 17,936 

frHI 105,308 76,944 



保している。

(5) 施設配霞の工夫と家畜排浩物処理の整備

第 2 図に示すように官舎お

よび管理棟等の施設は、山狭

の細長い土地を有効に活用し

て配置されている。平成 6 年

に堆肥舎 1 (木造、 133rrü 、王子

成16年に堆肥舎 2 (木造、 270

ぱ)を構築している。繁殖・

育成午舎は毎日、肥育舎は週

1 聞の割合で敷料(オガ粉)

が更新される。敷料は十分な

厚さで敷かれて、糞は肥育舎

に隣接する堆肥舎 1 に搬出さ

れる。堆肥舎 2 は50m程離れ

た放牧場の入り口近くにあり、

堆把舎 l から搬入された堆腿

は堆肥舎 2 でさらに乾燥と完

熟を進める。これらの堆腿は

大半が飼料用コーン畑と牧草

第 2 国畜舎・施設の配置圏

地へ施肥として使われる。また、近隣の農家へ 2 t ダンプカー当たり 3，∞o円で販

売されて、畑作農家へ堆肥の供給を行っている。

2 経営

(1 ) 高い収益性

第 4 表は、平成16年度(平成16年 1 月から同年12月)における経営実績の抜粋

であり、収益に関する項目は高い値を示している。なお、表中には平成15年度お

よび平成17年度のデータを比較参照のため掲載している。
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-年 If司総所得 19.508千円

・所持率 35.9% 

-家族労働力 1 人当たり年開所得 8.482千円

・成雌牛HîJ!当たり年間所得 271千円

・出荷牛 1 頭当たり生産原知lî 654千円 [1岐阜県: 755千円]

・売上高経常利主主率 24.9% 

第 4表平成15度~平成17年度収議性・生産性等の経営実績

Jri LI 平成15'F1Jt 平成16'刊文

(人) 2.3 2.3 
労働力n1& I )ii�ji (人) 1.0 1.0 

i計3設見2 
}広附UI'.'ド均nitl設立i!数 (頭) 75.3 74.9 

nrrj;f3ト l!'.ili'i.J1J池延べ関税 (a) 970 970 

年間/.1.\術小野i護士 (lifi) 52 56 

fド liiH'"I'.j仮34 ・ j~~官fぼi 1& (lirD 66 67 

"j'-lilJ総所得 (千'ILJ) 16.582 19.508 

j戊t日["10 1 íifi':''Íたり年間 jij付与 (千 JLJ) 220.2 270.9 
JI)l 所得本 (%) 33.6 35.9 

主主 1，)(; ltil"1二]孤立i たり光 u;{似 (千 i 可) 444.7 488.9 

約勾 成Jlljt"1 二 1liJiおたり購入飼料的 (千円) 269.2 253.9 

成ltiHo 1 íifl :líたりうýj動 1~ (千 I'J) 134.3 136.8 

成樹["1'. 1li兵力たり i成似1IttIJ'I~ (H'J) 32.7 57.0 

1主総"1: 1 íîfi潟たり 'lólllJ子 11ユ販売保ffj政数割合 (%) 88 89 

平均分娩IilJ l絹 (ヵ}j) 362 362 

交換)治に攻ーした位付けおl数 (似J) 1.7 1.6 

まし H\1ìなや(去勢) 1 i!Ji!当たり平均奴う凶日i総 (千円) 1,049.3 993.7 

生 j',f. 出荷"1: (雌) 1 頭当たり平均四i先制li総 (二H'J) 819.2 938.0 

IJFiWI二(去勢)犯行Fl数 (ヵバ) 25‘ 5 25.3 

jm !'H術"1二(Jlljl) 1lI'JI'tlI 数 (ヵ)J) 25.5 27.0 

IH荷 11二総1~ け~9;*北 A 5 WU1t (%) 42.3 51.8 

'~J: 

相飼料l 
!戊附111ニ líîM当た 1) ffiiJ1" I.ltilii延べ閣総 (a) 12.9 13.0 

1i.¥':lt!! 1trfPﾍ'¥ (%) 56.7 56.7 

fl1;J料 TDN 向車台E十: (%) 72.1 73.1 

UJ術牛lJjJiおたり生jíIU);\制li (j可) 644.0 653.9 

!災機"10 1 li1i~'íたり投下労働i時間 (1時1i1J) 85.4 87.2 

f久Elゐゐ
総1H~入金残Jd (千 I'J) 50,600 47.734 

!戊雌FI二 líiM当たり俄入金残戸:i (千円) 672.0 

成附[Lj:. 1li良7可たり jl~ 1I1j 1a入金1m泣災総額 (干f1J) 15.9 79.6 

平成17'flít

2.3 

1.0 

75.9 

970 

60 

57 

19,210 

253.1 

30.9 

584.0 

253.3 

131.5 

53.1 

75 

383 

1.7 

1.101.2 

981.3 

25.9 

26.4 

56.7 

12.8 

56.7 

71.5 

732.9 

86.1 

41,747 

550.0 

80.1 



これらの成果は、次のような努力の積み重ねによるものである0

・飼料畑は借地による面積の拡大で投資の節約(借地率56.7%)

.牛舎・機械の保守管理を徹底することによる供用期間の延長

・自家保留主体による成雌牛の規模拡大(自家産割合1∞%)

-健康管理による繁殖供用期間の延長(平均産次ω産、償却費の節減)

.良質なサイレージ、生産と飼料費の節約

-パソコンを利用した計数管理と経営分析

(2) 持続性(安定性)

表 4 に示す過去 3 年間(平成15年度~平成17年度)の平均所得は、 18.433千円

で安定している (B S E 関係補助金、転作奨励金等含む)。生産原価の実績と生

産技術の高さからみて経営存続に必要な所・得は卜分に確保が可能である。平成16

年現在の総借入金残高は47.734千円であり、成雌牛 l 頭当たりでの借入金残高は

79.6千円であるが、経常所得対借入金償還額比率は30.6%である。出荷牛および

収入が増加していることから、数年後には財務からみた安全性はかなり高くなる

と思われる。自己資本を蓄積し、牛肉の高品質化と低コスト化を進めることによ

り、経済変動への対志力はさらに強まることが予想される。

今後、繁殖牛群のさらなる改良による肉質向上が進み、今年度中に長男が後継

者として経営に参加するなど家族内協業によって規模拡大(既に100頭規模の肥

育舎を建設中)も順調に進むことが予想され、一層の所得増加が期待できる。

普友性と今後の方向

1 普及性

国内牛肉が輸入牛肉の増加に対応して、国際競争に打ち勝っために高品質の牛

肉を消費者に満足する価格で生産しなければならない。そのためには、高品質な

肉を生産する遺伝的能力の高い種雄牛および繁殖雌牛の生産と、その能力を活か

す肥育技術の確立なくしての達成は不可能である。「高品質かつ消費者が満足す

る価格」という一見相反する両者を再立させるには、高品質牛肉を極めて安定的

に、かつ低コストで生産する技術の確立が必要である。
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佐古氏の経営は、長年の積み葉ねたi詣疫な生産技術と仁l'LlI I鵡地の狭小農地を逆

に有効活用することにより、低コスト化を見事に実現して高収益をあげている。

左古氏の卓越した技術は育種価を活m して高品貿な牛肉を生産する遺伝的能力の

高い種雄牛および繁殖雌牛の作I:Bにある。出荷した後も自ら校内の品質を確認し

て、次の繁殖と肥育に活かしている点である。また、耕作条約二の悪い山開農地で

の自給銅科技術の確立は特殊なものでなく、日本のどこでも誰でもできる技術で

あることを立証している。このように佐吉氏の経常は全国の肉用午経営で模範と

なるモデルであり、普及牲に富んだ:.Jtj'l:例で、ある O

2 今後の方向

佐占ご夫妻の持ち前の研究熱心さと地道な努力が、布]1.1二の特質を活かした肉質

作り、草地作りと独自の飼料給与システムを完成させて、当経営の成功を導いた

といってよい。ご夫妻は飛騨牛開発の地域リーダー的な存在であり、日本の農業

を地方から開拓する逸材として地域住民から多くの信頼と期待が寄せられてい

る。

また、ご夫妻は地域の農業者と共に地域農業の発展や地域社会の活動に積極的

に参加している。 中学生の職場体験学習の受け入れや、小学生の総合学習で、の社

会見学の提供等を通じて地域の教育活動に多大な貢献をしている。特に保氏は、

ト数年にわたりIi百の教育委員として、また教育委員長として教育行政とその発展

に尽くし、町長から熱い信頼を得ている。また、桂子夫人は共同経営者としての

技術と体験を活かして、岐阜県女性経営アドバイザーとして女性の視点から地域

の農業振興に貢献している。このように、ご夫妻ともに周矧から尊敬と信頼を受

けている人格者である。

省力化で「生活のゆとり」を生み出し、近隣住民とバレーボールや旅行を楽し

むなど地域社会の発展に積械的な参加をしている。将来ともに規模拡大やi郎氏入

に走ることなく、地域資源をす・分に活かした効率の良い生産方法の追究によって、

ゆとりある時間をつくり自分の趣味や家族との充実した生活あるいは地域社会へ

の貢献にあてるなど、新しい農家像を目指している。

(執筆者東京農業大学国際食料情報学部教授杉本陸重)



日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(肉用牛一貫経営)

受賞者佐藤 貢

佐藤 雪子(夫婦連名での表彰)

住所北海道沙流郡平取調T

受費者のことば 佐藤 貢・雪子

平成17年度全国優良畜産経営管理技術発表会での最優秀賞(農林水産大

臣賞)に続き、今年度日本農林漁業振興会会長賞の栄誉をいただ、き誠に身

に余る光栄です。

昭和37年に地域農業の複合経常への取り組みとして、和牛の中では肉繋

が良いとされる黒毛和牛を島根県より 54頭導入したのが、当地域の肉牛経

営の始まりです(私は 3 頭導入)。これ以降、規模拡大に取り組み、平成 5

年には、繁殖牛105頭まで拡大を留るとともに、 品貫生産体制を確立しました。

この間、繁殖牛の資繋改良や肉質(肥育成績)向上のために、まき牛利

用から、人工授精に変え、肉質のバラツキ改善に努めながら、平成17年度

には、 103頭を出荷しました。

今後に於いても、肉質増体系を重視した繁殖牛の改良に努めるとともに、

たい肥の有効利用と総合的な腿培管理による、自給生産の栄養価の向.t.に

よって購入飼料等の低減を図り生産コストの低減に取り組んで参ります。

最後になりましたが、基盤を築いてくれた両親に感謝すると共に、平取

町和牛生産改良組合の仲間をはじめ、各関係機関の皆様の絶大なる支援、

ご指導に心より感謝し、受賞に当たっての言葉とさせて頂きます。
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地域の概要と受賞者の略産

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

|ゴ高支11管内問吉1$に位置する玉ILlr~IID.は、アイヌ認の fピラウトウルj を語源と

しており、「ピラ」とは[丘陵の急斜面」、「ウトウル」は日間j、つまり「がけの

聞の村」を意味する。町の中央を流れる沙流川などの流域に沿った平坦地は水田

が展開しており、水稲や転作を契機にi可の主力作物に育ったトマトなどの施設園

芸が行われている。また、丘陵地では肉牛、酪農、軽種馬生産が行われている。

(2) 農林水産業の概要

王子成16年度の農業産出額は62.9億円で、そのうちほほ半分の30.7億円をトマト

が占め、軽穂馬 (7.8億円)、米 (7.7億円)、肉l=1j1ド (7.4億円)がほぼ冊額で並ん

でいる。 11虫干重j芯生産が圧倒的な割合を占める呂高管内では、特異な農業構造を持

っている。平取町野菜生産振興会トマト・ i明瓜部会は、平成13年度の第羽田農林

水産祭で、 13本農林漁業振興会長賞を受賞している。

平成17年現在の肉牛繁殖農家は57戸(うち一貫生産10戸)、肥育専門j皇家は

1 戸で、繁殖農家 1 戸当たりの繁殖午飼養頭数は25.3頭(うちゅJ芝生成農家は

第 11jgJ 位i泣(北海道沙流郡王子制I1J)
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43.1頭)である。町では古くから和牛生産に力を入れており、lIIJ営の肉午生産公

社の運営や、肉用牛農家の資金繰りを助ける肉牛勘定の設置、「ぴらとり和牛」

ブランドでのマーケティングなど肉用牛農家支援体制も強力である。

2. 受賞者の略歴

佐藤氏の経営は、昭和30年代には、畑作(小豆)と農耕馬、黒毛手II種の譲合経

営を行っていた。繁殖雌午30頭規模の繁殖経営となった昭和49年からは、早くも

肥育を開始し一貫化の方向を目指し、産子の一部肥育やホルスタインの育成も開

始した。昭和62~に黒毛手IJ種専業農家と

なってからは、鹿年放牧主体の省力的な

飼養を実施するとともに、徐々に規模拡

大を行い、平成 3 年に100頭規模に達し、

平成 5 年には経営内完全一貫生産体制を

確立している。

また、農協}j~育部会会長として地域ブ

ランド「ぴらとり和牛」の普及に尽力す

るとともに、軽種馬生産農家の肉牛への
写真 1 佐藤夫姿

経営転換を支援するなど、地域の肉用牛生産のリーダーとして活躍している。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

佐藤氏の牧場は、現在、繁嫡黒毛手11牛130頭、育成子牛70頭、肥育守二170頭、合

計-370頭を飼養する肉牛完全一貫経営である。労働力としては、主として 3 人

(佐藤さん夫妻、長男)である。

平成11年に後継者が就農すると同時に、人工授精師の資格を持つ後継者を中心

にまき牛による本交から人工授精による交配に順次切り替え、育種伯iを利用した

繁殖牛の改良に取り組んでいる。繁殖牛は分娩舎、時乳舎を除き無畜舎で、年間

昼夜放牧を実施し、健康で、低コストな子午生産に取り組んで、いる。

また、ハウス圏芸に経営転換した稲作農家等の水出転作を一手に引き受けるこ

124 



とで、飼料恭盤を拡大しており、地域の農地管理主体としての役割を果たしてい

る。

2. 経営の成果

採草放牧地を牛舎周辺に集積させ、 5 牧区(牛耳下: 3 群構成)で放牧を実施し

ている。 73haを越える指給餌料面積を保持しており、 1 番あるいは 2 番草収穫後

には全国放牧利用を行い、 上地利用効率を高めている。また、地域の転作田を採

草地として活用するほか、地域の稲作農家より収集した稲わらを肥育牛に給与し

ている。これにより、多頭数餌養であるにもかかわらず粗飼料自給率100%を達

成している。

繁殖は人工授精を中心とし、繁嫡成棋の向ヒと背扱佃iを利用した資質改良にも

努めつつ、不受給牛等にはま

き牛による自然交配を利用し 第 1 表経営の実績(平成16年 1 月~平成16年12月)

ている。

以上の取り組みの結果、常

n寺肥育 4二 1 頭当たり 27万円

(f坂売牛 1 頭当たり 62万円)と

安官Iî な生産コストを実現し、

年間2.158万円、所得率27% と

いう高水準の実績を得ているO

受賞財の特色

1 .放牧一無畜舎による省

力・低コスト生産

牧場周辺の牧草地61ha、 5

牧毘を利用して、繁殖牛を 3

1ft: (妊娠初期、後期、分娩後

子牛付)に分けて、分娩期を

i除き年間長夜放牧を行ってい

労働力t~数 家族

(若'ií'ii部 I"J . 22001時/iiJ換m mUIJ 

飼料生産JlJ J也JI!汚it
é).ミ lfrHì'[

ま'l:で1・
延べifìi総

放牧地泌総
0) 

j望波~ !戊雌小平均ffiiJ 主主liJí数

)j~1守小平均剣後史n数

"1' 1尚子守二i波うr'G illi数

{f IilH.LIニ保{WTIJi数

年IilJ)出子n二j仮光liIi数

年 IIIJ総iYr符

JJ~I守 LI二 llîM'! たり {jõlilllifr符

�iJ�'l!H" 

Jlx. 官I>I"JJIx.入

主主
!7j3E z うち)j~r{LH以光Jlx.入

ッピ i二 )Jj({illi
tl 1 

うちもとすmVJi 

た
うちi除入飼料 ï'é

り うち労働 tÿ

うち i成仙ifîυ、111'(

総fii-入金残尚 (期末H寺)

会f久i司: ~肥干{LI: lliJi主i たり 11\~入金残向 (j~J ヰミi時)
犯行 '1' lliJíおたり 1j::mJ 1-a:入念11tìhl :Cf! ;f!1綴
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る。 11陪乳については、楠育ロボ、ツトを使った時期もあったが、今はより確実な母

牛による楠乳を行うことで、 i硝乳時の事故率を低めている。また、暗乳時の事故

率を低めることと発情再帰を早めることを両立させるため、子牛は放牧場に出ら

れず、繁娘牛のみ哨乳舎と放牧場を自由に行き来できるように工夫した自作の親

子分離ゲートを活用した一部分離管理方式も取り入れている。こうした点にも金

をかけずに省力化しながら、同時に技術成績を追及する姿勢が表れている。

交配は人工授精を基本としつつも、 2 回種付けをしても受胎しない不受胎牛に

はまき牛を利用した本交によって、分娩間隔12.7ヶ月を達成している。現在は牧

場と自宅が離れているため、家族従事者 3 名(現在は中国人の実習生 1 名がいる)

は各自車で通勤しており、基本的には 8 時~5 時の勤務体制である。分娩時は、

携荷電話を利用したモニタリングシステムと娩出通報装置を併用して、分娩管理

を行っている。

2. 完全一貫経営による経

営の安定化と地域ブラ

ンド「びらとり和牛j

の育成

佐藤牧場は前述したように、

全国的にも数少ない完全一貫

経営であり、高収益で安定し

第 1 表 経営の実績(平成16年 1 月~王子成16年12月)

成j甘[ll二lÏÏJl当たり年 IllJ子11:販売・保子宮頭数 1.08l!J'i 

平均分娩IHl阪 12.7 ヵ月

受Jjtìに要したflfU-J回数 1.5回

雌子11二j坂52 ・保留|待 iヨ総 305B 

刻i子II二奴究・ ffifJlI母体重 250kg 

剣t子牛 I二l 商合体重 0.82kg 

去勢子II二販売・保留i昨日荷台 305 日

去勢子ll:販売・ f早稲I時体重 280kg 

去妙子牛 EH治体設 0.92kg 

写其 2 放牧場(親子分離ゲ}トにより母牛のみ放牧) 写真 3 子守二牛舎(子牛のみ入れる仕組み)
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た経営を展開している。王子成16年度の経常所得は2.158万円、家族労働力 1 人当り

所得も7∞万円を上回り、出荷牛 1 頭当り所得でも22万円以 i二を確保しているO

肥背牛は、 2 ヶ月齢から10ヶ月齢まで子牛・育成舎で育成され、その後は家族

3 人が牛舎ごとに責任担当制を採る JJ~育

舎に移される。 A4 以上の格付けに対し

てはボーナスを支払うことで、互いに切

薩琢騰する環境を作っている。

また、ラップ乾草は自走式ロール切断

機を導入して、給餌槽で、20cm税度に切断

して給与することで、省力化と給与ロス

の抑制を埋っている。さらに、平成 7 年

には連動スタンチョンを一部 写真 4 育成牛舎(綿断飼料給与)

に設置して、給与餌料の食い

まけを防止するなどの細かい

工夫を行っている。

3. 地域の転作罰なども積

極的に活罵した土地利

用型肉牛経営の展開

現在の粗飼料恭盤は、牧草

地約61haと転作田約32haの合

計93haと恵まれているが、う

ち35haは{昔地で、特に転作田

はほぼ借地のみである。{昔地

料はi紙作助成金見合い額であ

るが、 トマトを中心とした関

芸農家が管理しきれない農地

を採草地として活用すること

で、地域の農地管理主体とし

第 3 表肥育実績

月目'tflifJ始時
11 I1総

イ本Æ

)j~I'f!1ニ 1 YM'íたり
m初l時Ji約

件j
H~イaflr在生体Æ

}干IlEi 
平均!出Tf 日数

u反光Jl~ 'ti→!二 1 TIf� 1 1 .1まi たり lVl 11'Jìr (DG) 

苦1手f 文'r常

u反光 i勾 "10 1 yj'[è'íたり Wh'，己自lIi裕

n反完 i勾 "l:tH本 1 kg当たりW.ü'G{IUi総

キ主 i均 1 kg，~たり u託シ官官lIi~持

校内絡1J 守Jイ並.1\ 1 以 1:.'4法

}問手'flJfJ~合 JI.J
LI 齢

イイ三 :JT(

!奴ff'l二 1 !京共i たり
11'，荷 l埼)]精i偆 

出荷U'fl主イ本1[[

I;~ 平均H巴7す 11 数(日)

税}日 n反光H巴I'f"1二 1 Yfil 1ヲさi たり以iWJí\: (DG) 

;l';r常時JJfi数iJií\氏~{.，
剣l

mz光 1勾午 I 立fi è'íたり )1託子81臨終

J~.ü'él去:J!I 二 LJ-:11' 1 kg!:'íたり l坂光古田絡

校内 1 kgèうたり!仮光官lIi格

校I均株H~j;級.1\ 4 以上本

Jl~ '(:VI: 1 yJ[当たり投下労働時lliJ (If~q:可)
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ての役割を果たしている。また稲ワラも地域の水田農家より入手して、把育牛に

利用している。

牧草地のうち31haは 1 番草採草後放牧利用とし、低コストで効率的な利用を i亙

っている。また、放牧専用草地は20haで、チモシーに加えベレニアルライグラス

やケンタッキーブルーグラスといった放牧に適した草種を混捕している。

転作田が今日ほど多くなく、自給飼料がやや不足していた時期には、肉用牛経

営ではあまり利用されていなかったトウモロコシサイレージを繁殖牛飼料として

利用し、自給率の向上を図ったが、エネルギーが高いトウモロコシサイレージが

繁殖成績を低下する要国にもなったため、現在では牧草のみを利用している。

普及性と今後の方向

上普及性

-今後生産者の高齢化などで、 A層の減

少が懸念される腿育素牛生産に関し、

地域の転作聞なども活用した粗飼料に

依存した低コスト一貫経営の方向を指

し示した。
写真 5 草地(刈り取り後は放牧利用)

.肥育段階については棟ご、とに家族従業

員の責伝担当制を採用し、ボーナス艇を取り入れるなどして、配偶者や後継者

の技術・経営能力の向上と自立を促している。

2. 今後の方向

佐藤氏の経営は現在、枝肉重量の増加を改良のポイントにしていることもあり、

肉質自体は 4 等以上級割合が平成14年の約 5 割をピークに平成17年には 3 割にま

でfß:下した。このため、

・人工授精師の資格を持つ後継者を中心にまき牛による本交から人工授精による

交配に順次切り替え、育種価を利用した繁殖牛の改良をさらに進める。

-高齢牛を中心に年間1O~12顕規模の繁殖雌牛の更新を行う。

-飼料の見直し(乾燥が充分で、なかったと忠われる稲わらの見直しなど)を行う。
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なとeの対応を行って、校内品質の向上を l>glっている。また、その他に、

-堆肥の/f守効利用と総合的な肥;培管理により、牧草の栄養生産の向上とミネラル

バランスなどの改善を図る。

-さらなる生産コストの低減への取り組みとして、購入飼料の低減を図りたい。

としており、常に進化を続ける経営を目指している。

(執筆者 日本大学生物資源科学部教授小林信一う
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為叱》叱》叱》叱》叱》児》叱》叱》処》児》叱》叱》叱》叱》叱》叱》町九便為叱~

天皇杯受賞

出品財産物(茶)

受賞者有限会社深緑茶房

住所三重県松阪市

受賞者のことば 有限会社深緑茶房代表 松本浩

この度は、第45回農林水産祭におきまして「天皇杯J という大変名誉あ

る賞をJ!易り、誠にありがとうございます。

私たち深緑茶房は平成11年 3 月に現会長の松倉源がリーダーとなり、中

村重光、松本浩の 3 戸の茶農家で、直販を中心とした法人を立ち上げまし

た。

平成13年には、最新設備の大型製茶工場ーを建設し、 生産・加工 ・販売ま

で一貫した茶業経営に取り組みました。 そのなかで、食品工場としての衛

生加へ配l慈した ミニHACCP にも取り組み承認されました。 「規模が大き

くなると、良い製品が出来ないので、はJ との心配もありましたが、 生産 ・

加工・販売の責任分担を明確にすることにより、おいしくて、時代のニー

ズに合ったお茶を作ることが出来ま した。

さらに、茶の市場制lî絡の低迷に対し、これからの経営安定を図るために

も直売部門を伸ばすことが一番重要と考え、平成16年には緑茶|喫茶併設の

販売店舗を新設しました。消費者にお茶を良く知ってもらうため、イベン

トなどの機会を通じ、お茶教護を開催したり、陶器1'11"などをしたりといろ

んな事に取り組みました。また、緑茶喫茶では、いろんなお茶の美味しさ

今
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受賞者のことば

を味わっていただくのはもちろん、 j奄れかた、効能、お茶の文化などの情

報を発信しています。

農業だけではありませんが、厳しい時代の中、生産の効率化、合理化、

コスト ì~1jお先に取り組み、また、昔ながらのスローで良い部分はしっかりと

残しながら、「おいしくて安全なj お茶作りをこれからも続けていきたいと

思っています。

最後になりましたがこの賞を受賞するにあたり、多大なるご支援ご協力

をくださいました皆様に深く感謝申し上げます。本当にありがとうござい

ました。

地域の概要と受賞者の略歴

仁地域の概要

(1) 地域の立地条件

飯南町は、平成17年 1 月の市IHJ村

合併により松阪市になり、松阪市飯

南町と名称変更した。

飯南町は樹i国 JII の上中流域に位置

し、面積は7，633haで、ある。幹線道路

は、櫛田川に沿って松l阪市と奈良県

を結ぶ国道166号線が町内を東西に横

断している(図1)。

飯南町の農地は、櫛田JII の谷に沿

った低地から緩傾斜地に配置されて

いる。中央構造線が飯南町東部(立

梅~粥見)で櫛凹JII を横断しJII の北

側山地を関にぬけており、内帯(北

側)は山地部分が多く、集落や農地

!立] 1 受賞者の所在地(絵阪市飯南町の位置)

;ペ\で

J 

L1 J津市
奈良熊
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は大部分が榔IIf) 11 に沿った外帝(南側)に配置されている。このような立地条件

にあるため、飯南町は、 J長興111村、過疎、特定農山村の地域指定を受けるなど条

件不利地域である。

掛i田川南北の 111地斜面土壌は褐色森林土で、あり、林業が行われている。山地か

ら河床:tlß積物に向かつて、 f低民{位立. I中|ド1位i堆i官仕t積物が広がり詳洪E毛程積~t引刊('討咋'tl性tl

好でで、あるため、茶主主:1:音が盛んで、ある O

飯南町‘の気候状況をみると、過去22年間の平均気温は14.2
0

C、年間降水量は

2，070棚で、あり、比較的温暖で、降水量が多く、茶栽培に適している。気温の板値は

最高38.3
0

C、最低-7.2
0

Cであり、防霜ファンが普及している。

(2) 農業の概要

飯南IIITの人口は6.180人で、あり、このうち農家人i二l は2.565人である。また、面

積7，633haのうち、耕地433ha、林地6，673haとなっている。栽培面積は、茶が184ha、

水稲が127haと再作日で耕地両手立の大部分を占めている。総生産額は11.932百万円

(一次産業8%、二次産業28%、三次産業63%) であり、特産品として茶、木材、

松阪牛があげられ、農業î1l生産額は964百万円である。(平成15年)阪市町村要覧)。

農家人口は2，565人で、あり、基幹的農業従事者数は256人と少ないが、多くの人

がなんらかの形で、農業に携わっている。

農業政出額は茶が 4 倍': 7 千万円と多く、主要な位置を占めているO 次いで米 1

億 6 千万円、野菜 1 億円となっている。肱iみに、肉H'.lLI二は 3 千万円であるが、特

に肥育牛は世界ブランドとして知られる「松阪牛J として有名で、ある(第51次三

重県農林水産統計年報平成15{f~~16年)。

(3) 茶業の概要

三葉県の茶園前i積は3，320haと静岡県、鹿児島県に次いで、全開第 3 伎の面積で

あり、茶の産出額1161:怠円(生葉821意ドJ+ 荒茶34億円(平成16年))は全国の7.3%

を占め、静!河県、鹿児島県に次ぐ第 3 位のシェアをもっ茶の主要産出県である。

飯}卒ITIIITの茶栽培面積は184ha、茶栽培農家は141戸で、生業と荒茶を含めた産出

額は農業産出類の約 5 制を占めている。 1可 IIITの茶閣は主に櫛IIIJII沿いの河岸段丘
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や扇状地など比較的傾斜が緩やかで、、水はけの良い土地を中心に広がっている。

そのため櫛罰JIIが生む朝霧によって育てられた良質のお茶が生み出されている。

また、乗用型摘採機が普及し、現在30台が稼働するなど、省力化も積極的に進め

られている。

飯南町では江戸時代から茶が栽培されてきており、 200年間の古い歴史を有す

る。 昭和30年代後半、生産者と行政の協力のもと本格的な茶栽培が始まった。そ

の後、栽域管理や製茶技術の研鑓と、茶園管理機や製茶機械の改良、茶園基盤整

備などたゆまぬ努力の結果、 IIIJの基幹産業にまで発展した。さらに昭和50年代に

は松阪市内の茶問屋の指導により、荒茶生産を「普通蔚茶j から蒸熱時間が長い

「深蒸し煎茶J へ転換し(蒸熱時間は普通煎茶60秒、深蒸し煎茶130秒)、各種品

評会では町内の複数の生産者が「農林水産大臣賞」を受賞するなど全国的にその

名が知れ渡り現在に至っている。

2 受賞者の略歴

(1) (有)深緑茶房の設立

近年、消費者の茶飲用形態においてベットボトル等飲料消費が進むにつれ、リ

ーフの高品質の茶の売れゆきが仲びず、荒茶価格が低迷を続けてきた。そこで、飯

南IIlJの茶農家は少しでも収入を増加させようと自宅で小売り販売(直売)し、主

要街道沿いには茶農家の店舗が並んでいた。

平成11年当時、怖)深緑茶房を設立する松倉源(当時の栽培面積7.0ha) 、松本浩

(5.6ha) 、中村重光 (5.7ha) は、飯南町の中でも特に小売り販売の重要性を意識

した共通の経営方針を持っていたが、瓦いに崩舗の競合が予想されたので、小売

り部門経営を統合強化させる経営を話し合うようになった。

同年 3 月、 3 戸の農家は(有)深緑茶房を設立し、国道166号線沿いに直売店舗を

出店しさらに津市大門にも出店して販路拡大を関った(1到 2) 。

(2) 協同経営体制への移行

この頃、現取締役社長の松本氏が体調を崩し茶栽培が出来なくなり、現会長の

松倉源氏、現取締役の中村重光氏が、茶栽培・茶刈りをフル回転で手伝い、ピン
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i支12 糊深縁茶援の位置

チを;Jまった。当地の茶農家は、茶栽店や力11工に技術的な強いこだわりがあり、人

任せにできないのが普通で、あったが、力を合わせてピンチを切り抜けた自信から

13 戸が助け合って効率的な茶栽培ができる」と確信を持ち、これを契機に、近

い将来茶栽培・加工の協同経営への移行を強く意識するようになった。

一般的に、茶工場だけを共同し、茶栽培は側々の農家が行っている事例は多く、

さらに効率化を求め、 jz脱?まで協同経常にすれば、元の経営体同土が技術・経営

方針の相違や利益配分で反自し、多くの失敗や解散に至った事例は多い。しかし、

茶業をとりまく厳しい情勢を克服するため、 3 戸の農家が経営の理想を求め、小

売り部門に加え、茶栽培・荒茶加工音[Sl lIj も経営統合し、将来、図地から小売りま

での一貫法人経営をめざす決意をした。そして、

①平成立年、小売り音[SIHj統合と栽培管理の完全な統、

~平成12年、農業生産法人資{告を取得して茶|鑓管理を法人として開始。

③平成13年、津市弘元ピルに小売り J広大のため出店し、経営安定基盤の充実を区!

った。

(3) 新たな茶加工施設の導入

3 戸の荒茶工場は更新の時期で、あり、更新には巨額の費用が必要なため、 [!Iの
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補助事業を活用して、平成13年秋に2∞k3-2-3 ライン最先端の茶工場を竣工

した (rアグリベンチャー支援事業(悶112補助) J) 。ここから「茶栽培・力n工・

小売り販売の一貫法人経営j が始まった。

平成14年から本格スタートとなったが、当時の社員は新工場の稼働に際して

「不安で不安で、仕方がない。このまま、永遠に一番茶が始まらなければいいのに

…J と悲痛な思いだ、ったとのことである。その後、順調に規模拡大し、平成17年

には、経営面積は24haになった。

(4) 消費者への茶普友体制の確立

法人構成員は、利便性によってドリンク茶指向になっている消費者に、伝統文

化をもっ本物の百本茶の味を知ってもらおうと考え、 2 名が日本茶インストラク

ター、 4 名が日本茶アドバイザーの資格を取得した。

平成16i:j三春、今まで小売りの中心店舗で、あった飯南町店舗をリニューアルし、

新たに本格的自本茶喫茶店を併設した小売・喫茶宿舗を設置した (r三重県型デ

カップリング市町村総合支援事業(県4/10、 IlfJl/lO補助)J を活用)。これにより、

米店した客は実際に自分で注いだお茶を味わい、気にいったお茶をその場で購入

できるようになった。

(5) 環境対策と安全・安心の確立

環境保全型農業への取り組みとして、土づくりと低化学日間9' .低農薬を実践し

て「エコファーマーJ の認証を受け、続いて「みえの安心食材表示制度J にも認

証され、消費者にこの取り組みを PR し有利販売につなげている。

平成17年には、消費者の安全・安心志向に注意を向け、三重県が認証を行う

rHACCP手法による衛生管理システムj に着手し、平成18年に認証を取得した。

県下で認証を受けたのは2工場のみである(表1)。現在の茶経営面積は24ha、製

茶加工面積で、は買い葉5haを加えて29haまで規模拡大を達成している(表 2) 。

ぺ方、先進的な法人経営への取り組みに加え、茶を造る技術の錬磨にも熱心で、、

怖牒緑茶房は平成14年と平成17年に関西茶品評会、平成16年伊勢茶品評会におい

て、「深蒸し部茶の部j で農林水産大臣賞を受賞している(表 3) 。
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表 l 揃深緑茶援の経営のあゆみ

11寺WJ 立i 単行:i 燦燦 {杓 考

平成ll;f ∞i苛'};ti北fÇ~ 6 ha税!支の :lTíの"，核茶J;~$誌が、 ①荒:JJ'~1ìÍ.1I1Iíの低迷、経営規模拡大に 1'1~ う:!l~~

将米仁tj)j の共j!;J化を視野に入れて、 JJ~jff1冷 AE機械コストの主任、 Jx.ì者・ m~~長を?ìめた

Jlllの完全な統ーを行う。 労働力機保と効本化の必~t金等の危機店、議

があった。 共同で製茶機械を購入し効~{，f的

な稼働を ff うにはずなての茶 I，!J の生業品質を

そろえる必裂があった。

②小光り部門を純に「仰泌総:;f.)jj J を了人ち ②松命日~t、松7.7敬子、松本的、松本í/2f.子、

!二げ、総1;立 166一万線沿いに協 l可絞1m.のm締 "，村 Æ::)'{;、rJ'村 1'U-の 3 j� (夫紛 6 名)が

~ii又1b』tL- 資本金800万円で設立

③ìjlÌlfi大 I"J に小光り契約店舗を絞めt

12"['. J1ミ業生産ì*人 ftlfiを I[llîJ.J して、法人として 法人による栽J)'!lのM自殺を尖JJl，するため。

:ìt~1事l'í~'JlI! を始める。

13::ド ①ìjJt思I{ピル内にWkli，小売りコーナーを 21tiff 20ha ③小子じり方法は、飯i十1J.li~ifil!&"'é、 Ntl胤郎防己、

j滋!波、 J立の駅j~1;への矧光り。

小光り削:ド'J を光5たして、?記茶11日i f'f.に J己主 î;さ

れない安定した絞'討を行う必裂があった。

②社H2 名が LI ヌi~ :;f~ インストラクター資格 ②〉除!の i 211fi 似Ij r アグリベンチャー支援

をI[XîU' 事業j による。

③補助事業により、 200k 3 ? 3 ラ

イン中間 íTj製 Df'，， 1>J き茶工場を役立、秋千存

AEから協栄?記茶加]ーを稼働 I!fJ Mì

任l1i~TJ対立志と 1;;]11，1 に釆)IH刈末機、来)11I坊除、

i?iHJけ幾を iヰ入し、本終的な!1~I~tl @， 1己H~r Jlll

ここに、 Ux絞 +JJIJ~仁÷ノj、先り J の協同経

1日'1*が!&Sí.

]4:;1二 ①協染経営'の ëjH'{(J包稼働 Imim と法人殺土庁茶 22ha 

阪の精力IJ

151ド ①法人J長jrf 1t~1主i の土 '1力H 23ha X'lぃ禁 5 haを力IJ え加工Jlíî秘は28ha

③社工Ht，が 11 本茶アドバイザー資材?をJ以

1611' (む波紋l十1小売り 1，1! 1ìl1ìを 1[1[り i哀し、煎茶l喫茶 23ha ① 1/2 補助「二二jRY.u\~デカップリングltr

九日併設I\l! /j、光りf.li tilì を ftt :v.. 岡村総合支援ヨJi!!ìU による。

!喫茶1iISP']fN加lにより地域内JiUIJ を ûIJIJ\

231おを有する本格的 [1 本茶喫茶日;で地j或特

�ll ri~~蒸し JìU茶j をアピール

会長長身 (29災)が取締役に就任

②「エコファーマ-J 、 fみえの安心食材 ③三ll1V，~から認定

認、jjiE (j;IJ!íU

17'1' ( HAC C P 'Fì:去による1Iii'.l'.'í:ì 型l! シスァム 24ha (J)約絞殺の衣'会・安心に'tHÎ5するため、 i司

に取り指lみ約める。 全iーを13め県I}-jで 21:坊が総統をI収1~j-目 指す。
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表 2 茶閣の形態別経営規模拡大の推移 (l引立: ha) 

年度 経営Tfjぬ，'ii1l

平成13{1'- 20.8 

14{1三 21.6 

15'1'- 23.0 

16{F 23.0 

17'1'- 24.0 

受賞者の経営概要

構成員以外
所有地

からの借地 会作業受託うち構成l"l外
0.35 8.45 12.0 

0.35 9.25 12.0 : 

0.50 14.50 8.0 : 

0.50 14.50 8.0 : 

0.60 17.40 6.0 : 

受賞等

淡林水道2大阪rt (深蒸し nu茶)

jJZ林水産大[ii l't (ì梁蒸し煎茶)

日本良栄公三京県代表

iたt*水産大L:irt (深蒸し煎茶)

6.70 

6.70 

2.70 

2.70 

0.70 

;(~tJ[)TJit 

(荒茶及び仕上げ茶)

11.9 t (秋番茶から工場探働)

57.9 t 

62.0 l 

71.6 t 

79.2 t 

栽培・加工・小売喫茶の一貫した協同経営により、責任体制の明確化、労働力

の効率的配分、小売部門の重視による経営安定が図られている。

11名の構成員は(表 4 及び陸 3 )、それぞれの得意分野を生かした担当部門配

置により、それぞれが能力をト二分に発揮している。元社長の松倉源氏は、既成

概念にとらわれない人柄で設立当初から寺田哉や経営をリードしてきた。現社長の

松本浩氏は会社運営、小売部門を管理している。栽培が得意な中村重光氏は茶栽

2 深緑茶房の理念を示す「三合一和j の書
写真 1 法人構成 3 戸のご夫妻 を背に]ICA研修生へ説明する会長
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表 4 構成員と役割分担

氏名 絞がi ;'r~荷台

松fr il);[ 会長 58 

松本討it 社長 13 

'1'村中U'(; 取締役 42 

松合大半Ilì
l氏締役

(松kìilf/.の長男)
31 

松fr 1，政 f
従業μ

(松P.iJJ;tの:友)
54 

:↓1村よ'H
従業以

('1'*:)夜光の去二)
45 

松本孫子
従業n

(松本治の←Jió)
42 

森日平 友布l 従梁只 32 

相IJI滋i ')'1' 自~fi t足立主n 24 

14: jドあすき 従業11 30 

今}国米fìi 従業只 20 

jJj 子 6 名 l即時)iV日戦災

女子 4r, 臨Ilil'MI日戦災

火二f- 5 r, 目:~;If;守川UlJl険u

(�') 1. 年齢は、平成1811' 9 JJ 1 11 現慌のi均年命令
2. lFllljli~ð住労働時間は、平成17'1'災総。

{f.IiiJ従業労働時間 役~I品分fl!

1.800 ~{~tÎ~ 

2,300 会初巡ft・、茶小う記り合IjJ"J選出~~1n;理11

2,200 215栽培部門巡宇'.:I~:球

2,200 A5力11 工部門主II公約，:~ll! (~iiλ1'.1~:J]1!主任)

893 AE栽tii (主主 Istj 除)\'(1~:・耳ILH壬)

1,466 喫茶山:光(ï[(光通i坂=HO

1.446 主主.l'1l (絞型Il・広報J::1T:)

2,200 高UJtt{'i

2.114 当ì~î&j長

H17途 '1'1采JIj

936 
喫茶T!\光

2,294 喫主~fl!I子己 (11 本Jh喫茶主任)

1.981 2長』主1古一・加工

1,867 :;W�&tif '力11~[

1,198 l喫茶依光

培部門を管理している(写真1)。なお、アメリカ留学から婦った松倉大iliilì氏

(松倉源氏の長男)が平成16年に取締役に就任し、加工部門管理責任者になった

ことで、船頭役の私涜源氏は経常の第一線から退き会長となり、全体の相談役的

な存在となった。

新茶のI時期は、男性が~mと工場で作業に励み、女性はお客様に対応して販売し

ている。男性女性それぞれが、仕事の得意分野をすみ分けて農繁期に集中して働

くことにより、容の獲得チャンスは決して逃さない会社組織を目ざした管理体制

となっている。この仕組みが、(有)深緑茶房の経営を根)まから支えている。

3 戸による協同経営理念を端的に示す詩葉が「三合一布]J であり、事務所に掲

げて毎日確認し合っている o r三合一和」とは、 3 戸それぞれの持つ能力・性格

を生かした会社の経営理念と結束力を端的に示している。これに加え、畑から消
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(有)深緑茶援の幾務

(翁)深緑茶震の総i議機成

仁型空コ

1;g13 (制架線茶房の寺脇i体制と茶の流れ

荒孫卸完り上げ収入
4一一一一一一一一一一一一

r伊努茶ブランドjの推進

費者の口まで 1 栽培、 2 加工、 3 小売りの 3 部門に専任制を設置しながら一貫経

営を行うという、会社中邸哉体制の理念ともなっている(写真 2 )。

また「三合一和J は、茶栽培・加工・小売り 3 部門の協業も意味している。従

米の茶栽培・加工だけでは最近の茶業情勢では経営が苦しい。荒茶価格が低迷す
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る '+1、小売り部門が経営の基盤を支えている。この「三合 A和j の理念と実践が、

協同経営成功の鍵となったともいえる。

(有)深緑茶房は、平成17年に荒茶と小売り販売で合計1.47億円を売りヒげている

が、売り上げ額の42%は小売り販売によるものである。農家が始めた会社で、これ

ほど小売り額が多い事例は地域では希れである。今後、小売り!仮売の割合を50%

まで拡大することを目指している。なお、残余の58%は]A松阪を過して茶樹が

取り扱っている(表 5 )。

表 5 小売り比率の推移 (ljí.f屯:干す司)

J1[ 11 平成15ijq支 16年度 17年度

(仕 1'.げJi与をノj、'J'é1Æ裁に n~I銭在1Iす綴) 13.095 17.060 

JIÎ，締 役 Lげ茶i波う官級 23,592 28,949 31 ,313 

i故以 仕上げ茶!坂シピ1J[ 14,222 12,546 13,089 
四回四回四回晴晴嶋市鴨柄令 骨骨 “凶白山白山““

小光り al 54,590 61 ,462 

fIt茶光 L:紛の合計 Hl,032 144.194 147,351 

ノj、光り Jt ，十r 37.9% 41.7% 

王子成13年以降、経営規模を拡大し販売は服部に推移しており、平成17年に急激

な荒茶単1íflîの下落があった際にも、小売部門の安定性により危機を緩和した。こ

れは小売販売の重要性を意識した経営戦略が機能しているものと考えられる(表

6) 。

五三 6 !:tíf(~販売量の推移

f主主5
10 a "íた

JTL 1!~ 11:.1:け、茶 UI~平均

"1;)主
れ Hi削もli

;!:匀7U�: 
り;1'.薬品 民主:~:hl:

;1今j}ìJ. li~: ;1:燦:Jik
阪ジ'(;1百i l.ji.fllIi (kg/PJ) 

荒茶j手制i
(a) 

(kg) 
H1iJﾎt O,g) 

(kg) (kg) 
(千円) ?記1!~ 仕上げ茶

(kg/11J) 
(kg) 

15 2,300 226,400 1,053 69,500 47,300 14,700 141 ,032 2.180 2,570 1,456 

16 2,300 267,600 1,245 82,000 52,900 18,700 144.194 1.940 2,220 1.506 

17 2,400 302,944 1,262 69,369 65.514 13,715 147.351 1,570 3,240 1.232 

平成17ir三度の経常収支をみると、収入は 1 億5，侃3万円、経費は 1 億5，655万円で、

法人所得は 7 万 8 千円である。過去 3 年間の経営収支に大きな変化はみられない

(表7)。
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表 7 経営収支(平成15~17年度) (含委託卸販売額) (Ip.fil::円)

Jrî 日
'[LI&:15年度 平成16{fl支 平成17>[õ皮

金額 lOa当たり 金額 lOa当たり f最有1 10a当たり

荒茶販売額(含委託卸売販売額) 103,219,000 448,000 102,699,000 446,500 102,949,000 429,000 

Jlx. 仕上げ茶i阪光級(J占館ìJlfi光) 23,592,000 102,600 28,949,000 125,900 31 ,313,000 130,500 

11 上げ茶販売額(通!仮販売) 14,222,000 61 ,800 12,546,000 54,500 13,089,000 54,500 
入 作業受託料 12,746,000 12,201 ,000 53,000 9,281.000 38,700 

ノj、百 l' (A) 153,779,000 668,600 156,395,000 679,900 156,632,000 652,700 

肥料~~ 18,459,000 80,300 19,551 ,000 85,000 17,116,000 7l,300 

Ji!J:去m 4,615,000 20.100 4,888,000 21 ,300 4,279,000 17,800 

産ド'J
光熱水~'i 1,541.000 6,700 1.830,000 8,000 2,526,000 10,500 

う;j1!効~'i 14,686,000 63,900 13,768,000 59,900 15,186,000 63,300 

n併宇| 1,383,000 6,000 1,500,000 6,500 2,911 ,000 12,100 

その他(手ifnJ'î、資材等) 1,401 ,000 6.100 1,173,000 5,100 318,000 1.300 

ノ荒-uiそ- 生来ゐ購入~'i 38,174,000 36,924,000 31 ,786,000 

帝予 光熱*~'i 6,162,000 7,319,000 10,103,000 
仕上 労働~'i 8,218,000 8,644 ,000 8,381.000 

~'i 完力L! i 修繕~'i 1,778,000 1.873,000 1,490,000 
ζ 

1t(1;Jl~'( 16,257,000 17,307,000 18,698,000 
部1"1 その他 7,370,000 698,000 1,100,000 

11今 入高(小う'Gf日荒茶~~，) 875,000 2,813,000 3,655,000 

販光・ ー自討す草1m 17,772,000 20,399,000 24,485,000 

その他(役災報酬) 11 ,830,000 14,520,000 14,520,000 

小百l' (B) 150,521 ,000 153,207,000 156,554,000 

'm'~実利主主 (A) ー (B) 3,258,000 3.188,000 78,000 

受賞財の特色

1 技術面の特色

(1)機械化による茶栽培と摘採時期の分散化

茶園における年間の作業体系は、図 4 のとおり一番茶、二番茶、秋番茶の 3 回

収穫している。また、茶国管理は機械化栽培に対応させるため茶園整備を徹底的

に進めた結果、中山間の条件不利地域で、あるにもかかわらず、栽培面積24haのうち

98%を乗用機械で管理し、徹底した労働の軽作業化・省力化を図っている。これ

により、栽培・加工労働時間は、県平均と比べ75%となっている(表 8) 。

さらに農業からきつい・きたないのイメージを払拭し、地元非農家の若者を雇

用して短期間の間に高度な技術を修得させるなど、平準化した栽培を誰でもがで
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きる体制を確立した。栽培部門管理者の指揮の下、雇用された悲者は乗用機械の

オベレーターとして品質の{廷れた生葉を生産している(表 9 、写真 3 及び写真 4) 。

一方、三葉県南勢地域は茶の流通体制が弱く、市場では「やぶきた」以外の品

種はかなり不利な条件におかれている。

年間の茶関作業体系
5月 I 7月 8

E中 i下 lよ|中 i下圧円
11月 I 12 

ぼ
場
静
岡
県
一
作
業

時
悦
欄
悦

{
病
{
瓦
ロ
由
』
防
降

中
切
り
官
民
総

仲
間
{
誕
百
虫
防
除

慾
絞
倹
潟
村
川
り

湖巴・土滋改良 きさせん校 病蓄虫i郡牟 被覆 定値 JI)Z穣・荒茶加工

表 8 深緑茶JJJ と三重県との作業別労働時間比較 (判、i:: 11切り)

m¥lllj 作業名
深緑茶!X全体 10a 当たり

対日人平均
(24ha分) i架線高~JJ} *県、1<均

おijfま 2.100 8.8 15.2 58% 

j主よ古 ~R1:校 380 1.6 7.5 21% 

!J l メJj り 364 1.5 。。

施Jl巴 1.232 5.1 14.0 37% 

�1Wt. 。 0.0 2.0 。%

防除 938 3.9 35.2 11% 

除草 3,901 16.3 0.0 

主主緋 280 1.2 

Wlfl白書き備 1,160 4.8 

;九氏 iゴjj捻、 1,000 4.2 

その他作業 1.700 7.1 

力11] 子主茶加工 1;100 5.8 6.0 97% 

j長打?力11: 仁詩 j 14.455 60.2 79.9 75% 

小~Ir.り小光り i対 i主1'F i!I~ 10,440 43.5 

辺1 、 íll 24,895 103.7 79.9 
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表 9 農業用機械類の所有・利用状況

機械名 台数 能力
fド IItJ平ilJ IfJ

IIg' IilJ 

FA製茶機械 l ライン 生禁処理0.7 t /hr (200 k 型 3 -2 -3 フイン) 722 

トラック 2 1 巡搬(釆I!J機械iili樹立川) 966 

トフック l 台 850kg巡搬(動力Il/H持2早稲紋111) 84 

トフック li:� 2 t 迅1m土(クレーン付き) 336 

トラック 2 台 850kg巡搬(栽培管苅II日) 224 

ダンプ 2 t� 、 2 t ìllil殻(生業運搬、 上木作業用) 660 

ワンボックスカー 1 合 ij引を物運搬(lU.ü'G .述k(&fll) 600 

動力 l民総\t!i 1 í当 13a/hr (ごf. i投;{jîl坊徐) 84 

来IIJ摘係機袋式 2 台 lOa/hr' 台(袋築業式) 280 

来月j繍採機コンテナ式 2 ﾉ� 20a/hr ・台(コンァナ築業式) 1120 

来!H I坊i徐深耕絞合機 2 台 50a/hr' 合 560 

来JIJ施月四機 2 t� 30a/hr' í当 896 

パックホー 2f� 、 30ps 600 

写真 3 来店摘採機による摘採作業 写真 4 乗用防除機による防除作業

情'i架線茶房では、古い在来茶閣を全て品種化固に改植し、その品麓の98%を

「やぶきたJ が市めている。通常、「やぶきたJ 一品種に特化した場合、摘採時期

が集中して工場の稼働が著しく低下してしまうことから、これを回避するため、

地元の飯南町を中心に被覆技術等を併用して摘採期の分散を図るとともに、志摩

市を合む周辺地域の早場地帯で茶栽培することにより、描採時期を分散させ、工

場稼働期間の延長を|惑っている。これらの工夫により、ほほ「やぶきた」一品種

での経営を実現し、工場稼働率を落とさず、市場価格の優位性を保っている(表10、
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表11) 。なお、平成19年春には、評価が高まっている新品種「さえみどり j の導

入を計闘している。

抑制胎茶隙ilri右t24haのfJiIfllf品成 表11 栽培茶関の所在地

lihや，f(名 所;t'!こ地 jlM!以ha) ー干存1íH市深刻の澗3主役;中j

やぶきた 98.0% f公 Willîfili け11町 22.23 q!~選(1011 私u主) 、被波立す伐 m

さやまみとり 1.1 1i~阪市立反応 IIIJ 1.18 中 (511fJl皮) ~'I' 

さやまかおり 0.5 ;ぶ13を Tfi 0.33 平 (5 11 税!支)

おくみどり 0.4 111松阪市 0.25 

100.0 

また、かぶせ茶の栽境技術である「新芽の被覆j を深蒸し茶に初めて採り入れ、

より緑f&年で、まろやかな深蒸し茶を生産している。これは怖)i架線茶房の独自技術で

あり、現主約 2haの茶摺で、実施している。品種戦111各上やむをえず、やぶきたに訂

種将儲構lf.成がi偏rn踊i請jつているが、その描採期間の延長のためにも、この被覆技術は寄与し

ている。

(2) 環境に配慮した施肥・防除

(有)i架線茶房では、施Jl巴コスト・環境への負荷に自己滋して存機質肥料や硝化抑制

剤入り把料、土づくりのため、米ぬかを主体とした「ぼかし」肥料を使用して

「エコファーマー」の認定を受けている。高窒素成分の荒茶を望む1k]f}j もいるが、

減肥料の方向を目指し、段階的に低下させつつ、消費者が求める良質茶生産を行

うことに配慮した栽培を心がけている。特に、当社茶図専用として、緩効性の

f深緑配合(ロング20%入り )J を特別に施舟する等常に品質向上に取り組んでい

る。

また、防徐については、農業普及センターが行っているフェロモントラップ'情

報等を活用して、年防除回数を減らしており、さらに、薬量を少なくして効果を

高めるよう乗用防除機の特色を最大限に生かし、通常より約 2 割以上少ない薬量

(通常3∞Lを230Uこ減)で防除効果をあげ、環境に優しい農薬散布を実現してい

る。
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(3) 優れた茶加工技術と寄生・品質管理

平成14年に導入した、緑茶加工施設(鉄筋瓦棒茸1ρ53rrl) では、最新式FA製

茶ラインにより、良質な深蒸し煎茶が衛生的に製造され、省力化と荒茶が高品質

で均質に加工されている。荒茶ラインの傍らには、半再生加工ライン(写真 5 ) 

も付加しており、これにより卸売り茶の市場許制の高まりにも寄与している。な

お、茶製造にあたっては、消費者の声を反映した地元茶商の意向や自社喫茶小売

り店舗(喫茶・小売り販売店舗、木造瓦茸161ぱ)を通じて消費者の意向も細か

く受け止め、送帯式蒸し機と胴式蒸し機を使い分けるなど細やかな製造技術を駆

使している。

従来の加工場は粗挨機等の熱交換機に茶挨が入ると焦げ臭が発生し荒茶が品質

低下し、茶挨が舞いたがり労働・衛生土問題で、あったが、これを無くすため、工

場内に熱交換機室を設置し製茶ラインと熱交換機を分離している。

また、荒茶製造ラインに半再製加工ラインを付加し、製品の異物混入の可能性

を無くすとともに、流通段階における品質劣化を最小限に抑えるため、荒茶加工

段階から議素ガス充填のための機械を地域でもいち早く導入し衛生と品質管理に

努めている(写真 6 )。

さらに、衛生的な工場運営のため岳主衛生管理のシステムを構築し、平成17年

度に三重県食品衛生協会が実施した衛生管理アドバイザー派遣事業を活用し、ミ

ニHACCPの認証を取得した。

写真 5 荒茶の半再製加工ライン 写真 6 荒茶の真空包装機
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(4 )伊勢茶ブランドとしての評価

平成16'tr、三重県が認定している三重の顔としての f三重ブランド認定制定」

において「伊勢茶j が「松阪肉j、 f伊勢えび」等に次いで、認定された。

伊勢茶は幕末から明治初期にかけて日オリ事業をリードし、輸出茶として明治維

新当時の日本の近代化を支えた輝かしい歴史がある。しかし戦後は閣内茶販路

確保に遅れをとり、全罰第 3 位の茶生産量を有しながら、宇治茶、静岡茶などの

県外有名銘柄茶の原料としても供給されてきたが、伊勢茶再興への努力は多くの

茶生産者の共感を呼び、 i栄繰茶房も良質な深蒸し煎茶を出荷し高い妻子{国iを得てい

る。

2 経営麗の特色

(1) 生産・茶加工・販売の一貫した部門専任体制

茶栽培部門・加工部門・小売部門から、喫茶消費者へと-速の流れに即した

経営体制を確立し、各部門毎に効率化と責任を明確化するため、 ~!ï任体制をとっ

ている(図 3 )。また、季節雇用により、一時期に労働の集中する描採・加工・

小売り業務をスムーズにしている。

小売の販売額は、全体の42%で、小売割合が高いため(表 5 )、荒茶価格の変

動に左右されにくく、経営の安定につながっている(表ll) 。

表12 荒茶j坂光価格 (lMi:: I サ/荒:!î~kg)

よご Hl4 日 15 H16 H17 

i楽総1k!jj : TIi場 均吋包屯乃bJtJ1〈フ:!î~)下[j} : -lI i場 i栄緑茶泌: lI羡JJi 1栄総茶校} : 市場

…役2iE 3.050 : 2.229 3.134 : 2.256 3.393 : 2.337 3.139 : 2.220 

了二若干高5 1.288 : 948 1.232 : 888 1.213 : 1.051 1.066 : 932 

秋iff Jt~ 324 : 281 333 : 299 410 : 348 352 : 321 

(2) 茶富士哉の借地による規模拡大

(有月栄緑茶援は、地域の茶農家の高齢化や後継者不足等で栽培が難しくなった小

規模な茶閣を借地し、栽培而積を拡大している。

現在、自己所有|謡、借地図 (80戸)併せて21地法から 197筆もの分散している
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題!場(うち飯南町は80%)

をうまく効率的に栽培管理

している。

(3) 消聾者との交流の

拡大

直売店舗である深緑茶房

小売喫茶店(写真 8 )に加

えて、 8 つの販売協力店

(松阪市内 6 ヵ所、津市内 2

ヵ所)がある。これらの宿 写真 7 借地している茶園地

頭販売や情報誌・イベントを通して情報を発信し、出頭販売・アンケートはが

き・お客様i脹等から消費者のきめ細かな情報・声を積極的に集めている。また、

消費者と交流しつつ伝統文化と茶産業を括承するため、手挟み茶製造の実演や茶

工場見学などを行っている。さらに社内の日本茶インストラクター( 2 名)と日

本茶アドバイザー有資格者 (4 名)が、日本茶の飲み方・楽しみ方を提案してい

る。

このように様々なルートを通じて日頃から消費者と接し、多様な晴好ニーズ、を

的確に捉えそれに応じた新商品開発につなげている。

写真白 小売喫茶店(外観) 写真8-2 小売喫茶店(j古内) 写真部小売喫茶店(店内)
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(4 ) 各麗の茶製品開発

荒茶出荷のほか、仕上げ茶販売に

おいては販売店舗府商品アイテムを

平成11年の小売店舗を設立以後、 51

アイテムの商品を開発・販売してい

る。また、緑茶喫茶のメニューにお

いても、平成16年に緑茶喫茶店舗設

置以後、 20アイテムのメニューを開

発し、消費者にアピールしている

(表12) 。

3. 地域農業への貢献

(1) 地域農業活性仕をリード

表12 茶製品目j発・
期品企画の推移

u反光hij制i

平成ll ，qミ II 

12 l 

13 2 

14 1 

15 2 

16 18 

17 8 

18 8 

51 

(数l立新淡アイテム委主)

緑茶l喫茶

9 

5 

6 

20 

地域から茶i認が無くなることは、茶業の変退だけでなく地域社会の衰退を意味

しているので、(有)深緑茶房は地域の茶農家の高給化や後継者不足等で栽培が難し

くなった茶園を借地により栽培規模を拡大し、地域茶閣の構造改善に寄:与してい

る。

また、地域に先駆けて乗用lli!茶閥管理機を導入し、~国管理の省力化モデルと

してその後の当地域における急速な普及に大きく貢献している。

さらには、地元の非農家の若者を数人雇用するなど、地域の雇用の受け践とし

ても貢献しているほか、非農家の農業従事への参加も提起し実践している。この

ように、積極的な機械化による省力化を進めたことで、農外からの就労者の出現

という思いがけない効果も生まれるなど、ヰI LLi問、過疎という条件が不利な地域

にあって農業が産業であるということを再認識させる結果も生まれている。

(2) 地域住民との茶を通じてのふれあい促進

社内の日本茶インストラクターは、地元消費者には茶図見学(写真 9 )、茶加

工場の見学(写真10) 、手J柔み製茶の実演(写真11) のほか、機関誌の発行、吏

には小中学校の総合学留でお茶の入れ方教室、高校のli帥主体験等を通じて、地元
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写真 9 茶関見学 写真10 茶加工場の見学 写真11 手探み製茶の実演

特産である「茶」に対する理解の広がりに努めた。

(3) 地域リーダーとして貢献

松倉会長は、松阪市茶業組合の組合長として茶業組合をリードし、地域の茶農

家からの信頼も厚い。特に当茶業組合から各種品評会への出品参加には積極的に

働きかけ、本人自身、農林水産大臣賞や産地賞をはじめ多数受賞し、地元の特産

である「深むし茶」の名声を全国的に高めている。

当深緑茶房が所属する松阪市茶業組合は、主に!日飯南町、!日飯高町、旧嬉野町

の製茶業者が合併し組合員数は、現在26寺田哉で、その内訳は有限会社 4 、共同工

場 5 、農協し個人16となっている。当時 3 つの茶産地が組合組織として一つに

なったことで松板市の茶業の振興を図る上で大きな原動力となった。地域の茶業

が産業として大きく線付き発展するのために積極的な活動を行っているが、この

組織立ち上げに当たって松倉組合長のリーダーシップが大きく、組合長の茶業振

興への熱い思いと行動力が茶業組合設立と運営の大きな原動力となっている。会

長は、松阪市茶業組合長のほか松阪市農業委員、三重県茶業会議所総務担当理事

を兼ね、その他の役職員も指導農業士などの役職を通じて、地域の農業の発展に

寄与している。

普浸性と今後の方向

(1) 普友性

三重県で初の「茶の栽培・加工・販売の協同経営j を軌道に乗せ、その経営は

成果を上げており、今後の茶業経営の一つのモデル例として全国的にも普及して
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いくことが期待される。現に新たに、近隣の飯高町に同じ経営形態の有限会社が

できたことはその現われといえ、これらの動きが今後、周辺地域の茶業振興につ

ながっていくものと思われる

また、従来のように後継者を茶農家のみから求めるのではなく、非農家の中か

らも求めていくことが茶業経営を安定的に継続させていく大きなポイントと考え

られる。現在、倒深緑茶房では、地元の非農家出身の若者を数名雇用しているが、

将米、地域の茶経営の中心的な担い手となるよう指導も行なわれている。

(1) 今後の方向

今後は、茶の生産・加工・販売の一貫法人体制の強みをト分に活かし、消費者

ニーズに対応した茶の生産・販売を実施する一方、消費者へ積極的に情報を発信

していく体制整備を強化していくこととしている。また、当面の経営目標として

は、現在の荒茶加工施設の処理能力を勘案して農地集積を進め、茶栽培面積30ha

を見込んで、いる。更に現在の仕上げ茶小売割合の42%を品層拡大することとし、

将来50%を目指したいと抱負を語っている。

当地域は「伊勢茶ブランド」の生産地として、まだ他の農作物に比べ若い茶農

家が多いが、最近の茶業界を取り巻く厳しい状況のもとでは、将来の展望をなか

なか見出せず、農家独自の頑張りにも限界があると考えられている。このため、

これからは特に若い人達が結束し、この現状を打破していくべきであると考え、

例えば f深蒸しのいいなん茶」という統一ブランドの確立という共通自擦を持つ

ことも考えている。そのためには、付加価佑向上のための栽培・加工等のルール

の確立や、流通ルートの一本化などさまざまな課題もあるが、皆が一つの目標を

持ってその解決に当たり、地域茶業を盛り上げていく動きを作っていくこととし

ている。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課茶業班茶流通係長上北勝広)
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受賞者のことば 有限会社松井農産代表松井圧次郎

私の経営する地域は標高羽O~6∞mの典型的なヰ'111問地域で、すO 就農時は、

養蚕を中心に水田、椎茸、こんにゃくによる複合経営でした。その後、養

蚕の価格低迷や多品目経営では労力が競合することから、こんにゃくを重

点に震いた経営に転換しました。 輪作・土作りによる栽培安定や「あかぎ

おおだまj への品種更新などの栽培技術向上を図り、徐々に経営規模を拡

大してきました。

しかし、こんにゃくは価格の変動が大きく生産費をド回る場合もあるこ

とから、経営の安定化を図るため、こんにゃく製品加工を導入しました。

当初は 5 坪程度の小屋を改造し製品加工を始め、消費者の求める製品づく

りに心がけました。また、販路開拓には困難な状況もありましたが、生産

者加工・手作り・減農薬といったこだわりの商品を多彩に揃えることによ

り、リピーターも増え安定した販売実績を積めるようになりました。

全出の 9 割の生産量を誇る群馬の特産物「こんにゃく J ですが、製品輸

入の増加や消費も減少傾向となっています。また、生産者の高齢化や担い

手の減少により栽培面積も減少傾向となっています。生産者の一人一人が、

心を込めて栽培したこんにゃくが、伝統的な健康食品として、消費者の
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受賞者のことば

方々に再認識され、「おいしいこんにゃく J が食卓に並ぶ機会が増えるよう

j羽待しています!

最後に、今回の受賞は地元の各種生産組織を始め、県こんにゃく研究会

の活動や試験研究機関の成果に支えられてきた結果であります。自分がこ

れまで経験してきたことが、今後のこんにゃく業界の発展に少しでも役立

てればと考えています。
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気象は、本州中央山岳地帯に属する内陸性気候であり、年平均気温は11.8
0

C 、

最低気温-5.3
0

C、最高気温2協℃、年間降水最は1.1ω卿前後で、ある。

初霜は10月中旬、晩霜は 5 月下旬で、夏は涼しく比較的しのぎやすいが、冬は

寒さが厳しく、 12月から 3 丹までは降雪があり全般的に冷涼な地域である。

(2) 農林水産業の概要

沼田市の耕地面積は3，520haで、水田888ha (25.2%) 、普通畑2，200ha (62.5%) 

樹闘地305ha (8.6%) であり、一戸当たり耕地面積はI必haで、県平均(1.26ha) に

比べやや広い状況である。

販売農家戸数の内訳は、専業農家475戸 (32.8%) 、第一麓兼業農家335戸

(お.1%)第二種兼業農家637戸 (44.0%)である。沼田市の平成17年のコンニャク

栽培面積は48πla、収穫量は6.910 t 、コンニャク栽培農家戸数は224戸、 1 戸当た

り平均コンニャク栽培面積は2.17haで、ある O

平成16年度の農業産出額(悶 2 )は95.4億円で、内訳は野菜39.5億円 (41.4%) 、

果実 17.5億円 (18.3%) 、畜産15.3億円(1ω%) 工芸作物10.6億円 (ll.O%) であ

る。

野菜ではエダマメ、レタス、 トマトの産出額が多く野菜全体の半分を占めてい

る。近年は長い日照時間や昼夜の寒暖若の大きい自然条件を活かし、良質なリン

ゴ、ブドウ、サクランボ等の観光果樹園が増加しつつある。

また、沼田市の認定農業者数(平成18:9三 6 月 26百現在)は274人で内コンニヤ

ク農家(複合経営含む)は78戸である。(平成16~17年農林水産統計ー)

関 2 沼田市の農業産出額 (1)首tp:J)

米， 85

コンニャク， 10.6

花 4 野菜， 39.5

果実， 17.5 
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2. 受賞者の略歴

(有〉怯井農産の会長で、ある松井庄次郎氏は、昭和38年に地域でも一般的な養蚕、

水縮、コンニャクの複合経営の後継者として就農した。当時の農作業は手作業中

心のため栽培間積は小さく、コンニャクは30a 程度で、あった。また、就農と同時

に地元のコンニャク研究会に入会し、技術の研鈴、仲間作りに努めた。

昭和46年に父より経営移譲を受けコンニャク栽暗に専心し、昭和58年には、

日々の研究の積み重ねと、きめ細かな栽培管理が実り、立毛共進会において在来

種で、農林水産大臣賞を受賞した。 昭和田年には地域に先駈けて導入した新品種

「あかぎおおだまJ への品種更新を完了した。

昭和62年よりコンニャクの連作障害対策として、近隣の畜産農家との交換朝刊乍

(飼料作物)による輪作を積J概的に行い、連作年数を事IIえ、生産の安定化を|議り

規模拡大を行った。

しかし、コンニャクの生いも価格は変動が大きく収入が不安定だ、ったため、 H百

和田年、県内でもいち早く、生いもを原料にしたコンニャク製品加工を開始し、

昭和60年には加工場を建設し、本格的な取り組みを開始した。 以i峰、マーケティ

ングに恭づく多彩な商品開発を行うとともに、消費者に生産者の思いを伝えるこ

とを常に心がけて販売に取り組んだ、。こうして消費者の信頼を得ながら経営の安

定化を図り、現在では、「ガンコ親子の手造りコンニャク」を代表とする臨品ア

イテムは、 40種類以上にも達している。

平成 4 年には、夏場の収益確保と就業の周年化を i翠るため、養成期IHJの短いレ

インカット方式(垣根仕立て)によるブ

ドウ栽培を県内で初めて導入した。

平成 5 年に法人化(農業生産法人松

井農産)を行い、後継者が残れる経営の

確立を実現するとともに、平成 7 年には

認定農業者として松井農産会長の松井庄

次郎氏が倒人で、認定され、平成121:ドには

松井農産が法人として認定農業者となっ

ており、家族役員 4 名、家族社員 1 名、
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図 3 松井農産のコンニャク栽培面積と反収の抗移

∞
m
∞

m
∞
町
山
∞
m
m
w
m
O

R
J
V
4
9
4
t
3

勺
J
V
ク
』
ク
仏

4
1
1

4500 日

4自日B 日

350日 9

3000 日

2500.0 

2日自日自

15自自由

1000.0 

500.0 

G 日

昭和38年 43年 50年 58年 乎$.4年 17年

常時雇用 2 名、パート 7 名による地域の模範となる優良な経営体である。

松井農産のコンニャク栽培面積(関 3 )は、昭和38年の松井氏就農時の30a か

ら現在は475a へと順調に拡大している。昭和58年に加工製造を始めたことから、

病害の抑制と加工j邸主の高い中玉(1 kg程度の生いも)生産、歩どまりの向上等

をほiるため、施肥量を極力抑えており、反収よりも品質を重視した栽培に取り組

んでいる。また、コンニャク価格の良好な時に、農地の購入や山林の開墾により

自作地を増加した。

受賞者の概要

1 .経営の概要

(1) 経営耕地

現在の経営耕地面積は5叩 a であり、その内訳はコンニャク475a 、ブドウ45a 、

大豆30a で、そのうち借地は130a である。この経営規模は、沼田市の農家 l 戸

当たり経営面積(145 a) に比較すると 3 倍以上の規模を有している。

(2) 労働力

コンニャク生産・加工を主力にブドウの観光販売を家族 5 名と雇用労働で、行っ

ている。本人と妻、長男でコンニヤクとブドウ栽培の管理を担当し、次男が加工
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表 1 農業経営の発展経過 (1~-W : a 、Irl)

I ::: *î'ì1' 1訂私't
コンニャク コンニャク

!rf.約 ギ千 i品
(11tj車両íHD

殺:l;}llií :f!'l 力H二仁

(イi 機~xJi'i) 』主役íT!í秘

S. 38 18ií長 就}民 主主主t、 *111、コンニヤク(強:米干'[0 130a 30a m 

i!{fIIJ!T コンニャク餅究会入会

40 20 fffd~'l&Jirの導入 (6.000本) I~kj窃 i!i !r r:.i~作入総

43 23 労力の競合から縦波、後Jìfを撤退。良質なJHUJ巴 150 100 

を lì{l!illするため、主主JI訴 (1ま Jl本 lOíîfíの-1't)を!;f:ìめる

44 24 *M~lí 

46 26 父より経I:;~'移談を受ける

50 30 コンニャク新品磁「あかぎおおだま j を導入 300 250 

57 37 群馬県コンニャク \iÆ共進会でJ1~林水産火r:íft を受ft ( 30) 

58 38 コンニャクの加工製造を始める 430 400 16.5 

59 39 「あかぎおおだま j への llfI手.frrJf新光 f (160) 

60 40 コンニャク力ILT坊主主役 100 

62 42 対111臨のJllli入 (1 ha) 

H. 2 45 長男、次予jが続決

3 46 コンニャク }JIl[:l))}建設 165 

4 47 レインカット方式によるブドウ栽Nii~始める (45 a) 480 420 

5 48 jJ2 ヨ~nと隊法人「松川淡路j にìt人化 (110) 

縦光ブドウ i事llJHI~ìl

7 50 認定1;~~ 1'iのitsii:を受ける。全J:H 1 名を係)Jl

121 55 法人として認定段染者の認定を受ける

131 56 ブームスプレイヤーを導入

111林の IHI怨 (50a)

111 57 ]AS 認定手f機コンニャク l&Jî~ !;f:ìめる。相 H 1 ~引を係lJj (100) 

17 J 60 n 家栽I台の大廷でみそiE りを ~tìめる (30 a) 550 475 

(30) 

工場長として常時 2:[，を雇用し加工製造部F'l を担当している。長男は加工製品の

営業・配達も担当し販路の維持・開拓に努め、長男の姿は経理全般を担当してい

る。コンニャクの植え付けや収穫、ブドウの房づくり等の繁忙期には家族労力を

集中させ臨時雇用を入れているO

また、法人化により、就業規則を設け休日等を明確にし、育児・介護休業を定

めるなど、働きやすい職場環境づくりに努め、労働条件の改善を図った。
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表 2 農業労働力と作業分担

氏 名 続柄4f 11~紛 労働力 労働 11 数

松;11 庄次郎 本人 61i1え 1.0 290 
話4 J'，j<訂: ヨ毛 62 1.0 250 

三イ者1三iT弘又之 長男 35 1.0 290 

族 IYJ炎 長男の:Jk 35 1.0 250 

有Jí1 次クj 33 1.0 290 

m 
Eló.r時){íUH 2 人 玉l'均22才 / 総計580

臨時雇用 7 人 '1りな60:;}- タ 217

表 3 主要施設・機械装備

(3) 関連施設

な施設は、コンニ

ヤク貯蔵庫、加工施設

等であり、すべて自宅

周辺に配議されており、

冬場の種いも貯蔵管理

の徹底や作業の効率化

が図られている。

コンニャク加工は、

昭和58年に16.5ぱ程の小

屋から始め、コンニャ

ク相場の高い年に、生

いも摺り機や予冷庫等

の加工機械器具を導入

施

-foFζ b 

1幾

よも

力11

]二

機

彼

名 税、

コンニャク貯i歳!llI

コンニャク加J:J揚

i;�h11 

ビニールハウス

トラック

トラクター

マルチ 1"111宇土淡泊jii機

フォークリフト

コンニャク槌付機

コンニャク扱収機

ブームスプレヤー

白滝プラント

予冷I)I[

生いもすり機

洗浄機

殺i射WJ

包3主機

絞り機

蒸気ボイラー

f立;tllJ7.ì-;]l! (役I[龍)

栽培管Jlt!1o':紋(会長)

栽培・労務管理(取締役)

'1;)<今~:t~:珪l及び営条一(代表取締役)

絞JlH会絞

コンニャク加工製造(J氏締役)

コンニャク加工作業

栽培・ J民税作業一

規模・能力 台数 若手入年度

184rrl 59ぱ 2 事u S51 、 H2

165 ぱ 1 制i HlO 

165 rrl Itnl H16 

132 rrl I 事長 Hl6 

1 t 、 2 t 2 合 日 5 、 H16

38ps、 90ps 2 台 H6 、 Hl6

6 本爪 1 ﾉ� H6 

1.5 t 1 íな 日 9

采月Jllil l 台 Hll 

I 台 H12 

1.000 R l 台 II 15 

2 f� S63、 H12

1 台 H6 

l 台 H7 

I カ 日 9

1 合 HlO 

1 íι? H12 

1 合 Hl3 

1 t� H14 

写真 2 コンニャク植え付け機 写真 3 コンニャク加工場
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して施設の改善等を行い、規模拡大と品質向上を図った。

2. 経堂の成果

生産したコンニャクは、生いも販売を行わず全て加工原料に用いており、その

ほとんどを委託加工し刊誌粉j で保存し、年間を通じて加工製造を行っている。

また、 官日 (9，印Okg) を生いも加工mとして生支のまま冷蔵保存し、味のしみ

込みが良い f生ずりコンニャクj を製造・販売している。

加工品の販売額は約 6 千万円、ブドウは約 5 百万円を維持し、安定した経営を

行っている。これは、全長加工により生いも価格に左右されない経営が確立でき

たこと、高い栽培技術で、安定した品質と収益を確保していること、製品が消費者

に高く支持され順調に販売できていることなどが大きな要因である(表 4 、表 5 )。

表 4 生産状況(概要) CJ�l.jj1: : 1']) 

コンニャク
総~1:'HEJll: QiJ[j(kg/10 a (~X絞泌総)

年度 (JJIL[}Jj(料、
主主.l;}j凶絞

'UJ 
ii~) 1: Jl~ ﾆYﾆ 県吉ド1ぢ

ドj比

15;j♂ 400a 85,246kg 3,540kg 2.:l80kg 148 

16;ド 400a 88.829kg 3,751kg 2,800kg 134 

17;J� 475 a 96,330kg 3.572kg 2.830kg 126 

11') ~，十/')ミjについてはl;2林統;l'!協会「コンニャクいもの訴しい情報j 参H日

表 5 販売経営状況

コンニャクカIIT ブドウ

年!支 :fj[収益 出1\ ド '])J Ij 者l~xi\ii. 自 I \I"J)JIJ
合計所得

内Wiシ，'é îií'i i村野Lう，'íHjfj (千円)
(千rrJ)

(子 1'])
19r1年 (予 lワ)

(千円)
i9r初

15;," 64,570 64.465 11 ,607 5.372 5,325 3.009 14.616 

16iF 65.064 65.401 12,832 5,883 5,215 3.558 16.390 

17{j� 64,759 61 ,925 13.317 5,245 5,178 2.962 16.279 
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3 受賞者の特色

(1) 技術

ア輪作・土づくりによる高収量の維持

地区のコンニャクほ場では、連作障害である根R話病等の防除のため、土壌消毒

等の薬剤に頼っているが、生産は安定していないのが現状である。

そのため、近隣の畜産農家やレタス栽培農家等との交換耕作を行い、輪作を積

極的に取り入れて連作年数を 3~5 年に抑え、生産の安定化を図っている。また、

病害の発生したほ場は「天地返しJ など、深耕による土壌改善を行い、安定した

収量を確保しており、単位当たりの収量も3，印Okg/lO a 以上で、県平均~又量の約

135% (過去 3 年間の平均)の高収量を維持している。

イ 施肥改善による高品質生産

施Mt::量を抑えるとコンニャクの肥大は劣るが、病害の発生が少なく農薬使思量

の削減が可能になることに着目し、施腿量を基準より 1~2 割少なくしている。

また、生ずり加工用のコンニャクは 1 kg程度のものが高品質で加工しやすいた

め、その大きさになるよう種いもの大きさや、施日巴等で調整している。その結果、

原料の品質が向上し、自家生産の原料を100%使用することが可能となり、加工

面でのロス低減に結びついている。

ウ 品種更新と貯蔵技術の改善による生産の安定

県農業試験場が育成した新品種「あかぎおおだ

ま J (写真 4) は肥大性が良好で、病害抵抗性に

優れていたことから、昭和50年地域に先駆けて導

入し、分球増殖等により栽培面積を拡大した。

当時、「あかぎおおだまJ の生子は棒状のため、

しなびやすく、貯蔵歩習まりが低い等貯蔵が非常

に難しく、周辺農家は導入に消極的で、あった。し

かし、徹底した予備乾燥と、生子と球茎を別々に

分けて温度管理を行う分室貯蔵技術の導入・実証 写真 4 あかぎおおだまの球茎と生子



により、貯蔵牲の飛躍的な向 kを実現し、地域の先導的役割を果たした。

その結果、 59年には事Ir品種への吏新を完了し、栽培面積は 4haを超え、当時と

して大規模経営となった。

また、松井氏は沼罰市コンニャク研究会長や農協コンニャク部会長を歴任し、

地域のコンニャク栽培の技術向 i二や拡大に努めたO

エ 環境に優しいコンニャク栽培

農産物の安全・安心に対する消費者の

関心が高まる中、 )1前作や交換耕作を積極

的に行うとともに施肥登を抑えることに

より土壌消毒や薬剤散布削減に結び、つけ

ている。

また、土壌病害対策として麦被稜栽培

を取り入れ、 1~1:極的防除技術により病害

を抑制している。(写真 5 ) 

オ コンニャク加工技術の改善・工夫

美味しく消費者が鈎きのこないコンニャクを製造するため、一般に市販されて

いるコンニャク製造機械を導入せず、松井農産独自の製造機械をコンニャク製造

の先進地である広島県の製造業者と連携して開発し、独自の鵡ごたえ・食感を生

み出している。

(2) 経営

ア加工販売による経営の安定

①加工導入の背景

コンニャクの生いも価格は変動が大きく (I~I 4 )、収入は不安定であった

ことから、生いも価格に左右されない安定した農業経営の確立、経営基盤の

強化による後継者の確保等を関るため、昭和60年からみ司、各的にコンニャクの

製品加工販売を始め、生産・加工・販売のー貰した農業経営に取り組んだ。



加工を開始した当初は、県内ではコンニャク栽培農家がコンニャク加工に

取り組んで、いる事例がなかったことから、広島の農家に滞在して、加工技術

を習得した。

平成 2 年には、長男と次男が同時に就農した。長男は栃木県のコンニャク

加工製造業者で研修を受け、習得した技術を活かし、製造技櫛の向上と新商

品の開発等を行った。

②加工製品と価格設定

コンニャク製品は中国からの製品輸入カヨ増加し、安価なコンニャクがスー

パ一等の量販店の目玉商品として販売されている。しかしながら、松井農産

は手造りコンニャクや有機栽培製品等の商品性を活かし、低価格競争に巻き

国 4 年次別生いも価格の推移(全農ぐんま特産課)

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

/ffffffffffffNゲヂヂ R <!' .'*ヂヂ虐"，.:fr .... ,f! .... rfI ..f .... # -!' ,fk .::~ 

写真 6 加工場内部 写真 7 コンニャクいも加工製造の様子
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込まれないよう、高品質で安全な、おいしいコンニャクを製造するとともに、

インパクトのあるネーミングや包装に仕上げているO また、商品の特徴を最

大限に発揮するため、それぞれの製品に適した「タレj を千葉県の業者と連

携して開発し、 I床にこだ、わった製品づくりを行っている。

③販路の拡大

製品加工の開始当初は、地元のリンゴ直売農家に販売を委託し、徐々に宜

売所からドライブイン等に販路を広げたが、一音15の販売商では既存加工業者

との結びつきが強く、販売を斯られることもあった。そこで、、商品を無料で、

陳列させてもらい、消費者の評価を確認することにより、取引を開始できる

こともたびたび、で、あった。

このように困難な状況を乗り超えながら、販売実績を積むことで、販売脂

の一角に「松井農政コーナ-J が設置されるようになり、陳列スペースも

徐々に拡大している。

また、大手製造業者との安売り合戦は行わず、こだわりの商品を利誌の見

込める単価で正当に評価する販売痛と取引している。

さらに、高速道路のサービ、スエリア(写真 8) や旅館等にも販路を拡大し、

現在取引先は百数カ所にも及び、宅配による販売も行うなど、販売形態は多

岐にわたっている。

販売先は、現在は県内と近県に集中しているが、大消費地で、ある東京へも

写真 8 高速道 SAの試食コーナー 写真 9 減l!ßî槽
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本物の|床を届けるべく、更なる販路の拡大を今後の視野に入れている。

④安全性の確保

尚品の安全性と品質確保のため殺菌槽(写真 9 )を導入し、包装後に滅菌

している。また、開発した新商品は、発売前に県産業技術センターに検査を

依頼し、安全性を確認してから販売している。

⑤顧客重視の販売促進活動

商品の販売動向や消費者の生の声を確認するため、年間数 1--回取引先に出

向くとともに、その場で試食コーナーを設置し、商品の試食や配布を行って

いる。

また、アンケート調査等を実施して商品評価を得るとともに、ホームペー

ジの開設による製品の PR、ホームページに寄せられた改良点等の意見を新

商品開発等に活かすなど、顧客重視の販売促進活動を行っている。

イ ブドウ栽培の導入による経営の護合化・安定化

コンニャクは植え付け時の 5~6 月と収穫時の1O~12月に労力が集Iやするもの

の、冬季と夏季は管理作業が比較的少ないことから、コンニャクの加工に加え、

経営の柱となる作物の導入が大きな課題で、あった。

このため、ブドウを導入し、年間労働の均一化を函るとともに、家族労力の有

効化、雇用労力の安定確保が可能となり、経営の安定に結びついている(表 6) 。

さらに、観光ブドウ園を訪れる消費者に対して、コンニャク商品の試食サービ

スを行い、消費者ニーズに対応した商品開発や新たな顧客の開拓等に活かすなど、

経営の複合化による相乗効果が発障されている。

ウ 高付加価値化農業の実現と法人化による経営の発展

常に消費者に接し、付加価値の高い商品を提供する経営展開により、コンニャ

ク加工では、生玉で販売した場合と比較(表7)すると、所得は約 2 倍となって

おり、生芋僻格が低下しても安定した所得を得ることが可能となっている。
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また、ブドウ栽培では、 A述の作業をパネルで、紹介し、コストや倒格設定に|謁

する消費者の理解促進を図るとともに、車イスでも収穫できるよう配慮する栽培

方式を導入するなど、品質i回以外で、の高付加frllî1l由化も積梅的に行っている。

さらに、観光客の誘致に向けて、リンゴ、おうとう等の果樹生産者と述抗して

地域ぐるみの取り組みを進めている(写真10) 。

こうした取り組みを進める中で、経営に対する対外的な倍用を一層高め、安定

した雇用確保を図るには、法人化が必要不可欠と判断し、平成 5 年に松井農産と

して法人化した。

その結果、販路開拓の円i骨化、加工部[可における人材確保等による経営の発展

が|頭られるとともに、地域の雇用創出への貢献にも結びついている。

表 6 作物7)IJ作業体系

作裂

。 。

貯草案 貯蔵開始
コンニ '1 'J 

ムーム一一@ー@ム一二一一一一一一一二，;;;.:: -----c二二コ
どづくり並潟臨機寸縫土 薬剤散布 収穫

ブドワ 卜 0一一一一一く〉ーー x--x一一-x
9y定 締 E書 '11船脚ヰナ

加工

周年加工

注)加工の時柄州抽何はさ長いもコンニヤクの製造期間。

表 7 力WL販売と生五販売によるi民主主性の試雰

ì. Ì'l λ1'..1政わ日の収主主性
;f1lJl)(主主.余波ぐんまの f千年度の、I'HJ+ いもflUi絡を参与に、ヂ!北 15'1'は 159JIJ/旬、平成16{ドは 15GJIl!旬、

'1九)，](; 17'1' 1立1l7 1'J/kgでtì:l Ho
IYr 1!I': 平成 Hj{ド I;~ :)I';絞'{:~統 Jn;:将来によるコンニャクの'l'ÊIT'{'i Oìil守中18%) から試t):c
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3 普及性と今後の方向

松井農産は、消費者の視点を常に重視し、栽

培面では「土壌こそ作物の源」と考え、「ガン

コ親子」のこだわりを持って環境に配慮した栽

培に取り組んでおり、自家で生産した安全・安

心な農産物を加工・販売に結びつける一貫経営

は、これからの「強い農業経営」のモデルとし

て、成果の波及が期待されている。

また、自らコンニャク加工に取り組もうとす

る熱心な農家に対し、生いもの貯蔵法から製品

づくりまでの加工ノウハウを惜しみなく教え、

その結果、県内の各コンニャク産地に加工を開

始する農家が現れ、現在では、周年で、コ

ンニャク加工している農家は10数戸とな

るなど、コンニャク加工販売の先導的役

割を果たしている。

さらに、消費者にコンニャク製品をよ

り美味しく食べてもらうため、タレを工

夫し食べ方を提案するなど、コンニャク

の消費拡大を常に心がける取り組みは、

写真10 観光パンフレット

びついている。
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その他、松井氏は]A利根沼田の理事やコンニャク研究会長、 ]Aコンニャク生

産部長等を腔任し、現在も、招田市観光協会副会長や沼田市圏芸振興会長等の役

職に就き、高い見地から地域農業の振興や農業後継者育成や活力ある地域づくり

に貢献しており、今後も一層の活躍が期待される。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課生産専門官上杉弘)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財産物(まゆ)

受賞者谷津 義春日

住所宮城県伊具郡丸森町

受賞者のことば 谷津義和

この度は、栄えある日本農林漁業振興会会長設を頂き、身に余る光栄に

存じます。

私の住む宮城県丸森町は、福島県境に位置し、阿武隈)1 1 となだらかな丘

陵に阻まれた、昔から養蚕が盛んなところです。

我が家は養蚕を主体として、冬期jに干し姉、春期にたらの茶、わらび等

のはl莱の他、しいたけ、水縮という複合経営を行っており、年間を通して

中 UJ間傾斜地ならで、はの風ゴ二を活かした農業を営んで、おります。

昭和46年高校卒業と同時に就農し、計画的な蚕室の増築と桑箆!の造成を

行い、また、平成 8 :f:r:から 9 "r:.にかけて財団法人大日本蚕糸会「先導的養

蚕農家育成推進卒業」の地域実証農家として、稚蚕人工飼料飼育装援と自

動壮蚕飼育装i貨を導入し、規模拡大と省力化を実現してまいりました。

養蚕において、私が最も心掛けていることは、優良臨の生産です。適正

な温湿度による飼育、上族環境の管理と、鹿条たいJl~や稲わらたい肥等の

有機物の還元による栄養価の高い桑葉生産に心掛けております。

近年では、従事者の高齢化とともに農家戸数もわずかト数戸となり寂し

い限りですが、我がIUJでは、蚕・繭・桑などの地域資源を活かした産業の
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受賞者のことば‘

育成、振興による町の活性化を図るため、平成16年度より 10年計画で、伝統

と歴史のある養蚕の再構築事業「丸森発シルクロード計画」を開始してい

ます。このような状況の中でも、 IIIJを挙げて取り組めることは大変嬉しく

感じますし、この気運がさらに大きくなるように、共に計画の達成に向け

て励んで、いきたいと思っています。

最後に、今後ともどこに出しても恥ずかしくない上質の繭を生産し続け

ることを宣言し、これまで私を支えてくださった地元養蚕農家をはじめ、

]A、 110\ 県、財閥法人大日本蚕糸会等、関係者の方々に厚く御礼申し|二げ

ます。誠にありがとうございました。

地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件浸び、農林水産業の概要

丸森IIIJは、宮城県の最南端に位置し、仙台市

から約49kmの距離にある。福島県に突き出た地

域を含み北部に白石市・角田市・山元町、南部

に福島県新地阿・相潟市・伊達市に接してい

る。

町の北部を南酉から北東に阿武隈川 iが貫流

し、その流域と支流河JIIの流域一体が平坦地を

形成している。標高は南高北低で、300m~500m

内外の山に閉まれた盆地状の地形を成してい

る。

町の面積は273.34平方加で、耕地率は14% ・

林野率が70%を超える典型的な中山開地域であ

る。

年平均気温は約12.5
0

C と県内では比較的温暖
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であり、年rl#J [Ij李水量は約1，200mm、積雪景はO.3~O.5mで官IS;J:艮雪となるものの交

通遮断となることはない。 避霜は 5 月中旬、早霜は10月中旬頃である。

土壌は、砂壌土が多く阿武j制 11 を 1:ド心とする河成沖積の砂土及び、砂壌土が分布

している。

農林水産業の概要については農産物の価檎下落・農家数の減少に伴い、農業生

産額は年々減少傾向にある。平成 7 5Jミで、は当該生産額が65倍( 2 千万円あったもの

が、平成155(三では48億 7 千万年と減少している。 l持に米の粗生産額での低下は顕

著で、平成 7 年で21億 8 千万円あったものが平成15年では13億 9 千万円となって

いる。要因としては生産調整実施面積の拡大と米側の下落基調にあると忠われる。

平成15年の作物別の割合は、米28.5% ・畜産59.1%・野菜6.6% ・果樹1.6% とな

っており、以前は米と事産が粗生産額の大半を二分していたが、相対的に米への

イ衣存}支がf!J:T している。

第 l 衣農家数(単{立:戸)

('m成jJE林水産統計年柱。

第 2 表耕地問積(単位: ha) 

3.840 

3.620 

3.420 

2,090 

2,030 

1.900 

1,750 

1.590 

1,530 

耕地泌総 111 対
引
川

第 3 表農業務i生産額(単位:二i二万円)

0:(減Jl~，f1く水戸f統計年程l)
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また、野菜、山菜、干し柿、椎茸、炭、タケノコ及びその加工品などの多彩な

農林産物等の宜売活動や地場農産物を利用した農(林)家レストランのアグリビ

ジネス、滞在型市民農園や農村体験等の農林業体験活動などグリーンツーリズム

への取り組みが盛んである。

イ 丸森発シルクロード計画

当IllJは、かつては「ミルクとシルクの町j として、養蚕は繭の粗生産額として

は昭和54年の12.6億円(養蚕戸数1.116戸)を最高に中山間地域の重要な基幹作物

として盛んに行われていたが、高齢化及び繭価の低迷等により、衰退の一途をた

どり、平成15年にはわずか21戸の養蚕農家(繭生産額19.845千円)を数えるのみ

となった。

しかしながら、最近になって、養蚕の素材が見直され、県が開発した全国無ニ

のシルク和紙の生産や桑の葉・桑の実の食品活用、繭の持つアミノ酸効果に着目

した新たな分野での活用などが行われるようになってきたことから、その推進に

より地域の活性化が期待された。

そこで、蚕や輔の持つ、優れた特質、養蚕に関わる桑など全てを生かした地域

産業としての育成、振興により雇用を拡大し、当町の経済活性化と遊休農地等の

有効活用を図るため、平成16年に10か年の計画で伝統と歴史ある養蚕の再構築事

業「丸森発シルクロード計画」を策定し、丸森発シルクロード計画推進委員会を

設置し、担い手の育成(養蚕継承、生きがい養蚕グループの掘り起こし)、養蚕

文化・歴史の継承、蔽・桑等の地域資源を活用した付加価値産品の開発・支援、

販売体制の整備等を目標に下部札織 5 部会がそれぞれの活動を展開している。

(2) 受賞者の略産

昭事1146年に宮城県伊具高等学校を卒業すると同時に農業に従事。 1=1=1111間傾斜地

という立地条件のなか、計画的な桑園の改植等により、規模拡大を図ってきた。

収繭量は、昭和48年に 1 t 、昭和ω年に 2 t 、平成 4 年に2.5 t に達し、王子成17年

までの34年間累計で61 t を生産している。養蚕を主体とした干し姉、水稲、山菜

等の複合経営を継続し、常に高品質繭の生産及び経営改善に取り組んでいる。
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写真 1 桑間を背景にする谷津義和氏 写真 2 傾斜地の桑関

平成 8 年からは、先導的養蚕農家育成推進事業(財団法人大日本蚕糸会本部事

業、以下財団事業)の地域実証農家の…良として活躍し、地域の農業を担う者と

して、効率的かっ安定的な経営体を築く

プロの農業者として頑張っていこうとの

意思から、平成11年「農業経営改善計画」

を作成、認定農業者となっている。

以後、平成14年からは県内第一位のJI又

臨量を維持している。

第 4表谷W:義和氏の農業経営の足跡;

"1' !支 予定 ~&jfH泌総 水稲栽J骨iúî右i おId&NmJ百五1i シイタケ原水 世lì 考

a a a イヰ

11日干1l 46"1' 190 60 40 1,500 。tn尚喜事 è;q交卒業後就tz

48"1' 190 60 40 1.500 |川同111C綴駒a jA 1 トンを i幻北
60"1ユ 190 60 40 1.500 長 2 トンを i主成

すり&: 2 "1ミ 250 60 40 1,500 持f布1;粂 i主!の:ì!ÏJ災

4 iド 250 60 40 1,500 I1文時奇抜2，5 トンを迷!え

8 "1' 250 60 40 1,500 在t&人工ír.U料 ff施設さ手の滋入

9 "1' 250 60 40 1,500 t! 資自重h飼育施設句、;の導入

17"ド 250 60 40 1,500 

円i



2 受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

受賞者の経営は、養蚕を基幹作物としてオd泊、干し柿及びシイタケ、 111菜等の

複合経営であり、経営耕地面積は、桑園250a (うち借地25 a) 、水田ωa 、樹岡

地40a である。樹圏地では柿を栽培している(第 5 表)。

第 5 表経営附積

農業労働力は、本人 第 6 表労働力

及び両親の 3 人であり、 氏名 総和j 年前i? j;2業従事 EI 数

年間農業従事日数は本
谷i'lt 義和l 本人 54:才 320f:l 

致命日目 父 79才 29011 

人320日、父290 目、母 タカ i手 78才 270[1 

270 日である。その他、
i臨時腿JIj のベ24人 x El 

上競時における臨時雇

用のべ24人となっている(第 6 表)。

作業体系は、 2 月から 10月にかけて栽桑・養蚕、 5 月田植え、 10月稲刈り、 11

月から 2 月にかけて柿の収穫及び干し柿の加工・出荷作業となっている。

中山間傾斜地という不利な条件を最大隈活用し、桑や柿を植栽して、養蚕や特

産の干し柿を生産するとともに、山林をj舌用してシイタケやタケノコ等の山菜を

率良培している。

(2) 経営の成果

密植桑関及び条桑メ5域機による桑収穫の機械化や多段循環自動壮蚕飼育装置に

よる壮蚕飼育機械化一貫体系を実現することにより、年 7 回という多回育養査を

実現している。

また、中山間傾斜地という厳しい立地条件のなか、養蚕を主体とした7M雨、干

し柿、シイタケ等の複合経営を行い、農業経営の安定を図っている。
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第 7 表年間の作業体系と労働時間(時)

作 11 1 )1ι2 JI . 3 月 4 J1 5JIGJI 7 月 8J1 !) )1 10 月 11 JJ . 1~ JI 

I是止と

今場妥協狩i 出1

議侍長女j 品 : |制H桑j，Wij'~I! く〉
リ‘“jitι 

曜')除\'/( う

;l，布i 近付fj 0;附ぇ 'Uì![s~H 正刈!り帥i 必一よみ診 i 

う延 う
|二 llilì

ぷ与 婦4
t制L

> l

Illl¥:I: d: > 延 IU仰ぐーろラ
シイタウ 伐採・倒的

く以後:・ d. Iln~:r II)(f事・乾燥・ IIH:;r
ぐ l ラ: CE--:-) 

)必殺前 JIJ シイメ ケ 1治 シイ タ、、ケ
自j~Tf長 F し il; j¥:n� 、 7 し ;1;

l -.!i支本
十 llil; 二制 〉ニし lilí

|徐泌総

労働1I.'i1l11

兆五f 1,782 120 95 69 319 358 359 ~H ，j 1'10 8 

240 

160 
410 6 

48 8 8 8 8 80 40 

160 8 8 160 160 

シイタウiコ6195462 0 40 16 

タケノ ,10 

,H- 2,910 160 160 184 191 173 327 374 375 322 220 240 18,j 

3 受賞財の特色

(1) 技術(桑園管理、飼養管理、機械施設科用体系等)

ア桑雷管理、桑収穫

桑間管理は、平成 2 年度高能率桑園田地育成事業によりωa の密植桑闘を造成

するとともに、パインダー型条桑メリ取機を導入し、土地生産性の向上及び薬収穫

能率の向上に取り組んで、いる(写真 4)。繭1∞見当たり採桑時開は29時間となり、

省力化に大きく貢献している。

肥培管理では、稲ワラ土中たいJl巴や廃条たい肥等の自給の有機物を桑到に還元

して土づくりを行い、樹勢の維持及び薬の単収向上に努めている(写真 5 )。
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写真 4 密植桑IlNI

イ稚蚕銅膏

稚蚕飼育は、平成 8 年度先進養蚕経営

確立対策事業(財団事業)で、稚蚕人工

飼料飼育装置、人工飼料給餌機、人工飼

料保存用冷蔵庫及び煙霧消毒機を導入

し、稚蚕飼育の安定並びに計画的な揖立

による年 7 恒1 (平成17年は 6 回)の多国

育養蚕が図られている。また、地域の養

蚕農家の委託を受けて稚蚕飼育を行うな

ど、地域養蚕の振興にも貢献している

(写真 6 )。

ウ壮蓋飼育

写真 5 廃条たい把

写真 6 稚蚕人工餌料飼育装置

壮蚕飼育は、平成 9 年度先進養蚕経営確立対策事業(財団事業)で、多段循環

型壮蚕自動飼育装置(ボンピックス) 8 箱タイプ 2 基と動力条払い機を導入し、

上繭100kg当たり労働時間は餌育33時間、上競19時間となり、省力化されている

(写真 7 ， 8) 。

工藤中管理

干し柿用に導入した除湿機を上競室の環境改善のために活用して、解じよ率の

向上を凶っている。特に多湿時に改善効果が発揮されている(写真 9) 。
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写真 7 多段循環型壮蚕自動飼育装置

オ環境整備、防疫

薪暖房の送風ダクトを自作し、島j育中

は蚕室に、上競中は上族議にilffi品Lを送り

込めるようにするなど，通常機材の活用

と工夫により、飼育環境の適正化に努め

ている。また、暖房用の燃料として魔条

を有効利用している他、ほだ水のはねも

のを炭にして中蚕室の保温に活用してい

る(写真10， 11) 。

写真 8 給桑作業

写真 9 除湿機による張中管理

防疫では、高圧洗浄機による洗浄、競銭消毒機による無人消毒を実施するなど、

防疫管理を徹底している。また、蚕病予防の観点から、税蚕、 1:j::J蚕、 ~t蚕、 j二族

写真10 薪暖房機 写真11 送j民Lダクト
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室を完全に分離し、作業手順の体系化及び作業動線の一定化を確立し、結幻ました

蚕病予坊対策により長年にわたり安定した臨生産を実現しているO

特に、財団法人大日本蚕糸会が開発、実証した消石灰上澄み液散布方法を直ち

に導入し，蚕室，蚕室周辺及び作業動線等に散布することで，蚕作の安定に効果

をあげている。

力作業労働の軽減

限られた労働力で、独特のアイデアにより作業労働を軽減化し、繭生産量2.5

トンの経営を実現した。

①計画的な整備により、桑留をすべて近

隣に配置している(第 3 図参照)。

②密植桑園及び条桑刈取機を導入してい

る。

③労働軽減のため 5 齢蟻食期用採取桑闘

を設けている。

④壮蚕室の 2 階に上藤室を設け、昇降機
写真12 1 階蚕室と 2 階上族室を結ぶ昇降機

を使って、熟蚕や摘を運搬している(写

真12) 。

(2) 経営(複合経営、高品質稿の生産、副産物の活用等)

ア接合経営

養蚕を主体とした複合経営であり、桑

国管理→シイタケ・ 111莱→田植え→養蚕

→稲刈り→干し梯、という年開を通して

適正な労働配分及び施設の相互利用によ

り農業経営の安定に取り組んで、いる(第

2 図)。

干し椋は、蚕期終了後に皮むき作業し、

上競室を柿の乾燥場に利用して生産して 写真13 上競室を活用した干し柿生産
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第 21ヌ! 被合経営のメリット

月別労働時間配分

ロタケノコ 40時澗ロシイタケ 152時間際干し柿 696時原
図水稲 240時間口養蚕 1 ， 782B寺間

400 

350 

300 

250 

Z20日仏
150 

100 

50 戸

。

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

おり、平成12年度みやぎの果樹産地確烹推進事業で除湿機を導入し、最適な!j吃煉

状態の商品質な干し柿を毎年40∞01閤前後出荷している。また、この除湿機を養

蚕のよ族主主にも利用している(写真13) 。

米は、養蚕と労働競合しない晩稲のコシヒカリを導入し、栽培ごよみに記載さ

れた使用資材(農薬・肥料)のみを使用し、安全安ー心を追求した、こだわりの減

農薬・減化学思料栽培に取り組み、「ふるさと安心米j として出荷している。

シイタケ栽培におけるほだ木管理は、生産能力の落ちたものを排除し、新しい

ものを追加する方法で省力化生産を確立している(写真14)。労力分散のために

-177-



第 8 表主な機械施設の整備状況

EZ機よL及び施設
区分

名 初: 能力・規模

桑凶管理 トフクター 21ps 

耕まえ機 7 ps 

動力 I設綴機

草刈機

桑収干些 条桑刈I訳機 38.2rri 

巡鍛4L 3 総16f:~í

稚 lli飼育 者t蚕人工郎育室

稚蚕人工飼~:I 育装 i泣

人工飼料給斜機

人工館宇1m;制定路

'1'資飼育 I!"蚕専用飼育祭 180.0ぱ

簡易飼育台

壮蚕飼育 tl 蚕飼育祭 117.0ぱ

壮主主自動飼ïT~装置 8 f:rﾎ 
日正 動力条払い機

芥l毒機

波 I!t管理 専用.1:淡家 90.0rri 

除iP機

環境3衰弱ìl 送用il式l暖房イ幾

循環j;j，î

取J疫 前i圧洗均機

燦主義iì~1Jj;機

動力 I'l'tí導機

経常 ノf ソコン

その他 自動収機毛;])J1収機

トラック 'ï峰

生でなく乾燥して出荷し、 1 kg当たり

2.αlO円から5∞0円で販売している。また、

その乾燥は、稚査用蚕箔を組み立て、養

蚕用の薪暖房からの温風を送り込む自作

の乾燥機を使用している。

イ 高品質繭の生産

繭の品質向上のために、事前の入念な
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台数
技術の内容

1tr 桑飼管理作業の機械化

1 "ﾉ� 

l 台

1 台

1 i令 桑収筏作業の機械化

1 t� 

1 -3 齢人工剣科71

1 i乙二1、

1 iう

lf-� 
多凶Tfの導入

飼育・給桑作業の省力化

21左

lﾉ� …!ニ淡{'f業のずI力化

1 台

1- 族環境の適正化による i弱気改善

1 台

3 台 飼育・上波環境の適正化による作柄安定

1 台

I カ 宣言宗蚕兵類のìj'fì争の1tì力化

I 合

lt� 

1 台 パソコン複式簿記導入による経営管理j!の合現化

1 合 JI;{i!露作業の省力化

1 台

写真14 シイタケのほだ場



j青J母・洗浄とともに煙 第 9表上鰯1∞kgあたり労働時間(単位: r時間)

霧泊毒機による蚕室消

毒を徹底している。特

に族i判明には除濯機や

循環扇を使用して楓湿

度及び気流を改善する

など飼育・上族環境の

適正化を心がけており、

繍単価は全i主!の1.784円

(平成15年~17年 3 ヵ年

王子均)に対し、1，861円(同)の高品質繭を生産している。

J�i 11 本人 1升~~J1!!.主主の平均

殺さ主 18 40 

1長刈り校条3史滋株ît~( し 10 25 

緋うん施H目、IjJ緋、 i徐 l;( 8 15 

主主主t 88 160 

摘さ皇、 条主主刈取 29 60 

剣ずf 33 60 

UJ長 19 30 

収納 7 10 

106 200 

うち家政労働 100 190 

[うち刷j 6 lO 

ウ経営管理

財団法人大日本蚕糸会先導的養蚕農家育成推進協議会の麟生産費調査に取り組

第10表複合経営による養蚕施設の費用軽減

施 エtU1ζb JfJll"]o{f. 附}昨年数 J[:{jlJ似'Mi
1V1J分担!の然 1"1'.切(%)

後宣言 水稲 「し十ìli その他

jl~f:トラック '1勺;X; 13"f 4 630,000 50 30 10 10 

トラクター '1勺品:l l{F 8 2,000,000 50 50 

ローダー 平成1l"1': 8 800,000 50 50 

徐被乾燥機 平J&:13{F 8 162,500 50 50 

芥l玲機 ゑiι1災 13"1': 15 llO,OOO 50 50 

ノ f ソコン 王子JvGl 5'ド 3 214 ,956 50 30 10 10 

第11表年次別養蚕成績

年次
ぷi .¥!- J:.I溺収 ht (kg) i溺 1'{ 

!日i 数 総数 糸歩 Wf じよネ 選除鰯歩合
(11'-) 

(1m (紛)
J[)(j�:: キtïJl又 d弱t持

(%) (%) (%) 

ヰ勺&:ll 7 50.50 1,726.3 34.2 4 八 20.27 80 

12 7 56.50 1,770.5 31.3 3A 20.03 79 

13 

7771ii 5a4E15210 5 3 

1,791.5 30.1 4A 18.59 84 3.4 

14 1,851.6 33.8 5A 19.27 86 0.2 

15 1,793.4 32.5 4A 19.73 80 0.1 

16 7 55.00 1,880.9 34.2 5A 19.96 86 0.1 

17 47.75 1.657.0 34.7 4A 19.29 81 0.2 

ハ
可U

ゥ
，
.



むとともに，経営管理を合理化するため、平成15年度からパソコンによる複式簿

記を導入して、コストの削減による所得率の向ヒに取り組んで、いる。

4 普友性と今後の方向

(1) 普及性(地域に対する貢献、養蚕を含む地域農業における役割、

技術・経営面での指導性等)

ア優良繭生産のリーダー

昭和必年地区蚕業青年会に入会以来、グループ活動を通して積極的に養蚕に取

り組み、平成 2 年から 7 年まで地区蚕業青年会長を務めるなど、真面目で、常に

向上心を抱き、絶え間ない努力と独特のアイデアと実行力により、地域の誰もが

認める最高の{憂良繭を生産するリーダーとして信頼が厚い。

イ 新規就農者、養蚕体験者等の技術的指導者

丸森発シルクロード計画が開始すると

同時に養蚕飼育を始めた同地区内の養蚕

継承グループ、並びに王子成17年度から養

蚕を開始した新規就農者に対して技術・

経営隔で助言・指導するなど、地域の養

蚕振興に欠かせない存在となっている。

また、地元に養蚕体験実習生として滞

在する都県の大学生等に対して、技術指 'l::;.tr:!1 
今真15

導を通して養蚕の魅力を紹介し、交流を 平成17年より丸森町にて養査を開始し

深めている。

ウ 地域に対する貢献

た新規就農者に対し、助言を行なって
いる谷津氏

養蚕における地域に対する貢献として、委託による稚蚕飼育、養蚕体験実習生

の指導及び交流、イベント展示用のカイコの餌育及び桑の提供、新規就農者の指

導、蚕業青年会の運営活動、桑生育調査ほ(モデル桑園)の設置協力などがある。

なお、地域資源の活用の前提となる資源維持については、近隣の山頂付近に予
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第 3 隠I 1.J)[吊蚕索、桑i議開;の配置iまi

粂|麹 30 a 

主主 ì\';j 100m 出入り 1:1

会主 主長|材、水111 (搬 110 、 m樹l品1 (わ|均等は限必lαト獄)mの傾斜地にあり、 i灼Jを'1'心に判手 lkm以内に存ú する。

定された産廃処理場建設を断ー念させた経緯もあり、地域・環境保全活動を行って

いる(第 3 図)。

(2) 今後の方向

ア丸森発シルクロード計

画の推進、支援

受賞者の優良樹は、地元利

用者に高い評価を得ており、

シルクロード計削工芸品部会

の原料としてシルク和紙、ネ

ットロウシルク及び生繰り生

糸生産に利用されている。今

後は、関わる 5 部会とともに
写真16 J材団法人大日本蚕糸会表彰状に使われた付加伯î11自の高い崩品開発に取

丸森シルク和紙(材料の絹は、…部谷ìóド
り組み、地域特産化を目指し 義手11氏の繭が使われている)
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ている。

丸森発シルクロード計画では、養蚕生産部会の助言者として、他の養蚕農家へ

の優良繭生産指導のほか、地元小学校の総合学習支援や町、郷土館が主催するイ

ベント「まるもりシルクフェスタ」で展示する蚕・桑の提供等の活動を継続して

いくことで、町の養蚕再構築事業を推進するための欠かせない存在として、今後

も地域の養蚕振興に貢献することが期待される。

イ 中山関傾斜地の農業、農村振興

受賞者は、地域資源の活用、リサイクル農業を実践している。具体的には、先

祖代々受け継いだ農地、山林を荒廃させまいと、桑園、椅園、棚田、竹林、里山

等の!浪られた資産を有効に活用しながら、繭、干し姉、米などの生産物は何より

も品費重視を第一とし、タケノコ、わらび、たらの芽等の豊かな自然の恵みを活

かして、中山間傾斜地における生産活動を営んでいる。

また、農村文化の伝承等の地域交流活動、農業水路、畦畔の草刈り等の環境整

備や消防防災等の活動に率先して参加し、近隣の農業者とともに幸せな農家生活

を営めるように日々努めている。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課産地指導班地域特産企画係長宮田和彦)
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天皇杯受賞

1:1:1品財産物(木材)

受賞者気仙木材加工協同組合連合会

住所岩手県陸前高国市

受賞者のことば、 気仙木材加工協同組合連合会代表 佐々木 英一

今回の天皇杯受賞は、歴史ある気1111地方の林業に携わった諾先輩方と仲

間、関係者のご尽力があってこその賜物であり、また気1111木林加工協同組

合連合会歴代の役員逮が気仙スギの将来を見据えて針葉樹の構造用製材 J

AS規格品をはじめとする製材品の品質向ヒに並々ならぬ努カを続け、地

域の製材業の模範工場としての認識を持ち徹底した品質管理、高度な技術

維持、研鍛にお:をあげて取り組んできた成果であり、その栄誉ある受賞を

葉く受け止めております。

気仙地域はスギが主体の林業地域で、「気仙スギj は当地域から産出・加

工されるスギ製材品の名称として使用しております。また、当地域には江

戸時代から続く「気仙大工」という独自の技能集団が形成されており、家

大工でありながら神社仏閣の建築をも手がけ、さらには建具や膨刻までも

こなす技術力は全国的にも評価が高く、現在に至るまで気仙地域の林業の

発展を支えてきました。

近年になって気仙地或は気仙木材加工協同組合連合会の他にも段階的な

追加投資によりプレカットや集成材工場を立ち kげ、相互の資本出資や製

材品購入、製材・乾燥技術の指導など、連携しながら「気合11スギJ の安定
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受賞者のことば

供給を目指す、地域ぐるみの川上・川下一体の取組みを行っております。

今後とも初心を忘れず良い物をつくれば必ず売れるという信念のもと、

更なる品質向上のため技術の継承と後継者の育成に努めて参りたいと思い

ます。

地域の概要と受費者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

気仙地域は岩手県の

東南部に位置し、東は

リアス式海岸の太平

洋、西は北上山地と、

南は宮城県に接してお

り、大船渡市、陸前高

田市、住田町の 2 市 1

11fTからなる「気仙スギj

を産地とする地域であ

る(右悶)。

気仙地域の総面積は

8 万9，200haで、県面積の 6%に当たり、森林面積は 7 万6，000haで、森林率は

85%、蓄積は1，591万ばである。民有林面積は 6 万3，500haで、そのうち人工林面

積は 3 万4，680ha、人工林率は54.6% と県平均の43.7%を大きく上田り、県内で最

も人工林率の高い地域である。その蓄積は1，172万ば(I ha当り 338rr1)である。

人工林の樹1垂別内訳は、スギ 2 万2.3日ha (64.5%) 、アカマツ8，印Oha (24.8%) 、

カラマツ2，960ha (8.5%) 、その他針葉樹620ha 0.8%) 及び、その他広葉樹150ha

(0.4%)であり、気仙地域はスギが主体の林業地域となっている。

これらの人工林は、利用径級に達した主伐期である 9 齢級以上の林分が42%を

184 



占め、 4~7 齢級の嬰間伐林分36% も次々と利用径級に達することから、今後、

ますます素材の供給力が高まることが予想される。

(2) 地域の木材工業の概況

気イll!:l出域の素材生産量は10万6.8∞ぱ(王子成16年)で、このうち森林組合が間伐

材を主体に30%、素材生産業者が70%を生産している。製材宇工場は29社あり、年

間の素材需要量はおよそ12万ぱで国産材製材主体の地域である。木加連は地域最

大の製材工場で、平成17年の素材消費量は 4 万167ぱとなっている。

また、気仙地域には合板工場が 1 工場あり、悶産材を原料ーとした針葉樹構造用

合板等を生産している。製材用に向かない間伐材や低質材の利用拡大に努めてお

り、気他地域を含む大槌・気{11J川流域を中心にした平成17年度の国政材使用量は

3 万3.α)()m となっている。

2 胴受賞者の略歴

気柏木材力LI工協同組合連合会(以下

「木加速」という。)は、昭和62年 5 月に

地域内の森林組合( 4 組合)、素材生産

業協同組合( 1 組合 9 名)、製材業協同

組合 (2 組合18名)、建具協同組合(I組

合 9 名)の 8 組合からなる協同組合連合

会として設立された。その後、森林組合

の合併等に伴い、気イ1I1地方森林組合、!建

前高田11j森林組合、住問素材生産業協同

組合、陸前高田製材業協同組合の言j~ 4 団

体に再編され、現在に至っている。

写真 1 気1111ネ:t~加工協同組合連合会の役員
(1 ド央:佐々木理事長)

木加速は大船渡市、陸前高田市、{主IIJ IIlJの 2rlj 1111Jからなる気仙地域に立地し、

昭和62{j三当時、当地域では、スギ間伐材を主体に素材生産量が大IjJ高に増加する状

況にあったことから、地域林業及び木材関連産業の活性化を民るため、間伐材・

並材の加工に主u良を置いた当時最新の木材加工機械を備えた製材工場を設置し
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たo

*1JO連の結成に当たっては、素材供給の逼迫化や木材市場への影響、生産され

る製材品の出荷先の競合について地元関係者に不安の声があったことから、製材

業協同組合、関係市町、県などと協議をすすめ、

(1) 素材については、間伐材を中心に森林組合なとr構成員からの蔵接搬入に努め

ることとし、木材流通センターからの購入を極力手控えること

(2) 製材品については、主な出荷先を県外(関東国及び、仙台圏)車場とすること

などを決め、地域における素材需要の競合、素材単価の高騰、製材品の供給過剰

に配慮することとした。

現状では、木加連に入荷する素材 4 万rrìのうち、 70%は随意契約による構成員

( 2 森林組合で42%、住田町素材生産業協同組合28%) からの直接触入となって

おり、残る30%を工場に隣接している岩手県森林組合連合会陸前高田木材ー流通セ

ンター (10%) と構成員外 (20%) から買入れている。

受賞者の経営概要

仁経営の概要

木加連は創業以来、素材生産から力o工・流通に至る一貫した体制のもとに、気

仙スギ加工製品の首都圏及び、仙台市場など大消費地への出荷パイプを創出し、地

域全体の林業・木材産業の活性化に先導的な役割を果たしてきた。

木加速の経営状況は、平成16年度まで17期連続で経常収支を黒字とするなど健

全な経営を維持しており、全国的に協同組合による製材事業の苦戦が強いられる

中、協同組合方式の成功例として注目されている。

木加速への素材の搬入及び木加連からの製材品の出荷の流れは次頁の図のとお

りとなっており、気仙地域の森林組合や素材生産業協同組合からは素材の安定供

給が図られ、また、陸前高田製材業協同組合が木加連から買い取った乾燥材等の

製品は地場の工務店等に供給されており、地域の連携がうまく機能している。



県森遼陸銭高田
木材流通センヲ一

因→一業体
A、
Zコ

砂|会

: 東北図市場 i 
開センヲー

イ畑町制生産業協同組合 ~I 素
地材

気

域認j倒的…一 l 木

:1寸側地方森林組合 i→I ~ I…1: 
調ー

=1→臨時林組合片問→ ii
源 i 申|議組

逢

一i
J
h
J

一
の
店
~

一
場
務
m

r地
工
」

2. 経営の成果

木加速は気1lh地域を代表する大規模工場で、あり、製品管理を徹底し市場ニーズ

に即略した製材品生産に取り組んで、きたことにより、気仙スギというブランドを

地域外の木材業界に認知・浸透させた、という点において重要な役割を来たして

いる。また、地域の中核的な事業体として確実に成長を遂げてきたこれまでの努

力のプロセスは、後続の「けせんプレカット事業協同組合j、「三i笹木材高次加工

協同組合J、「協同組合さんりくランパー」の設立という、段階的な追加投資によ

る気仙地域一体となった林業生産システムの確立に繋がっている。

受賞財の特色

1 .技術

(1) 製材施設及び製材工程

木力11速は、設立当初から間伐材を主体としたスギ1:1:1・小径木による敷}吾、 II~!~厨

等の羽梢材生産を目指し、レーザーマーキング付台車付帝鋸盤、レーザーマーキ

ング付ツイン帯鋸盤など、最新鋭の高性能大量生産施設を整備した。

木加速が保有する主要機械は以下のとおりである。

サンダー 1 台 自動送材1'.1丸鋸ツイン I 台

一187-



チッパー機 2 台 自動送材付帯鋸ツイン 1 台

ツインテーブル 3 台 丸鋸機(角材・背板用) 1 台

丸鋸ツイン 1 台 モルダー 1 台

乾燥機 8 恭 フインガージョインター 1 台

グレーデイングシステム l 台

複合製材加工機(フ。レーナーギャングソー) 1 台

木加速は、構成員等から納入された間伐材主体の原木を高度な製材・乾燥技術

を駆使して羽柄林の生産を主体とし、さらに心持ち柱材やFJ間柱など高品質材

の生産に取り組んで、いる。

原木はまず、土場において径級・長級加に九まい積み」し、剥皮から製材工程

に移行する。製材工程では粗挽き段階から寸法、品質等区分の選別を厳正に行う

など、各工程で、すべて品質チェックを行い作業を進めている。羽栴材の場合、評

価が高いとされるスギの林色を際立たせるため、[粗挽き→天然乾燥→人工乾燥

→仕上げ]という工程をとっている。

製材施設については、近代的な機械を導入するとともに作業の安全化を|認るた

め、施設内の作業場を広く、明るくし、安全で快適な作業環境の整備に配慮して

いる。新しい製材技術の導入などコストダウンを国りながら、 JAS製品を主体

とした規格品の生産を厳正に行っている。

(2) 気仙スギの特徴を生かす製材と乾燥材生産

気f山地域で、産出されるスギは、古くから「気仙スギ」と呼ばれ各地で高い評価

を得ており、その魅力は木枇のツヤの良いこと、また淡い丸みを帯びた芯材の美

しさにあり、手ざわりのi暖かさも格別である。このため、木加連は素材のもつ木

肌の美しい色合い、香り、艶などの特徴を生かす製材技術を開発し、「気仙スギJ

ブランドの確立に大きく貢献してきた。

また、製材品の乾燥の必要性については、早くから認識しており、平成 2 年に

木材乾燥機を 2 基導入し県下の先鞭をつけ、木材損傷防止等の研究を重ねてきた。

特に、技術向上、省力化に努め、平成10年度にはマイコン自動制御付き乾燥機を

導入するなど、技術の進歩にあわせて新しい乾燥機の導入や更新により、現在は
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写真 3 乾燥機

8 恭をフル稼働している。このような取組により、乾燥については針葉樹構造用

製材 ]AS規格のD20を取得し、品質管理を徹底している。

(3) 製品の品質管理の徹底

木加速では、製品の品質管理等に関する内部規程を定め、特に乾燥度・す法精

度、材の平行度、製材品の品質・等級の選別、不良品の混入防!上等に努めている。

さらに、品質管理委員会を月 1 間開催し、品質の確保・向ヒに向け諸問題を守録す

するとともに工員の品質管理に対ーする意識の向|二を図っている。

また、針葉樹の構造用製材 ]AS制度にも積極的に参商し、王子成元年に ]AS

認定工場となり、平成15年にも製材等(構造用製材・下地月U~材・人工乾燥構造

用製材)おタイプ(J FW' B ・ 11 ・ 15) の新 ]AS認定を受けている。製材品

の乾燥、 ]AS規格への適合化に対する積極的な取組みは、地域の製材業及び J

AS工場の模範となり、問地域の製材業のレベルアップに貢献してきた。

(4 ) 環境に配慮した生産システムの実現

さらに、平成16年には、環境に配慮した生産システムの実現を目指し、木材乾

燥用熱源と工場内暖房の蒸気製造用として工場から排出されるパークや端材を燃

料とする木屑焚きボイラーを導入した。これにより、端材処理費用と乾燥材ゐ生産

における重油なと守の化石燃料の消袈'量の大11痛な抑制を図っている。
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写真 4 整理整頓された工場内 写真 5 木屑焚きボイラー(手前は端材)

2. 経営

(1)販売戦略

木加連の製材品の出荷先は、関東・東北市場が97%、地域内の同業者が 3%と

なっている。

以前は工務店を対象とした取引も行っていたが、ここ数年間で出荷先は大きく

変わり、関東盟の市場から高い評価を受けていることから、現在は市場売りを中

心とした販売戦略を立てている。

木加連が、市場から高い詰守匝を受けている理由は、製品の品質が優れており、

かつ安定供給能力に長けていることにある。現在、市場の取引量が年々減少する

中にあって、供給先を厳選した販売戦略に転換しており、その前提として、供給

する製材品の品質が良く、かっ安定供給可能であることが条件となっている。

このように木加連は時代に即した販売方法をとってきているが、何よりも基本

にしていることは、高度な技術をもってよりよい製材品を作るということである。

(2) 製材品の概要

木加連は国産材スギを100%使毘し、間伐材を主体とする原木から羽柄材を生

産し、住宅用内装材としてフローリング材、腰壁床材、構造用材料としての心持

ち柱材やFJ間柱を生産している。また、木加連では、早い時期から乾燥機の導

入を図っているが、設立当初から製品の主な出荷先を関東圏に絞り、厳しい消費

者ニーズに対応したということが製材品の乾燥にいち早く取り組む下地となっ
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た。

乾燥材生産最は年々増加しており、平成17年度の乾燥材生産最は7訓6ぱで、金製

材品生産量の35%を占めている。

製材品の品質の高さは、 JAS製品はもとより製材品すべてに対して厳正な品

質管理とj剖寸けを行ってきたことによるものであり、この長年にわたる品質の維

持と厳格な格付けによって木加速の製材品は全国のユーザーから棟めて高い評価

を受けている。

さらに、最近の木造住宅の新たなニーズに対しでも、並材を原料に優れた製材

技術によって応えており、こうした幅広い取組みは地元の林業振興の一翼も担っ

ている。

(3) 生産量の推移

本加速は、素材生産から加工・流通に至るまでの一貫した体制を確立すること

により、気1rIIスギの首都留及び仙台市場なとミ大泊費地への出荷パイプを創出し、

生産最を拡大してきた。表 1 は、木加速の過去 3 ヶ年の製材品生産量の推移を

示したものであり、 JII霊前に増加していることがわかる。

表 1 木加速の過去 3 カ年の製材品生践最

'l'-nX; 16"ド!!t 、l完成 17"fI.交

19，915ば 21 ,468ni 

(4) 経営収支

全倒的に長ヲ|く不況の "1こqこあって、木加速は昭和62年の設立時から平成16年度

まで、17}関連続で、当期手IJ訴の黒字を計上し続け、売上高も年度ごとに増加している

(表- 2) 。

しかしながら、全倒的な木材・木製品製造企業の価格競争によって製品単価が

年々低下していることも相まって、平成17年度決算においては初めて経常利益が

表- 2 気111J木材加一一仁協同組合連合会の売上i勾の誰移

平成1;J "FI立

9i立4，445)JPl

、l勺 JX;同 "1斗文 平成17{1ミ!文
一一
1倒立必4Ji1'] I 101.立3，644Jjp]

Q
d
 



1，1α)()万円程度の赤字となったが、その赤字分を解消するため、今年度、社員一i司

で売上高の確保および販売費及び一般管理費の圧縮に努めており、上半期 (4~

9 月)で赤字分を解消する目途が立っている。

(5) 麗用及び就労条件

木加速では事務所と工場であわせて67名が働いており、従業員の平均年齢は44

歳で、ベテランから若手まで幅広い年齢構成となっている(表- 3)0 I労働災害

o (ゼロ)で明るく健康な活力ある職場を創る」というスローガンを掲げ、作業
経験の短い従業員に対しては、熟練作業員が熱心に教育にあたるなど、技術の継

承と後継者の育成に努めている。

労働安全対策としては、工場施設内の作業場を広く、明るくして、従業員が健

康で安全に作業できるよう配慮するとともに、安全管理を同工場の最重要事項と

して、全作業員に徹底している。朝礼での周知はもとより、工場内に看板を掲げ、

危険予知等を意識させるよう努めている。

また、男女雇用均等を推進している事業体であり、就業条件、育児・介護休業

を取得しやすい環境の整備を積極的に行っている。例えば募集、配寵、給与等の

報酬や昇進等において男女均等な扱いとしており、さらにパート従業員の募集お

よび就業条件においても、男女均等な扱いとしている。また、 トイレや休憩室を

加にするなど、作業環境の快適性についても配慮している。

表- 3 気仙オ斗オ力n工協同組合連合会の年齢別従業員数(平成18年 8 月現在)

普及性と今後の方向

上普浸性

木加速は、気仙地域のスギの素材生産量が大幅に増加することを見通し、素材

を丸太のままで県外に販売するのではなく、高い製材技術と厳正な品質管理によ

192 



って「気11lJスギ」の製品として県外市場に出荷し、ブランド確立の一端を担った

協同組合方式の製材工場である。

木加速は、現在も素材生産から加工・流通に吏るまでの…貫した体制のもとに

事業を推進している。気仙地域では、木加速の経営を模範に、その後の「けせん

プレカット事業協同組合」、「三睦木材高次加工協同組合J、「協同組合さんりくラ

ンパー」という、段階的な追加投資による気仙地域ーイ本となった林業生産システ

ムの確立に繋がっており、木加速は、援に続いたそれらの組合に対して出資や製

材品購入、製材・乾燥技術の指導を行うなど、それらが皆連携しながら「気仙材J

による木材安定供給基地を|ヨ指している。

気1111地域は、毎年、陸前高i王nl'iにおいて「気1111スギまつり」を開催し、創意工

夫、商品開発、需要部造、販路拡大の取組みを地域ぐるみで展開している。こう

した取組みは関係者からの幅広い信頼を得ており、地域の林業・木材産業はもと

より県内業界の模範となり j舌性化に貢献しているO

このような気仙地域の地域ぐるみでの)IU:-. • )11下一体の取組みは確実に成果と

して現れてきており、全国から注目を集める仁I~lで今後ますます発展していくこと

が期待される。

2. 今後の方向

理事長の並々木英一氏を始め}長代の役員連は、気イ111スギの将来を見据えて、製

材品の乾燥に取り組み、針葉樹の構造用製材 ]AS規格品をはじめとする製材品

の品質向_1-.に並々ならぬ努力を続け、地域の製材業の模範工場としての認識を持

って、徹底した品質管理、高度な技術維持・研鎖に社をあげて取り組んで、いる。

概して異業種団体による協同組合方式はそれぞ、れの領域に間執するあまり新しい

取組みには消極的であるが、木加述はそれぞれの協同組合のプロフェッショナル

たちが、「気1111スギ」のブランド化と主産地化という一つの EII'19に I[IJかつて集い、

新しい休制を創り U:fていく積極牲を持ち合わせていたといえる。

また、工場はほとんどが機純化されており、この機械を抹作しているのが20代

から30代の表者たちである。木加速は毎年 2~3 人の新規雇用を継続し、技術の

継承と後継者の育成に努めており、若者の活気あふれる製材工場は、生産性の向
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上も図られている。雇用環境が厳しい農111村‘地域において、若年者の貴重な雇用

先となっている。

長引く不況のもと、木加速は消費者ニーズに基づき、良い物をつくれば必ず売

れるという信念のもと、高品質の製品づくりに徹してきた。出産材製材工場は厳

しい状況にあるが、素材生産から製品販売まで、産地の一貫した林業・木材産業

の活性化の取組みのぬつの方向性を示している。

(執筆者農林水産省林野庁布fJE ・保全課課長補佐柴山喬行)
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受賞者のことば、 瀬戸久志

今回の受賞は、私が所属する御殿場J11葵組合の組合員の皆さんのこれま

での努力の結果だと思います。これまで私達御殿場111葵組合の組合員が生

した山葵は、そのほとんどが御殿場農協を通じて市場に出荷されてきま

した。その中で、組合員の皆さんが f御殿場111葵J のブランド化を日指し

て頑張ってきた結果、市場や消費者から高い評価を得るようになりました。

私の住む御殿場Tlîは、静岡県の北東部に位置し、富士 LLJ を間近に仰ぐ標

高5∞m税度の準高冷地にあります。

私の家では、昔から家の近くから宿二l:山の湧水が出ていたようで、総父

が明治の終わり頃から自家用にする程度の 111葵を栽培していたようです。

その後昭和!日年に父が深升二戸を掘ったところ述臭く水脈に当り、富上山の

地下水が大最に掃き /:Hたので、父はこれを利用して JJl葵問を50 a 造成し、

本格的に山葵栽培を始めました。

私は、学校を卒業した後地元の市役所に勤める傍ら父の山葵栽培を手助

けしていましたが、lIiHn59年に父が病気になって療養生活を余儀なくされ

たため、その年に家業を受け継ぎました。就農した当初は、苗の質があま

り良くなかったので、 lull質の良い LLJ葵を栽培:することがなかなかできませ
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受賞者のことば

んでしたが、そのような折に、ある種苗会社からメリクロン苗の分根がで

きたので試してみないかとの話しがあり、これを試したところ良い結果が

得られたので、御殿場農協でこの百のとりまとめをしてもらうことにしま

した。この結果組合員の皆さんにもこの苗が行き渡るようになり、各位の

栽培努力とあいまって市場や各種品評会で御殿場山葵が評価される機会が

多くなりました。

私の今問の身に余る栄誉も、この「御殿場山葵ブランドj の賜物です。

この場を借りて組合員の皆さんや関係機関の方々に摩くお礼申し上げると

ともに、今後も品質の良い山葵を生産する努力を続けていきたいと思いま

す。

地域の概要と受賞者の略歴

上地域の概要

(1) 地域の立地条件

御殿場市は、静岡県の北東部、富士と箱根の裾合いの標高約500mの高原地帯

に位霊する。気候は多雨で
第 1 鴎 静岡県御殿場池区の位置と県内におけるわさびの栽培状況

霧が深く、低温多湿型であ

る。降雪は少ないが、 Z~

3 月にlOcm前後の積雪をみ

ることがある。 地質は寓士

火山灰の痩せたレキ混じり

の砂震土である。

御殿場市は、東名高速道

路御殿場 1 C を始め、良好

な道路ネットワークが整備

されている。そのため、林

産物の搬出が容易で、沼津

静岡際会体
144ha 

その他
2ha 

安倍 a 液7l<士忠臣E
33ha 

o 
御殿綴地区

。

に
UQ
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市等の県内主要消費地や京浜地区への供給地としての好条件を備えている。

(2) わさび栽培の概要

静例県におけるわさび栽培は、今から4ω年ほど前、安倍川川i上流にある安針{倍奇.

清水地宮区Aの有束木で

栽培されるようになり札、現在わさびは静岡県の山開地域の特E蕗産îi品となつている

(第 1 関)λO 同県の栽培}隔磁積 lは土 14必4h凶a、生産量(根茎)は316t、産出額は18億円で

全国の54.5%を占める(第 1 表)。

御殿場地涯では、明治末期から大正期にかけてわさび剖が関かれ、栽培が始ま

ったといわれている。 第 1 表わさび(根菜)の生産状況(平成161'1ミ)
同地区から 11:\品される

わさびは、全国わさび

品評会において、毎年

高詩刊削を受けている。 rt1'l: 裁坑l1ij総及び't l'aJ，u土林野JÌ'資料、

2. 受賞者の鰭歴

(1) 経摩

政/1\飢は IYJ lH l;~政!日'Jm}怖j統，nw械事務所資料

11併1]42年 4 月 高校卒業。 市役所に就職の傍ら家業のわさび経常に従事。

昭和55年12月 ボーリングによる水の自墳を契機に、わさび聞を 12a増やし、

40aとする。

昭和59年 4 月 市役所を退職。オ斗各的に自家のわさび経営に携わる。

昭和60年

平成 8 年

わさび、問をlOa:Þ首やし、印aとするO

わさび品穂「真妻」の組織培養苦を使用し始める。

(2) 主な受賞歴(全国わさび品評会)

平成 7 ~I三度 特賞一全I~Jわさび生産者協議会長賞

平成 8 年度 奨励賞一大会実行委員長賞

平成10年茂 優秀賞一関西市場賞干1/1果神戸背完封槻

王子成11年度 特設一全国農業協同組合連合会長賞
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平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

特賞一農林水産大臣賞

優秀賞一関西市場 京都青男三合同賞

優秀賞一関西市場京都青果合同賞

特賞全国農業協同組合連合会長賞

優秀賞一関東市場金久青果賞

特賞農林水産大臣賞

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1 ) 従事者

本人、妻(写真1)。

(2) 所有面積

わさび問 50a、水田印a。

(3) 経営内容

わさびの品種「真妻J を栽培し、東京築地市場

に出荷している。 市場評価は極めて高く、取引価

格は全国的にみても常にトップクラスである。

氏の、最近 5 年間のわさびの生産量の平均は、

写真 1 瀬戸夫妻

作付け面積50aに対して約1.942kg、lOa当たりで、は約388kgで(第 2 表)、単位面積

当たりの収量は静岡県の平均の約お3kg (第 3 表)と比べ非常に高い。

また、最近 5 年間のわさび販売額の年平均は約15，605千円、平均単価は約8ρ54

円/kgで、ある(第 4 表)。なお、この単価は、農協や市場の手数料等の諸経費控除

後の金額なので、実際の市場での取引価格は 1 万円程度と想定され、東京都中央

卸売市場のわさび、全国平均単価4，3891司/kgや、静岡県平均単価5，136円/kg (第 5 表)

を大きく上mlっていることが分かる。

(4 ) 経営収支

最近 5 年間の経営収支の状況は、収入が15，000~17，000千円程度、農業所得が

7，000~9，000千円程度で推移している。なお、毎年、専従者給与として、妻に

3，6∞千円を支出している(第 6 表)。
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第 2 表瀬戸氏のわさびの生康状況

第 3 表静|潟県のわさびの平均単収

資料: J'íî~I ，'ljj~r~1刻べ

第 4 表瀬戸氏のわさび販売状況

第 5 表全国及び)静岡県践のわさびの単価(東京者11'1 1央卸売市場)

第 6 表瀬戸氏の経営収支 Uitj>i:: TI守)

'1勺，Jì; [3"1'1主 主l勺ぷ 14"ド J!l 、l'- IJJi; 15"P支 、!と1ι16"1'!Jt 平成17"1'1立 5 か!tr斗ξ均

l以
わさび光上代金 16.182 16.535 15.050 14.923 15.335 15.605 

米売上代金 441 445 191 329 407 363 

入
そ の {む 595 565 1.1 9臼 470 796 725 

17.218 17.545 16.440 15.722 16.538 16.693 

一主;
やE 1.574 1.745 3.116 1.473 2.663 2.114 

f ぐ 。〉 他 2.597 :,.504 2.579 2.771 2.982 2.887 

"I}/ 1.正ー符最古 'j 3.600 3.600 3.600 3.600 3.600 3.600 

7.771 8.849 9.313 7.844 9.245 8.604 
山,UJ 1定 j曻f fザ 9.417 8.696 7.127 7.878 7.293 8.088 

*収入の「その他 J I立、来日l'fl:I!')代である。
*支il\の fその他J I立、減側償却代、助力光熱的、 i並j，\旅~~，研修1号、 g~J~~!(、!肥料校、 1;~ ilIS持i'l勾 ~ll~1;である。

2. 経営の成果

(1) 地域への貢献

氏は、平成 8~1l年の 4 年間、御殿場ILJ葵組合長に就任した。当時御殿場地域
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では、わさびの「頭とび症」が問題化し、萌品価

値を著しく損なうために死活問題となっていた。

そして、それに対し何ら有効な対策を見出せない

状態にあった。

そこで、氏は、試験場等の関係機関に原凶の解

明を依頼するとともに、独自で対策を模索し、組

織培養苗(メリクロン苗)を導入することで、症

状が劇的に軽減されることを見出した。そして、

この手法を地域の組合員に普及し、さらに組織培

養苗を安定して供給する種市業者を開拓して、こ

の問題を解決した。

加えて、組合長時代には、氏の持論である i( 自

写真 2 ブランド側僚が高い
御殿場わさび

らの)出荷箱に責任を持つことが主主要である」との観点から、出荷物の選別を厳

しくすることの重要性を、他の組合員に繰り返し伝え、産地全体として良品を安

定して市場に出荷することを心掛けた。その結果、市場における御殿場わさびの

ブランド価値が著しく高まった(写真 2) 。

(2) 家族の連携

瀬戸氏は家族協定を締結し、随時家族と話し合いながら経営計画を立てている。

協定では、家族の労働報酬、年 l 回の家族旅行の実施等が誕われ、瀬戸家の目様

であるい明るく楽しい農業j が具現化している。家族を大切にする氏の姿勢は、

特に農林業への就業を目指す若い後継者の手本となっている。

なお、瀬戸家では、現主E20歳代後半の長男がわさび経営を継ぐ予定となってい

るが、現在は瀬戸氏本人と同様、学校卒業後、外の世界を経験することが今後の

わさび経営の糧になるとの認識のもと、自宅から勤めに出ている。全国的に後継

者の確保が課題となっている中、また農林業に経営感覚が求められる中、瀬戸家

の柔軟な考え方は、地域の特用林産業の持続的な発展に好影響を与えるものと期

待できる。
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受賞財の特色

1 .技術

(1) 地域に適したわさび罰の採用

静岡県におけるわさび出は、その多くが畳石式と 11手ばれる方式で、あるが、瀬戸

氏は北駿式わさび8:1を採用している。この方式の特徴は、 i雨水を豊富に必要とす

るが、良品を安定して生産することができる。なお、北駿とは、 f駿河の北部」

の意味で、御殿場市とこれにi隣接する小山町.一帯を示す言葉である。

(2) 高品質わさび(真蚕種)の導入と栽培法の確立

真妾穂は、昭和30年代半ばから静岡県で栽培されてきた品種で、他の品種に比

べて品質が高いために、高値で取引されてきた。

同穂は、当初伊立地区の湯ヶ品、中伊豆等を中心とした地域で栽暗されていた

が、長年の述作で、これらの地域では近年生産力の低下がみられるようになって

きていた。瀬戸氏は、他地区が真安:種の生産量を落とす中で、御殿場地区でで、i高詰品

費わさび

に取り組んだO

a 高IY1紫で、生育の良い母:株のみを厳選し、これを母材として組織域養を行い、

71手質の揃った{憂泉苗を安定して崩年供給できる体制を整備した。

b わさび凶の作土をH今味し、わさび栽培に適するといわれている「赤マサJ

(赤忽のスコリア)を積極的に投入した。

c 他産地では手間がかかるとして敬遠されている植石方式を採用した(定械

留が流亡することを防ぐことが可能)。

d 4ïTi/p後、作土をていねいに洗出し、わさび、の生育に悪影響を与える粘土分

を除去した。

e 収穫後、ただちに次作の部を植えつけずに 2 ヶ月程度休ませた(地力が凶

復し、わさび、の生育や117132fが向上九

f 気温の高い時期に、わさび田に寒冷紗を被覆し、生育をみながらこまめな

水最調節を行った。

以上の技術的対泌を行うことで、瀬戸氏は、他産地では極めて難しいとされる
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真妻種の 2 年物(定植から収穫まで 2 年経過したもの)をコンスタントに市場出

待できる体制を確立した。

(3) わさび「頭とび症j に対する{憂良組織培養苦(メリク口ン菖)の

導入・推進

昭和60年頃から発症がみられるようになった「頭とび症J の解決に取り組み、

真妻種の組織培養苗(メリクロン苗)を使用することにより「頭とび疲j の発生

を防ぐことが可能であることを発見した。そして、わさびの組織培養を行う会社

(ミヨシ種苗)に、氏自身カ可憂良母株を依託してメリクロン百を作成し、現場に

導入・推進することで発生を押さえ、御殿場地域のわさび生産の危機を由避させ

た。なお、 f頭とび症」は、その後、線虫による被害であることが判明した。

(4) 作業の省力化、快適化

通常のわさび田では、管理作業のため

に通路を設けることはないが、瀬戸氏は

わさび、聞の開に 1/1高1.5m~まどの通路を設け

ている(写真 3 )。この通路により、作

土の運搬にはトラクター、収穫の際には

クローラー(動力車)が利用できる。

また、氏のわさび栽培では、毎作後、

作土洗いを行う必要がある。従来はこの

作業を特殊な鍬を用いて人力で

たが、瀬戸氏はこの作業を水中ポンプを

写真 3 広い作業道によるイ作乍業の省力

用いることで、大幅な省力化に成功している。

2. 経営

(1) わさび栽培に対する経営姿勢

瀬戸家のわさび栽培は、大正時代、祖父の代より始まった。瀬戸氏は、高校卒

業後市役所‘に勤める傍ら父親のわさび栽培を手助けしていたが、昭和田年の父親
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の病気療養をきっかけに、わさび経常にオq各的に取り組むこととなった。父親は、

「わさび、は清澄な水で、作られる清浄な作物なので、わさび出も常に清治に維持管

理しなければならないJ として、こまめに田の草を取り、陛の草刈り、ゴミの除

去等の衛生管理を{納長して行ってきた。この父親の姿勢が、瀬戸氏のわさび経営

のベースとなっている。

瀬戸家のわさび出はすべて自宅の敷地

内にある。一般的にわさび栽培は、渓谷

沿いで行われるため、栽培者の住居とわ

さび田が離れ、しかもわさび悶が分散・

点荘しているケースが多い。しかし、氏

の場合は、ほ場へのアクセス時間がJ極め

て少ないため、日々こまめな栽培管理が

行え、手入れが十分に行き服く。しかも、

出荷・調整作業もわさび開に隣接する自

宅敷地内の作業舎で行うため、作業効率

写真 4 自宅敷地内の作業舎で行う 1:1\
荷・調整作業

が著しく高い(写真 4)。このことにより計爵的なWL碓や、安定的な市場出荷が

可能となり、市場5判illî を著しく高めている。

(2) わさびの市場評備を高めるための経営努力

氏は、輸送中の品質低下を防ぐために、収穫後、 l~l 宅敷地内の保冷障で予冷

(1日間)を行って出荷している。また、 f(自らの)出荷箱に責任を持つことが

何より重要であるj として、選果を徹底的に厳しく行っている。そして、このこ

とが1'15場の信用を得る最大の方策であるとしている。さらに、氏は 1 :Ìj::を通じて

遡 3 日時実に市場出荷をしている。氏の安定的な出荷は、 115場で、いわゆる「あて

にされるJ ものとして、信用をさらに高めている。

こうした努力により、氏のわさびは市場でJ極めて高い評価を得ている。氏のわ

きびは主として東京築地市場に出荷されているが、氏の品物はセリには殆どかか

らずに、仲買人が生産者を指名する「相対取ïJlJで、取引される。これは一種の信

用取引であり、名前と本数だけで値段が決定される。
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普友性と今後の方向

上普友性浸び今後の方向

瀬戸氏は、父親から引き継いだわさび経営を自らの創意工夫と弛まぬ努力で発

展させ、ゆとりのある堅実な経営へと発展させてきた。

家族の協力を得たこと、自宅敷地内にわさび田があるという立地条件を最大限

に活用して出荷調整や搬出作業を軽減させたこと、厳選した良質なわさびを計画

的に出荷することで市場から高い喜子価を得て単位面積当りの収益向上につなげて

いること、病害虫に対して適切な坊除対策を見出して経営危機を回避したこと等、

多くの諜題に冷静に対処して解決してきている。

氏のわさび経営に対する基本的な姿勢は、家族の協力を得て、良いものを安定

生産し、市場を含めた消費者の信頼を確立するというものである。これは、わさ

びに限らず他の作自にも共通する大切な姿勢であり、今後の農林業経営の方向性

を示すものとして高く評価されるべきものである。

(執筆者農林水産省林野庁研究・保全課研究企画官 田中伸彦)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品期経営(林業)

受賞者道国憲逸

住所大阪府南河内郡千早赤阪村

受賞者のことば、 道田憲逸

この度、農林水産祭において、日本農林漁業振興会会長設に浴しました

ことは、この上もない驚きと、喜びで一杯であります、時代の変化による

林業を取りまく変化の中、その対応に共に行動していただいた従業員、家

族、又地元の林業仲間のご指導の賜物であると心より感謝しております。

私は、昭和45年に銀行員になり 7 年後の昭和52年より、家業の林業を父と

共に行うことになりました。 但し、父は全部を私に任せ、ラグビーと森林

組合の仕事だ、けをするようになり、おかげで私は自由に林業を行うことが

出来ました。

その頃は、まだ今より林業に明るさがあり、コスト引き下げと生産性の

向上で対応できる時代でした。 市場に近い大阪の UJなので、新職員の採用

で 5 班の伐採班を作ったり、高性能機械の導入、路網の整備、機丸太の生

産(奈良県銘木協同組合正会員)天然絞丸太林の植林、ミストハウスによ

る荷木生産、目標は荷木から rl1場まで、の一貫生産のラインを作ることでし

た。木材という!制オ料を製材しないで、出場に流すことが目標でしたので、

絞丸太は製品浜へ、他は原木iJ~までのシステムの構築に取り組みました。

しかし、 11寺の変化は木材の生長より早く、又、授史の通り i時代の変化を早
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受賞者のことば

めるのは自然災害の台風でした。台風による大量出材と木材の利用方法の

変化、バブル崩壊による住宅業界の木材コストヲ i き下げ、建築部材の見宜

しに加え、杉、桧の柱材は国際価檎以下まで下落しました。

しかし、世界一木を愛する日本で、木材供給システムが生き残れないこ

とはないと考えています。市場を見て、iJJを見て、微妙な変化に教えられ、

この大阪で杉、桧を供給し、林家として生き残りたいと考えています。本

年より自家山林以外の山の間引き、材採の仕事も始めました。微力ですが

大阪の林業に貢献したいと思っています。最後になりましたが、今回の受

賞に当たり、関係機関の皆様の絶大なるご支援に厚く御礼Eþ しヒげます。

地域の概要と受賞者の略産

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

千早赤販村は、大i波府の南東 第 11盟大腕n南河内地域と道i汀氏所有の山林

部に位置し、北を大和JII、東を

奈良県、南を和歌山県、間を泉

州地域に囲まれた 6 市 211町 1 村

からなる南河内地域に含まれる

(第 1 図)。 南河内地域の総面積

は約290kぱで、府域の約15% を

占める。府内最高峰の金剛山

(1，l25m)、大和葛城山 (960m) 、

岩湧 111 (897m) などがそびえ、

府内では比較的起伏の大きい地

域である。

南河内地域の森林面積は約

12β60haで、山間部の約7，840ha

「一一一
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が金剛生駒紀泉国定公悶に指定されている O また、この地域は大和・南北朝時代

の史跡等が多く、府民の森「ちはや困地」をはじめ二上山、金剛111、岩湧 111、沌

1:III ダ、ム等へのアクセスの良さも柑まって、京阪神地域における野外レクリエーシ

ヨンの場として広く府民に親しまれている。

(2) 地域における林業の概要

この地域は古くから人の手で熱心に育てられてきた林業振興地で、河内林業地

と呼ばれている。 河内林業地では、全国的に名高い古野林業の影響を受け、約

300年前ーから、スギやヒノキの人仁造林が行われてきた。 河内林業地の特徴は、

スギとヒノキを混交密植し、間伐材生産を経営の中心とするきめ細やかな林業を

行い、質の良い木材を生産してきたことにある。

人工林率は、河内林業地全体で78%、特に千早赤阪村では91% と、府平均の

48%を大11仰こ t二信|っている。人工林蓄積量では、大阪府の約半分が河内林業地に

集中している。人工林は昭和30~40年代前半に大盤に植林された。現在スギ・ヒ

ノキ林の約半分が25~40年生である。

林道密度はhaあたり 5.0m と、府内平均の4.7m を若干 l二問り、ほほ全国王子均並

である。森林の所有形態については、所有規模lOha以上の林家約100戸が、森林

面積の半分近くを所有する。反面、林家数の 9 割以 i二が、所有規換 5ha未満の零

細|林家である。

2. 受賞者の略歴

昭和45年大学卒業後、銀行に就職。

昭和52:ÍF 銀行退職後、家業の林業を引き継ぐ。

平成田年 南河内森林組合理事に就任。

平成 7 年南河内森林組合副組合長に就任。

平成13年大板府森林組合理事に就任。

平成18年大阪府森林組合理事を退任。
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1) 従事者:本人、母、妻、長男、

従業員 10名 合計14名(第 1 表・写

真1)

(2) 従事者の主な資格等

林業架線作業主任者、小型移動式クレ

ーン運転資格、玉掛技能講習修了、

小型率向系建設機械運転特

写真 1 道田氏(写真右)と氏の所有
林の作業現場

5J1j教育修了、チェーンソー等 第 l 表従事者の年齢構成 (人)

業務安全教育等

(3) 所有山林間種 433ha

(大阪府内の所有山林は343ha。奈良県に40ha、和歌山県に50haを所有する。所有

割合は、本人10%弱、母40%、妻(長女と共有) 10%強、長男40%である。)

(4) 経営内容

スギとヒノキを混交密植(1万本/ha

程度)して、間伐材生産を経営の中心と

した伝統的な河内林業を実践し、色つや、

香りがよく、年輪が詰まった粘りのある

良質な木材「おおさか河内材J を生産し

ている。スギは早期に間伐・択伐して柱

材に、ヒノキはその後の密度管理により、

4 す角 2 面あるいは 6 寸角 4 方の無節材 写真 2 伐採木の選木状況(幹の白い
テープ)は本人が行う

になるよう経営を行っている。

氏は、大阪府内の所有林の伐採木の選木については、すべて自分で、行っている

(写真 2)。また、奈良県、和歌山県の所有林についても、自家用車で現場に駆け

つけ、選木等の作業指示を行っている。

さらに氏は、都市に住む林業生産の良き理解者に、大阪の山林へ来てもらうた

めに、多くのボランテイアと交流してきた。ボランテイアが活動しやすいように、
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所有林内に 111小屋の建設用地等を提供す

るなど(写真 3 )、活動拠点の整備を積

極的に支援してきた。加えて、平成18年

より毎年1.000本のアカマツをボランテイ

アと共に植え、将来は松茸LlJにする構想

をたてている。これは、ボランテイアに長

期継続して山に入って欲しいからである。

2. 経営の成果
3 111/J、f設はボランティア自らの
手で建設された

氏の所有林の資源は、各齢級に分散して持続的な構成になっている(第 2 表)。

第 6 表瀬戸氏の経常収支 (ha) 

荷台級 IIII 阪 N V \~ 官I l百 JX X 1 11 苅 I車 X1¥' w 1'¥;1 X¥I 
お4 ~ 

樹税~P{ ~ 

スギ 1 2 1 25 20 18 クローン IYitilUx ，

Z E 

丸太生産材、

人 ヒノキ 3 1 6 1 1 16 17 13 1311 9119 25 25 46 46 46 46 341 日齢級以 U;I;スギ、

ヒノキ iJt交林

その他 ボランテイ 7!ii栽

:t: マツ林O.3haあり

E 桜M 4体
スギ 1 

ヒノキ

林 その他 2 2 クヌギ、コナラ、 Tマ

ザクラ、モチツツジ

6 I 6 2125 21 16 17 13 11 19 25 25 46 46 46 47 392 

フ〈
1'0花火然林 7 9 1 11 クヌギ、コナラ

11' 
天然'l:.林

小 al 7 9 24 41 

6 1 6 2 1 25 21 23 17 22 13 43119 26 25 46 46 46 47 433 

伐-1*跡地 ~S~~

1町:仏本i自

竹 林 l_L 

ì.U 育成 lj\.IN林:森林を憐成する林本のづとのまとまりを一!主に伐採し、人1." (fll!誠、 9i級品Iì比i) (天然 fH[~紛のための地表
のかきおこし、刈払い等)、 >l' かき、 ト刈、 l治伐、 IIlJ伐 ~fJ の保有待のfí 梁)により ljt ーの林浴桝を撚成する森
林として成立させ、線対する施i!{i (íllli:' ji. k1林施:3t~)が行なわれている森林

作成後初林.森林を椛1記する林水を択伐とtにより部分的に伐採し、人為により波数の林浴泌を構成する泌林(施3誌の関係 k
11M，自にIì'l.Ñ'1 となる森林を合む。)として成立させ、維持する絡染(1f成後作j林施主主)が1íなわれている森林

1t成天然科、。.~新総V}J (X然下利[!Ji殺のためのj出火のかきおこし、 ;><IJ払い等)、 5Fかき、 ド刈、 1:*伐、!llJ伐~~<;のtW作業を
rrなって成。;させ、維持している火然林

x然'!
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第 3 表道田家における森林施業の概要
1)故近 3 ヵ {f.:の森林施業

50 7 

(ha) 

択伐
人Tj立1'*関 i、村i栽

IIlJ伐
t�!i ~& 

保育

17 (校打)

2 )施業の共I削七 (NPO法人灯本森紘ボランティア協会と 1店主主実施協定を締結)

』む業jミ施協定対象 ヨミな協定lJO}'i

森林lI!l秘 (ha)

38,0 森林のiλ今城はffj河 1)，、H部 T ネ赤阪村大字予1{'.37i1Ì'*血外

OVrl'it*の約 9%) 特定非常利活動法人が行う森林方面業の稼9Ji.;ìÉびにその実施

方法及びl時期i

. .fi!El&、 F刈、|徐IHJ伐

. .)ド成 18{!'-1 }，J~平成22年 3 tJ

第 4表最近 3 ヵ年の林業生産・販売
1)生産

※委託先 大阪府森林組合、素材生産業者

立木版元

販売方法

森林組合 219 

素材生産業管 117 

第 5 表最近 3 ヵ年の絞丸太・磨き丸太等の生産・販売状況
1) lE匀i'i. 

版 物 [数以(本) I 産物及び生産・加工技術の特徴

①天然絞丸太

②際き丸太

③絵丸太JJ;(水

④特殊スギ桁
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③桧丸太}J~(木
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自家 111林会1V3稜クローンi'J'îI守成

加工倉庫天然乾燥 1 iド製品として出荷

天然務校1~~Îî材(校れなしの然Í1i'j材)

15 112m以 [.18m までの米U24cm~30cmの謄き丸太

J!lü't:釘i (I'J) 販売・出荷方法の特徴
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過去 3 ヵ年の森林施業では、択抜50ha、間伐 7 ha、人工造林 1 ha、枝打17haを行

うとともに、 NPO法人日本森林ボランテイア協会と38.0ha施業実施協定を結ん

で、植栽や下刈、除問伐を行っている(第 3 表)。

最近 3 ヵ年の林業生産及び、販売は第 4 表に、絞丸太・磨き丸太等の生産・販売

状況については第 5 表に示したとおりである。また、林道等及び林業機械等の整

備状況は第 6 表に示したとおりである。

第 6 表作業道と林業機械の活用
1)林道主主の経世IJ状況

施設の秘類 ~主制H方法 制，iH (m) 
滋?調111必)た 路網から作業現場まで

(m/ha) の平均主1];主 YI[商11' (m) 

林道 布Iì助事業主主役 3 4 

作業滋 自力建設 2-3 28 

1'1'業路・モノレールカト 1:1 :JJ~主役 (モノレール) 100 

28 300 

2 )体~n際線、l/l納得の 1主倣・利llJ状況

本~"f~機械(ìl!l搬市総を合む)の滋賀i
王立イj 台数 手IJm形態日IJ利 J Il 1:1 数(1:1) 

(�) 肉己)]Irれ 公的施設からのレンタル

イJ:米t\~ Wí刈4WD (うちクレーン{'.11ft) 3 120 EI 

1長4オ機 5 365[1 

小:t\~巡j段級 3 10011 

機 グラップル付パックホウ 120H (なし)

パックホウ (0.7rrì級) 1 6011 

ダンプトラック (L5 t) 3011 

やE コンプレッサー 1511 

モノレール 5 1001:1 

校打j幾 4 2011 

ir:jttíì~~早! フォワダ(1.5 t) 201:1 (なし)

受賞財の特色

1 .技術

(1) I河内林業J の伝統の継承

氏の経営の特徴としては、スギ・ヒノキの混交官官植や多間伐施業による集約的

な f河内林業J を行うことにより、色つや、香りがよく、年輪の11屈も級密・均一

で、粘りある材質を持つ「おおさか河内材J を生産していることがあげられる。

つ
臼



造林・下刈・間伐・択伐・枝打ち等の手

入れは十分行き届き、堅実な林業経営が

行われている(写真 4) 。

さらに、河内林業を支える土台として、

従業者全員が架線作業などの研修を積極

的に受講し、資格取得に努め、高い林業

技栴を身につけていることも、氏の経営

における大きな特徴といえる。

(2) 長伐期施業による森林管理及

び柱材から板材に向けた森林の誘導

4 河内林業を継承する手入れの
行き届いた森林

氏の所有林では、ここ 10数年間長伐期施業により、柱材から板材へ生産をシフ

トさせるべく密度管理が行われている。

氏のX齢級以上の山林では、植栽時にha当たり 1 万本の密植を行い、開伐・択

伐による密度管理を通じて間じ太さの木に育ててきた。そのため、氏の所有林で

は、今後40年にわたり元玉長さ 4m、末口直筏16~22cmのスギ、ヒノキ柱材を出

し続けることが可能となっている。

また、氏は同時に、柱材価格が低迷している現状を見据え、より高価な板材生

産を目的とした育林への切り替えに取り組んで、いる。将来の板材生産のため、植

栽H寺にスギ、ヒノキ50%混植で、あった林分を、ヒノキ70%、スギ30%の林分へと

誘導している。泉質な板材を生産するために、 20年後から末日直径34cm(24cm板)、

末日直径38cm (30cm1反)の材を出すことのできる森林への誘導を自標としている。

(3) クローン苗の導入による高品賞化

氏は、スギ I 、車齢級~V齢級の若い林分をクローン苗の植栽とした。氏は、

実生高から高舗値・高品質の木になる割合は、立木本数の 3%桂度だと経験的に

判断している。もし、それを優良クローン蔀にすべて切り替えると、高品質材の

割合は単純計算で約33倍になる。この考えのもとで氏は森づくりを行い、高賃金

の我が国で、自立した林業経営を持続することを試みている。
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(4) 多間的機能発揮を留意した施業と計画的施業の意志決定

自然災害跡地を改植する場合を i除き皆伐は避けて、 11:寄伐・択伐を行うことによ

り、土砂流出・崩壊を防ぐとともに、水資源のかん養などの森林の持つ本来の機

能の発揮に留意した施業を行っている。

具体的には、間伐・択伐予定木の毎水調査を行った上で作業を実施し、間伐・

択伐の実施後は箇所別、月別の詳細な収支報告書を作成している。なお、 ilJ林に

おける年度計画(植栽計画、伐採計断、販売計i血j等)、中期計画、長期計画につ

いては、家族全員で話し合って意思決定を行っている。

2 舗経営

(1 ) 経営面での安定を図るための林地の所有購入・拡大

経営ltiiの強化を ~Iるため、氏は、雪害による根曲材が少なく甑i慢な気候のもと

で良質材生産が期待できる和歌山県や、高度な林業技術者を多数在する吉野林業

地の奈良県において、 LLJ林を取得し、林業経営規模の拡大に努め、経営リスクを

分散させている。

具体的には、昭和63年~平成 2 年の間に、和歌山県の那智勝浦町、古島-ìfJII IIITの

山林約50haと、奈良県の五保市、古野町、 JII上村\東吉野村の山林約40haを取得

している。

(2) 経営面における継続性を担保するための工夫

林業経営は極めて長期間にわたるものであり、その継続性が求められる。この

ため、氏は林業経営において代々、

①林地の共右化により林地売却を未然に防止

②卒業を決定する者はなるべく資産を持たないという林地における所有と管理

を分離

③一族による独立採算性を確立

④…族による協力体制を維持

⑤従者全員が集材機等の技指を修得

するなどの工夫を凝らし、理想的かつ先進的な林業経営を実施している。
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(3) N P 0 ボランティアとの施業実施協定とサクラ林の整備

氏は、多くの森林ボランテイアと交流を深め、森林・林業の良き理解者を大阪

の山へ近づけることに成功し、「河内林業j の伝統を多くの人に伝えている。そ

して、森林ボランテイアと協働で間伐・択伐を行うなど、地域住民や都市住民が

参加した森林施業に取り組んでいる。

特に、 NPO法人呂本森林ボランテイア協会とは施業実施協定を締結し、平成

18年に大販府内初の認可を千早赤阪村から受けている。平成18年春からは、ボラ

ンティアが道田氏の所有山林にアカマツを植栽し、松茸LlJを目指した森林管理を

進めるなど、魅力的な山づくりを穫極的に推進している。

なお、ボランティアの交流の他にも、近隣の福祉施設(特別養護老人ホーム及

び、ケアハウス)の裏山に位置する所有林において、入居者が楽しめるようサクラ

林の整備を行うなど、氏の地域に対する貢献には多大なものがある。

(4 ) 地域社会への貢献

氏は、南河内森林組合代表理事副組合長として、南河内林業総合センター

「ラ・フォレスタj の整備に貢献した。また、平成10年 9 月に近畿地方に上陸した

台風 7 号が南河内地匿に甚大な風倒木被害をもたらし、森林組合員の営林意欲が

低 Fした際には、率先して災害対策に取り組んだ。具体的には、南河内森林組合

及び組合員に対し、激甚災害の指定に向けた迅速な調査の陣頭指揮を行うなど、

森林災害地の早期復旧に多大な貢献をした。

また、平成13年10月に行われた府内の16森林組合の合併に際しては、南河内森

林組合における経営手腕を、合併後の組合運営に活かして頂きたいとの多くの組

合員の推薦により、府内で一本化された大阪府森林組合の理事に就任し、平成18

年 8 月まで円滑な森林組合運営に寄与した。

さらに、氏は南河内林研グループにおいても、森林整備のあり方や、木材利用

の普及看板を設費する活動などを活発に行い、メンバーの林業経営意欲の高揚に

献身的に尽力している。
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普及性と今後の方向

上普及性及び今後の方向

(1) 林業経営について

氏は、これまでの伝統的な「河内林業j に則った林業経営の成果を引き継ぐと

ともに、今後の経営の方向として、「柱材から板材へ、住宅用材ーから神社仏閉店

材j というスローガンのもと、下記のとおり 3 つの展望を掲げている。

展望 1 ~l.:.産目標

生産の目標は、スギを強度fll]伐し、ヒノキの多い 111 に仕立て、胸高直径50cm

(;長さ 4mで、の末日直径が34~38cm) の材を生産するようにする。その後は10年

から 12年ごとに間伐し、立木密度の調整により 160年生で成長の良い所で胸高直

径80cmの材を生産する。

展望 2 ボランティアとの協働問伐

保育途中の45年生までの山林は、ボランティアと協働で間伐を行う。

展望 3 特殊板生産

25年生までの床柱用クローンスギ4冗laについては、特殊板を目的とした径級ま

で育成し、新分野の林業とする。

(2) ボランティアとの協働

ボランテイアとの関係については、今後も林業生産の良き理解者を大阪の IJI林

に引きつけるとともに、特に年齢の若いボランテイアにiJJに入ってもらい、大阪

の山林の現実を見てもらいたいと考えている。そして、その中より新しい2Of~の

青年が林業の担い手に成長することを期待している。

このように、技術に裏打ちされた缶統的な河内林業を継承しつつも、独自の展

望を持ち、常に高付加価値性を探求・実践する氏の林業経営は高く評価される。

一方で、ボランティアの受け入れに積極的な姿勢は、国民参加の森林づくりの上で、

今後の重要な発展方向を示している。

こうした林業経営は、今後の我が国林業の発展や民民で支える森づくりの模範

となるものである。

(執筆者農林水産省林野庁研究・保全課研究企画官 問中伸彦)
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天皇杯受賞

出品財産物(水産加工品)

受賞者株式会社 スギヨ

住所石川県七尾市

受賞者のことば 株式会社スギヨ 代表杉野哲也

私たち株式会社スギヨは、明治の創業以来、能登半島の七尾市にjlílh足を

置き、地域経済を支える中核企業として今日を迎えました。 しかし、地域

の一員 として社会に貢献する心を堅持しながらも、常に目は世界に向け、

日本の食生活ばかりでなく、食文化にも貢献する壮大な志を社是の柱とし

て歩んで、まいりました。

ビジネス優先に考えれば、能筆は距pjlf~的ハンデイキャップのある土地で

はありますが、この不利な立地がサパイパルへの大きなパネとなり得たか

らこそ、私たちは画期的な商品開発技術を磨き上げ、「開発型企業」の伝統

を守り抜くことにより、グローパルな社業を実現できたと確信しています。

振り返れば、戦後の当社は独自の開発力なくして存続しえなかったであ

りましょう 。最大の転機は昭和49年発売の新製品「かにあし(かに風味蒲

鉾)J の大ヒットであり、この製品開発により、水産練り製品の世界に 「か

に風味ìflí鉾」のカテゴリーを創り出せたことは私どもの大きな誇りでもあ

ります。 その後の私たちが、「かに風味読Ij鉾」のパイオニアたる気概を胸に

刻みつけ、新製品開発に挑み続けたことはもとよりであり、そのスギヨ挙

げてのチャレンジシップなくして、今回の受賞財「香り箱」は誕生しませ
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受賞者のことば

んでした。

「香り箱」は現時点での「かに風味蒲鉾」の最高峰を自負して 11tに送り

出したものですが、消費者の皆様に感動すら与えた食感が専門家の方々に

よる厳格な審査によって最高の評舗をいただいたことは至高の喜びにほか

なりません。

この栄誉をさらに今後の励みとし、私たちはイノベーション時代にふさ

わしい、さらなる未知の領域から新たな製品を創り出す意欲に燃えていま

す。

地域の概要と受賞者の略歴

上地域の概要

(1 ) 地域の立地条件

石川県は、海岸線総延長が約583kmに及

び、大陸棚が広がる加賀地域、天然礁が点

在ーする能登外鴻海域、急、深な能登内浦海域、

静穏な七尾湾域と、様々な様相を皇してお

り、海域の特性に応じて種々の漁業が営ま

れ、日本海存数の水産県であるが、近年、

漁業及び水産加工業が般しい状況におかれ

ていることから、石川県では、水産業にか

かわる全てのものが、長期的展望に立った

共通の認識の下、 21世紀の県水産業の振興

に向けた共通の指針として「石川県新世紀

水産振興ビ、ジ、ヨン」を策定したところであ

る。

i立11 七尾市の位置関

験意義
金沢市/

~ 

七尾市は能登半島の中程に位置し、平成16年10月より、七尾市、田鶴浜町、吟

島j町n町可i司汀T\、能査島副j向i町H汀‘が合{併j井F し、人口61，589人、間積318knlの新・七尾市として新しいー



歩を踏み出した。当該地域は豊かな観光資源に悲まれ、天然の良港として栄えて

きた七尾港を海の玄関口とし、古代より能登の政治・経済・文化の中心地として

発展してきたが、近年の人口減少や行政の財政(:19な制約、経済のグローバル化が

進む中、経済産業省が実施する「広域市町村圏産業振興ビジョン調奈モデル事業」

における調査対象地域として選定されるなど、産業構造の変化や少子高齢化に対

応する地域経済の活性化を目指した新たな取り組みを開始している。

(2) 水産練り製品加工業の概要

水産練り製品は我が閣の伝統的食品として発展してきたが、昭和30年代におけ

る冷凍すり身製造技備の飛躍的な発展に支えられ、伝統食品としての家内工業的

生産規模から近代的産業へと発展し、昭和40年代には練り製品の閣内生産量は年

間100万 t を超えるほどになった。しかし、その後の200海里漁業浅海水域の設定

と規制強化に伴うすり身の悶内生産量の激減や原キHíIli t各の高騰、食生活の多機

化・洋風化・少子化に伴う繰り製品の関内需要の減少などにより水産繰り製品製

造業界は厳しい状況におかれ、 i昭和50'年に3.8∞社あった練り製品製造業者が昭和

60年には3.3∞社、平成10年には2.3∞社まで減少した。このような中にあって、 H百

和49年に設場したカニ風味諭鉾だけは、関連する片 I/J、企業が技術革新を繰り返し

ながらキ目立に刺激し合って売上を伸ばし、新しい食品としての地位を築き l二げ、

関 2 各l'illのカニ風味ìilj鉾消費量の推移
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水産繰り製品業界の活性化と企業規模の拡大に貢献してきた。

今日ではカニ風味荷鉾は蒲鉾類のうち生産数量で 8%、金額では25%を占め、

水産食品の中で重要な位置付けにある。現在、カニ風味蒲鉾の国内生産量はほぼ

一定量に到達し、 1980年代に爆発的に普及した米国においても需要は安定してい

るが、海外における各国のカニ風味蒲鉾消費量は増大する一方である。(図 2 ) 

サラダにカニ風味蒲鉾を入れる欧米のヘルシー志向に支えられて向製品が世界の

食卓に広まったことは、水産練り製品の原料である冷凍すり身の国際化を加速さ

せ、 iSURIMIJ の地位を高める結果となっている。

2. 受賞者の略歴

株式会社スギヨは、明治初期から杉野家により代々営まれてきた鮮魚、問屋、定

置網漁業に由来し、それらを営む一方、大正時代にはアブラツノザメ等近海の魚

を原料とした焼き竹輪を開発し、水産練り製品製造業としての基礎を築いた。昭

和37年に杉与商店として株式会社化(昭和46年に株式会社スギヨに商号変更)し

写真 1 杉野哲也代表恥続投社長(中央)と、技術開発部門及び製造(香り箱)スタッフ
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た後も、独自の発怨力と技術力で全く新しいコンセプトの新商品を次々と発売し、

全国有数の練り製品メーカーへと成長したO とくに、昭和49年に発売したカニ風

味mí鉾は水産繰り製品業界を激震させる大ヒット商品となり、業界全体における

同分野の発展に寄与した。この製品の評価は閣内にとどまらず、米関をはじめ海

外においては、その売れゆく様が「ホワイトレボリューションj と称されるほど、

爆発的に普及し、我が図で開発された rSURIMIJ を国際的商品に押し上げ

る役割も果たした。現在でも f開発摺企業j としての方針を堅持しており、日常

的食品から高級ギフトまで、アイテム数6∞を超える数多くの商品を開発・製造

する総合水産加工品メーカーへの成長を図っているところである。なお、保有す

る知的所宥権には特許108件(海外12件)、実用新案24件、定;匠商標登録53何こなど

がある。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(掬スギヨは、水産練り製品・加工品製造販売、冷凍魚塩干魚等の販売、惣菜類

の製造販売、菓子製造販売、水産繰り製品・加工品及び、水産物の輸出入、食品の

冷凍冷蔵業など幅広い事業を展開する、七尾市を代表する中規模の水産加工企業

である。資本金は 5 億3.000万円、従業員750名(うち女性は400名)、工場施設と

して石川県d七尾市の本社工場・商業|型地工場・北陸工場、関東工場(茨城)、北

海道工場(小樽)、下関流通加工センター (\1\ 口県)、 9 の支店・営業所を擁する。

また消費者ニーズの把握のため、地元七尾市のフイッシャーマンズワーフ「食祭

市場」、金沢市、東京築地にアンテナショップを運営している。とくに東京築地

の店舗では、ショップブランド「とと -J を立ち上げ、日本海、北陸、能登の食

文化を表現した商品を中心に掠えた「珍I!去処スギヨ j の直営店としての倒性を追

;Jとしている。

受賞i討のカニ風味蒲鉾を生産する自馬臨業団地工場(通称:団地工場)には、

数多くの加工機械が取り揃えられており、そのうち、|時製品のラインは最大 4 本

である。
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2. 経営の成果

側スギヨの全事業における売上総額は160億円であり、年間売 l二高及び、経常利

益は下記のとおりであり、夜近 3 カ年においては、全体的な製品売上状況及び本

業における収支は、順調に推移しているところである。また、当該出品財による

売上高は、平成17年度においては、約14億円に達する(対前年比約2.6倍)など、

急激に売上げを伸ばしており、急速に同社における主要製品となりつつある。

(両社における平成17年度総売上高に占める当該商品のシェア 11.4%)

同社における開発を軌とした先代からの方針は、3Ji担主の杉野哲也氏の社長就任

後も引き継がれ、水産加工業全般に厳しい時代を生き残るための企業改革のなか

で「開発型企業への脱皮」との基本方針を明確に打ち出し、意欲的に様々な研究

開発に取り組んでいる。向社の独創的開発力は、全国荷鉾品評会において平成13

年に第54田下関市長賞を、平成14年に第55田兵産県知事賞を、平成15年に第56回

水産庁長官賞を、平成16年に第57国大日本水産会長賞を、また全国水産加工たべ

もの展においては第42田(平成 4 年度)に農林水産大臣賞など数多くの高位賞を

受賞していることにみられるように、時代を先取りし、かっ同業他社の追随を許

さない極めて優れたものであるとの高い評価を様々な方面から受けている。

今国の受賞財のカニ風味蒲鉾は、平成17年10月に開催された第58回全国蒲鉾品

評会の第6部会特殊もの部門において、学識経験者等による最正な審査の結果、

出品財全265点のなかで、最高得点を与えられ農林水産大臣賞の栄誉に浴したもの

である。

表 1 売上の推移 (千 I'j)

百343JVJ 第44JUJ 百'í45J羽

(H 15.7 月一 H16， 7 J]) I (H16.7 PJ HI7,6)'J) I 0-117.7 月- H18. 6 )J) 

総光 1:. 尚 14 ，9貯76，294 I 広日16侃8.ユ1日56 I 防6，031.222

経常例手利リ益 25臼2.0似 i 忽225広臼悶.28お80 I 23ωぬ飢9弘引.10ω9 

当該泌品先j上. I 10∞o I 刃即肌7.仰0
滋 呑り計桁i は立主式ï: J阪奴子光G (ド5ド成 15'“糾イ刊iド一 9 )バJ) の}前拍に、 〉寸平lドζ成 I店5年 6 I月1-7 刀のi矧日剖11:問i悶リに閃製t品l日弘lb1のサンブルII反光 (干I俄) をわ
っていたが、決11:矧が 6 )1 であったことから、平成15年度のう2上住吉は約 10万1'1に惚まった。また、平成16年度以
降は、 ff り訂Iが正式;WU" され、かつ通常ベースの取引先相手を通じて各地域に流通したため、光一l 尚が事~5.3億ドi
に急増している。
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受賞財の特急

1 .技術

(1) 受賞財の概要

受賞財のカニ風味蒲鉾は、厳選した米国産スケトウダラ冷凍すり身を原料とし

て用い、カニ!出i肉と近似した風味と繊維感、ジ、ユーシーな食!惑を付与させた水産

練り製品で、ある O 石川県で「こうばこ蟹」と H手ばれる雌のズワイガニは極めて美

味であり、その美味しきは雄よりも上といわれていることから、この「こうばこ

蟹J の q3;\;lfiから取り出した葉即刻犬の脚肉の繊維感、香り高く淡い皆味をイメージ

し、「本物のカニを全ての点で、超えた品質のものを手作りでなく、工業的に作るJ

ことを目標として開発された。

開発の過程においては、①機器う汁汗及むや官能検主主を駆使した本物のカニの味・

香りの徹底的な解析及び、その成分の原料の選択による再現、②かにの繊維肉の

形状、とくに長さ、重さ、太さの徹底的な調査に基づく機械的な再現、③繊維肉

の加熱、冷却条件、凍結解凍条件の詳細な検討による、プリプリ感があり、しか

もジ、ユーシー!惑があるという相反する特徴の食感・ほぐれそうでほぐれない微妙

な物耳鴎サ出、の 3 点に力点がおかれ、長期j (前作ロイヤルカリブから 14~三)にわ

たる精力的な研究開発の末に生み出された。

本製品はそのまま食することができるばかりでなく、酢の物、寿司だね、揚げ

物、井物などの和風食材、サラダ、パス夕、フライ、マリネ、グラタンなどの洋

風食材、また蟹玉、春巻、 1:1:1華麺などの中華食材として、本物のカニ脚肉と i可様、

l幅広く調理することができる、加工適性の高い食材である。赤い色素は水産分野

では初めてトマト色素、パプリカ色素を用いたものであり、従来よりもさらに安

全・安心に配属した健康イメージの高い製品となっている。

2004年 9 月に発売を開始して以来、順調に売|二を伸ばし、現在では月間約130

トンを生産している。 販売先は関東闇量販店、全国業務用問屋、一般消費者(告

社ネット販売)であり、全剖展開を図っている。

昭和49年のカニ風味蒲鉾の発売以来、水産練り製品業界では多くの技術開発が

なされ、各種のカニ風味蒲鉾が出現し、この分野ではすでに技術的な到達点に達

したと考えられていたが、その既成概念を大きく越え、本物のカニ脚i均に近似の
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ジ、ューシーな食感と風味、まさに殻を取った産後のカニ脚肉と見間違うばかりの

タ怯日を付与させた技術と技巧が高く評価された。

(2) 製造工躍の概要

f香り箱j の製造工程の概11陪を閤示すると、以下のようになる。

|すり身解凍1 • |カッティンヂ1 • |揺潰・調合! • 

→[シート状形成|→|一次加熱・放冷|→ぽ説語形扇1 →|繊維収束|

→[繊維切断 i → E →|一次包装|→じ三主主E塾」→
• I - 'fl"(1u ~却11離 i • 凶凶量生」 • 

次に、各工程について説明するO

①すり身解凍・カッティング

原料は鮮度がよく品質の安定したFA級スケトウダラ冷凍すり身(アラスカ海

域漁獲、米国産)を使用している。スケ

トウダラのすり身製造工場は全て狂 AC

CP の認定を受けており、厳格なトレー

サピリティ管理の下に製造されている。

これら原料を入手できないことがないよ

う、シーズン前から原料調達の商談を原

料メーカーとの間で行い、事前に確保し

ている。

製造工場では、 _18
0

C以下で流通された

冷凍すり身を12~16時開かけ、_lOOC 前後

まで品質を維持し解凍した後、フローズ

ンカッターを使用して描潰機械の負担に

ならない大きさに破砕して使用してい

る。
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②措法・調合・裳ごし

解凍したすり身は、 i高速調合指1J号機を

用いて、粗摺り、塩1ft り、仕上げ摺りの

一連の揺潰工程を、ナイフ罰転数の高低、

装置内の真空処理操作の有無などを組み

合わせ、温度と時間制御により安定的に

練り上げ調合する。その後、裏漉し機に

より、すり身由来の爽雑物、異物除去、

或いは加工機械由来の異物を除去する。

③シート状形成・一次加熱・放冷

調合された繰り肉を肉送りポンプによ

って、一定間隔の111日で設定された口金か

ら i訓示するドラム上に連続的かっ安定的

に押しm し、シート状に成型する。ドラ

ムスチーマーにおいて蒸気により 90
0

C以

上に加熱されゲル化した蒲鉾シートを、

一_~Lノ tーナーで、倍ることによってシート

強度を高めた後、搬送しつつ放冷する。

④繊維形成・繊維収束

加熱・放冷したシート肉をO.6mmピッチ

で筋自の入った一対のローラ間に通し、

連続的な繊維状とする。繊維状となった

シートを撚りながら束ね、圧接コンベア

によってプレスし、形態を整える。

@湘i維切断・一次包装・着色・二次加熱

束ねられた繊維肉は斜め切断機に送られるO 予め切断角に設定された刃物台で、
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円運動するアームの先端に取り付けられ

た丸刃が胆転し、連続進行する繊維肉を

切断する。切断された繊維肉を、 トマト

色素が混合された着色肉を転写し送り出

されるプラスチックフィルムヒに送り出

し、連続的にシール包装する。シール包

装された繊維肉はスパイラル式加熱機に

送られ、蒸気により製品中心温度が80
0

C

以上となるようコントロールされた温度

条件下の螺旋状コンベアで連続的に搬送

加熱される。加熱された製品は、 o oC以

下の冷風によって中心温度lOOC以下まで

冷却される。

⑥…次包装剥離・トレイ詰め

冷却された製品は、包装フィルムから連続的に取り出し、連続式フィルム巻き

取り装置によって使用済みのフィルムを巻き取る。製品自動充填装撞によって製

品を盛りつけた後、状態を確認しながら上蓋をする。

⑦言 1-景・金属探知機・ラベリング・シール

トレイ詰めされた製品はオートチェッカーにより連続的に金属異物検出・重量
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規格正常品判別を行い、合格品はオートラベラーにより連続的に表側に商品名・

消費期限ラベルを、裏側に原材料，表示ラベルをそれぞれJ1M-;j-する O その後、超音

波シール機を用いて、上蓋付トレイの両サイドを超音二波によりスポットシールす

る。

⑧凍結・箱詰め

30
0

C以下で設定されたスパイラル凍

結装龍内にコンベアで搬送し、製品 1:1:'心

温度_lSOC以下まで凍結する。 出荷前の凍

結処理は、優れたほぐれ感、ジ、ューシー

感の付与に重要な役割を果たす。

製品の外観目視検査の後箱詰めを行

い、所定の物流形態に荷造りする。製品

保管庫は一定時間毎にjgL度モニタリング

を行い、適正j副皮が保持されるよう細心の注意が払われている。また流通末端に

おいて製品は解凍して販売されるが、解凍製品が一定の最適条件で提供されるよ

う、!坂売店での取り扱いマニュアルも完備されている。

2. 経営

受賞者は、「健!哀を尊ぴ、1'iTI 1酔I~J::溢れる食文化作りに貢献することで村:会の発展

に寄与する」ことを企業理念とし、生き残りをかけた企業改革を断行するなかで、

「開発型企業への脱皮j との基本方針を明維に打ち出し、研究開発体制の整備と

人材育成にとくに力を入れている。全社員750名のうち、博士号取得者、管理栄

養士、板前・シェフ出身の技能者などの多彩な人材25名(平均年齢約35歳)を開

発部門に置いている。また生産技術開発案には、工具修理や加工機械及び設備な

どの生産技術に関する業務に対応する技術者約201"，を置き、加工機械メーカーか

ら購入した種々の設備を自社の発想及びアイデアに基づき、独自に改良及びアレ

ンジ出来る体制を構築している。このような支援部}可と開発部門、生産部f可との

連携のよさがこの企業の強みであるといえる。さらに、開発部門のスタッフが生
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き甲斐をもって研究に取り組むことができるよう、年俸制や表彰制度を積極的に

導入し「努力が報われるJ 成果主義を徹底するとともに、年配の優れた研究開発

のリーダーを置くことによって、社員が高いモチベーションを維持できるよう努

めている。数年前までは若手の開発スタッフの入れ替わりが激しかったが、現体

制になってからは人脈や研究レベルが高まるとともに、社員の探求心に答えうる

だけの知的満足度の高い職場となったことでスタッフの定着率が著しく高くなっ

たという。また、常に時代の先を見据えた研究開発力を維持するために、大学

(九州大学、富山大学、岩手大学等)、行政機関との共同研究も積極的に行ってい

る。

もうひとつ本企業の開発力を支えるうえで重要な役割を果たしているのが、情

報収集能力と情報の共有化である。開発本音rsは七尾市にあるが、東京や金沢のア

ンテナショップから顧客からの要望がダイレクトに届く。社員は全員カミ社内イン

トラネットを介して、新しい発想、の提案や他業麓での流行の情報、新製品の評判

や問題点など、各種の情報を相互にJ是供・共有しあい、情報を分析し、そのなか

から次のステップへのヒントを得る。社員ひとりひとりが自分自身で考えるとと

もに、最終的に社員全員が同じベクトルで動くことができることを、社として重

要視しており、 s P S (スギヨプロダクションシステム)を社員教育の柱として、

チームワークによる業務の改善に日々努めている。

食品の安全性に対する社会的要請を敏感に受け止め、平成11年には、北陸工場

が、平成15年には関東工場がHACCP取得し、北i龍工場は12年に対米輸出水産

加工食品工場に認定されている。 HACCP トレーニング実施、保健所講師によ

る食品衛生講習会の開催も定期的に行っている。

福利車生への取り組みとして、社員旅行(年 1 国)、独身寮(自社所有マンシ

ョン)、託児所、従業員休憩所、社員食堂の設龍、確定給付企業年金の導入など

があげられる。加工工場には常勤・非常勤の日本人とともにベトナム人研修生40

名を実習生として受け入れているO

地域活動として、小学生対象の工場見学受け入れは年開3，∞o人を超えている。

また、地域の有力企業として地域行事に積極的に協賛し、とくに七尾市の代表的

行事である重要無形文化財 f背柏祭J (ゴールデンウィーク)、国際テント村租七

228 



尾、七尾港祭(7月)、能登キリコ・石111奇奉般祭 (8 月)等を支えている。この

ように、同社における地域活動は、七尾市や周辺地域に多大な貢献を果たしてお

り、その姿勢は、受賞者111告慌の項に記載したように、社長である杉野氏が地元振

興・発展のための取組を行う数々のj遺体において1'\:1心的役割を果たしていること

からも窺い知ることができる。

普及性と今後の方向

上普友性

側スギヨは300年以上変わらず、決して交通の使がよいとはいえない過疎地域

の能登・七路に頑として根を張る異色の企業である。本社機能や主要な生産拠点

を能登に置き続けてきたのは物流部で、のハンデイが大きかったが、そのハンデイ

があったからこそ、独自性を重視するスギヨの商品開発結ネ11Iカサ杉成されたと受賞

者杉野哲也社長は語る。それは、スケールメリット以上に、氏がこの土地ならで

はの文化土壌や豊かな海、地域の人々の粘り強く反骨精神に宮む気骨を何よりの

ものとして大切にしてきたからであろう。七尾湾はi暖流系と寒流系のïllÛ方の魚が

まる好漁場であり、バリエーションの豊富な魚介額資源に恵まれているが、杉

野氏が今後めざしているのは、能壁、北陸にある食品の良さを後|止に正しく伝え、

地域の文化と融合させることによってさらに価値を高め、「地域そのものJ をブ

ランド化し地域を再生していくことであるという。

2 刷今後の方向

経済、社会のグローパル化に伴い、今後は観光地でもグローパルな地域開競争

が繰り広げられることが予惣されるなか、日本有数の観光地である北陸地域も、

その魅力を余すところなく如何にアピールしていくかが間われている。このよう

な中、平成18年より経済産業省による「七尾高・ 1:1:1能登11汀広域市IID-村|議産業振

興ビジョン調査モデル事業J が開始され、杉野氏はその委員会委員として活動す

ることとなった。本事業は、これまでにも地域の食文化を前面に出した商品の普

及に力を入れてきた杉野氏の企業活動と主旨を部じくするものであり、この取り

kJ:lみによって、地域の活性化がさらに進展していくことがj明待されている。以上命
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の観点からも、杉野社長の時代を読み取る視点や企業としての取り組みは、今の

時代に求められる地域のあり方を先導するものであるといえる。

(執筆者独立行政法人水産総合研究センター

中央水産研究所利用加工部品質管理研究室長 岡崎恵美子)
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内閣総理大臣賞受賞

出品財産物(水産加工品)

受賞者枕崎市漁業協同組合

住所鹿児島県枕崎市

受賞者のことば 枕幡市漁業協同組合 代表上野新作

私共の組合は、 i昭和24年 2 月に発足して以来、カツオ漁業を中心として

繁栄し、現在に至っております。

枕111奇のカツオ漁業の歴史は古く、 300年来の伝統がありますが、この|得、

200海里問題、二度にわたるオイルショック、相次ぐ魚価の低迷等、未曽有

の危機に幾度となく直面しました。その)支に fカツオ漁業の灯を消すな」

を合言葉に、強固な決窓を基にカツオ一本釣り漁業を頑なに守り続けてま

いりました。

振り返れば、当組合の基幹漁業である遠洋カツオ一本釣り漁業に存続の

道を見いだしたのが、 B 1 カツオ(船内急速凍結ブラインー級品)の普及

でした。全国に先駆けて、生食用の凍結カツオの開発と市場開拓を行い、

昭和59年には全国初の生食専用船の誕生となり、現在に主っております。

これまで幾多の困難を克服することで得た教訓はげ?に前進あるのみJ。

この事が枕111奇のカツオ漁業を守り、伝統を継承できた理由であると考えて

おります。

しかしながら、近年の魚価の低迷、燃1111の高騰など、遠洋カツオ一本釣

り漁業をとりまく環境はますます厳しさを増しております。このような環
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受賞者のことば、

境の下、今回開発した船上活き締め f枕崎ぶえん鰹j は、これまでの歴史

の中で得た教訓を生かし、当組合が全国で初めて商品化したものであり、

鮮度に優れ、モチモチした食感や色持ちも良く、魚独特の生臭みもなく、

ドリップが出にくい特性があり、全国の消費者に今までにない B 1 カツオ

の良さを認めていただけるものと自負しております。

今田の受賞をきっかけとして、より良い素材を用い、品質向上に向けた

ものづくりを行えば、「おいしいカツオを皆様に届けたい」との私共の思い

は必ず達成できると信じております。これからも…心不乱に目標に向かつ

て遇進してまいりたいと存じます。

今後とも皆様方のご支援のほどよろしくお願いいたします。

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1) 地域の立地条件

枕崎市は鹿児島県薩摩半島の南端に位置

し、鹿児島市へ約50km、指宿市へ48kmの地

点にある。東は知覧町、北はJII野辺町およ

び加世田市、商は坊津市IIIJに接し、南は黒

潮流れる東シナ海に臨む地にあり、東西12

km、南北lOk郎、総面積74.部kmその形状はほ

ぼ五角形である。

人口は平成18年 4 月 1 日現在、 25，叫4人

で、その就業人口は12，099人(平成12年国

勢調査による)、第 1 次産業は1，670人(う

ち漁業者253人)、第 2 次産業3，422 (うち水

産加工従事者1，127人)、第 3 次産業7，004人

である。
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枕111奇漁港は大正. IJ苦手11 と外港整備を続け、平成n!rp.に 1m港並びに無料リ免疫対象

指定として海外i基地や南方漁場と消費地を結ぶ「南の水産物流通過加工拠点都市」

を目指して整備を進め、現在は漁港水域約56万ぱ、用地約32万ぱの良港となり今

後も地域高規格道路等流通機能施設の整備を進めている。

(2) 水産業・水産加工業の概要

枕111奇湖辺海域は、黒潮の流れの影響を

受けてアジ、サパ、イワシ類、カツオや

マグロなどが回遊する全|話有数の好魚、場

を形成している。このため、カツオや瀬

物の 1 本釣り漁業、アジ、サパ等のまき

網漁業、マダイ延縄漁業など県内はもと

より県外の漁船や外国漁船も広く利用す

るようになった。

また、枕i崎市漁協や串木野市漁協に所
写真 l 水揚げ風景

属する遠洋カツオ・マグロ漁船は66隻で、全国有数の遠洋漁業として海外漁場に

出漁している。平成16年度における枕崎市魚市場の水揚げ量は、数量77，751 t 

(全国 2 位)金額で77億787万円である。カツオの水揚げ地、枕111奇においては生食

用カツオ冷凍・凍結品が (1，317 t )生産加工されている。また、鹿児島県が全国

第 l 伎の鰹節生産量は、県内の枕111奇・ tliJlIを合わせると全国の69%を占める生産

加工地であり、その中でも枕111奇が15β12 t (平成16年)と日本 1 位を誇っている。

鹿兇島県における水産加工品生産量は平成16年63，688 t で、①節製品48%、②

練り製品類 8%，塩干品 6%，冷凍食品 6%弱の}llftである。特に、枕崎・ 111川!の冷

凍カツオや鰹節製造は、枕111奇漁港で外国船から寵接オt揚げできるので今後もカツ

オの安定した水揚げが維持で、き凍結刺身用カツオの増産が期待される。

2 受賞者の略歴

枕|崎市漁業協同組合は、カツオの寸三釣りなどの漁業を中心に鰹節製造の生産

加工地として発展成長していた、明治42年に東南方村漁業組合として発足し、大
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正12年枕崎町漁業組合、昭和14年無限

責任枕，"奇町漁業会、昭和19年枕崎町漁業

会、昭和24年に枕崎市漁業協同組合とし

て現在にいたる。

枕l崎市の基幹産業である遠洋カツオ A

本釣漁業は困難な状況にあり、カツオ船

そのもの存続を脅かす事態に主ってい

た。こうした中、活き〆装置メーカーの

技街協力を得、幾多の試行錯誤の結果、

組合自営の第 3 協洋丸への活き〆装置の船上設置が実現するに至った。

すなわち、第 3 協洋丸 (499 t) では、カツオを漁獲したのち、直ちに船上で

血抜きし、いわゆる沖ジメして迅速に船上急速凍結させ超低温(るOOC) で保管、

持ち帰った後、組合の総合加工工場で冷凍状態のまま加工して、刺身向け凍結品

として販売している。このような試みは全国で始めてである。そして、地域ブラ

ンド名を「枕，"奇ぶえん鰹」と命名し、平成17!rJ三度鹿児島県水産物品評会で、は農林

水産大豆賞を獲得、県内外で次第に高く評価されるようになり着々と成果を見せ

はじめている。なお、本品の名称は、塩を使う必要がないサシミや新鮮な魚、を意

味する方言である、無指(ぶえん)から由来するものである。

なお、枕崎市漁協は、これら以外にもカツオの刺身「鰹スキンレスロインJ が

消費者の支援により高く評価され、昭和62年度鹿児島県漁業振興大会第21回水産

物品表会展示会においても、農林水産大臣賞受賞を受賞している。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

枕，"奇は350年以上の歴史を持つ伝統のカツオのまち、地域に密着した本組合は

97~の長い歴史をもっ地域産業のカツオを中心に取扱い発展してきた組合であ

る。

現在、漁船隻数登録漁船162、遠洋カツオ一本釣り地元漁船 3 隻、組合員総数

1.240人(正230人・準1.037人)、加工組合数69経営体の組織として、職員120名、
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役員 8 名、院事 3 名で活動している。また、資本金は、 967却5千円、平成17年期

における総売上高は、 5，320，000千円(うち加工部門の売j-，高 1 ，246，236千円)で、

うち受賞財である「枕i崎ぶえん鰹」の売上高は90，∞0千円で、あり、加工部門の売

上高の7.4%を占めているO なお、経常利援は、平成15年期!J : 52，325千円(うち加

工部r1j25，803千円)、平成16年期:ム131，598千円(うち加工部131] :ム81 ，810千円)

平成17::::1三期:ム129，175千円(ム22的7千円)となっている。

主な卒業として組合員のための加工事業[総合加仁場(カツオの加工工場)J 、

漁業自営事業(遠洋かつお…本釣り漁船 2 隻)、販売事業(市場部)、冷凍冷蔵事

業(製氷冷蔵部)、共済事業等を運営している。

日尤1"奇ぶえん鰹j の工程で使用する機器類等は①から⑥の設備がある。

①バンドソー(帯鋸盤) 6∞S型 3 台

②整形機 (2 人用 7 台

③張形機 (1駐合収用) (2 人出 2 台

④バンドソー(帯鋸盤)ハーフカットJ=TIV 16現 5 台

⑤ベルトコンベヤ一式真空機 2 台

⑥金総探知機 3 台

2. 経営の成果

枕1"奇rI'i漁業協同組合は、個Jjlj企業等との意見情報交換を数年前から行い今後の

展開を話し合ってきたが、漁協だけの問題ではなく枕崎市の全体の問題として平

成17年 3 月に「活き〆カツオ・まくらざきブランド協議会J を開催し、遠洋カツ

オ A本釣りの将来の危機!惑をi唱えて地域の基幹産業であるカツオ漁業関係者に警

鐘をならした。このため参加企業等が次の通り集まり、(枕崎市水産課・カツオ

販路対策協議会、枕i崎市カツオ公社、旭漁業株式会社、前川製作所、丸新商事有

限会社)枕1"奇r!1l)住協で協議検討した結果、漁協内にカツオのプロジ、エクトチーム

を立ち上げ f枕111奇ぶえんカツオJ のキックオフ宣言を実施した。

枕1"奇事漁協は平成17::tt三 6 月 6 日、日本初o i~~ J::.JÜl抜きカツオを「枕111奇ぶえん鰹J

命名し、ブランド化を目指すこととした。「受賞財の特色j で詳しく述べるよう

に本品が品費(:19に優良で、あることから、特に女性・子供に好評を得ており、全国
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の量販店、地元直売、通信販売、レストラン等の料理店向けに順調に順次販売範

囲を拡大している。同時に、ブランド名の商標登録等に向けて作業を進めている。

枕l崎市漁業協同組合は漁業の発展と地域基盤づくりに努め、南に聞く漁業港の

基地として時代の流れ、変化に即応し今後もますます事業を推進しようとしてい

る。

受賞財の特色

受賞財である「枕崎ぶえん鰹j は、遠洋一本釣りカツオを船上で、車ちに活き〆、

血抜きし、ブライン凍結されたものを、水揚げ後、組合の加工場において、解凍

することなく鮮度が良好な状態で刺身用フイレーにされたものである。船上での

血抜きにより、従来品に比べて肉質が向上するとともに、当該魚、種独特の生臭さ

が低減する、肉色が良くなる(鮮紅色)、喫食時の変色がおそくなる、 ドリップ

が少なくなるなどの効果が出ている。

すなわち、本品は、刺身商材である通常の B 1 製品(ブライン 1 級凍結品)で

は行われていない凍結前の即殺・血抜き、船上急速凍結、超低温保管という一連

の技術をシステムとして組み合わせることよって、他に類を見ない独自の開発製

品となっている。

(1) 原材料

原料は、赤道付近南方海域で一本釣りされた中型カツオ (4.5kgサイズ)に限

写真 3 受賞敗(フルサイズ) 写真 4 調理例
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定している。当該海域のカツオは束i中(三i街中)海域に比べて漁獲が比較的安定

しており、また時期による脂質のばらつきが少ないなどの特徴がある。 操業は、

枕崎市漁業協同組合出営の遠洋カツオ一本釣漁船「第三協洋丸J (499 t)が行い、

枕111奇港に水揚げされたもののみが加工に供されている。

なお、第三協洋丸が船上活き〆装置等を新たに設置したのは平成17年 2 月であ

って、以来南方マーシャル諸島海域でJ薬業をしている。船 l二j舌き〆を行うカツオ

の実用的な処理能力は 1 EI 約 3 t である。同年 3 月末に枕111奇で、始めて水揚げし、

今日に至っている。

(2) 製造工程

本品については、洋上で、の原魚の生産方式と水揚げ後の製品の加工方式のi証言方

について、その特徹を明記すべきであり、以下に、漁獲から製品保管に至る工程

を示す。

①漁獲

カツオは一本釣漁法で漁獲され、空rllで釣り針からはずれ、 113板に張られたブ

ルーのシートの tに落ち、 f!lちにシュー

ター(滑り台)で生きたまま船内処理施

設に述ばれる。

②活き〆・ l臥抜き

逮ばれてきた活きカツオは、新たに開

発された「活き〆装置」に導入される。

装還にカツオが入ってくるとセンサーが

感知し、コンプレッサーの動力で瞬時に

刃をえらの上部に突刺し、活き〆される。
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その後ストッパーがはずれ、カツオは直下に設置された「脱血プール」に落ちる。

この間の 1 尾の処理時間は約 3 秒である。

脱瓶プールでは15
0

Cの冷海水中に約 5 分間浸漬される。なお、この脱車水温の

適否が血抜きの効果を左右するので、第 1 関目の航海のときに船上試験を行って

最適条件を決めている。すなわち、常温(約2S
0

C) 、 15
0

C 、 5
0

C のそれぞれの時

開放置しブライン凍結したものを、水揚げ後、解凍し肉色を比較することによっ

て、 15
0

C のものが最も良い色調(鮮紅色)で、あったことを確かめている。また、

同時に、脱血の効果も調べており、従来のB1 ものに比べて肉色の経時変化の少

ないことカ苛在ZZできている。

③ブライン凍結・保管

ブライン魚檎ではブライン液(濃度22%の塩水)

が常に_20
0

C に冷却保持されている。脱踊1の柊了し

たぶえんカツオは所定の色の紐を尾部につけて識

別された後、コンベアーに載せられ、他グレード

品とともに、投入機を通じてブライン魚騰に順次

投入される。投入機を使い、魚、館下部から魚、を入

れるのは、着水時の魚、同士の衝突による破損や変

形を紡ぐためである。第三協洋丸には 4 つの魚、総

があり、ひとつの魚槍への最大投入量は概ね10 t 

で、満杯に成り次第順次移行する。凍結所要時間

は約 8 時間である。

凍結後、カツオは、傷をつけないようにするた

写真 6 活け〆機と税血プール

めに入手によってモッコ等で超低温の保管庫 (-50
0

C) に移され保管される。

④水揚げ・選別・漁協保管

枕i崎漁港において、モッコとコンベアーを使い水揚げされる。荷捌き場で選別

され、キズ、変形等を除去し、サイズ分け・グレード分けが行われる。本品も他

の B 1 カツオと向じように、 1 ~ 2 t ずつ縞目の鉄製龍に入れられ、 7~8 分か

けてウイング・トラックで、漁協の超低温冷蔵庫 (_50
0

C) に搬入される。
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7 冷凍カツオの水揚げ'Mt景 写真 8 チェーン・ソー

⑤加工場受入・保管

保冷車で枕11崎市漁業協同組合・総合力11工場に搬入されたカツオは、加工場に付

設された超低温冷蔵庫で、保管され、 Jllñ次加工に供される。

⑥古fU~主・整71~ ・箱詰・保管

凍結状態のままで割裁装置(チェーン・ソー)を使い、頭、尾のJilíi序で切り落

とし、次いで四分割がなされる。さらに、専用の整形装置で皮、ハラス、骨を削

り取り、スキンレス・ロインの状態とする。なお、この間の所要時間は短く整形

工程終了段階で、の品?l;;U:.昇はほんのわずかで、あるが、もし以降の工程をそのまま

続けると品温がさらに上昇し、軽微で、はあるが品質低下(肉色や紘織に対する悪

影響)のおそれがあるので、それを訪止するために、一時的に箱詰し、超低温冷

蔵庫に戻している。

⑦血あい抜き・保管

超低溢冷蔵庫から出したカツオ・ロイ

ンを専用の整形装置で血合い部分を除去

する。品j昆上昇を紡ぐために、その後痘

ちに超低温冷蔵庫に戻している。

その後、再度作業室に持ち IH し、通常

サイズをさらにチェーン・ソーでハーフ

サイズにカットし、その後直:ちに超低市L

冷蔵庫に戻すことも行っている。なんと
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なれば、本品は通常400~6∞g で、市内の土産物店、県内のコープ店舗、関東|習

他の飲食店、ホテル等に出荷しているが、それ以外にもふるさと使(宅急便)で

全国の消費者等にも販売しており、例えば家庭でのより使い勝手が良い大きさと

してのハーフサイズ商品のニーズが大きいからである。

⑧真空包装・計量・金属探知・製品保管

凍結状態のままのカツオを 1 個ずつボ

リ袋に入れ、真空包装する。次いで、卸

売りの場合、標準サイズである400~600

g の商品が 5~6 本入りで 3 kg、宅急便

の場合、通常サイズかハーフサイズのも

ので 1 ~ 5kgに、それぞれ箱詰めしてい

る。その後、金属探知機を通過させ、金

属異物の混入を排除した後、超低温冷蔵

庫で出荷まで保管する。

(3) 食品の安全性

写真10 箱詰包装

本品は刺身に供される高品質、安全な食品であり、そのことを実現させるため

に受賞者では高いレベルの品質衛生管理を行っている。そのiやでもっとも重要な

ポイントは温度管理であり、上記製造工程において示したように、第三協洋丸の

洋上での処理. ;;束結から総合加工場での製品加工に至るまで、超低温に維持し、温

度上昇を最小浪に保つことによって高品質を達成するとともに、腐敗細菌と病原

産!日菌の増殖を防止している。一方、化学的危害の一つで、あるヒスタミンの生成に

ついても、生産から加工に至る一連の温度履歴から判断して、起こりえないこと

が明らかである。さらに、加工段階における製品への細菌汚染を防除するために、

毎日施設全体に係るサニテーション・チェックを行うほか、専門業者に委託して

定期的な防虫対策も実施し、安全性が確保されている。

受賞者は、上記の一連の品質衛生管理活動について管理マニュアルを策定して

おり、実施記録を残している。同時に、 Tllの検査機関等に依頼して定期的な細蘭
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試験を実施している。さらに、当該施設では主要取引先からの定期的な外部査察

を受け入れており、自らの品質衛生管理活動に対ーする第三者検証を受けていると

いえる。また、年 1 凶外部からの講師を招請してHACCP方式など最新の衛生

管理についての講習を受けるとともに、年数回内部研修も実施している。すなわ

ち、このような一連の品質衛生管理活動は、認証は受けていないものの、 HAC

CP方式管理に準じたものであるということが出来よう。

(4) 受賞財の特色

本受賞財は、サシミ用カツオ・フィレ(冷凍品)であり、平成17年 5 月に販売

が開始されている。販売価格は 1 kgあたり1，800~ 1，900円と、消費者にもト分受

け入れられる価格となっている。本品の特色は、一本釣りカツオを洋ヒで却殺・

lÍIl抜きし、当該魚種特有の臭い(血生臭さ)を低減させるとともに、モチモチし

た食!惑を増し、喫食11寺(解凍後)の肉色を優れたものにしていることである。

写真11 従来品との肉色の比較 写真12 従来品とのドリップの比較

特に、肉色については、鹿児島県水競技術開発センター職員による官能検査の

結果、刺身の色がf昨凍後 3 時間経っても鮮紅色を保持しており、従来品 (11者赤色)

と任倒的違いがあること、 ドリップがきれいであることなどを報告している(向

センター機関紙「うしお」平成17年12月、 307J，子による)。
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普友性と今後の方向

上普及性

現在、遠方一本釣りカツオ漁船にて漁獲され急速冷凍されたカツオ (B 1 品)

の魚備は低迷の一途をたどっている。燃油等の漁業コストアップも相まって、一

本釣り漁業は非常に厳しい経営を強いられている状況の打開策として、この活き

〆カツオは重要な役割を果たすべき商品である。

すなわち、洋上での脱血による本品の品質の良さを消費者に知ってもらい、差

別化を図ることによってブランド化を進め市場を拡大すること、あわせて、広く

サシミ市場でのBl カツオそのものの評価を得、消費全般を拡大することが、受

賞者に課せられた課題といえよう。そのために、さらに市場での言刊副を高める観

点から、より確実で簡単な解凍方法や刺身以外の調理提案などを行うとともに、

鼠合い肉を完全に除去した製品や、より消費者の使い勝手の良いサイズでのカッ

ト品の開発を進めていこうとしている。

2. 今後の方向

受賞者は、若手職員を中心に発足させた「環境委員会」によって、地元小学校

における食育活動への試食品の提供や講義を行っているほか、海岸の清揖活動、

漁協祭りへの試食品展示など、さまざまな社会貢献を行うことによって、これか

らの時代の事業者としての責務にも留意し、自らの社会的在り様を消費者に訴え

ようとしている。

本品は、枕崎市漁業協同組合が、生産から加工、販売に一貫して取組み、行政

の協力も得ながら、 HACCP方式も加味した一連のシステムとして高品質で安

全な水産加工品を新しく提案したものであり、鹿児島県の地域ブランドとして地

場産業の振興に貢献するとともに、不振の続く全国の水産業界にあって、良い先

行例となることがおおいに期待される。

(執筆者社団法人大日本水産会品質管理部長高烏寵樹

財団法人日本食品分析センター顧問 長坂豊道)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(流通@消費拡大)

受賞者折田正

住所鹿児島県指詣市

受賞者のことば 折田正

我が家の小型定置網漁業経営は、父親が昭和451:(三に小型のます網を設置

し、経営を開始したのが始まりです。 H自和50年に定患網 1 統を設i置し、そ

の後、順次規模を拡大していき、現在 3 統の定置網で、漁業経営を行ってい

ます。私自身は大学卒業後、平成 8 年に民間会社を退職したのを機に、父

親が経営する定龍網漁業に従事しました。

定置網の経営は、産地価格の低迷や水揚げの不振など厳しい経営環境の

なかにありましたが、そうした現状を打破するため、置艇での漁獲物を、

朝市や道の駅での販売など「新鮮で、貿の良いものJ 、 f安心・安全な地元産

のもの」を求める消費者の戸を生かし、寵接販売に取組みました。その結

果、販売実績で成果を納めることができ、経営を安定化することができま

した。家族が経営を分担・協力し、前向きにチャレンジした結果だと思い

ます。さらに、現在、時化の時などに鮮魚販売に替わるものとして、また、

遠隔地から来る消費者が保存性が高いものを求めることに応じ、アジの加

工品やみりん干し、ウルメイワシの蒸製などの漁家加工品の商品化にも取

組んで、います。

今後も、この方針で経営を展開していき、「新鮮なもの、地元産のものj
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受賞者のことば、

を指宿の地元の人や訪れる観光客に提供していきたいと考えています。

今回の受賞で、今まで、行ってきたことにあらためて自信もできました。

今後とも、自分を支えてくれた家族や地域の仲間とともに、また、多くの

関係機関にこれまで以上の御指導、支援をいただきながら努力を怠らない

ようがんばっていきたいと思います。

ありがとうございました。

地域の概要と受嘗者の略歴

上地域の概要

(1 ) 地域の立地条件

鹿児島県は、九州最南端に位置し、陸地が鹿児島湾を取り囲む形となり、その

外側は、西に東シナ海、南に太平洋が広がり、周辺には薩南諸島、大限諸島等多

くの島が点在している。

指指市は、薩摩半島の最南端鹿

児島湾口に位置する。平成18年 1

月 1 日に IBf旨f首市、山川町、間関

町の 1 ï打 2 町が合併して現在の指

宿市となった。 rljの中心に九州最

大の湖である池田湖があり問問岳、

長崎鼻、知林ケ島といった自然景

観が点在し、天然砂むし漏泉等温

泉資源に忠まれている。

気候は、温暖で雨量が多い。指

宿市は、総面積149kffiで、平成18年

9 月現在の人口は46，256人、世帯数

は19，812戸である。就業者は、第 1

次産業5，184人(うち水産業は369人)、

図 1 指宿市の位置関
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第 2 次産業生出8入、第 3 次産業1.202人である。

(2) 農林水産業の概要

鹿児島県の農林水産業は、平成16年の数値では、農業の産出額が4，142億円(斎

藤を含む)、林業が186億円(製材品を含む)、漁業は、 #1正面漁業と海面養殖業を

合わせた生政設が15.5万トン、同じく生産額が796億円で、そのうち海面漁業の生

産額311億円が全|主19 位、 海海R而養殖業の生産悲額i幼カ宝斗48部5倍億:円でで、全出 21位立でで、ある O 海i姐面a凶i 

~)漁立魚<<.\業のf魚力

ジ類、アカイカ等もそれぞれ全国の生産量の 4 位までに入り、また、海面養殖業

の魚線は、ブリ、ウナギが全国 1 位、クルマエピが向 2位、ヒラメが同 3 位、加

工部門ではかつお節の投産が向 1 位に入る水産県で、ある。

2. 受賞者の略歴

父正ニは、指宿1'11漁協の組合員であり、地先の漁協の共同漁業権漁場で小説般

な漁業を営んで、いたが、昭和45年頃から同漁場内で析網(小規模な小現定置) 1 

統を操業し始め、その後50年頃から同漁場内の知林ヶ島の本格的な小型定置を 1

統、 56:f1三から小島のさらに 1 統を増やして操業し、弟の生二が平成 2 年から手伝

いを始めた。

本人は、平成 7 年に下関にある農林水産省の水産大学校漁業科を卒業すると、

すぐに鹿児島中央卸売市場にある側魚、事に就職し、「青物」の記11長を担当した。

常々、父の後を継いで漁業者になりたいと思っていたので、 1 年後の王子成 8 年

に同社を [Ih前退職して、家業の手伝いを始め、同H寺に指宿市漁協の組合員になっ

た。(※現在同漁協獄事)

小型定置縦漁業は、間遊してくるf.fAが綱に沿って自然に入ってくるのを待つ漁

業で、漁船を使って移動しながら魚を獲る漁法とは迷い、積続的に漁獲量を増し

たり、魚を選んで漁獲することが出来ない漁業である。さらに、対象となる魚種

は100種類にも及ぶが、一時に間穂のf.~1.が大量に入ったり、逆に少量多種の魚が

入ったり、市場で、はなかなか扱わない魚が入ったり、季節や日によりその変化が

しいのが常である。例えば、アイゴ、ソウダカツオ、アカエイ、ダツ等の魚種
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は美味にもかかわらず、捌きや鮮度保持が難しく、また一般的に知名度も低く、

市場では扱いを嫌い、キロ当たり 10円位の値でしか買上げられない。

加えて、漁業の経営は、日々問じ操業をしてもその結果は、魚偏に左右される

ことになるが、市場の買手主導で値付けされ取引されるので、嘗て本人が市場で、

f科挨した魚の値が安く付けられるということを出荷者として逆の立場で感じるこ

ととなった。

このジレンマを解決しようとしても、地元には同種の潟、業を営む漁業者が殆ど

いないので、自ら手立てを考えるしかない状態におかれていた。

漁業に入って 2 年目の平成10年に、経営の転機のきっかけとなる自宅傍の指宿

市の公園「セントラルパーク j における日曜朝市への出店取組みを手始めに、同

年のワカメ養殖への取組み、平成14~15年の 2 年間のブリ飼付け漁業許可による

操業、平成16年の知林ヶ島傍の 3 統目の小型定置網漁業の権利取得と操業、同年

の市内小牧の「道の駅いぶすき彩花菜館(さかなかん)J への出店出荷、平成17

年の魚加工への取組み、平成18年の魚、爆製への取組みというように、創意工夫を

重ねて経営規模が飛躍的に拡大していった。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(漁業種類)

折田正氏が経営する折田水産の操業する漁業の種類は、次のとおり 5 穂に及び、

常に小型定置漁業を中心に 2 種類以上の

漁業を設数操業している。

-小型定置網の操業期間は周年操業、

主な魚種は、

カタクチイワシカq~3 月、アジ

が 3~7 月、アカカマスが 4~7

月、ハガツオ・ソウダガツオ・ミ

ズカマスが 8~1l丹、カンパチ・

サパが 8~12月、
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-タコカゴ締漁業はマダコを対象に 4 月 ~8 月操業、

.わかめ養殖は12月 ~4 月初めまで、

-刺網の操業は崩年、主なi~~:f重は、チダイ・ガザミが崩年、コウイカ 4~7 月、

・ブリ飾付けは、 8 月 ~1 月(※王子成14~15年のみの操業)、

(所有漁船)

折田水産は、全て f折田丸」という同名の 5 隻の漁船を所有しているが、小型

定置の網揚げあるいは修理用に17.0 t 、 0.4 t 、 0.3 t 、ブリ飼い付け加に4.52 t 、

17.0 t 、料品l号店に4.52 t 、タコカゴ・ワカメ養殖用に1.0 t 、 遊漁用に4.52 t , 1.0 

t と使い分けしている。

(家族情成)

折 IJ:I水産の家族構成は、父折田正二

(63才)と母美智子 (58才)、折田正 (33

才)妻美加 (33才)と 3 人の子供( 6 才

~2 才)、弟折出生二 (32才)妻美穂 (28

才)子供 1 人( 0 才)、妹泉緑 (28才)

夫博己 (30才)子供 1 人 (0 才)である。

(小型定置網の状況)

折田水産の小型定霞の設置場所は、指

宿漁協の北にある魚見岳から見下ろした
写真 5 本人(中央)と家族

託Il~lllql と、大i朝、可'ì~~の干潮時に約800mの陸繋砂州、I (りくけいさす)で結ばれ

る周囲約 3 km、面積約52haの知林ヶ l誌の甫側に l ヶ統、西側に 1 ヶ統、北に約

500m離れた小島の西1WJ に 1 ヶ統、で、いずれも水深20~25miこ敷設されている。

漁協の水揚岸壁と小型定撹の間は約3.5マイル、漁船で20分の距離にある。(刺網

漁場も約3.8マイル、 20分の距離にある。)小型定誼網周辺はそれぞれ湖の流れが

違い、南側のものは、上り潮の魚が、間側のものは、下り潮の浅場の魚、が対象、

小島西側のものは、下り i閣の深場の魚、が漁獲される。※この小型定i置の潟、具を新

規に敷設すると締資材ー等で 1 ヶ統当たり 3~5 千万円の初期投資となる。

(出港、水揚、仕分け、配送、加工等)
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通常、自宅から1.5km、 6 分程の港から午前 0 時頃出港し、 3 カ所の定量網を

)llfî番に揚げて、午前 4 持頃帰港し、岸壁で魚種の選別作業を行い、鹿児島1'11 1ニド央

市場へ送る分を業者に依頼し(業者のトラックは午前 4 時40分出発)、引続き選

別作業をし、 5 時半頃から、自宅の加工場で、道の訳出にトレイへ盛り付け作業

をし、 8 時すぎに道の釈へ配送するO 朝食後、道の駅への追加分の盛り付け作業

をし、 10時半頃に 2 匝日の配送をする。その後、干物、燥製等の加工品をつくる。

また刺網やカゴ縮の揚入掘作業を行い、遡 1 回の網洗いや網の修理等を行う。

魚類市場は、日曜日が休みなので、以前は出漁しなかったが、現在は朝市や道

の駅での販売があることからに出漁している。ただし、道の釈では、月 l 固定休

日となっている。道の駅の管理者からは、土日、祭日の定休日設定は避けるよう

言われている。また、個人的な用事で一人が休んでも、 j魚、や販売には支障がない

ようにし、また定置網の乗り子 2 人は，土日のどちらかを交代で休めるようにし

ている。

表 1 出荷形態
H\i:lf!坂う，f~ J'[;

iなまfUlî場

l列市

ill の駅

(1 ) 朝市への取組

日曜日、午前 0 時に本人、父親、弟と

従業員 2 人の 5 人で 3 ヶ統の小型定置の

網の網起しに出漁し、 4 時30分頃に寄港

し、魚、のj霊加をして、 0.8kmのE在自在をトラ

ックで 3 分のセントラルパークの朝市へ

出荷し、 6 時から 7 時30分まで、母親、

妻、弟の嫁と手伝いの女性が販売をして

いる。

朝市のお客は毎回約50人で、指宿-fliI勾
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の人が殆どである。

liifJTljへ出荷して 8 ::tj三となったが、現在は、野菜や花の出店者が全て撤退してし

まい抗告~1水産 1 店舗だ、けとなった。

朝市は、全体の水揚げ額の概ね 1 割弱に過ぎないが、 ~çì，1IlIi安や水揚量の減少に

伴う水揚額の減少が止まり、経営が安定してきた。売上げの傾向としては、道の

駅がI~~駅するまでは、徐々に増えていたが、!?日収後は平衡状態となった。客数は

殆どかわらないが、 1 人当たりの購入数量(まとめ買い)カ苛北る傾向にある。

(2) 道の駅の取組

指宿市観音111奇に PFI 方式(民間資金活用の公共施設)の道の駅「いぶすき」

が平成16年10月に開設されるのに伴い物産販売コーナー出荷者の募集があったの

で、 IWlrljの経験が生かせると考えて自信もって応募した。

出花の形はi;茄Ijと違い、プラスチックトレイに魚を盛り、ラップで覆い、バー

コードで金額等のデータシールを貼るようにがとめられており、レジで、自動的に販

売状況が記録されて手数料 (25~30%) が51 き誌とされる仕組みとなっている。

月 11支の休日以外は毎話出荷し、日 I村部品が少なくなった時には、その都度補

充 (2 ~ 3 田)し、売れ残り商品は必ず夕方問II又することが条件となっており、

さらにお容の持ち帰り用にショウケースの脇の発泡スチロール箱に砕氷を切らさ

ずに備えることも義務づけられている。

商品を加工する加工場も清潔であることが義務付けられたので、自宅に400万

円で1=1=1古の列車コンテナを利用した加工場を建て、保健所の許可も取得した他加

工場と道の駅の!日j約llkm、 25分の距離の輸送のため保冷車を購入した。また、屋

外の燥製装置は18年 7 月末友人が約25万円をかけて製作してくれて、 45X70cmの

金網l6í伎ほどが入り、薬製時間約 31時間で、製品が出来上がる。

道の駅では、お容さんの購買意欲を増すために、次のj誌に考悲して販売をして

いる。

(J販売方法)

地のf.~で、 Mð斐れで、新鮮であることをアピールし、食べやすく、また美味し

く食べられるようなゐ次加工をした。
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そのため、食べ方等の表示や生産者P

Rのためのロゴマークを作り貼付するよ

うにした。また単品では買い控える見慣

れない魚、も抱合せて販売して捌けるよう

にした。

(価格の設定)

全商品の80%を5∞円以下の価格帯に設

定しているが、実際には、母親を中心と

して、近隣のスーパーの価格を参考に、
写真 4 道の駅での競売

その 1~2 割引きを道の駅の価格とし、その価格の 1~2 割引きを朝市の価格と

している。

(市場で値のしない魚を販売するための工夫)

・アイゴは、磯臭いということで一般的に見向きもされないが、活魚のうちに

〆て内臓を傷っけないようにして除去すれば、臭みもなく、刺身で美味しく

食べられる。

・ダツは、食べたことがある人は少ないと思われるが、塩コショウで唐揚げに

すると結構美味しいので、唐揚げ用にブツ切りにして販売している。

・ソウダカツオとサパは、漁獲時に直ぐ頭を折って鮮度保持に気を配る0

・ウスパハギは、皮を剥ぎ、アラや肝と一緒に販売する。

・エイは、料理しやすいように捌いてから販売する。

-カゴカキダイ、ヨソシメジ、クロサ

ギ等はアジと抱き合わせで、バラエテ

ィーパックとして販売している。

(鮮度保持、加工の工夫)

トレイに盛り付けて道の駅に出荷する

まで、工場の冷蔵庫に保存をし、道の駅

へ出荷時には保冷車を使うようにしてい

る。

出漁できない場合、夕刻残った商品の 写真 3 加工場でのトレイへの盛付け作業
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持ち帰り、さらに多量の漁獲があって販売できない場合に備えて、魚、麓により塩

干品、蒸製、塩辛等の加工品を作っている。

2. 経営の成果

樹市での成功と経験があったので、消費者ニーズに素早く対応でき、販売にあ

る程度自信がつき、道の駅の販売にも取り組めた。その朝市では、リピーターも

多くなり、また、地元の賠酒屋や食堂、弁当屋なども常連となって、地の魚が地

元で流通・販売されている実感があり、さらに、 i直販することで、いろいろと消

費者の希望、価格がわかり対面による情報交換が出来た。

生産者で、かつ家族経営のため、消費者の求めやすい価格に設定することに無

理がなく、安い価梼で魚、を提供しても市場出荷より収益があるため、不漁の時で

も道の駅出荷で収入の確保出来るようになり経営も安定してきた。

[jg[ 3 道の!択の折田水í~ìtの売上げ(折線)と来場者数

・
平成廿移

11万符

※出荷故は 1 EI 概ね300パック。 f史}ねしているトレイ 6 種類
の大きさは98mm x 247mm、 142mmx210由郎、 134mmx 234mm、 98
叩m x 327m師、 210mm xおOmm、 118mmx 330mm 
※巡の駅は目立道226号線沿いで、 EI 交通設は0∞台、立ち寄り
取は 1 1=1 728台、来館者は月王子均55.∞o人、 11\資者は、(有)フ
ァインサプライ、側首'î 13 本総合サービス、指1Êi淡建設(械、
管理l\ .迷'ntは側サニ…ケープ、 H\rWl者は， I I'r術者協議会の
農産・水産・工芸・加工の 4 部会生産者162名が1JI1入
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このような取り組みが、テレビ放映され、その効果が重なり、リピーターも増

え、遠くからクーラー持参で見えるお容も多くなった。 道の駅開設後、半年後に

は来館者も落ち着いてきた中で、売上げは当初の1.7倍となった。

魚類市場のみの出荷の時は、 100kgコンテナへ積んでの出荷で水揚げ量や市場

での魚価に友右され、毎年の販売額が7∞万円~3.6∞万円と変動が激しかったが、

朝f\Tや道の駅への取組により車Wfljで年間250万円くらい、道の釈で1∞0万円くら

いの安定した水揚げがあるので、かつての水揚額の 2 倍以上の収益となり、経営

が安定し、経営上の収支が成り立つようになった。平成16年に小型定置 1 ヶ統増

やしたことにより、 16~18年の 3 年間は定置にかかる機器類の整備、自宅の加工

場への改造等で、経費がかかったことで、純主主としてはまだ、上がっていないのが実

情であるが、これらの投資は生きてくると考えている。

表 2 年別出荷金額

表 3 系統販売のうち鹿児島魚市側出荷分

1111児 1;1îイ(n!i時制 l H\IÎ7Jト

以下に、豆アジ・カタクチイワシと小アジの通常(魚類市場)、朝市及び道の

駅の単価、経費、収主主及び対比を表にして示すが、消費者に宜接販売することに

より、中間マージンが無いということもあるが、その違いが歴然としている。
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表 4 W若lj別の収益
Ilアジ・カタクチイワシ

iズ分 lìt制li. 続終{J:;総

ヨ長官[[7001'1/箱

1埠官?

F1131J イ[1(3.50WJ/1'ÍÍ

1 紛で20M&

初j リj 1 担任3001']

→6.000ドJ

UÎ:iで30パック

jfiのWR 1 パック 2001' 1

→6，000ドi

ノトアジ

1>< 分 !ìí.1J11i' 土足務11:総

安1t!n.500ITJ/1'fÎ

通常 -il':i1llî6.0001[1/付1

l 1'f'iてιO!trl~

初 j!f l 雌3001'1

• 12,0001'1 

l"fri で40パック

巡の駅 l パック 350 1' 1

• 14,0001'1 

受費財の特色

1 .技術

絞 1~

1'ri代.jQi料

IIf場ずー数料

1561'1-4601T1 

経Y'i

1001"1 

巡の駅手数料

その他

2,0001'1 

主主 1'( 

総代・送宇l

íl iJJJ手数料

3001'1-6601'1 

帝王 1'i

1001'1 

j誌の駅'f数字l

その他

4,0001[1 

特に特色のある点を以下に記述する。

(活魚の苔養)

~X 必 対比

5441[1 

~ 

3.040111 

1.9 

5.9001[1 ~ 

10.8 

1.3 

4.0001可 ~ 

7.4 

i以主主 対比

1,2001'1 

~ 

5,3401T1 

2.2 

11 ,9001'1 ~ 

9.9 

1.9 

10,0001'1 ~ 

8.3 

海上で、定置網の網揚げ時に高価な1.~\積で、生きていうものは、 17.0 t の折在l丸

の船上の生賛に入れて、持ち帰り港内の簡易生告に移して、出荷の調整を行うと

開時に不漁の11寺や水揚の出来ないfl寺化のfl寺に鍛えており、漁獲されても販売に向

かない雑魚をミンチにして与えて、魚イ本の減J毛を[íJJいでいる。

(船上の漁獲物処理)

船上で、なるべく鮮度を保つために、価値のある比較的大きな魚、は、生きてい

るうちに“首折れ"にして、鮮度保持をしている。
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(製品の鮮度保持)

中古のコンテナで

元f保呆利{健建所から「魚介類類;販売業営営，業j と 「食品製造業J の二つの許可を待得.て鮮魚魚、や

加工品の小分け盛付けをし、必ず出荷まで 3
0

Cの冷蔵庫に保管する。

大型シンクで洗浄し内臓、鰭除去の下時えしたものを、干物の場合は防虫網を

証言った犀根のある開放空間で大型の扇風機を用いて乾燥を行い、爆製の場合は、

室外に設置したt壊製器で桜の木の煙により製造する。干物も:属製も出来上がった

ものを必ず真空包装機によりラップ掛け包装し、同じく出荷まで 3
0

Cの冷蔵庫に

保管する。

(製品の運搬)

鮮魚、や加工品の製品を道の!択へ出荷する際は、 llkm、所要時間25分の距離であ

るが、必ず軽トラック保冷車(積載量350kg) により運搬する。

(技術の取得)

自宅から9.5km、加分の距離に県の水産技術開発センターがあり、水産加工技術

の指導をしており、そこで干物、燃製等の技術の取得が出来た。

2. 経営

特に特色のある点を以下に記述する。

(複数漁業操業)

小型定量、刺網、タコカゴ、ワカメ養殖、ブリ餌付け漁業(一時期の 2 ヶ年)

の多くの漁業の組合せ操業を行っている。

(家族経営)

折田水産は、折田正夫婦を中心に、その両親、弟夫婦、妹夫婦による家族経営

で成り立っている。経理は折問美加が担当している。

(役割分担)

定置網の網揚げと網洗いや台風時の陸揚げ等の管理を折田正と弟が乗り子 2 人

と、また父親が刺網を担当し、水揚時の漁獲物の分別を母親と妻美加や乗り子 2

人と、加工と販売を母美智子と兄弟の二人の妻と手伝いが行っている。
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普JJZ.性と今後の方向

上普浸性

道の駅での販売により、自分たちの魚、が多くの消費者に認められ、折出水産の

魚なら大丈夫だと信頼を得られるようになった。その結果、陳列前から何人もの

お客さんが魚を待っている状態であり、月に10件程の宅配の要請や自宅まで魚や

加工品を求めて自宅まで来るお容さんも現れるようになってきた。

評判をrmいてテレピの取材と放映がなされ、折田水産の経営と鮮度の良い魚が

招介されたこともあり県内外から視祭に来たり、相談を初、けてきたり、実際にj][

販に取組むところも出てきている。

県内では、桜島の東のま差水1'11牛根の道の!択が、平成17年 6 月に開設したが、 IJ\

店予定の牛根漁協とその傘下の加工グループが事前に、販売方法や体験談を開き

に来た他県内の漁業者やグループの視察も頻繁にあり、近隣の漁協や漁業者にと

っても良い刺激となっている。

県外からも、直販に取り組もうということで、秋田県、宮崎県、兵庫県の漁業

者や漁協女性部の視祭があった。

2. 今後の方向

鮮魚については、指指市内の民宿、賠酒握、食堂、弁当屋等が常連となってお

り、加工品も、側人の人が自宅に買い求めに来ることがあり、地元で、地f.fJ， を食べ

る地産地消が部分的に進みつつある。

そこで、今後の取組みとしては、①殆ど地元のj誌を使っていない近隣のホテル

や旅館への魚の提供、②滅菌水を用いた鮮f~lの取扱いや厳選したf.{\を使ったこだ

わり商品の開発と出荷販売、③同じく絡に就いたばかりの加工技術を多7様化して

商品の開発と出荷販売、④子供たちにもっと漁業を知ってもらうために体験漁業

の導入や地魚調理教室の開催等いろいろ考えられる。

これらを実現するために、家族による経営は基本としつつも、機能的に活動で

きるような経営体質への改善を検討しているO

(執築者社iすi法人日本真珠振興会専務理事片山正買)
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天皇杯受賞

出dll財宇むらづくり活動

受賞者ふき活性化協議会

住所大分県豊後高田市

受賞者のことば‘ ふき活性化協議会 代表小JII 寛治

第45回農林水産祭において、ふき活性化協議会のむらづくり活動が、栄

えある天皇杯を受賞できましたことに、会員一同心から感謝申し上げます。
ふさ

蕗地区は、蛇行して流れる蕗川沿いに細長く広がる狭小な概EHで、子ぱ

っと水容を繰り返す厳しい環境でしたが、平成 7 年度より着手した「ほ場

整備J と「河川改修J の導入がむらづくりの大きな転機となりました。

同年に「蕗地区地域デザイン協議会(現ふき活性化協議会)J を結成し、

将米のむらづくりデザインとして「農業と観光が調和した地域づくり J を

スローガンに、 4 つの恭本方針を目標に活動を始めました。

農業経営擁立のため、 3 集落 1 農場方式の「蕗地区営農組合(現焼事組

合法人ふき村)J を設立しました。 5 つの部会で構成し、生産から加工・販

売までの 6 次産業化を図ったことにより、それぞれに役割分担をし、地区

民が適材適所で働くことができ、地区のまとまりがより強固になりました。

将来を担う子供たちには、特産のぶんこ合11鳴を教材とした休験学習等で

「ぶんご合II!島の郷」として親しまれています。地区のシンボルである国宝

「諒貴もリを中心とした「ふれあいウオーク」の取組や、体験宿泊施設町長

庵蕗翠」の建設、郷土3f4.理の提供や農産物加工・座禅・写経などの体験プ
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受賞者のことば、

ログラム整備により、都市住民とのふれあいの輪が広まっていきました。

また、近年、 U' 1 ターン 7 家族24名を迎え入れたことにより、集落に

新たな活力が生まれて参りました。

むらづくり活動を始めて10年、常に話し合い、皆で取り組んだ活動が高

く評価されたことに改めて喜びを感じております。これからも、初心を忘

れることなく豊かなむらづくりを目指し頑張って参ります。

地域の沿革と概要

1 .立地条件

豊後高田市は、平成17年 3 月に豊後高田

市、真玉町及び香々地i可の nfî 2 町が合併

して、新「最後高田市」として発足した市

であり、大分県の北東部、国東半島の西側

に位置する。海岸部は宇佐平野から続く平

坦地並びに江戸時代後期の!日干拓地及びlîl

営干拓地となっており、背後地は国東半島

の中央両子山より放射状にiJJ地が走り、こ

の谷開に農地や宅地が存在している。総崩

積206βkní'、人口26，206人の市で、ある。

2 圃社会産業、経済の状況

第 1 関位置凶

豊後高田市は、国宝富貴寺や真木大堂、熊野磨崖仏を始め国東半島六郷満111仏

教文化を色濃く残す地域で「仏の里J として年間約70万人の観光客が訪れている。

さらに平成13年より地元商店街が昭和30年代をテーマに改修した「昭和のIIlJJ が

脚光を浴び、現在年間28万人の観光客が訪れる市内の新たな観光地となっている。

市の農業は、海岸部の干拓地と背後地の中山間地域に二分され、干拓地では、

自ネギを中心とした大規模農業が展開され、白ネギ専作を始め白ネギと巨11牟ブド
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第 1 表農林水産業の概要 〈単位・戸、 ha、 FîJj j1j)

¥¥¥¥  主l勺お 7 "J� Sjε!!X: 12"1ミ 平成17iJô
iは 近 fド

1~1I 考
対 7 "Flヒ 11幻!X:Jt

Fよ 人 LI 255 230 223 233 91.4 100.0 従業後絞殺総保不
人 総決家 111‘ 'lii n 数 180 170 176 181 100.1 77.7 17.5 % 
11 

326i iMt践者数 2 ろ'ftf; I27主就業人 IJ 158 107 82 76 48.1 

)，~幹{自 J~~ ~従事者数 51 23 26 35 68.6 15.0 (うち法人) (1) 

数IH 
者よ jll メ1:1勺3 数 94 85 86 89 94.7 100.0 ik幹ljj子 t21主従事者数
A3BBB屯~ :jj<. 'z& 57 62 60 57 100.0 64.0 男子 19 名

Jド Y“阿H 道主 数 37 23 28 32 86.5 36.0 女子 16 :1'1 

l!hi 先 22 家数 41 43 47 49 119.5 100.0 新規就災者(11止近 5 "10,;1 
劜 3た 18 20 29 33 183.3 67.4 6 人

3BH 5 Wi 
五[ 6 3 3 3 50.0 6.l 離l裁就浪者 (39歳以下)

耳 17 20 15 13 76.5 26.5 2 人
ツJむJ 

3定 卜\ 6 8 91"¥ 18.4 険機就役者 (40歳以上)
ヨコ

i溺 ~ ¥ 2 2 2 ¥ 4.1 4 人
日。

ヨ佐 的 六三 35 37 38 ¥ 77.5 誌記

数
o . 5 h a 米満 14 15 22 23 161.3 46.9 

級将BO E 

0.5~ 1 ha 米 i前 23 23 20 20 87.0 40.8 

1 ~ 2 ha米満 3 3 3 133.3 8.2 戸川たり平均耕作創淡

2 h a 以 j二 1 2 2 2 200.0 4.1 1.0ha 

おF 地 57.2 54.0 57.4 57.4 100.3 100.0 池氏il!ifí'( 520ha 

羽l If! 34.4 32.5 33.7 33.7 98.0 56.4 耕地3子 11.0% 

地 i付 11こ j虚 知 11 3.9 2.6 2.4 2.4 61.5 4.0 林野中 67.7% 

iJ劦l;w {対 i車i 地 18.9 18.9 21.3 21.3 112.7 35.6 ほjJJj終世üネ

芯{ 牧 Ji・3今 地 。 。 。 。 111 91.2% 
~~; t菜市 1& 牧 Jt!! 。 。 。 。 封1I 。%

判l' 1'1' 放楽地 Îílî 存{ 5.9 5.2 2‘4 2‘4 40.7 4町。 手 IJ)日始設定本 52.6% 

水 右目 20.8 10.4 22.0 22.0 87.01¥ :ì:な綬I~~'~説明]
1'1' 

105.9 ¥ 水稲+小友付主'ヒ 10.1 10.1 10.7 10.7 

II;îl ぶんご合的 2500;]jJ 2500;J:J ¥ ノト友+大五〔

炎 0.2 14.1 18.6 18.6 ~).300.0 ¥ 小炎+秋そlま

tS~・大 S2.‘ 0.3 6.9 3.1 3.1 1.033.3 ¥ 
'を If 5.8 5.8 ¥ 

許よ i¥ri 58 45 64 64 103.4 100.0 戸当たり j見栄jli'U I'.釘{

jJZ 水 右目 32 15 22 26 81.3 <10.6 1.1 j~iJj l' J 

ゴ主 ノ対t、二 26 24 25 25 96.2 39.0 

経ぶんご {r II!゚ 5 5 7.8 

11'. '& 4 6 6 150.0 9.4 

知rij :J三 .，Z会 2 1 1 50.0 1.6 

"� ば 1 1 1.6 
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ウやスイカ、ハウス花斉との複合経営や葉たばこ専作等となっている。

A方、背後地は、水田地帯に水稲を始め小麦、大豆、そばを作付けしているが、

農家の経営規模が小さく、後継者不足が大きな問題となっている。こうした状況

を打破するため、集落、ほ場整備の工区や水利組合を基本に集落営農組織を設立

し、農業経営を行う取組を進め、地域に応じた新しい農業体制を模索している。

むらづくりの概要

仁蕗地区の特色

蕗地区は、豊後高田市の南東部に位置し、地形は蕗JII に沿って東西に広がる地

域で北側と南側は山地が広がっている。地区のほほ中央部にi主l東半島の代表的な

建造物である国宝富貴寺があり、多くの観光客を集めている。農地は、蕗JIIの両

岸並びに山麓斜面に拓け、農業と林業(椎茸)が主な産業の中山間地帯となって

いる。総農家戸数は57戸で、認定農業者は茶専業並びに椎茸専業の 2 名である。

2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、背景

蕗地区は、養老 2 年 (718年)建立と伝えられる富貴寺があり、六郷満IlJ丈化

の六郷の 1 つ、田染郷の一両にあり、中世には荘関として記されている。富貴寺

は明治時代まで、は子供の遊び、場で、あったが、今では国宝として、地区のシンボル

として大切に守られているO

農地は 111あいと蛇行して流れる蕗JII沿いに、東部に細長く広がる狭小な棚田で、

明治初期にため池が整備されたが、雨量の少ない年は~I二ばつに見舞われ、その一

方で、集中豪雨があるとすぐに水害が発生するなど、厳しい環境にあった。

平成 7 年、ウルグアイラウンド対策による fほ場整備事業」の導入問題で、蕗

地区に転機が訪れる。この事業は、高い補助率で、あったが、①ほ場整備後、地区

内の1/4以上の農地を担い手(認定農業者)に集積、②地区内の1/4以上を大区画

(40 a 以上)ほ場に換地することが補助条刊ニで、あった。蕗地肢の認定農業者 2 名

は、水田農業が主でないことに加え、蕗J 11が蛇行しているため大ぽ回ほ場整備に

向かないことが大きな障害となった。
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こうしたなか、県の中山間地域

活力創造モデル卒業の認定を受

け、 2 年間にわたり、「ほ場整備

後の集落農業のあり方や地毘の将

来像立地域デザイン」について検

討ーすることとなった。農業匝では

地域営農の確立のための営農組合

による協業化の必要性、観光謝で

は「通過型観光J から rì帯在型観

光」への移行手段、地域環境の改

第 21羽 ふき活性化協議会スローガン

f醸諜I!:.観光市iE関組し記機械づくり j

後B手E晃~\盤か主主
およラづくり

地域器禁帯電ぬ絞慈

地域盤機め確立

観光客、童話術俊民
と(;)爽流

善、環境整備や伝統文化の継承など様々な分野を検討し、「農業と観光が調和し

た地域づくり」をスローガンに 4項目の基本 [1擦を定め、平成 9 年 3YJ に地域ビ

ジョンを作成した。

蕗地区は、「ほ場整備事業」の実施採択を i可年 6 月に受け、換地作業を行うた

め、地域ピジョンを基本に集落説明会を開催し、集落全体の合意を得て、平成10

年の秋から面工事に若手した。

ほ場整備により出の形状が明確になるにつれ、営農組合に対して、難色を示す

農家がi問えた。いわゆる「総論賛成、各論反対」である。この背景は、市内では

初めての取組であり、農地について f農地を組合に攻られてしまう」という誤解

があった。この誤解を解消するた 第 3 図推進休i加盟
め、地元関係者で毎晩のように議 「むらのコミュニティ j

論を重ねた結果、平成11年 5 月に f 佐川自公むらのj足後j

「蕗地区営農組合J の設立を迎え

たo 老人クラブ子供会

(2) むらづくりの推進体制

「路地区地域デザイン協議会J

は、ほ場殺事iij後の集落農業のあり

方や地区の将来像について検討す

「むらのγン;j(JしJ
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る組織として平成 7 年に設立された。

委員は女性 2 名を含め地元10名、関係機関で構成され、営農体制、地域環境、

都市農村ー交流、地域コミュニティー等について検討し、地域デザインを平成 9 年

に完成した。その後、本協議会の名称を「ふき活性化協議会」とし、現在はむら

づくりの調整役を担っている。

ア 農事組合法人ふき村

ほ場整備の第 l 期工事が完了し

た平成11年 5 月に、県内の中山間

地域初の集落農場方式で営農する

f蕗地区営農組合j を設立した。

組合には、イベント等の開催を担

う企画部会、草刈り・水管理等の

全員作業に係わる作業部会、大型

機械作業を担うオベレータ一部

会、特産品の加工販売を行う女性

部会など農業生産、農産加工から

第 4 関 u長)ふきの村の組織図

直売までそれぞれを担う専門部会を組織している。平成13年には、ぶんご合鴨導

入を契機にぶんご合i鳴を飼育・販売する合'1鳴部会を創設した。また、平成16年に

現組識である「農事組合法人ふき村J (以下 i(農)ふき村j という。)の名称で

法人化した。

イ 自治会(回染山下自治会、田染蕗自治会)

蕗地区には、集落全戸が加入している 2 つの自治会があり、役員会と全戸で構

成された総会で、の合意により、民主的に運営されている。また、下部組織として、

老人クラブ、子供会、消防団を設霞し、自治活動を行っている。

ウ旅庵蕗望

都市と農村の交流や食の提供(農村レストラン)を推進する組織として平成14
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年に地区の有志 5 名で蕗地誌振興会を設立し、 i羽宝寓貴寺のそばに体験交流宿泊

施設 f旅庵蕗翠」をオープンした。本施設は、情報発信・地域交流の拠点として、

宿泊や、地元農林産物にこだわった食の提供やそば打ち・納豆づくり等の加工体

験等を行う施設となっている。

また、施設の特徴として、スタッフ全員が女i主である。女性の感性を活かし、

きめ議11かいサービスや演11\等を行っており、地域女性の活躍の場として、大きな

役割をfl~っている。

エ (有)寓貴茶I!lft

昭和46年第 2 次農業構造改善卒業により造成した42haの茶樹を運営する組織と

して設立された。設立当初は、生産が安定せず経営が厳しい状態であったが、近

年の fお茶ブームj 等に後抑しされ、消費が{rllび経営が安定してきた。平成16年、

農事組合法人から有限会社へ移行し、史なる所得向上を図っている。

むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの農林漁業生産自への寄与状況

(1) ほ場整備と汚J 11改修

ほ場整備の話が始まった平成 gcfj三、 2 つの卒業要件を満たし、事業実施を円i甘

に促すため、次の措置をとった。①大区間ほ場の確保については、蛇行している

削iを改修し最大限ほ場を確保する。②担い手への集積については、集落営農組

織を設立し一元管理を行う。ということを決定し、ほ場整備、河川改修とも平成

10年より工事が着手された。ほ場整備により1.680枚あった水田は121枚に再編整

世話され、また度々水害をもたらした蕗JII も改修され、安定して農業生産が出来る

基盤が確保された。

(2) 中山間地域で県内初の 3 集落 1 農場方式

地区内農家68戸が借成員となった営農組合が農地22.7haを借り受け、土地利用

計画・作業計画の策定や経理の一元化を罷ることにより、効率的な作業ができ、

組合員に従米以上の小作料・作業労賃等を還元できている。
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作業は、一般作業については全組合員

で、大型機械については専任のオベレー

ターが作業を行っている。

(3) アグリヘルパ一活動

営農組合は、協業化によって生じる余

剰労力を使用し、市内の大豆等の防除・

収穫の農業支援(アグリヘルパー活動)

を行っている。これにより、市内の大豆

写真 I オベレーターによる作業

の生産体制が確立し、大立を中心とした集団転作が市内に波及した。

第 2 表集団転作面積の推移(市全体)

年度

i/î全体集日|転作iílíl1l

※集FJH\r、刊とは、緊!~l，!U守:調j長jft進対策'j[菜、水ill;;~~往来「た紙、i~対J.fZ事業、水IIm~主総法改革対策 ιJf ;j，

また、本活動により市内各地に集落営農の機運が芽生え、集落の実情に応じた

集落営農組織カヰ延生した (3 地区→18地区)。

第 3 表 アグリヘルパーの作業実績
E 年度

大 j~Lltlîl徐

大減収機

そばl収穫

fT171 

(4) 農地の有効利用で儲かる農業を実践

営農組合は基本理念として、農地の有効利用を掲げ、水田は野菜等原|芸作物を

除き、 1 年 2 作(オ\.Ý活十小麦、小麦十大豆、小麦+秋そば、夏そば+秋そば)を

基本としている。また、米側の下落を鑑み、 7M揺を主体とする農ー業から脱却し、

麦・大京庄中心とした栽培に転換させ、経営の安定化を I~I り、より所得の上がる

作付け体系を検討している。
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第 4 表 (農)ふき村の作付出積等 Ojt佼: ha、%、千 I'J)

前~交 五ド!íl\11 ifミ 3ド!íl\ 12i[二 iド!íl\ 13ilミ 3ド)戊1Mド '1ξ!JX; 15"j'. 平成16ij'. 'l"!匀¥17iJ'. 

水稲 5.3 6.8 7.2 8.6 7.9 14.0 13.8 

1乙 1.9 14.1 13.6 20.1 19.8 19.6 18.6 

大波: 11.2 6.9 14.3 12.0 7.8 2.5 3.1 

.Qそば 0.1 1.0 

秋そば 0.2 5.8 5.5 4.8 

なばな 0.2 0.5 0.9 0.6 0.6 0.3 0.3 

その他 7.9 3.6 2.8 1.2 1.0 0.1 0.3 

26.5 31.9 38.8 42.7 42.9 42.1 11.9 

町時
]]9.4 143.7 174.8 192.3 193.2 189.6 188.7 

94.5 95.8 98.6 97.7 98‘ i 97.6 
、、、、、、、、、、

96.0 97.5 97.2 97.6 I 日ï.1 96.9 ¥¥¥¥  

jli:UIHm 19.108 30,558 36.239 38,952 32‘837 28.378 ¥¥¥  

(5) ぷんご合鴨のす部づくり

ぶんご合II!鳥は、豊後高田市の特産品で、ある白ネギと相性の良い作目として、 H百

平1162年に市のグルメ観光の目玉として、市内の他の地域に導入された。当時は、

バブル景気にも後押しきれ、 f豊後高出=アイガモ料理J とまで言われ、県内を

1:1:1心に普及した。

しかし、 f味は良いが、単価が和牛並みに高いj という欠点と、当時は門外不

出の方針で、出荷先を市内に限定したため、特産品まで、背たなかった。

その後、前生産組合の解散で、消滅の危機にあった「ぶんご合鴨j の生産を、

蕗地毘営農組合の有志 5 名がヲ|き継ぎ、生産J広大に努めた結果、 rJi内外の飲食店、

旅館との取引が始まり、安定的な生産体制が服立され、飼育羽数も年々増加し、

2.5∞)J~:規模となった。

(6) 安全・安心農業の実践

ぶんご合II!島の導入を契機に、水稲の合Im~農法の取組をスタートした。合II!毎米は、

本罰完全無農薬で栽培し、消費者と夜接取引を行っている。

また、高産農家と連携し、堆胞と稲わらを交換し、水稲を始め小麦、大豆、そ

ばについて減化学肥料主炉??に取り組んでいる。なかでも、水稲と茶についてはエ

コファーマーの認定を受け、環境に配慮、した農業を実践している。
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(7) 女性パワー経営に

蕗地区では、「蕗地区地域デザイン協議会」の発足時から、女性を地域の担い

として位置づけ、女性が主要メンバーとして活動している(地元役員12名うち

女性 2 名)。現在、 r(農)ふき村」についても理事 5 名のうち 2 名は女性で、あり、

法人経営について一役を担っている。

また、女性のアイデアと余剰労力を活用し、都市住民との交流を促進するため、

平成12年に農産加工直売所「蓮華」を設置し、地域で生産される農林産物の加工

品(鰻頭、梅干し、弁当、おにぎり、漬物等)を製造している。なかでも、「ぶ

んご合鴨飯の素J r虫色ねぎみそ」の 2 種類については、年間 1 万個を売り上げる

ヒット荷品となった。

(8) 小物野菜の作付け

水田の作業をオベレーターに任せることによって生じた高齢者の余剰労力を活

用し、小物野菜の作付けが始まった。特に「なばなj については、軽作業で長期

収穫ができ収益性が高い (50万円/lO a) ことから、面積が徐々に拡大し現在 4

名で90a を作付けている。

(9) 後継者の膏成・確保

蕗地区で、水稲・麦・大豆・そば等の

土地利用型農業で専業として成り立つた

めには、 1~2 名で経営しなければなら

ない。しかし、蕗地|まのように細長い地

形で井壌の多いほ場条件では、不可能で、

ある。そこで、発想を転換し、核となる

担い手(オベレーター)として、他産業

に従事している若手を選定した。平日は

勤めがあるため作付け体系を「若手j に
写真 2 茶国の後継者

合わせ、高齢者や女性は「若手」が休日に作業できる体制を整え、「若手J は休

日や有給休暇を活用し農作業を行っている。
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このことにより、地度内の若手から高齢者までの連帯感が醸成され、地域一帯

となった取組と、農業従事がスムーズとなり、農地を後 i止につなぐ架け橋となっ

ている。

一方、情)富貴茶園は、水田を rc農)ふき村j に委託したことにより、本業に

労働力が集中でき、従来より収益性が向上したことにより、県外で就職していた

娘婿が I ターンで就農し、後継者が確保された。

。0) 中山陣地域等直接支払交付金事業

蕗地区は、基盤整備は実施しているが1113~11I手当さが高く、平地に比べ経費がかかる

うえ、イノシシ等の鳥獣筈が大きい地区である。また、度々干ばつに悩まされる

地区でもある。

このため、本交付金を利用し、鳥獣害対策として、年次計雨により間関を金網

で1mむとともに、水源については、地区内 2 カ所にボーリング工事をし、水源の

確保に努めている。また、多面的機能を増進する活動として、ツワブキの植栽や、

ぶんご合II!患の導入に対する支援を行い、地域づくりの潤i丹Yrtl となっている。

れ) 農業の 6 次産業化

蕗地区のような中山間地域においては、栽培の低コスト化は限界があるため、

先祖代々守ってきた農地・農業・農村を未来永劫にわたり存続させるための方法

について、集落全体で検討した結果、 f差別化した農産物の栽培j 及び「作るだ

けの農業からの脱却」を目標に農業生産を行うこととした。

「差別化した農産物の栽培J は、消費者の f安全・安心j 志向に応え、エコフ

ァーマーの認定を受け「ぶんご合II!島米、減農薬会減化学思料栽培米j の生産、誼売

を開始した。

r1'乍るだけの農業からの脱去I!Jは、 j長産物の付加価値を高めるため農産加工の

取組を開始した。農産加工品は、地元での販売を始め、市内の観光地 f昭和のIIfJJ 、

大分空港、市外の百貨脂等販売網を確保した。

また、ぶんご合I1時は、高級食材であるため料亭や旅館、そば屋等の販売先を確

保するとともに、 rHa手uの IIIJJ の精肉店とタイアップし、 fぶんご合I1鳴鏑セット j
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をゅうパックの商品として平成16年に開発した。販売当時から、予想を遥かに超

える住文となり、ゅうパックの人気商品となった。

3. 生活・環境整備商における特徴

(1 ) 泊まって、食べて蕗地区を満喫

地区の司 I央;に位置する国宝「富貴寺」には、年間約20万人の観光客が訪れるも

のの通過型観光のため、滞在時間が平均20~30分程度と短く、地域との結びつき

がなく経済効果に乏しい状況で、あった。

こうした状況を打破し、従来の通過~i2観光から滞在型観光へ移行させるため、

平成16年10月に、体験交流宿泊施設「旅路蕗翠」をオープンした。このことによ

り、熊野磨崖仏や真木大堂等国東半島全体の観光拠点施設として機能するだけで

なく、地元農産物の消費や雇用の創出等、総合的に地域活性化に寄与している。

(2) 観光と農業の体験プログラム

蕗地区では、地域の特色を活かした体験プログラムとして、農産加工宜売所

「蓮華J での特産品である鴨ねぎみそづくり体験や、「旅庵蕗蓋」での納豆づくり

体験、 rl!l宝富貴寺」での座禅体験・写経体験を整備し、交流客の増加に努めて

いる。

第 5 表体験プログラム

イ't!li免メニュー 受入場所 受入時期j 体験料ヲi主 体験n~'llij 受入人数 {1m 考

そ Lfi'J ち H存 :K.~ J立l 3.5001'1 1-2H 2-5 人 こね!lq'1 t� 

的ねぎみそ1'1' り 五1l 'I~ 通 20.0001'1 2-3H 4 -15人 製品，10本合む

納slづくり 2存 ~k iffi 5001可 1-2H 2 -15人

ミニ係者f! K~ -t't 守 iffi 50�l 1-2H 2 -]5人 :J!'鋭利を fTむ

~J~:絞 7;r t't 寺 ji主 1.00W1 1-2H 2 -15人 拝観宇l を含む

(3) 歴史口マンと自然・景観へのふれあい行事

毎年12月の第 1 日曜日に「隠宝富貴寺ふれあいウオーク実行委員会j が中心と

なり「蕗地区自治会」等と共催して、「国宝寵貴寺ふれあいウオークJ を開催し、

毎年5∞名を超える参加がある。
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ウオーク終了後は地区住民が準備した料理や地元農産物の販売、特産品が当た

る抽選会などを通じて交流を図り、地域の活性化に寄与している。

(4 ) 名前にちなんだシンボルづくり

地涯の名前が示すとおり蕗地区は、

「フキ」の自生地であったが、ほ場整備

や河川改修など基盤整備に伴い「フキ」

は減少してきた。

ふき活性化協議会では、富貴寺と並ぶ

地域のシンボルになるものは何かないか

と議論を重ねた結果、「蕗地区・富貴寺j

の名前にちなんで、「ツワブキJ を河川 i敷

に植栽することとした。実行に当たって
写真 3 ツワブキの植栽

はボランテイアを募り、平成17年 3 月に200名の参加をf-5‘て、河川敷1.5kmに波り

3 千本を植栽した。さらに地i玄民による補植や新植を行い、現在は 3kmまで拡張

された。例年12月は可憐な黄色いツワブキの花が楽しめるようになっている。

(5) 地元小中学校との関わり

路地区民は、 1m染小学校蕗分校j に小学校 2 年生まで通いその後、隣の集落

にある l王i染小学校本校に通っていた。このため、運動会の地区との合同開催やふ

れあい学級等、学校との関わりは強いものがあった。

こうしたなか、営農組合発足を契機に、将来の担い手である子供たちに旧植え

等の農業体験や鰻頭作り等農産加工体験を実施してきた。この結果、子供たちは、

農業に対する理解カ可架まるとともに郷土愛が芽生え、地区全体では子-供から高齢

者まで連;許感が隙成された。

また、栄養士と連携し学校給食にぶんご合鴨及びぶんご合II!鳥米を提供するとと

もに僻化から出荷までを学習し、「ぶんご合JI!品」を教材として活用し食育に寄与

している。

蕗分校が平成16年 3 月に休校となった際、蕗地区営農組合が主催し、休校式を
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実施した。当日は、老人クラブを始め地区から多数の出席者がありイ本校式終了後、

児童と地底民合同で fそば打ち」をし、ぶんご合鴨を使用した鴨南蛮そばで昼食

会を実施した。

(6) r懐かしい顔J U • I ターン

むらづくりが、徐々に成果として現れ始めた平成12年から蕗地区に変化が訪れ

た。「ふき j にむターン者が戻ってきたのである。蕗地区の取組の一つ‘つが各

方面で紹介され、「生まれ故郷が何かやっている、一役担おう」という出身者が

家族を連れてU ターンしたのである。その後も U' 1 ターン家族が増え、現在で

は 7 家族24名(大人12名、子供12名)となった。

(7) 第 2 の住民(サボーター)

蕗地区のむらづくりにおいて、地区外のサボーターの存在は欠かすことはでき

ない。

最初に、 1:豊後高田市歩こう会j である。|司会は「国宝富貴寺ふれあいウオー

ク」の実施、河川敷に植栽したツワブキについて、会員が市内に群生しているツ

ワブキを探し、補植するとともにウオーク開催前には、ごみ拾いや草刈りなど、

環境美化活動を地区民と一緒にボランティアで、行っている。

次に、小中学校である。地区が実施する様々なイベントに、積極的に参加する

とともに、ふれあい学習の-環として寓貴寺活j辺の清掃活動を行っている。

最後に、蕗地区の農林産物を求める消費者(産直会員)の存在である。

蕗地置では「ぶんご合II~島米」を始め各種農林産物、農産加工品について直売活

動を行っている。この産産会員は、蕗地区のファンの方が多く、イベント時には、

「お客さんj だけでなく「お手伝い」としても参加している。

(8) 各種イベン卜への積極的参加

蕗地区では、市内外で開催される様々なイベントに積極的に参加し、直売活動

や試食会等地区の PR を行っている。特に、市の 5 大祭の 1 つである「五月祭j

においては、観光客に対し、ぶんご合鴨の味を楽しんでもらうため、専用の大鍋
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(寵径2.5m) で調理されたぶんご合'I!鳥鍋

を 2 千人に振る舞っている。このほかに

も「凶染荘御田植祭」ゃ f収穫祭」、「そ

ば祭」、 fどぶろく祭」等積極的に参加し

ている。

(9) 伝統文化の継承

蕗地区は、富貴寺を中心に関東半島仏

教文化(神仏溜合)を色濃く残す地域で

あり、様々な伝統行事が存在し、次世イ℃へ継承している。

また、供養蹄りと歓交踊りと合わせて地区内で 8 月 13日から 4 日間盆踊りが行

われており、他地区では伝統行事が減少する中、蕗地区では今も変わらず地区住

民の力により受け継いで、いる。

ア 間宝富貴寺

蓮華社!富貴寺は、六郷満山の中で満山を統括した調叡iJl高iJJ寺の末寺 l つで、

寺伝によると、養老 2 年 (718年)仁間菩躍の開基といわれている。医i宝富貴寺

大金は酉[~Ël ll住…の阿弥陀堂であり、九ナ1'[最古の和総建築物で、本尊阿弥陀如来坐

像、と盛岡は、民!の重要文化財に指定されている。

イ 施餓鬼供養

地区内I粧品の寺である富貴寺では、各宗派、宗門を超え、毎年 8 月 16日に故人

の真福、先祖供養をする施餓鬼供養を行っている。当日は日 1'1:1の仕事も休み、夜

は家族揃って参拝、お教・ご法話を 11f1 き、供養踊り後に郷土料理の「やせうまJ

をふるまい、にぎやかな一夜を明かす。

ウ ??;貴社祭典御穀上げの儀(ごくあげのぎ)

寛文 8 年(1668年)に秋祭りとして始まり、現在では 4 月四日に春祭りとして

行われている。
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第 6 表年間行事予定一覧

|¥ 会体行事、定例会、 111染蕗自治会 (CJ;) ふさ村

地域行事等 (IlI染i銭、 III染山下) :íÍ?:担íj ・加工・流通・販売部門 民主往生腹部門

氏支社祭典、 !ミ治会総会 定例会 lf'q羽米 IIl fi{îえ

i 慨上げの儀 老人クラブ総会 役立wn ヨモギ加一仁 ;反そばJ前秘

合I的'Ui'W\荷体制j検討会 小友防 l除

fl~林のード刈り作業 役只会 定例会 アグリヘルパー協議会

i 集落協定f史民会 Tl� 5 月告を参加

(ぶんご合的大鍋)

まちヮくり手i生に I"Jけ 定例会 小麦夏そば収後

i た峨者との脱会 ぶんご合総供養祭 IIl，M え、合的自主主4

ウメ加]

話、締り災行委良会 健康1ft進協議会 定例会 X;JFIÃ~í与対策議官f会
7 

自治会奉仕(1þ:;{IJ り・ JjLJW米合甲:ß撤収 大双J語種H 
ごみ紛い)作業 111舎グルメワレーショップ参加

1Jt主主(初盆)盆踊り 納iJj(盆HfÚ り 定例会 ljJ，!UJ米JI~穫

8 施餓鬼1JI:主主 健康:jjli)払協議会総会 ゅうパック(ぶんご合II:L}鍋) 秋そ 1;1:'1品手'f[
JJ 検討会 大豆i坊|徐(アグリヘル

UI染小中学校巡錫J会 健成主き 定例会 なばなJ長続
9 

敬老会 Gill来よりおr"l そ l工祭参加lJ'J 

俊己iìili目 lîD
10 FH染地区体育今大会 定例会 水稲J以磁n 
ふき lt!! 1ズ秋の大収穫祭 定例会 秋そば、大IíJl~殺

11 
ふれあいウオーク :(ß務'{l~J~~研修会 小女-11持手，[t)J 

シカ捕獲研修会

jI2 l 定例会

1 健康推進協議会 定例会
月 ホーランエンヤ参加!

定例会 小麦逃Jll'!
2 

illi華街'1:・加J]:議官lバ
法人絞~Ill研修会

3 I 'úí武村春祭典 飽IiJd日一進協議会大会 定例会 友1'1ミ研修会
Jl 図見r'I'，Jゐ初)\:;!fíiJjm反参加l 特別栽J\"f米研修会

各月を表す12個の桐でできた楕円形の献上椀に、半分に割れたような杓文字で、

地区で栽培したお米を盛り、富貴社に献}二する特別な祭事を行っている。
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エ供養盆踊り

8 丹 13日に初盆会を迎えた家に集落全体で訪問し、供養盆踊りを行う。踊り子

は、お参り後、供養踊りー+中入れ(初盆家庭による踊り子への接待)→御礼踊り

を行い、初盆家庭全戸を廻るため、以前は夜中から明け方まで、揃っていた時代も

あった。この踊りは、 EEI染踊りといい非常に優雅な仏の姿を表現する静かな踊り

で、レソ調、二調子、六調子の 3 部から構成されている。

オ歓交納涼盆踊り大会

8 月 14、 15日に地区内 2 つの自治会により、お盆に帰省した地区出身者と故郷

で生活する者との交流を目的にそれぞれで 1 日ずつ行われ、各自治会ともに毎年

150名の参加者があり交流を深めている。この取組が、都市部へ転出した人たち

にとって、帰省しやすい環境づくりに役立つている。

(執筆者農林水産省農村振興局企画部農村政策課農村整備企踊係長都築孝彦)
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受賞者のことば 共栄地区を良くする会 代表森本浩史

理想郷づくりを目指して取り組んで、きた「一村川心の村づくり」が30年

のときを刻み、親から子供ヘバトンタッチされ、夢が現実のものとなりつ

つある状況の中で、内閣総理大臣賞を受賞できましたことは、地区民にと

りましてはこの上もない喜びでありますし、これからの村づくりに大きな

自信と勇気を与えてくれました。今、地区民一人一人がこの喜びを i噛み締

めているところです。長い間、ご指導・ご支援くださいました関係各位に

心から感謝とお礼をヰl し上げます。

30年前の共栄地涯は、主幹品目の倒格低迷による農家経営の庄迫、地域

の人が憩える集会所等の生活環境面の未整備、圃場や農道、水路等の生産

基盤の未整備、農家生活での将来への不安など一人一人の力では到底解決

のできない大きな課題をいくつも抱えていましたが、「一村一心」を合言葉

にして地区民が30年の長きにわたりこつこつと課題解決に取り組んで、きて

くれたおかげで、当初の目標で、あった「生活をしていくうえでの経済的な

豊かさ」、「住む環境の快適さ、生産現場の基盤整備J、 f地区に住む人々の豊

かな心情j が満たされつつある現状を思うとき、心をひとつにして協働す

ることの大切さ、根気よくこつこつと積み上げていくことの大切さを学ん

274 



受賞者のことば

できました。

みんなで、積み上げてきたこの歴史と栄えある受賞を心の櫨にして、「れん

げ祭り J や f花の盟産品所」活動による者ISTI'îとの交流や地域産物の販売、

環境保全型農業の推進による農業振興、地域の人たちの心の交流を揺る慌

しなどを通して f人も自然も明るく豊かな郷j を日指して新たな出発を決

しています。

幸いにして、若い後継者が育ってきています。私たちの手で次の世代に

バトンタッチしていきます。これからもご指導、ご支援くださいますよう

お願い申し上げます。

地域の沿革と概要

印南町は紀伊半島西海岸のほぼ中央部に位置し、 rur土の約72%が森林で、そのflD'

j或は海岸部から北東方向の

111間部に向かい約20kmに渡

り広がっている。年平均気

温16.8
0

C、年間降雨量1 ，800

mm と温暖多雨地帯であり、

沿岸部は黒潮の影響を受け

年間を通じてほとんど昨霜

は見られない。このような

条件下で昔から、漁業、農

業が盛んで、あり、特に農業

は沿岸、中山間、 111 開とそ

れぞれの地域にあった農業

を展開しており、印潟rllrは

第 1 次産業のi町として発展

してきた。

第 1 関位世図
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幹線道路として国道信号線が治岸部を南北に、 425号線が山間部を東西に走っ

ており、平成16年には阪和自動車道が「みなべj まで開通し、印南インターから

大阪経済問まで車で約 1 時間半の恵まれた条件となった。

また観光では熊野古道の要請といわれ、五体王子と呼ばれる切部王子跡等、歴

史的、文化的遺産などが今日に受け継がれている。

むらづくりの概要

1 .地区の特色

共栄地区は、印南町の中心部から約 5 km、車で約10分の距離にあり、切目 JIIの

上流約 2kmの左岸、右岸の古屋と宮ノ前の 2 区からなる中山間部に位寵する地域

である。切臼川!沿いに施設や野菜畑、水田が広がり、山腹を利用しての果樹間も

j随所に見られる。

総戸数は76戸で、 10年間での変動は町営住宅等の建設による 8 戸の増加を見る

だけである。農家戸数もほゆ横ばいで推移しており、就業者の高齢化や後継者不

足等様々な問題が潜在化しているものの、専業農家率は30%以上あり町内では存

数の農業地域である。

2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、青景

地域の活性化は「ひとづくり」をいかに進めるかにつきる。ここに「ひとづく

り」に活動の柱を寵き、「地域の発展は地域住民の主体性なくしてはなしえないJ

との信念のもとに取り組んだ、札識がある。 地域の意向を卜分にくみ取り、自らの

手で自分達のむらの未来を切り開いていく。時には行政を利用しながらも自分達

のことは自分達で考え、地域の合意形成のもと決断し実行する紘織が f共栄地区

を良くする会」である。

ア 「営農研究会」の発足

昭和30年代、共栄地区では主幹作目として夏みかんが導入され、地域の農業経

営を支えてきた。しかしながら晴好の変化とともに夏みかん舗格が低迷し、農家
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第 1 表農林水産業の概要

¥¥¥¥  '1勺&: 2 "I� ミ!勺&: 7 "1二 、ドJ&:12"lõ
lli 近年

制i 考ー
、j勺&:17{1' 対日12年比 総!戊I七

総 人 仁i 263人 272人 253人 249人 95 ¥¥¥  J;~~~後淡者{確保ヰ~ 75.6 % 

人 総 1J2 主主 111: ':¥i n 数 ※208人 ※205人 ※204人 ※ 171 人 82 69 認定J1tt者数(うち法人)
IJ 3 人(うち法人 0)
ミ~; (※版光民家 11I:'am数)

jJZ 梁就業人口 120人 107人 98人 84人
lJ~j:i~n甘 J}~~主íìt~j[打数

70 34 
リH'42人女子37人

tl~!:貯自~J;i;誌従事者数 93人 89人 85人 79人

百三
新規獄後者(立i近 5 'I��'l 

数11.1: 総 111 数 65)" 69); 70)T 75)' 新規小平:î\t災者 2 人

当主 数 51F 52F� 5 1)ご{ 49Fi 総綴就段者 (39歳以下) 2 人

~p 者瓦 委主 l1j� 17F 19P 26P 186 35 後続就ti者 (40歳以 1:) 1 人

!以ッ"G )1主主主欲 51),; 49JCI 46)cJ' 48)了i 94 \、\\\ 新規参入 0 人

t、，1/ 1~ 2TJ.i 19J.i 15F 24); 89 50 
女官!の参11同

1~ 支配 9!'i 16)"� 17Ji 6); 
tctL認定従業者数 0 人

lYJi 
67 12 

ムム'1'1牟 J;!k9安委H数 0 人
H す t 15)ゴ 14j'; 141ゴ 18/王 120 38 立:tUl~lbh役n数 0 人

ツじ ミl二 3長 29F 26)CI 21)" 4/1 ※人Ll;~、 11I:'lii 数、

E2 
iJIJ 

.1, 3住 4F 5)� 5j; 10 間i光 J;~ 主主数等 l立、 共

泳 3住 f均 16F 15Fi 22F 46 ;:jミ地 1，<:の数王子を /Jミす。

数
o , 5 h a 未満 8f� 5); 11)ニ; 8F; 100 17 戸当たり、l'均耕作規絞

;紋別波 0.5~ 1 ha米州j 16)河 181'; 131ゴ 201τ{ 125 42 1.15ha 

1 ~ 2 ha 米 I前 26P 24)1 27)ヨ 18JT 69 37 

2 h a 以 iニ 1)=; 2戸 2)'; 2jヨ 200 4 

制; 地 50ha 51ha 50ha 49ha 98 ¥¥¥  i血 1;{lfli獄 266，7ha

判十 111 36ha 32ha 28ha 28ha 78 57 
耕地if' 18% 
林野!{!， 44% 

1血 I"J オt Lt t �fi 長11 4ha 5ha 6ha 5ha 125 10 lま場3荘村üネ

1m i¥I{ {対 Isll 地 10ha 14ha 16ha 16ha 160 33 ITI 34.5 % 

1ft !& j車
対11 % 
キ lj J[j rhi設定本一%

J京}'lL牧本池 ※耕地 I[IÎ秘等は、;J~

れ: 放 当E JtIL *池阪の数字を泌す。

サヤエンドウ 282ha 260ha 205ha 142ha 50 14 2 
ごtな記長'{1'匂m~

{'r 
トマト(ミニトマトをffむ) 8ha 7ha 14ha 21ha 263 

illi'~長(サヤエンドウ)

{,j +~ミ樹

l� 
ウメ 90ha 129ha 171ha 218ha 242 21 施設花き+*樹

干iI
スターチス 7ha 14ha 14ha l ※持 Hifìバii等 I ì:、 1' [J 1Ìí lffJ の

数字を示す。また杓正 2 、
タ一、ムrー カスミソウ 10ha 13ha llha !J 7 、 12、 16'Fの数を示す。
サヤエンドウ 9ωI'î/j 1,905Ú 1.482'IIT 990γ{ 52 22 :'jé成l6ÓIôtJト地 ifli絞I，030ha

トマト(ミニトマトを~む) 190下 i 7i 157汀 2801'i万 640'I'j7i 337 15 戸J11たり )1~1úl'(W\倣

ウメ 480η万 7561'j 9641す)j 620訂正i 129 
2，028千円

14 
X~ 

301 下{ 395下m 470'1'Î万
※ jl~ 5fd{HH事1 は、 ro[I南町の

�!i 
スターチス 160j'ﾎ)j 294 11 数字を 11'すo また平成 2 、

IIH カスミソウ 260l'iJj 2741'j 2831'Î刀 2601'j)j 100 61 7 、 1 2- 16{Fの数字をí]~す。
平成16"1ミ Jl~~淀川街1

1¥)'[ 4，4 10下îlJllj
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の経営を圧迫するに至った。有望な代替え作物(主幹作目)が見つからないまま、

多くの住民が農業に対して大きな危機感を抱き始めた。また数年に 1 度の割合で

共栄地区を襲う切目JlIの氾濫は、農家の中にあきらめにもにた虚脱感を地域の中

に醸し出していた。加えて河川にまつわる騒動でJlIを挟んだこつの集落では争い

が絶えなかった。このような地域全体を覆い包むがごとく暗潜たる想いと危機感

の中で、逆に何とかしなければという強い思いが芽生えはじめ、地区の人速を集

結させ、思いをひとつにしていった。そうした中で現況を打破しようと昭和41年、

は長栄地区を良くする会」の前身「営農研究会j が結成され、この「営農研究会」

を中心に農業経営の安定に向け活動が開始された。

イ 「共栄地区を良くする会j の設立

「営農研究会j の取組が10年を経過し、農業経営の安定化が軌道に乗り始めた

頃、共栄地区民がもっと仲良く語り合い、健康で心豊かな生活をおくれる環境を

つくり、後継者が安心して農業に従事できるような基盤づくりをしたいとの思い

が募り始めた。そして、地区全体の生活現場の環境整備と農業の基盤整備が必要

との共通認識が生まれ、昭和田年、共に考え行動するむらづくり札織「共栄地区

を良くする会」を立ち上げるに至った。

そして「地域社会のひとりひとりには、それぞれの持ち場がある。その持ち場

を各自全員が自覚し、前向きな姿勢で取り組んで、いけば人の和も、生活環境も、

生産基盤も、後継者育成もすべて解決し、明るく楽しい最かな地域社会へと発展

していく j との考えから、構成員は農家・非農家を関わず共栄地区に居住する老

若男女すべてが参画するような形をとった。そして、全員が栄え、全員が幸せに

なることを願い、誰もが理解しやすい名前との考えから会の名称を「共栄地区を

臭くする会J (以下11臨して「良くする会」という)とした。そして、 rr全員で話

し合う J r全員で計画を立てるJ r全員で実行する J r全員で喜び幸せになるJ 共

栄地区j をめざして次の 4 つの目標を立てた。

-地区民のコミュニケーションの場をより多くもち、心と心がひとつに解け合

える心豊かな人間関係を作ること。

-農業所得の向上、安定を圏ること。

278 



第 2 表むらづくりに関する年表
il~ 次

ur1手1141"1'

50ﾓI'1t 

60;ド1 ï:

(60"1') 

(61;F) 

(62;1') 

'1仁成主êilE.-----

、 i勺J見 5 iド

lJ'.iliirf劦 l l'.ì古 i削

(1m利23"1"1二治改 iキ友の会の発JJl.

.家計簿記帳グループの，~ll'.

-共栄'El'jえ研究会の発i立

-共栄l也訴を 0，くする会の結成

(51"ド) I ， j也 iヌ点検の尖施

. ;f.ま 'i~t 災態の抗~j足と分析と ll:.ì芯 I .ガードレール、カーブミラー、防犯士J

・ 'l~{' J1!f:設計の樹\1: のブロックによる i}~;!;IJ炉の ii!tii'Uff6lli

・ 11:，<<(1翁l織づくり I '納長{コンクールの災施
水1101日;イ午のイパIj品 110)検討 | ・ j必婚葬祭のi攻終

・ 1ーづくりのjfí;進 1 ・ 11切っ~1I:1:の共倒iJlI:t:始まる

・ ~(mE泌ぷ IIJlI の設.ll~J: と i会良 1~.llt [jの jff;進 I 'J.災作業環境の改善
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-生活の無駄をなくし、合理的な生活をするための生活設計を図ること 0

.環境整備をして住みよい地域社会にすること。

これら 4 つの目標に向かい、心豊かなむらづりをめざして、その活動は当初J よ

り地域住民の主体性のもとに活動を展開している。そしてその考えは現在に至る

まで地域の中で脈々と受け継がれている。

(2) むらづくりの推進体制

ア 老若男女総意のもとで

昭和55年、組織を

部会制に改組し、各

目標毎にそれぞれの

専門部会を設置した。

また運営委員会を設

置し、会運営の潤滑

化とより充実した活

動をめざした。運営

委員会は各国体や専

門部会の合意形成を

図る上での協議機関

第 2 図組織|諸

x はおの顔立さ措員執っー構成

であり、総会についで、「良くする会」の意志決定機関で年間約15回の話し合いを

もっており、むらづくりに関する提案や提唱を行っている。また「良くする会」

が発足するまでは、各団体(営農研究会、生活改善友の会、老人会等)がそれぞ

れの立場で活動を展開していたが、発足後は「良くする会」が中心となり、活動

方向を明確にし合意形成を図りながら活動を展開している。

また「良くする会」は発足当時より、印南町生活・営農研究グループ連絡協議

会に加入し、町内のグループとの交流はもとより県内の多くのグループとの交流

を手責事亙的に行っている。
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イ 地域住民の主体性による独自のむらづくり

「良くする会J は、当初より自主rJ9な活動を目標としているため活動費は会費

のみで充当されている。行政からの助成金はIllli-平成 8 年に取組を開始した fれ

んげ祭」だけである。「れんげ祭J においても 7 年開は自分遠の会費や事業収入

だけで運営していたが、町の交流イベントの A環として組み込まれる様になった

平成15年より mTから助成を受けている。しかしながら金問・立案・運営等すべて

に至るまで共栄地区全員参加のもとで行われている形は当初より変わらない。

むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの性1各

(1) 老若男女全員が参加するむらづくり

共栄地区のむらづくりの大きな特徴は、当初より共栄地区に賠住する農家・非

農家を問わず老若男女すべてが構成員として参両し、全員の合意のもと活動を展

開していることにある。各世代が自信を持ちそれぞれの役割を担っている。

また地域の活性化は地域住民の主体性のもとにあるとの信念から、当初jから自

主的なむらづくりを展開している。

(2) 時流に合った活動展開 一都市住民と共生するふるさとづくりー

今何が必要なのか、何が求められているのかを分析し、目標設定も活動内容も

時流に応じたものになっている。例えば地域内に|蒔けられていた活動を大きく

転換、れんげ祭の開催や産IR!販売所の開設など交流活動を積極的に推進し、 11すか

ら外へと視野を広げたむらづくりへと転換している。都市住民との交流は集落の

景観や地域の伝統料理、また郷土色豊かな背の遊び、を見直すこと等にもつながり、

女性や高齢者のさらなる意欲の醸成へとつながっている。また産品所運営は「花

のÞJi共栄j の情報発信の拠点と問時に地域農業の活性化につながり、特に女性の

生産意欲の高まりへとつながっている。長年に渡る活動がマンネリ化せず、さら

なる段階へとステップアップしているのは、このようなi砕流にあったむらづくり

を展開していることが大きい。
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(3) 町をリードするむらづくり

環境保全型農業を町内へ普及させ、またブロッコリーやエンドウ類を町内の基

幹作物として普及させた功績は大きい。加えて基擦整備等においても町内のモデ

ル地区となり、先駆的地域として町をリードしている。

さらに共栄地区から発信した住民総意のもとに行う共栄式むらづくりが普及

し、ともするとハード面に偏りがちだ、った地域活動を是正し、老若男女に優しい

地域活動が呂高管内に普及している。

(4) 後継者が残る地区民に優しい住んでみたい共栄づくり

周辺地区では過疎化や高齢化が進み地域の活力が低下する中で、共栄地区では

30年来変わることなく活動が続いている。これらは f良くする会J が後継者育成

に力を入れ、常に未来を見据えた中で女性や子供、高齢者の意見を尊重し、むら

づくり活動に反映させていることが大きい。老若男女が夢を語り、実現できる組

織体制は、その夢をIl-j-えるための地域全体の理解と協力に溢れている。

「良くする会」の活動に積極的に取り組んできた地区民の子供達は親達の強い

願いと想、いを受け継ぎ、現在会活動の中心的役割を担っている。

「むらづくりは人づくり、人づくりは心おこしj である。そして大切なのはむ

らおこし活動を通して、ひとりひとりが自分のふるさとに誇りを持つことでもあ

る o I…村一心をめざして」取り組んできた活動は、 2 世代にわたり受け継がれ、

より一層充実し、さらなる発展へとつながることが期待されている。

2 鍾農業生産麗における特徴

(1) 苦難の時代

昭和30年代、共栄地区では夏みかんを主幹作自として、水稲、露地ウスイエン

ドウを組み合わせた複合経営が行われていた。しかしながら、消費者の晴好の変

化とともに夏みかん価格が低迷し、有望な代替作物が見つからないまま農業経営

を圧迫するに至った。加えて水由も良二道や水路の整備が遅れており、生産効率の

向上が見込めない状況だ、った。このような状況を打破しようと有志が集い昭和41

年「営農ぷ汗究会」を立ち上げた。そして活動の自標を年間所得 7桁に置き、栽培
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技術の向 tと常農類裂の確立を凶るべく活動を開始した。

(2) 農業経営の安定化 一活力ある産地づくりは全員の手で一

まず取り組んだのは、水稲裏作の新品目と水回転作の有利品目の検討である。

先進地調査等を積極的に行い、裏作の新品目としてレタス、ブロッコリーの導入

に取り組んだ。「営農研究会J が中心となり、現地技術組み立て実証|聞の設置や

栽培技術の講習会を重ね、技術の高位平準化を図った。また水揺の減反施策を活

用して水回転作作物としてスイカ、エンドウ類(オランダ、キヌサヤ)の産地化

をめざした。このような活動の中でエンドウ類の連作障害を出避するため、太陽

熱処理による;上壊消毒技術の導入・普及に努め、エンドウの収量安定と規模拡大

に成功した。

共栄地区全員の努力の中で、新品目の導入、農業技術の開発及び高位平準化が

進み農業経営の新たな主幹作目として、スイカ、エンドウ類、ブロッコリーの栽

培が擁立された。またそれらの産地化及

び生産量の安定化に|勾けた努力が実る中

で、農業経営の安定化が図られるように

なった。

昭和60年には専門部の中に新たにウメ

部会を設置し、ウメ栽培を推進、現在で

は経営の中心をなしている。

また若い j世代を!こIJ心にミニトマト栽jZf

の導入が進み、 11，憂糠星J としてブラン

ドをなし、市場で高い評価を得ている。

写真 2 ミニトマト栽培

(3) 次代につなげ 一後継者が安心して残れる農業経営一

「営農研究会j の取組が10年を経過し、農業経'討の安定化が軌道に乗り始めた

域、「良くする会j が発足、より豊かな生活をめざし、農業所得の向上や農業経

営の安定化をめざした。

新品目導入のための実証展示闘の設置、市場調査、栽培技術の発表会、優良関
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の表彰等共栄地医民がともに話し合い、互いに研錯し、切嵯琢磨して技術の向上

や産地化に取り組んだ。

その結果、ビニールハウスの導入によるエンドウ類の長期安定出荷は農業所得

の向上、安定化に大きく貢献した。平成に入ると農協共栄集荷場だけで年間販売

金額も 2 億円以上となり、一戸当たりωo万~71ω万円の販売をあげるようになっ

た。その後輸入農産物の増加と景気の低迷で所得は期待したほどの伸びは示さな

くなってきたものの、水田裏作として導入したブロッコリーは町内へ普及し印南

町の特産物となり、エンドウ類に至っては印南町の恭幹品目となった。こうした

活動が長判断され、昭和ω年百本f長業賞集団の部で奨励賞を、平成 5 一年には水田農

業への取組で農蚕園芸局長賞を受賞している。

(4) 環境と人にやさしい農業をめざして

昭和ω年後半、印南町内では特産物のエンドウ類、スイカ、カスミ草、カーネ

ーション等にシロイチモジヨトウの発生被害が硫認されるようになった。シロイ

チモジヨトウは、生態的特性から農薬による防除が非常に閤難で深刻な問題とな

った。このような中、共栄地区ではいち早く ]Aや県関係機関と連携をとり、性

フェロモン剤利用の交信撹乱法による防除法の検討を平成元年から試験的に実施

した。その結果、確立された技術は瞬く間に町内へ普及、平成 7 年度には約

500haで、環境保全型農業が実施された。またこの技術は労力面で慣行の 3 割減、

経費面で 4 割減のコストダウンにつながり、経営面においても大きな効果をもた

らした。この取組が評イ耐され、第 1 囲環境保全型農業コンクールにおいて大賞を

受賞している。

近年ではミニトマト栽培者を中心にエコファーマーの認定者が増加、黄色蛍光

灯及び循環送風慨による減農薬栽培の実践とともに環境と人にやさしい農業が定

している。

(5) 印南町の先駆的地域として

共栄地区では積極的に事業を導入、ハード而でも理想とするむらづくりに向け

て取り組んでいる。昭和田年には第 2 次農業構造改善事業で闘場整備を実施し、
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平成 2 年には共栄農免道路と共栄橋が完成し、平成13::fr=三からは;32i朝フルーツライ

ン事業による闘場整備を実施した。雪，~i履きでいける闘場、散歩してみたい生産

現場、そんな次代に自慢して残せる経営をめざし、整備された農道やIml場周辺に

は、アジサイやコスモス、アジ、ユガ等景観植物を1迫えた。また農業集落排水事業

の実施や一長年の懸案事項で、あった切目川の水害対策も上流の真妻地肢に多目的治

水ダムの建設工事が進められており、河川改修も下流域からJIINに改修が進められ

ている。このような事業実施の背景には多額の地元負担や土地の提供が余儀なく

されるが、 f良くする会J を中心に地元の総意を導き出し、いくつもの大事業実

施に出切j り着実に成果を積み重ねている。こうした成果は農業立IIlT印南の先駆的

事例として IIlJ内へ普及し、種々の土地改良事業等へとつながり印南町農業の礎を

築いた。

(6) 今後の取組

平成17年度から印南IIlTでは学校給食において共栄で作られた「れんげ米」等地

場産米が供されている。今後はこのような活動をさらに助長し、産品ïWを核とし

て地域に新鮮で安心できる食材をよりー)留提供していく。また、地域農業・地域

活動の担い手として開塊世代の参入を推進する体制づくりを凶っていく計画であ

る。

3. 生活・環境整備聞における特徴

(1) 歩くことから強めたむらづくり

志向く結成した f良くする会j で、はあったが、当初は手探り状態の会活動であ

った。話し合いは夜更けまで続き、早くて12時、夜I十Iの 111寺 2 時になることもあ

った。そのような中、まず取り組んだのが「地域を知ることから始めよう」とい

うことで、あった。会員で地域をくまなく歩いた地区点検の結果は顕著なものであ

った。それまでは不便だと思いつつも妥協してきた様々な地域の問題点が浮き膨

りになった。ガードレール、カーブミラー、防犯灯等地域には足りないものが山

積していた。 f良くする会」は地図にこれらをすべて落としていき、地区住民の

合意形成のもとそれら問題点をひとつずつ解消していった。 昭和55年と 58年の生
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活環境面についてのアンケート結果によると、 55年には不備な点治宝80%と答えて

いた人達が58年には34%へと激減している。まさに「良くする会J の地道な、活動

が実った成果である。また急、激に増えつつあった施設栽培による廃ビニール処理

の問題も取り|二げ、地涯をあげての田収は現在も続いている。

(2) 一村一心をめざして

昭和50年代後半から平成の始めにかけて「良くする会j では一村一心をめざし、

地域連帯感の醸成を目的に度重なる共栄地毘あげてのイベントを開催した。農協

の集荷所で開催した「共栄くらしのまつり」では子供から高齢者まで300点にも

及ぶ作品が所狭しと展示され、入賞した人達が良くする会会長より表彰された。

「共栄演芸大会j では寸劇やカラオケ等で賑わい、河川敷や稲刈り後の水田を利

用しての「共栄運動会J ではゲームや競技に老若男女が興じ、生活改善部の心を

込めた昼食に舌鼓をうった。保育園児から70歳まで75名が参加したマラソン大会

では、コスモス揺れる川沿いの道を語らいながら走り、ふるさとの自然を満喫し

た。オリジナルソング「ふるさと賛歌」もつくられ、この時期は一村-一心に向か

つてむらづくりへの熱い胎動が聞こえてくるような時代で、あった。

平成 2 年からは老若男女が楽しめるようにとの考えから「三世代交流ゲートボ

ール大会J が毎年夏に開催され、多くのチームが参加し暑い日差しの中、地域中

に笑い声が響き渡っている。

(3) 心の橋「共栄橋J の完成と機関誌の発行にかけた地区民の願い

平成 2 年の「共栄橋」の完成は f良くする会j の活動の大きな成果のひとつで

もある。完成以前は古屋集落ど宮ノ前集落を結ぶのは、遠回りの古く狭い橋だけ

で、あった。 í良くする会」誕生後話し合いの場が頻繁にもたれ、堤防をせめぎ合

った二集落のわだかまりが消えつつあったものの、かつてのしこりが川のl幅以上

の距離感をもたらし、見えない心の壁を築いていたが、物心両面からその垣根を

取り払おうと f良くする会j で、は積極的に行政へ働きかけ、橋の建設を要望した。

そして「共栄橋J の完成は 2 つの集落の距離を縮めたという利便性だけでなく、

心の垣根を取り払い心の距離をも縮めた。
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また、古屋集落と官ノ 1詩集落をつなぐ共栄橋の建設が始まった昭和62年に「良

くする会」の機関誌「かけはし」の第 1 すが発行された。橋の建設に幾多の想い

を馳せ、橋が 2 つの集落をつなぐ夢のかけはしになればとの想いも込め、機関誌

名も「かけはしJ と名付けられた。現在は通算54号となる「かけはしj は今も 2

つの集落をつなぐ心の情報誌となっている。

(4 ) 話し合いの拠点、づくりも手作りで

発足当時の共栄地区には老朽化した小さな集会所があるだ、けで、あった。地鼠民

全員で話し合える場所がほしいと「良くする会」では土地を提供、行政へ働きか

け、昭和62年に話し合いの拠点として宮ノ前公民館が建設された。

また平成10年には行政の力を{昔りることなく資金調達から設計・施工に至るま

ですべて手作りによる「いこいの館J を完成させ、その名のごとく地庶民の惑い

のi揚となっている。

(5) 女性がリードするむらづくり

集落毎に生活改善友の会が結成されたのは路事J23年にさかのぼる。「良くする

会」ができるまでは、各集落単位で活動をしていたが、会発足後は共栄地区生活

改善部としてまとまり活動を展開している。

家斑莱闘の充実や加工研究、郷土料理の伝承等に始まり、 57年からは金山寺味

噌の仕込みを共同ではじめ現在も続けている。生活改善部の中で母から子へ姑か

ら嫁へと{云えられたふるさとの味は数知れない。また老人会のおもてなしちらし

寿苛づくりやゲートボール大会のカレーづくり等も行っている。現在ではそれら

に加え、れんげ祭や立マラソン等積極的に外に日を向けた活動を展開している。

またメンバーの中から有志により家計簿記帳グループが誕生した。食費の記i阪

から始まり 57年には本絡的に記帳を始めた。記帳により交際費が全国平均より遥

かに高いことが判明、交際費の節約に自家生産物を活用することを「良くする会」

を通して共栄地底へ提案し、 2 年後には全国平均を下回る効果を上げた。また派

手なお見舞いや葬儀のお返しにも着目し廃止を提案した。加えて冠婚葬祭の簡素

化にも積極的に取組、 61年には共有祭壇を購入した。このような活動が評価され

287 



家の光協会から感語科犬が贈られている。

また余剰農産物の効果的な利用法はな

いかと自家生産物の加工研究はもとよ

り、平成元年以降「花の里産品販売所J

建設への布石ともなった無人販売所を設

置した。無人販売所の売り上げはすべて

女性の現金収入となり、女性達の大きな

楽しみのひとつとなった。またそれは当

時ではまだ、少なかった女性名義の通帳作

成へとつながっている。

写真 3 郷土料理の伝承

(6) 内から外へ活動を大きく変換 - r花の皇共栄J を発信一

共栄地区を良くしようと始まった活動は年を経る毎にその内容を充実させてい

ったが、平成 5 年その活動方向が大きく変貌を遂げた。多くの人に共栄の良さを

知ってもらいたいとの想いが募ってきた。それを機に、ほとんど内に向いていた

活動を外に向けても積極的に発信する活動へと変化させていった。地域のイメー

ジづくりからそれは始まり、折しも後継者を中心に施設の花栽培が増加していく

時期とも重なり、共栄を「花の里j にしようと意見がまとまった。そして「花の

里部」を新たに設霞し、集落を花いっぱいにすることから取り組んだ。切印11沿

いの堤i坊を利用したコスモス街道、 3 haの菜の花畑のオーフ。ン等それらは地域の

人達や訪れる人達を楽しませている。

i可時に新鮮・安全・安心のブランド産物づくりと地産・地消をめざし、花の里

販売所を会員手作りで設置した。販売所運営は平成10年から本格化し、平成11年

には県の補助事業を利用、「良くする会j が出資し、花の里販売所建設に至った。

売り上げは右上がりに順調な伸びをみせ、現在年間2∞0万円程の販売実績となっ

ている。

(7) れんげ祭 一高齢者の知恵や技術が活かされる一

「良くする会」が総力を挙げて取り組む「れんげ祭J は、乎成 8 年から毎年 4
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月の第 1 日曜日に開催されている。稲刈

り後の水聞にれんげを播種し、れんげ知i

を活用した様々なイベントを実施してい

る。地域内連帯感の醸成を第…目的に都

市住民との交流による地域振興や特産品

の PR活動等を通しての積槌的な農業振

興をめざしている。

杵と白による餅っき体験、餅まきに始

まり、れんげ摘み、アマゴ釣り、地域特

産品のウスイエンドウの皮むき競争、高齢者がここぞとばかりに按り切る竹部i工、

わら刺工等手作り体験、子供述が中心となって運営する宝さがし等、毎年内容に

趣向を凝らした地域あげての漏かいもてなしは、多くの人達を共栄へと引き寄せ

ている。農村の良さと人の温かさを満喫した人達はクチコミで年々その数を増し、

ní:， :{f:は約8，0∞人が共栄を訪れ遠くは京阪神に及んで、いる。参加者は全員が共栄地

区の人達との交流を楽しみ童心に帰り、それはアンケート結果にも顕著に表れて

いる。

このような交流活動がきっかけとなり、平成15年からは大阪外語大学の学生達

がゼミで共栄地区を訪れ学生逮との交流も始まっている。

(8) 明司を拓くひとづくり

人に勝るM産はない。共栄のIYj 自を担

う後継者育成こそ「良くする会」の最大

の命題であるとの考えのもと「明日を拓

く人づくり j を I~I 標に、後継者育成部会

を立ち上げ、交流会の開催等による花嫁

対策に始まり、子供述対象の農業講座等

様々な取組を行ってきた。また、子供述

の農業に対する思いや親の背rjこl をみて感

じたこと等純粋な気持ちを綴った HlJ'':f等
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も作成している。こうした活動からは、子供述の成長を地域全体で見守ろう、育

てようという共栄地区の強い意志が読み取れる。平成15年からは子供述にも理解

しやすい名前にと「子供クラブ」に名称変更し、その取組も小・中学生を対象と

した食育等に重点を置いた活動内容に変更している。後継者不足に悩む地域が多

い中で、この共栄地区では地域農業の担い手として、また地域活動の核となり活

躍する人材にこと欠かないのは、こうした活動の成果と言える。

第 3 表年間行事一覧
むらづく 1) 組議等の名称 1IJ L> 6 7 8 9 10 II 12 2 3 

共栄J由 i壬を 総会 ftMljVl~ 諸問J議機 れんげ嬬 ft祭への れんげ祭 れW1'ん~Iìげtj~
n く j'る会 れんげ祭 研修会 J"，"I ，没 inll'K 参前i iíl;悩

!えずI会 ゲートポ l町時、交換

i世 !I". 会 ール大会 会へ参両

活i'Fi1Hi会 総会Hち 事業打ち 研修会打 'jr;fWち ít祭11ち 食f??打合 れんげ祭If れんげ祭 準れ備んげfA
合わせ等 合わせ ち合わせ 合わせ 合わせ等 せ"/J ち合わせ i\f;備

役lli， かけはし かけはし かけはし

の先行 の発行 の発行
• • 

(イFI::J約 201'.' 1J
1EのHl.部 阪~'é.所.i! フラワーア コスモス 阪光所丑i 菜干H揖純 |奴'i;~' 検光所A巡 研修うち 以外研修 れiíた備んげ祭

もi 己i 同i レンジ議官 J母手F 'j;~' 検討 合わせ (内子町)
月前高F克郎 出 11111の {I， 堤防の市 j発ピニ tr1J úH計と 111J れんげ禁打 河川!ihM れんげ祭

と遊Irう 刈り 収 JIIのihM ち例措 ur挽き) j\i~俄

!I=.rv.郎 キュウリ 本稲jt'J 掃 稲の品磁 泌ピニ i必l ðn防波櫛 北l{f研修 4主人守研修 栽!i;.研修 現地検s討 切定Iwn~t れんげtMf れんげ祭
i主封~.~/~Jl">f き検M 比絞試験 ~X と j、 I;~j と tllこん 司と l式会会 (>註技会 ち合わせ Y芋備

熱処~J! ぷ対策 的定)

~ti民改丹i\lí ，E の)Jt~向、 1毎・野菜 金IIJ:{j':ll"f二 ゲトポ ít祭及び 防火訓練 itíf ，;持品Ji れんげ摂打 れんげ祭

づくり 等法廷却l I哨っくり ールt~食 はマラソ A Z ち合わせ 準備

{jf拾い ワくり ンのflとïj 再時五県会参加

r-1Jt クラブ ゲム~'fi úHfì とれず ご飯づく クリスマ れんげ祭打 お別れ述

2干';1;" 111 の治J叶 り ス会 ち合わせ J~ 
，ljJj 1!1;娯楽部 r1 り太会 釣り大会 わら紺u‘ 釣り大会 ゴルフ大 れんげ怒打 れんげ祭

~，'I 準Hii 1蒋 iël 辺Lι、、 ち合オ3せ 準備

老人会 i?の遊び っくり 菊花民 れんげ摂打 れんIffâ

I;J~i波 ち合わせ Y事協

M人会 ゴキブリ lu:)J 公l( ゴキブリ

1-11 子一一 í!fiの治対 1.11'[-
)11'年 I.ij (.I I!クラブ) 小学校体設詩作11十ノマイモ大根)指導

(執筆者農林水産省農村振興局企画部農村政策課農村整備企闘係長都築孝彦)
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日本農林漁業披興会会長賞受賞

出品財 むらづくり活動

受賞者中村集落

住所秋田黒横手市

受貫者のことば 中村集落 代表鈴木清司

30年ほど前に地域に芽生えた花づくりと、先人から受け組iいだ集落の聞

い結束を、守り育てあげてきたわたしたちの活動が、このたび高い評他を

いただけたことに、感謝の気持ちで一杯です。

わたしたちは、集落活動を、「村方j という背から受け継いできたやり方

で、行ってきました。村字方は、「むらJ という集合体をいかにうまく、丹j骨に

維持・展開していくかのみを考える独特の立場にあり、何か活動すること

が主目的でもない、意思決定・調停の仕組みです。各家々の事情を考慮し、

負担金にさじ加減を加えるなど、柔らカかミ寸く、情感のあるこのしきたりと、

p官普請J などで

らも受け継いでいきたい大切切Jな!財詰討-産だと j思品いますO

花づくりの仲間を増やし、生産者間のコミュニケーションも豊かにする

「ブラザー制度J は、私たちの集落を中心として始まり、産地づくりのモデ

ルとして、広く他地域にまで普及しています。これからも、地域の花き生

産のリーダーを育て、全国一の産地を目指していきたいと思っています。

農業が、経営安定対策を中心とした大きな構造改革の流れの中にある中

で、わたしたちの地域でも、将来を見据えた新しい仕組みを進めなければ
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受賞者のことば、

ならない時期にさしかかっているかもしれません。柔らかく集落の活動を

束ねる村方の仕組みとお互いを助けあう精神を継承し、集落の皆がそれぞ

れの役割を分担するわたしたちの活動をもってすれば、新しい時代にふさ

わしいむらづくりが実現できるものと信じています。

これからも、「結い」の精神を忘れることなく、人と人の結びつきを大切

にしながら、むらづくりに努力してまいりたいと思っています。

地域の沿革と概要

1 .地域の沿革と概要

(1)横手市の立地条件

横手市は、!日横手市と!日十文字Il!J他 6 町

村ーが、平成17年10月に合併して生まれた新

しい市である。秋田県の南部に位置し、人

口は約10万 4 千人(約32，000世帯)で県内

第 2 位、総土地面積は69，000haで、県土の約

12%となっている。 イ汲河川雄物川やその

支流の横手JI[、成ì~l!î JII、皆瀬川の流域に広

大で肥沃な耕地(約18，000ha) がひらけ、

土地利用型農業には恵まれた条件を有して

いる。冬期間の積雪寒冷な気候が農業振興

を図る土で大きな制約となっているが、夏

第 l 国位置関

期は梅雨が短く、比較的冷涼な気候であることから、野菜・花きの高品質生産の

ためには好適な条件となっている。また、水稲の生育期間中の気温が十分確保さ

れるとともに一日の気温差も大きく、良食味米の生産に適しているなど、県内有

数の農業地帯である。
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(2) 横手市の農業の特徴

秋田県全体における横手前の農業に関するシェアは、農家数15.2% (約 11，000

戸)、販売農家数15.6% (約9却O戸)、農家人LJ15.6% (約41，000人)、農業就業人

口15.6% (約14，α治人)、農業産出額15% (約280億円)となっている。横手市の農

業の特徴は、農ー業産出額に占める米以外の部門比率が高いこと(約51%) があげ

られる。果樹の栽培面積とりんごの収穫量が秋田県のほほ半分を占め、花きは、

きく類を中心とした栽培が蝶んに行われ、農業産出額は県内シェアで、約25%の約

7 億円となっている。 8~9 月期のきく出待が中心であるものの、施設栽取のら

んやトルコギキョウなどの洋花の拡大により通年出前体制が整いつつあり、県内

のトップ産地として順調に成長している。中村集落が所在する旧十文字町地区は、

農家数約1，制戸(市内シェア12.7%) 、農家人口約5，5∞人(悶13.4%) となってい

る。きくを主力とした花き栽培やおうとうを始めとした果樹栽培などの施設監l芸

が盛んに行われており、複合経営推進のモデル的な地域である。

むらづくりの概要

1 .地区の特色

(1) 中村集落の沿革

~I:I村主主務は、横手rlJの南部、横手盆地南東部の 11]十文字I!Q地区に位置している。

本集落は、約350年前の1651年(慶安 4 年)に開かれ、秋IJJì罫(佐竹氏)の新EEI

開発により様々な地域から人々が集まり谷地新日1村・が形成されたことに始まる

(f需の出現路(いではじ)J 菅江真澄著)。谷地新田村の成立恭般となった谷地

堰の建設 (1716年(享保元年))は代替水源を確保したことで秋問落から許可さ

れたもので、建設は困難を極めたと伝えられている (f雄物川水系j 秋111県土改

編)。

また、本集落は泥炭地で、土壌条fLI二が惑い所が多いことから、長い関土壌改良に

夜組、こうした股史の中で、共に国難に;立ち向かい、喜びを分かち合う f共同と

助け合いの精神J がよ音われ、勤勉で祖先や自然の恵みに感謝する気風が築きあげ

られてきた。

戦前までの中村集落では、集務共有の河川敷にこうぞや桑を栽培して、和紙づ
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事項 l勾谷

地区の;規模 集f高

J;~~定地域!J;!'j~開区分 平地E2業地域

Jl!J: a豆半 68.9% 

(内訳)

総 l止w;:数 83戸

民家数 57p 

販売民家数 50戸

(内訳)

11/業浪芸〈 15p 

I 兼民家 5 戸

E 兼Jl!i: à主 30Fﾎ 

主要作物 花き (149 白万円)

( )内産出額 水稲 (83Ú万円)

すいか (22百万円)

決J.lJ :l1l!の状況 持r.:提訴| 112ha 

(内訳)

111 105ha 

対 11 7 ha 

耕地本 88.9% 

民主主ーすゴ 11 たり I~UIJ地面積

2.0ha 

2. むらづくりの基本的特徴

(1) むらづくりの動機、背景

米の生産調整が始まった昭和45年頃、米以外の作自に活路を見出そうとする農

家の動きがあり、花きの栽培の導入が始まった。また、昭和47年から50年にかけ

て、県営事業を活用してほ場整備 (30a 区画)を行い、排水も良くなったことで、

転作作物としてすいかの導入も始まった。この基盤整備により稲作の大幅な省力

化が関られ、これにより生じた労働力は、花きやすいかなどの複合部門を拡大さ

せる基盤となった。
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ほ場整備が完了した昭和田年、秋田県が推進していた集落農場化事業の指定集

落に認定されたことを契機に、一層の稲作の省力化と花き・すいか部門の拡大に

よる複合経営の推進に向けた話合いが活発化し、育中年!日の若い農家が中心とな

って進めていた、花き栽培をはじめとする、米に頼らない、新しい農業への取組

を集落として支援したい、という戸が集落内で高まっていった。

そこで、まず取り組んだのが、青ι!こI年層における集落活動の負担割詮滅するこ

とで、あった。活発に行われていた集落活動は、背中年躍による取組に支えられて

きたが、年間 81ITI (当時)におよぶ祭礼の開催や公共施設の管理などでは、その

つど背中年胞が対応しており、生産活動の大きな負担となっていた。負担の軽減

に舟けて、集落では、脈々と受け継がれてきた集落の執行部的組織内す方議員会」

の役割を強化するとともに、比較的待問に余裕がある高齢者が中心となって集落

活動をとりしきる形に調整した。

また、村方議員会が集落内で、活動する様々な組織を束ねることとし、快適な地

域生活を維持していく 1:で、欠かせない自主的な機能を中心的に強化した。

こうした村方議員会の役割強化を通じて、集務では、稿作中心から複合経営へ

の進化を集落ぐるみで支援する気速が益々高まり、背中年}~iの若い農家が農業に

専念し、活躍しやすい環境が整えられていくこととなった。

(2) むらづくりの推進体制

'1=1村集落のむらづくりの中核を担っているのが執行部的組織の「村-方議員会j

である。「村方(むらかた)J とは、藩政!t)jにおける村・落の自治的機能を示す言葉

と言われ、現在、周辺地域では使われていなし、。村方議員会は、困難を伴った集

落の新聞開発の歴史の中で、常に「力を合わせるj 方法(共同、助け合い)が求

められた状況にあって、特定の倒人の支配で、はなく、村民の総意による知恵者の

集合で村の運営をリードしてきた機能・体制を継承しているものと言える。

村方議員会は10班ある地域班から l 名ずつの選考委員を立て、任期 2 年の村万

議員を11名選出し、議員の瓦選で「総代J を選出している。議員の年齢描成はω

歳代 7 名(総代含む)、 50歳代 3 名、 40歳代 1 名となっている。議員は無報酬で、

運営財源は各戸からの年会費(総額63万円程度)を当てている。議員会では全戸
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参加の総会や定期的な会合のほか、必要に応じて集まり、集落内の様々な活動に

関する意見の調整や意志決定、農業生産組織への助言、年 91自の祭礼などの集落

活動の企画立案、運営を行っている。また、老人クラブや親子会等の集落内の組

織に対し、必要に応じて活動費の助成を行うなど、集落のコミュニケーションづ

くりにも重点を置き、村の活力の維持に努めている。

農業生産組織としては、かつての集落農場を受け継いだ全農家加入の転作組合

があり、 4 年任期の役員が中心となって生産調整を円滑に進め、転作地への花き

等の作付けを主導している。このほか、「花き部会J (J A組織、中村集落会員15

名)、「中村すいか出荷組合(構成員 15名)、「カントリエレベータ}利用組合j

(同13名)が組織され、それぞれが連携を密にしながら集落全体の生産振興に向

けて、主え培技術の向上や農作業の効率化に取り組んでいる。また、共同開田時に

組織された「開田組合J は、集落内の農道や用水路の管理を行っている。

第 2 関 中村集落組織体制図
(仁iヨ村集落:総世帯数回戸(うち農家戸数57戸)総人口321人)

藍主亘J A 秋田ふるさと|

庇き部会(花き研究剣一一一ー

村方議員会 11 名

ー在亙葦亙亘茎亙亙
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|J A 中村支部i
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(地域班)

庁荘一一言極 3 JlJI 4 班 5 班 6 JlJI 7 斑 8 斑 9 斑 10 班 | 

※地域班:行政委員などを輪番で担当するための隣組的組織、 1 班あたり 9 戸前後で構成

※実線 強い結びつき、点線:連携体制
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むらづくりの特色と鑓秀性

1 .むらづくりの性格

(1) I共同と助け合いの精神j を活力源としたむらづくり

中村集落では、人心と一人一人の創意工夫を「村方議員会」のもとに結集させ、

村‘民一丸で数々の困難を克服し、村そ存続・発展させてきた。この先人達が残し

た f7J与問と助け合いの精神」は確実に受け継がれ、 i時1'1-\';の節目節目の活力源とな

っている。そして、現在に烹る中村集落の特徴的な農業生産や集落活動の各取組

の実践に結びつき、全体として、喜び、と活力に満ちた集落の姿へとつながってい

る。

2. 農業生産車における特徴

(1) 花き栽培等の導入による収益性の高い複合経営の確立

中村集落の複合経営を支える花きは、きくを中心に、ゆり、シンピジウム、 ト

ルコギキョウなど多種類が露地・施設で周年栽培され、首都圏を中心に出荷され

ている。

集落の花き生産は、米の生産調撃への対応として、1I13:f1145年にー農家がフリー

ジアの促成栽培を始めたことが契機となった。その後、 2 つの生産者グループの

誕i織化や稲作の省力化により生じた労働力の活用などにより、花きの導入は徐々

に広がっていった。この過程で栽培技術の確立の問題や生産過剰による価格の低

迷に直面する時期があったが、 JA等の指導と農家個々の習熟により技術削を克

服し、生産者グルーフ。を JAの下部組織として 1 本化(1昭和58;':1三)したことで、

生産・ m荷調製が円滑化された。以持、集落の花きの生産は、ブラザー制度の普

及(詳細後述)により栽培技術の向上を関りながら、 /:H荷市場や仲在日、消費'者等

を対象とした調査を通じてニーズの把握に努め、他産地では取り組まれていない、

一箱に様々な色のシンピジウムを混包する「ミックスボックスj を出荷するなど、

販売顕においても工夫を凝らし、品質剖とあわせ市場から高い評価を得ている。

こうした夜組により、一集落の花き販売額は秋剖ふるさと農協の総販売額 5 億円

(平成14:f:F)の 3 割に当たる 15，0∞万円に達し、現在も県内存数の花き産地として

成長を続けている。
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もうひとつの複合部門の主力であるす

いかの栽培は約30年前に始まり、排水が

良い黒ぼく土土壌を活かして良質のすい

かを生産してきた。現在は15名で出荷組

合を組織し、主に仙台や福島方面へ出荷

している。

また、掃作においては、平成10年に設

立したカントリーエレベーター利用組合

を積極的に活用することで、花きの 2 匝

日の出荷盛期に当たる稲刈り期の労力の

軽減を図り、複合部門の拡大を支えてい

る。

こうした取組の結果、中村ー集落におけ

る複合経営は着実に拡大し、集落の販売

農家50戸のうち約 4 部の21戸が複合部門

に取り組んで、おり、各戸の販売額 1 位を

占める作目は 8 戸が花き、すいかが 3 戸

写真 1 お盆用のきく

写真 2 主力品種シンピジウム

と、 11戸で稲作を上回る高いレベルでの綾合経営が行われている。収益性も高く、

販売額は13戸が1，(削万円以上となっている。

また、認定農業者13戸は集落農家の 2 割を超える状況にあり、年齢構成は30歳

代~50歳代と比較的若い佐代である。彼らは、集落が農業で自立し、さらに、持

続し得るよう、生産品服哉の役員として、あるいは、各種碍]=11多会や消費者関体との

意見交換会などのi幅広い活動を通じて集落の農業をリードしている。

(2) ブラザー制震による栽埼技術の向上と後継者の育成

市場から高い評価を得ている中村集落の花き栽培の特徴として、技術の保証人

制度「ブラザー制度J がある。この制度は、昭和58年に集落内の生産グループが

J A (旧十文字農協)の花き部会に合流した|擦に、集落が有する高い栽培技術を

他の生産者に提供し、高品質の花き栽培を地域に普及させる目的から創設(昭和
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59年に fブラザ~1制度」に改称)

されたもので、中村集落が培って

きた「共同と助け合いの精神」を

生産活動に反映した取組と言え

る。ブラザー制度は、新規に花き

栽培する者(以下「新規栽培者J)

にベテラン農家が栽培技術を公開

し、技術の習得に向けて 3 年間個

別指導するものである(新規栽培
写真 3 きくの栽培講習会

者 1 名を 2 名で指導。指導は無報酬。最初の 1 年間は本人のやる気や適性を見極

める試用期1mに当てられる。)。新規栽培者にとって、地域の気象等に合った技術

を既に実践している者から底接に学べることや、このIljlJ皮を前提にしたプール精

算により、ベテラン農家と同じ単価をとれる可能性があることなど、安心して取

り組めるシステムとなっている。 IIJIJ度開始以来の約20年間で、36人が新たに技術を

習得し、これからの地域の花き生産を担い、後継者を育てる立場として集落の内

外で活躍している。このように、ブラザー制度は、集落農業の主力である花きの

栽培技術の持続的な向上や集務内の後継者の確実な育成など、花き栽培の拡大に

大きく貢献しているとともに、他の作自の産地づくりや後継者づくりのモデルと

して県内外に波及している。

(3) 地域内労働力の有効活用と経営の拡大

花き部門における作業効率を高め、経営拡大を図るためには、花き栽培技術に

熟練した労働力の確保が不可欠であり、中村集落では 3 つの方法で労働力の確保

を行っている。この場合にも中村集落の「共同と助け合いの精神J が生かされ、

個別経営の枠を超えて取り組まれている。

第 1 に、きく栽培農家 4 戸が地域内のよc性を共同で雇用し、各戸の雇用日を調

整することにより、夏期間安定的に熟練した労働力を確保している。

第 2 に、麗用時期が異なるりんご共選場と連携して、 8 月までは花き農家で雇

用し、 9 月以降はりんご共選場で雇用する体制をとっている。
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第 3 に、ゆりの球根の植付で栽培農家が分担して30人の作業人員を確保するな

ど、「ゆい」の実践により、適期に効率的な植付作業を行っている。

(4 ) 花きやすいかの栽培を担う女性・高齢者

花きやすいかの栽培において、女性の役割は非常に大きいものがある。各種会

合で留守がちな男性に代わっての栽培管理や、摘芯・整枝・ド葉かき等生産量・

品質を左右する重要な作業を担っている。特に花き栽培の講習会には夫とともに

参加し、男性と同等以上の技術を身につけるために研鐙を積んでいる。

また、集落では、規格別の仕分けや荷造など、機械体系の少ない花の出荷調製

菌で高齢者が活躍しており、高齢者は生きがいを見出している。

3. 生活・環境整備語における特徴

(1) 生活環境の保全

中村集落の生活環境の保全活動は、消雪活動、集落会館や神社の維持管理、共

同墓地の管理、アメシロ防除など、多岐に渡る。これらの活動は既存の組織(消

雪組合、公共施設管理者、衛生組合等)のもとで取り組まれてきたが、集落人口

の減少などにより、作業に当たって組織間の連携や調整を要することが生じたこ

とから、村方議員会が全体を統括することでその役割を果たし、各保全活動が効

率的に行われている。

(2) 年 9 自の祭礼の継承

中村集落では、力を合わせて数々の菌難を克服し、集落の発展の基礎を作りあ

げた祖先や彼らが心の支えとして敬ってきた神仏、そして、集落の営みと生命を

支える大地の恵みへの感謝の心を体現した祭礼を、ごく自然に継承している。祭

礼は、新田開発期に当たる 1713年(正徳、 3 年)の創建された fl1!神神社J (集落

の産土神)などを会場に、十六善神様、観背様、馬頭観音様、龍神様、山神様

(春・秋)、三吉様、八幡神社祭のほか、平成18年には 113正月行事「どんと祭引

を復活させ、凶季を通じて年 9 闘行っている。

各祭礼の準備は、村方議員会が企画運営を担い、祭典委員会、青年会がそれを
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支援し、さらに各戸が炊き出しゃ集落内

の連絡調整などの役割を分担しながら、

集落ぐるみで進めらる。また、規摸の大

きいiJl神様(春・秋)の際には、青年層

を中心に「講J (， 1 ，神講)が剥i織される。

J:!CI村集落では、こうした祭礼を「集落

の結束の象徴」として、あるいは、代々

培ってきた「共同と助け合いの力」の確

認の場として、これからも大事にしなが
写真4 集落の産土干111 を ñi~る 1111干11け'11時J:J

ら、次の世代に伝えていきたいと考えている。

(3) 学校教育との連携による後継世代の育成

中村集落では、学校教育と連携した活動に力を入れている。集落の優れた農業

の取組は、地元小中学校の「ふるさと学習J で生きた教材として取り上げられ、

集落の子供たちは横手市の農業教育懇談会で、農業への思いを発表するなど、集落

の農業の素晴らしさを認識し、愛着を強くしている。また、かつての生業の和紙

づくりを復活させ、手l昨\L~の卒業証書づくりを地元の中学生に指導し、文化の継承

に努めている(この和紙づくりは現在県内唯一の技術で、和紙は平成19年に開催

される地元国体の賞状用紙に使用される)。

(4 ) 女性の活動とゆとりのある高齢者の生活

III村集落の花き農家の女性がリーダーとして活動している f十文字花の会j で

は、毎年開催される「十文字花のフェステパルJ において、フラワーアレンジ教

室や花苗の無料進虫、花の相談コーナーなどを催して、消費者にドiヰナの花き」

を大きく PR している。さらに、栽培技術の研鈴にも余念がなく、冬期には女性

による技術研修会を行っている。

また、集落の高齢者は、農業生産を支える様々な取組を担う一方で、拘芸や御

殿鞠づくり、和紙細工等の多彩な趣味を仲間]同土で、楽しみ、生きがいとして、ゆ

とりのある生活をおくっている。また、集落では、原nJ労働力などの有効活用に
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より作業体系が効率化されたことから、多くの農家が週末を休日にあて、親子レ

クリエーション旅行などを楽しんでいる。

(執筆者農林水産省農村振興局企画部農村政策課農村‘整備企闘係長都築孝彦)
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はじめに

農林水産業者の最高の栄誉である天皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振

興会会長賞の三賞受賞者の表彰が行われる「平成18年度(第羽田)農林水産祭

式典」は、勤労感謝の日の 11月 23 日、明治神宮会館において、三賞受賞者、農

林水産大臣賞受糞者並びに各界代表者、中央、地方農林水産関係者等多数の方

々の参加のもとに行われます。

本年度の三賞受賞者は、農産、覇芸、畜産、蚕糸・地域特産、林産、水産、む

らづくりの 7 部門の農林水産大軍賞受賞者540点の中から、農林水産祭中央審査

委員会(会長 東京農業大学教授 八木宏典氏)において厳正に審査が行われ、

10月 17 日に選考されました。この中には夫婦連名の表彰が 3 点含まれておりま

す。

これら栄えある受賞者の業績は、内外の諸情勢が大きく変化している中で、今

後の我が閣農林水産業と農山漁村の振興、発展の実践的な指針になるものとし

て関係各方面から、高く評価されるものであります。

本冊子は、本年度の天皇杯等三賞受賞者の業績の概要及び、農林水産大毘賞受糞

者(平成17年 8 丹から平成18年 7 月までの 1 年間)をご紹介したものです。

目次
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1 天皇杯等三賞受賞者の一覧

( 1 ) 天皇杯受業者

王5立ζ• 賞 者
部門 出品財 表彰行事

住 所 氏名等(年齢)

農 産 経営 若) 11県能の美み市し 農事組合法人和わだ多の農うさ産ん 第 3 5 匝日本農
(水積・麦・大豆)

(代表 和わ多だ の昇ぼる) 
業賞

園 当士 経 戸凸とiら 長崎県雲うん仙ぜん市し *ふ吹きは原ら 繁しげ男お 第 5 5 回全国農ヱズ

(7守口ツコリー)
(5 5 歳) 業コンクール

ふ吹きは原ら ちあき

(5 1 歳)

当Bヨ<;: 産 経 よ凸とム 秋田県由ゆ利りほ本ん荘じよ市うし し Iまた 輝てる男お 平成 1 7 年度全*柴田
(酪農) (5 5 歳) 国優良畜産経営

しばた せいこ 管理技術発表会
柴田誠子

(5 5 歳)

蚕糸 産 物 ニ重県松阪市
しんりょく茶さぽ房う 第 5 8 間関西茶有限会社深緑

地域特産 (茶) (代表 ま松つ本もと ひ浩ろし) 
ロロロ昔ロ、寸ーぷコ午::;;-

林 産 産 物 岩手県陸9 く前ぜん高た田かた市し け気せ他んも木くざ材し、か加こう工きk協うど同うく組みあ合い 第 3 3 回]AS製材

(木材) れ1、5古んさごメロkうかdzhいz 
品普及推進展示
ぷ223hZ 

佐ささ木き ひでいち
(代表 々 英一)

水 産 産 物 石川県七なな尾お市し 株式会社スギヨ 第 5 8 回全国蒲
(水産加工品) (代表杉すぎ野の 哲てっ也や) 鉾品評会

む ら むらづくり 大分県豊後高田市 ふき謡曲出議答
づくり 1苦 動 おがわ 寛かん治じ

(代表小川 ) 

(注)氏名等欄に*印を付したものは、夫婦連名の表彰を示す。



(2 ) 内閣総理大亜貰受賞者

F3-F『ζ A 者
部門 出品財 表彰行事

住 所 氏名 等(年齢)

店邑当主E 産 経 戸凸とl与 北海道斜しや畏りぐ郡ん/こl し、清みず水ちk町う た竹けう内ち 峰みね夫お
平成 1 7 年度全

(麦) (54 歳) 国麦作共励会

園 ゴ士 経 戸凸と4 静岡県す駿んと東うぐ郡んな長がし、ず泉みち町上う わたなべえんげせ士い
第 3 5 四日本農コズ 有限会社渡辺冨耳

(クレマチス) (代表渡遺偉) 業賞

設E日三 産 経 戸凸とん 岐阜県下げ呂ろ市し 佐古保 第 3 5 回日本農

(肉用牛 (5 7 歳) 業賞

一貫経営)

蚕糸 経 メ凸以， 群馬県沼田市 有限会社松まつ井いの農うさ産ん 第 5 5 回全国農

地域特産 (こんにゃく) (代表 松まつ井い し庄上次うじ郎ろう) 業コンクール

静岡県御ごて殿/υ場Iま市し せと 久ひさJ士じし」、林 産 産 物 瀬戸 第 2 0 回全国わ

(わさび) (5 7 歳) さび品評会

水 産 産 物 鹿児島県枕崎市
ま枕くら崎ざき市しぎ漁よぎ業主うき協ょう同どう組くみあ合い

鹿児島県漁業振

(水産加工品) (代表 上うえ野の 新しんさ作く) 輿大会第 3 9 間

水産物品評会

む ら むらづくり
和歌山県ひ日だ高かぐ郡んい印なみ南ちょ町う 共栄地区を良くする会

づくり 活 動 (代表 森もり本もと ひ浩ろ。史み) 

ι一一一
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( 3 ) 日本農林漁業振興会会長賞受藁

品財
戸Fζ:1. 者

部 内 出 彰一μ ; 1丁一

住 所 氏名 等(年齢)

后註主釘主 経 岐阜県海津市 有眼会社平田パイロット 第 3 4 団全国旦

(大豆) あきの ひろし 類経営改善共励
(代表浅野広司) h、

コミ

閤 主主 熊本県あ葦しき北た郡ぐんあ芦しき北た町レふ
有線会社鶴田有機農圏 5 5 回全 庄盛主吾ヨ

(柑橘) つるた 業コンクール
(代表鶴田 ほとり)

圏 生 活
なかのし なかのしと上たのうさんぶつかこう 平成 1 7 年度農長野県中野市 中野市豊田農産物加工

(農産加工品) しせつりょうくみあい 山漁村女性チャ
施設利用組合 レンジ活動表彰

かんだ

(代表神田せっ子)

当E丈ヨ 産 経 ρ凸以， 北海道沙さる流ぐ郡んぴ平らと取りち町ょう *佐藤
みつく 平成 1 7 年度全
貝

(肉用牛 (54 歳) 盟優喪音産経営

一貫経営)
佐藤雪子

管理技術発表会

(5 3 歳)

蚕糸 産 物 宮城県伊いぐ具ぐ郡んま丸る森もりま田了ち 谷ゃ津っ よ義しか和ず 平成 1 7 年度宮

地域特産 (まゆ) (54 歳) 城県農林産物品
舌ロげア」コ己ヱ、

林 産 経 λ凸江ゅ 大阪府み南なみ河かね内ちぐ郡ん千ちは早や みちた けんいつ 全国林業経営推道田 憲逸
(林業) あ赤かさ販かむ村ら (5 8 歳) 奨行事

水 産 帝王 戸凸以，

鹿児島県指宿市
おりた ただし 第 1 1 回全国青折田 正

(流通・ (34 歳) 年・女性漁業者

消費拡大) 交流大会

む ら むらづくり 秋田県横手市
な中かむ村らし集ゅう落らく

づくり 活 動 寸寸4 き きよし

(代表鈴木清司)

(注)氏名等欄に*印を付したものは、夫婦連名の表彰を示す。
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2 天皇杯受賞者の業績の概要
(天一1)

一
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一

一
間
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孟
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一

一
曲
辰
一
出品財経営(水稲・麦・大立)

わだのうさん

農事組合法人和多農産

(代表和多昇氏)

石川県能美市

和多農産は、経営主夫妻、長男及び 3 名の社員からなる農事組合法人として平成 7 年に設立された。

現在、水稲 (54ha) 、大豆(l 3ha) 及び大麦( 7 ha) を合計75ha経営するほか、米の直接販売や、かき餅及

び味噌の製造加工、喫茶店の経営など経営の多角化に努めてきた。

1 .社会的な信用度を高める法人経堂に移行することによって規模拡大を実現

和多氏は、昭和41年の就農時にわずか2.3haから経営を開始し、作業受託等によって地域の信頼を

高めながら徐々に規模拡大を進めてきたが、平成 7 年には、経営内容の透明化等を通じて信用度を一

層高める目的から法人経営に移行した。この結果、借地による経営規模は今も着実に拡大(旧辰口町

の農地面積の 1 割)しており、平成16年には能美市の特定農業法人の認定を受けている。

2. 地元を中心とした顧客開拓と自社ブランド米の開発

「餅っき体験J や f田植え等の農作業体験j などを通じて、地元の地権者や消費者とのコミュニケ

ーションを大事にしている。また、おにぎり喫茶「こんとチロ J を開くとともに、米の直売では顧客

毎にそれぞれの好みに応じて米をブレンド(コシヒカリ十ミルキークイーン)して販売するなど、マ

ーケティングにも工夫を重ね、和多農産米のブランドを確立している。

3. 省力・低コスト化技術の導入による効率経営を実現

同氏は、新技術の導入にも熱心に取り組んでおり、平成11年に長男が就農したのを機に水稲の湛水

直播栽培を導入し、現荘、水稲作付面積の 4 害IJ に導入している。また、側条施肥田植機による全量基

肥施用や、省力的な育苗方法であるプール育苗にも取り組み、 10a当たり労働時間で県平均の 6 割、

生産費では 7 割の省力・低コスト生産を実現している。

4. 次代を担う人材の膏成等

独自の研修宿泊施設を有し、これまで300人を超える農業後継者や学生等の研修生を受け入れ、全

国に農業後継者や新規就農希望者のネットワークを構築している。また、家族経営協定の締結にも早

期から取り組み、妻の和子氏は初の女性農業委員に選任されるなど、男女共同参画社会の牽引役とし

ても貢献している。

5. 普及性と今後の発震方向

同氏は、地域の農地・農業を守るため 100haを超える大規模経営への発展を目指すとともに、次代

を担う農業後継者の育成にさらに力を注ぐ方針である。

- Ij 



(天- 2) 
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出品財経営(ブロツコリー)
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長崎県雲仙市

島原半島は県東南部に位置し、雲仙普賢岳を中心に、それに速なる穏やかな丘陵地帯と海岸沿いに広
がる平野部からなっている。雲仙市は、温暖多雨な気候条件を背景に、水稲・野菜・畜産など多様な農

業を展開している生産性の高い地域である。

1 .家族労働にこだわり経営規模を拡大

吹原氏は、県の農業経営伝習農場卒業後 16才で就農し、馬鈴薯、白菜等の経営を実施。昭和46年、

髄格の安定しているブロッコリーに着告し、町内で初めて栽培を開始し、品種・作型の検討、機械化

による苦力化等先駆的な取組により規模拡大を図る。現在、本人、妻、後継者(息子) 3 人の家族経

営で、ブロッコリー900 a 、水稲60aを栽培し、高所得を確保している。

2. 大規模経堂実現に肉けた特徴ある敢組

(1)地域に適した作型の確立

導入当初は、品種が少なく作型も限られ、出荷は1l~2 月の 4 ヶ月であったが、現地適応試験や

厳寒期の保混対策等により1O~6 月の出荷に成功し、これにより周年栽培体系を確立し、産地拡大

に大きく寄与した。

( 2 )家族労働力での規模拡大を可能とした新技術の導入

青苗面では、良苗生産に向け、台風等の気象災害に強い大型育苗路設の整備や県下で初めて自動

播種機+セル成型苗育苗ート半自動移植機体系の導入等を行った。出荷時の箱詰めにおいて熟練と時

間を要する f縦詰めj から、省力化が可能で簡易な「横詰めj に変え、規模拡大と出荷経費の削減

を可能とした。

( 3 )消費者、市場に信頼される産地づくり

昭和57年、吹原氏が主導的にブロツコリー専業集団の「吾妻洋菜研究会」を発足。品質保持技術

として f予冷j による鮮度保持に努力し、市場から高い評価と信頼を勝ち取る。また、土づくりと

して、毎作緑肥を栽培し、土壌に合ったオリジナノレ肥料の開発等による高品質栽培を実践している。

3. 普及性と今後の発展方向

吹原氏による栽培・出荷技術の確立により、ブロッコリーは喜子妻町の振興品目に選定され、基盤整

備地域を中心に団地化が進み、作付面積は年々増加している。また、長崎県下のブロッコヲー産地の

先進的な技術として普及が図られている。吹原氏は遊休農地解消のため積極的に借地による規模拡大
を図り、休日等も導入したゆとりある農業経営で、家族労働力でブロッコリー10ha経営の実現を目指

す。
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由利本荘市は、秋田県の西南部に位置し、県内でも比較的温暖な地域であるが、海岸部と山間部では
気象条件が異なり、特に冬期における積雪量に大きな差が見られる。
経営主の父が昭和40年から酪農と稲作の複合経営に取組み、昭和47年に経営主への経営移譲後、優良

雌牛を導入し自家育成牛確保に努め自力で飼養規模拡大を回り、平成12年に経産牛60頭規模到達を機に
酪農専業へ転換した。県内では比較的大規模経営であり、労働力員数は家族 3 名、雇用者 2 名、経産牛
平均餌養頭数65. 7頭、経産牛 1 頭当たりの投下労働時間 165時間、酪農部門年間総所得約21 ， 866千円で
ある。地域社会においてワーダーシップを発樟し、耕畜連携や食育・地元産業とのイベントにも取組ん
でおり、県内酪農家の模範となっている。

1 .自給粗銅料生産基盤に立脚した生産コストの低減
経営基盤の柱として粗飼料生産に重点を置き、計画的な草地更新と肥培管理の徹底を図り、良質粗
飼料の確保に努めている。更に、稲作農家と連携した飼料イネ及び遊休農地を積極的に活用し、乳飼
比は約26% と県内平均を大きく下回る。

2. 牛群改良と新技術等への取組
牛群の長命連産性と乳質改善を図るため、早くから牛群検定に取組み、データの裏付けに基づく改
良に努めている。また、繁殖農家との連携事業による黒毛和種のET産子生産に取組んでおり、安定
した収益をあげている。

3. 投下資本の抑制
牛舎施設については、昭和40年に建築した牛舎をベースに自己資本調達の吉材等を活用し、自力で
改築・増築し規模拡大に対応している。また、機械器具・車柄についても、補助事業やりース事業等
を活用しつつ、必要最小限に抑え、保守管理を徹底し耐用年数延長に努め、コスト低減や健全な財務
構成を実現している。

4. 地域社会に謂和した活動
牧場周辺を菜の花でいっぱいにする等して環境美化に努めている。また、園児・小中学生を対象と
した体験学習や牧場を開放した消費者交流を実施し、食育や農業・農村の魅力と役割の広報活動を行
っている。更に、地元有志と共同出資によりハーフ、ワールドを経営し、ハーブ製品等の他に自家産牛

乳を用いた乳製品を販売している。さらに、障害者の雇用を受け入れ、自立支援を行っている他、研
修生も受け入れて、後継者の育成・確保にも努めている。

5. 普及性と今後の発展方向
計画的な革地基盤整備・効率的な堆肥還元による良質粗飼料を生産・確保し飼料自給率を向上さ

せ、牛群検定成績を活用した優良自家育成牛を確保することにより、経産牛の計画的更新を進めてい
る。また、消費者へ安全・安心な生産物を届けたいとし、生産履歴が開示できる牛群検定の県内全戸
加入を推進している。家族経営協定の締結や後継者の就農を経て、家族全員参加の酪農経営に取組ん
でいる。地域との関わりを大切にし、耕畜連携、体験学習、障害者雇用受入れを継続し、地域社会へ

の積極的な貢献を考えている。

6 



(天 -4)

l 蚕糸地域特産部門|

出品財産物(茶)

有限会社深緑茶房

(代表松本浩氏)

三重県松阪市

三重県は、静岡県、鹿児島県に次ぐ全国第 3 位の茶の生産地である。松阪市飯南町は、三重県のほぼ
中央の中山間地域に位置する。比較的温暖で降水量が多く、耕地の排水性が良いことから、茶の栽培に
漉し、江戸時代から茶が栽培されている。昭和30年代後半から本格的な茶栽培が始まり、現在は耕地の
約 4 割に茶が栽培される県内有数の茶の生産地である。

1 .受賞者の取組みの経過と経営の現況

近年、ベットボトノレ茶飲料の消費が急増する一方、茶葉としての茶の売れ行きは{亭滞し、荒茶飯絡
は{店主を続けてきた。このような中、平成11年、経営の安定のためには、直売まで行うことが重要で
あるという共通の理念を持った 3 戸の茶農家が、小売部門の経営を統合して、(有)深縁茶房を設立し
た。その後、農業生産法人格を取得して、栽培・加工・小売・喫茶の一貫した協同経営(栽培面積24
ha) を行い、消費者、実需者に安全・安心な「伊勢茶J を届けるべく努めている。

2. 受覧黙の特色

(1)栽培・加工・小売喫茶の一貫した部門専任体制による効率的経営
茶の栽培・加工・小売喫茶の一貫した協同経営において、各部門の責任体制の明確化、労働力の

効率的自己分、小売部門の重点化を行い、効率的経営を実現している。

( 2 )優れた茶の生産・加工技術
茶園整備を進め、栽培の省力化を図るとともに、土づくりと減農薬・減化学肥料を実践してエコ
ファーマーの認証を受けたほか、最先端の加工施設を導入し、高品質な深蒸し時茶を衛生的かっ省

力的に製造している。

( 3 )消費者との交流の拡大

自社の小売喫茶店舗及び 8 つの販売協力賠において、店頭販売やイベントを通して、さまざまな
惜報を発信するとともに、消費者の要望を積梅的に集め、新たな茶製品の開発・販売につなげてい
る。また、手段み茶製造の実演や茶工場見学等の消費者との交流行事により、地元の特産品である

茶に対する理解の広がりにも気を配っている。

3. 普及性と今後の発援方向

三重県初の「茶の栽培・加工・販売の協同経営J を軌道に乗せ成果を上げている。すでに近隣地域
には、同じ経営形態の有限会社が設立されており、今後、地域農業の振興に大きく貢献していくもの
と考えられる。さらに今後の茶業経営の一つのモデルとして全屈にも普及していくことが期待できる。
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(天- 5) 

産物(木材)
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いわてけんりくはんたかたし

岩手県陸前高田市

l 林産部門

出品財

(代表

気仙地域は岩手県の東南部に位置し、東はりアス式権岸の太平洋、西は北上山地、南は宮城県に接し

ている 2 市 l 町(大船渡市、陸前高田市、住田町)からなる「気仙スギJ を産地とする地域であり、今
後、人工林スギの供給力がますます高まる状況にある。

1 .受賞者の取組みの経過と経営の現況

気仙木材加工協同組合連合会(以下、「木加速j という。)は、昭和62年5月に地域の重要な資源で

あるスギ人工林の間伐材、並材の加工に主眼を置いた製材工場として設立され、現在、地域内の 2 森

林組合、素材生産業協同組合、製材業協同組合の 4 匝体で構成されており、健全な経営を維持してい

る協同組合方式の成功例として全国から注目されている。

2. 受賞財の特色

木加連は、創業以来、素材生産から加工・流通に至る一貫した体制のもと、製品の品質管理を徹底
し、市場ニーズ、に即応した製材品生産に取り組んで、きたことにより、気仙スギ加工製品の首都圏及び

仙台市場など大消費地への出荷パイプを創出し、地域全体の林業・木材産業の活性{ヒに先導的な役割

を果たしてきた。また、木加連は、素材のもつ木肌の美しい色合い、香り、艶などの特徴を生かす製

材技術の開発や、乾燥材生産に積撞的に取り組むことにより、「気仙スギJ ブランドの確立に貢献し

ている。

普及性と今後の発展方向

気仙地域では、木加連の経営を模範として、新たにプレカット材や集成材といった付加価値の高い

製品生産が行われるようになっており、このような川上から川下に至る地域一体となった取組により、
木材の安定供給基地として発展していくことが期待される。
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l 水産部門[

出品財産物(水産加工品)

株式会社スギヨ

(代表杉野哲也氏)

、しかわけんななおし

石川県七尾市

(天- 6) 

七尾市は能登半島の中程に位置し、平成16年 10月より、七尾市、田鶴浜町、中島町、能登島町が合併

し、人口 61 ， 589入、面積318km2の新・七尾市として新しい一歩を踏み出した。当該地域は豊かな観光資
源、に恵まれ、天然の良港として栄えてきた七尾港を梅の玄関口とし古代より能登の政治・経済・文北の

中心地として発展してきた。

1 .受貰者の取組みの経過と経営の現況

水産練り製品業界は、国内すり身生産量の激減や食生活の洋風化による需要減少等により厳しい状

況におかれているが、間社は、独自の発想、力と技術力で全く新しいコンセプトの新商品を次々と発売

し、昭和49年には水産練り製品業界を激震させた大ヒット商品「かにあし(カニ風味務鉾) J を生み

だした。この「カニ風味蒲鉾j の登場は、日本の伝統食品である蒲鉾を世界の食卓に広め、同時に冷

凍すり身の国際化を加速させ、水産加工業界全体の活性牝に大いに寄与した。間社代表取締役に杉野

哲也氏が就任した現在も「開発型企業j との基本方針を明確に打ち出すと共に地元産に拘った商品開

発にも取組み、地元の水産・観光資掠を最大限に生かした独自の企業活動を推進するとともに、地域

の経済発展や雇用確保に貢献している。

2. 受賞財の特色

(1)極限までカニに近似した食感と外観を再現し、工業的に生産
受賞財は、石川県で fこうばこ蟹j と呼ばれるズワイガニの甲羅から取り出した葉脈状の脚肉の

繊維感、香り高く淡い旨味をイメージして開発された製品である。本出品材を開発するに当たり、
f本物のカニを全ての点で超えた品質のものを手作りでなく、工業的に作る」ことを目標とし、社

員一丸となった研究開発に取組んだ結果、極めてカニ脚肉と近似した嵐味と繊維感、ジューシーな

食感の付与に加え、まさに殻を取った藍後のカニ脚肉と見間違うほどの外観を見事に再現するとと
もに、これを工業的に生産することを可能とした。

( 2 )地域に根ざした企業としての取組

さらに、間社は明治の創業以来、愛着ある七尾市に本社・工場を置き、七尾の文化土壌、海洋資

源、地域に根ざした企業であるが、カニ風味蒲鉾という今やグローパルに食される水産加工品の商

品開発が、この様な地域に根ざした企業の地道な取組みにより実現された点は他地場産業への励み

となる。

3. 普及性と今後の発展方向

既にカニ風味蒲鉾は技術的到達点に達したと考えられていた水産練り製品業界にあって、その既成

概念を議かに越える逸品を生みだした受賞者の技術開発力は、低迷する同業界を活性化するものとし

て評価される 3 また受賞者は本受賞財に代表される新製品の開発ばかりでなく、地域由来の食品の特

性を後世に正しく伝え、地域文化と融合させる事で更にその価艇を高め、「地域そのものj をブラン

ド往し地域再生を図る取組みにも力を入れており、こうした時代を読み敢る視点や企業としての活動

は、今の持代に求められる地域の在り方を先導するものとして、評価される。
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(天-7)
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出品財むらづくり活動

ふき活性化協議会

(代表小川寛治氏)

おおいたけんぶんごたかだし

大分県豊後高田市

ふき活性化協議会は、全住民参加型のコミュニティ組織であり、「農業と観光が調和した地域づくり J

をスローガンに掲げ、農業振興面においては、集落営農組織の確立、合鴨を核とした 6 次産業化、生産
・環境面においては子ども達の食農教育、体験交流、 U . I ターンの受け入れなど、多彩なむらづくり

活動を展開している。

1 .集落営農の確立と 6次産業化による先駆的な農業経営

農事組合法人「ふき村J の設立により 3集落 l 農場方式の集落営農を確立、経理の一元化を図ると

ともに、部会制(イベント等の開催を担う企画部会、草刈り・水管理等の全員作業に係わる作業部会、

大型機械作業を担うオベレータ一部会、ぶんご合鴨を飼育・販売する合鴨部会、特産品の加工販売を

担う女性部会)を導入した。

特に、地域の特産であるぶんご合鴨肉を使った fゅうパック」や農産加工直売所「蓮華J に代表さ

れる 6 次産業化を図った農業経営が効率的に実践され、平成12年以降は基幹的農業従事者数、農業生

産額とも )1慎調に増加している。

2. 食農教育やグリーンツーリズムを通じた地域の活性化

将来を担う子ども達の育成に力を入れ、地区内の小中学生に対してぶんご合鴨や地域農業を教材と

した食農教育や体験学習を実施している。さらに、近年、蕗地区の良さに惚れ込んで、移住する人 (U

. 1 ターン 7 家族24名)が増加し、新たな集落の活力が生まれている。

また、「国宝富貴寺ふれあいウオーク j の開催やツワブキの植栽、更になばな、レンゲ、茶、そば

等の栽培による四季折々の景観づくりや、体験交流宿泊施設における地元食材令を使った郷土料理の提

供や体験交流プログラム等で都市住民にグリーンツーリズムの魅力を発信している。

3. 普及性と今後の発農方向

過疎化・高齢化、谷沿いの狭小な農地など中山間地域の条件不利地域でありながら、ほ場整備を機

に、集落営農体制を確立、さらに特産品の加工販売による 6 次産業化への発展とともに、世代間の交
流・都市住民との交流を活発化させ、豊かで、住みよいむらを建設したプロセスは、全毘のむらの再生

や活性化を目指す地域にとっての模範となる事例である。
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3 内関総理大臣賞受賞者の業績の概要
(内-1)
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出品財経営(麦)

竹内峰夫氏

北海道斜里郡小清水町

竹内氏は、北海道の網走支庁管内に位置する小清水町において、本人と妻、長女の夫、長女の 4 人に

よる家族経営により 3 1. 3haの大規模畑作経営を行っている。
てん菜→でん粉原料用馬鈴しょ→秋まき小麦といった望ましい輪作体系を導入し、小麦をはじめとし

た経営作物全体で安定した高い生産性、収益性を実現している。

1 .高い生産性を実現するための 3年輪作の導入

(1)当地域における畑作は、秋まき小麦、てん菜、でん粉原料用馬鈴しょの 3 作物が主体であるが、

冬季の到来が早いことから、小麦の播穣時期までに収穫可能となる適当な前作物がなく、馬鈴しょ、
てん菜の連作や交互作、秋まき小麦の連作が多く行われ、土壌病害虫の増加による収量や品質の低

下が問題となっていた。
このため、馬鈴しょを早期収穫(早摺り)することによって秋まき小麦の前作とする作付体系も採

用されているが、通常の適期収穫より 2~3 害IJ収量が減少するため、普及が伸び悩んでいた。
( 2 )竹内氏は、堆肥・緑肥の投入による徹底した土作りや、きめ細かな施肥設計、適期作業の実施等

により、馬鈴しょの収量や品質を低下させることなく早掘り収穫を可能とし、これによって、てん

菜→馬鈴しょ→秋まき小麦といった望ましい 3 年輪作体系が導入可能となり、結果として 3 作物全

体で高い収蔵性を実現している。

2. 徹底したデータ管理による高収量・高品質・安定生産の実環

竹内氏は 3 作物全体で収量、品質ともに高位で、かつ年次変動が少ない安定した生産を実現しており、
特に小麦については、過去 5 年間における 10a当たり単収は平均で、740kg!こ達し、北権道はもちろん、

町の平均を大きく上回っている。

これは、 3 年輪作を 1 サイクルとして全体を視野に入れた上で、かっ各作物ごとの特性や生育状況
等を勘案したきめ細かな施肥設計やほ場観察の徹症による適期を逃さない作業管理や基本技術の励行
などによるものであるが、こうした技術体系は、 30年にわたるほ場管理台帳・農作業日誌等の記帳と

15年間の複式簿記に基づく科学的データ分析の上に実施されており、オーソドックスな形のプレシジ
ョンファーミング(精密農法)と言える。

3. 普及性と今後の発展方向

竹内氏は機械利用組合や特別栽培による野菜販売組織等のリーダーとして地域農業に対し、強し、影

響とリーダーシップを発揮しており、竹内氏のような経営が今後の地域農業における望ましい担い手

の経営モデルとして広く波及することが期待されている。
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(内一 2 ) 

経営(クレマチス)

しずおかーナんすんとうぐんながし吋aみちょう

静岡県駿東郡長泉町

氏)
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わ
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版
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一A
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|菌芸部門

出品財

(代表

(有)渡辺国芸は、渡遺偉氏が昭和54年に設立し、クレマチスの大規模経営を実現した。当初は市場

出荷が中心であったが、ホームセンタ一等との直接取引を中心とした販売方法に転換し、平成12年に企
画・販売を別法人(株)クレマコーポレーションに分離、独立させた。現在、クレマチスの苗生産で全

国シェア60%を占めている。経営面積は、クレマチス 145a、クリスマスローズ70aで、生産量はクレマ

チス鉢花約 2 万 5 千鉢、クレマチス苗約42万本、クリスマスローズ鉢花約 3 万鉢、クリスマスローズ苗

約28万本となっている。経営成果としては、平成16年実績で、農業総収入約 1 億 6 千万円、家族一人当

たりの農業所得は660万円となっている。

クレマチスの大量増殖技術と周年出荷技術の確立

大量増殖の難しかったクレマチスにおいて、ミストを活用した挿し木による大量増殖法「ミスト繁

殖法J を確立し、クレマチスの大規模栽培を実現させた。また、株の冷蔵処理技術を用いた開花時期
の調節に成功し、約600品種という多様な品種の開花特性と組み合わせることでクレマチスの周年出

荷を実現している。

1 

クレマチスのオリジナル品種の開発

世界中のクレマチス約600品種を生産・出荷するとともに、品種改良にも着手しており、既に 10種

類以上のオリジナル品種を開発している。

2. 

クリスマスローズの冷蔵処理技術の確立

クリスマスローズについては、株の冷蔵処理による開花促進技術を開発し、本来 1 月 '"'-'3 月に開花

するクリスマスローズを、その名のとおりクリスマス時期の 12月に開花させることに成功した。なお、

この技術で特許を取得している。

3. 

普及性と今後の発展方向

鉢物大規模経営における労務管理やホームセンターとの直接取引などの先進的な取組みが県内の生

産者に波及することが期待される。

平成14年から韓国、台湾、デンマーク等へのクレマチス苗の輸出に取り組んでいるが、ヨーロッパ

にはない品種の選定や輸出競争力を高めるためのコスト低減技術を開発し、今後は世界一のクレマチ

ス生産を目指して、世界のマーケットを捉えた経営の発展を目指してし、く。

4. 

12 -



(内- 3) 
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出品財経営(肉用牛一貫経営)

佐古保氏

岐阜県下呂市

下呂市は、岐王手県の中東部に位置し、総面積の92%を山林が占める特定農山村地域である。経営主の

佐古氏は、昭和45年に i対用牛肥育経営を開始し、昭和54年から経営内一貫生産を開始した。その後、放
牧採草地、肥育牛舎等を整備し、増頭を図り、繁殖雌牛72頭、月目育牛約93頭を餌養している(平成17年
2 月現在)。平成16年度の肉用牛販売額は54 ， 090千円(1頭当たりの平均販売備格は994千円(去勢) )、
部門所得率は35.9% と高い収誌を得ている。

1 .罷れた飼養管理と改良

繁殖部門は、産 i為成績や産肉性育種価解析を活用し、優秀な雄牛の保皆・増頭をを行っている。了
寧な個体観察や良費な粗飼料(サイレージ)の活用により、優秀な繁殖成績(分娩回帰日数362 S) 

をあげているほか、県の基幹種雄牛「護照王j 等も生産している。
肥育部門は、ストレスで餌料の摂取量が低下することがないよう、 6 か月齢から出荷まで群の縞成
を変えず、発育段階ごとに適正な栄養管理をする等により、出荷月齢は去勢25.3ヶ月、離牛27.0ヶ月

と早く、肉質の平均格付は4.25 (枝肉重量393. 7kg) と極めて高い。

2. 中山間地の狭小な遊休地を器地した自給飼料生産

遊休地5. 5haを借地し、デントコーン(所有地と併せて5.9ha) 、混播牧草 (3. 8ha) を作付けするこ

とにより、繁殖雌牛の飼料自給率73%を確保している。また、たい肥は自家餌料畑利用及び地域耕種

農家へ供給している。

3. 地域との連携

県農業経営者協会副会長及び肉用牛部会長、全国肉用牛経営者会議副会長(平成16年度からは会長)
等に就き、県のみならず全国の肉用牛生産者の地位向上と経営安定のために尽力している。また、職
場体験学習の受け入れ等を通じ、教育活動に多大な貢献をしている。

4. 普及性と今後の発展方向

中山間地の狭小な土地を利用して組飼料生産を行いつつ、平均25ヶ月齢という経済肥育に取り組み、
極めて高い上物率の経営内一貫生産を実施しており、全罰的に推奨していくべき模範事例といえる。
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(内- 4) 

|蚕糸地域特産部門|

出品財経営(こんにゃく)

有限会社松井農産

(代表松井庄次郎氏)

群馬県沼田市

沼田市は、群馬県の北東部に位置する標高250~2 ， OOOmの典型的な中山間地域である。沼田市のこん

にゃくの栽培面積274haは耕地面積の14%、全農業産出額の 1 割程度となっている。また、市内の認定

農家274人のうち、こんにゃく農家は78人である。

1 .受賞者の取組みの経温と経営の現況

代表の松井庄次郎氏は、昭和38年に後継者として就農し、 46年には父より経営移譲を受けた。昭和

58年に県内でいち早く、生いもを使った製品加工を始めたほか、 59年には、地域に先駆けて新品種「あ

かぎおおだま」へ切り替えを行うなど、先進的なこんにゃく栽培に取り組んで、きた。平成 5 年、経営

に対する対外的な信用を高め、安定した麗用確保を図るため、後継者の就農とあわせ「松井農産j を

設立し、あわせて、観光ぶどう菌を開園した。現在、家族社員 5 名、常時雇用 2名、臨時雇用 7 名、

経営耕地面積5. 5ha、加工施設一式を所有し、地域の模範となる法人経営を行っている。

2. 受糞財の特色

(1)加工・販売の導入による経営安定

こんにゃくの生いも価格は変動が非常に大きいことから、経営の安定化のため、生産・加工・販

売の一貫した農業経営に取り組んで、いる。低価格競争に巻き込まれないよう、独自の製造機械の開

発などにより品質と安全性の確保に努めている。製品については、直売所からドライブイン等へと

販路の拡大に努め、現在は高速道路サービスエリアや旅館等での販売のほか、宅配による販売にも
取組み、今後、東京への販路拡大を視野に入れている。また、マーケティングに基づく新高品の開

発を行っている。

( 2 )輪作、土づくりによる高収量・高品質の維持
「土壌こそ作物の源J とのこだわりの下、畜産農家の銅料作ほ場との耕地交換により、連作年数

を 3~5 年に抑えて生産の安定化を図っている。また、土づくり、施肥量の低減により、品質の向

上にも努める中、県平均収量135%の3 ， 500kg/10a という高収量を確保している。

3. 普及性と今後の発展方向

自ら生産した安全・安心な農産物を加工・販売に結びつける一貫経営は、これからの円齢、農業経

営J のモデルとして、成果の波及が期待されている。また、消費者に対し、こんにゃく製品をより美

味しく食べるための提案など、こんにゃくの消費拡大に常に心がける取り組みはこんにゃく全体の消

費拡大に結び付いている。さらに観光販売を経営戦略の一つに位置づけ、地域全体で観光果樹留を推

進し「こんにゃく加工十観光販売J を行う農業経営は、地域のみならず全国的にも波及が期待できる。
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(内- 5) 

出品財産物(わさび)

瀬戸久志氏

静岡県御殿場市

約400年の歴史を持つ静関わさびの産出額は18億円と、全国シェアの54.5%を出める(平成16年)。県

内の主要産地の 1 つである御殿場市は、県北東部の標高約500mの低温多湿型の高原地帯にあり、首都

圏等への供給地として交通条件(東名高速 1 C等)に恵まれている。

1 .受覧者の取結みの経過と経営の現況

延長五式わさび由で高品質わさびを栽培するシステムを確立し、ブランド化に成功した。氏の東京築
地市場の取引価格は約 1 万円/kgと極めて高い。また、「家族経営協定j を結び、後継者の育成も順

調で、家族経営として模範的である。

2. 受翼財の特色

富士の豊富な湧水を活用し、赤マサ土(スコリア)による北駿式わさび出で、高品質わさびを栽培
するシステムを確立した。氏は、昭和60年頃から発生した病害 fわさび頭とび症j の蔓延を防ぐため、
種苔業者(ミヨシ種苗)とともに高品質わさび「真妻J 種の優良母株から、地域に適した組織培養芭
(メリクロン苔)を開発し、導入した。さらに、年間を通じて遺 3 13 安定的に首都閣に出荷する体制

を整え、御殻場わさびのブランド化に成功した。また、夫婦問で「家族経営協定J を結び、常に家族

で話し合いをもちながらわさび経営を推進している。

3. 普及性と今後の発援方向

父から引き継いだわさび経営を自らの創意工夫とたゆまぬ努力で発展させ、ゆとりある堅実な経営
を実現するとともに、家族や地域の協力を得て、市場を含めた消費者への信頼を確立している。これ

は他産物にも共通する家族経営の規範として高く評髄される。
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(内- 6) 

出品財 産物(水産加工品)

枕崎市漁業協同組合

(代表 上野新作 氏)

鹿児島県枕崎市

枕崎市は鹿児島県薩摩半島の南端に位置し人口は約25千人である。就業人口(約12千人)の一割強を

漁業者と水産加工従事者が占めている。枕崎周辺海域は、黒潮の流れの影響を受けてアジ、サパ等の全

国有数の好漁場を形成している。一方、枕崎市漁協や串木野市漁協に所属する遠洋カツオ・マグロ漁船

は66隻で、全国有数の遠洋漁業として海外漁場にも出漁している。枕崎においては生食用カツオ冷凍・

凍結品が加工されており、同時に、鰹節生産量は枕崎が全国 1 位を誇っている。

1 .受賞者の取組みの経過と経営の現況

枕崎市漁協は明治42年に発足し、カツオの一本釣りなどの漁業を中心に鰹節等の生産加工地として

発展成長し、今日に至っている。しかし近年遠洋カツオ一本釣漁業は 困難な状況にあり、カツオ漁

船そのものの存続が脅かされる事態に至ったことから、本持、協は、装置メーカーの技術協力を得、幾

多の試行錯誤の結果、組合自営の第 3 協洋丸への活ジメ装置を船上に設置し、加工システムを整え、

受賞品の販売を開始した。その他、昭和62年度鹿児島県漁業振興大会第21回水産物品評会展示会にお

いてもカツオ製品で農林大臣賞を受賞している。受賞者は若手職員を中心に発足させた f環境委員会」

によって、地元小学校における食育活動への試食品の提供や講義のほか、海岸の清掃活動、漁協祭り

への試食品展示など、さまざまな社会貢献を行っている。

2. 受賞財の特色

(1)船上での血抜き・凍結による肉質の向上

受賞財は、遠洋一本釣りカツオを船上で底ちに活ジメ、血抜きし、ブライン凍結されたものを、
水揚げ後組合の加工場において、解凍することなく鮮度が良好な状態で刺身用フィレーにされたも
のである。船上での血抜きにより、従来品に比べて肉質が向上するとともに、当該魚種独特の生臭

さが低減する、肉色が良くなる(鮮紅色)、喫食時の変患がおそくなる、 ドリップが少なくなるな
どの効果が出ている。

( 2) 高品質かつ安全な製品の実現
本品は、枕崎市漁協が、生産から加工、販売に一貫して取組み行政の協力も得ながらHACCP方式

も加味した一連のシステムとして高品質で安全な水産加工品を新しく提案したものであり、他に類

を見ない独自の開発製品となっている。

3. 普及性と今後の発震方向

今後はさらに多くの消費者に本品の品質の良さを知ってもらい、差別化を図ることによって市場を

拡大し、枕崎市としてのブランド化を進めること、併せて、本品をきっかけとして B 1 カツオ(ブラ

イン 1 級凍結品)そのものの評価を得、サシミ市場でのカツオ全体の消費を拡大することが、受賞者

の抱負である。そのために、サシミ以外の調理提案などを行うとともに、より消費者の使い勝手の良
いサイズでのカット品の開発を進めて行こうとしている。

このように、地域ブランドとして地場産業の振興に貢献するとともに、不振の続く全国の水産業界

における良い先行例となることが大いに期待されている。
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(内-7)

l むらづくり部門[

むらづくり活動
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和歌山県日高郡印南町

出品財

主幹作物(夏みかん)の価格低迷や、河川の氾濫による危機感などが地区住民を集結させるきっかけ

となった。こうした中、若い世代が中心となりむらづくり組織を立ち上げ、地区に居住する農家・非農
家を間わず老若男女すべてが構成員として参画し、全員の合意のもと自主的なむらづくりを展開してい

る。

1 .農業経営の安定化と環境保全型農業への震開

水稲裏作の新品目を導入し、農業技術の高位平準化を進め農業所得の向上と安定化に努め、その結

果ブロッコリーやエンドウ類の栽培を確立させた。

また、いち早く環境保全型農業に取り組み、労力面、経営面で大きなコストダウンを実現させ、こ

の確立された技術は町内へ波及し現在は約500haの農地で環境保全型農業が取り組まれている。

近年ではミニトマト栽培者を中心にエコファーマーの認定農家が増加し、減農薬栽培の実践ととも

に環境と人にやさしい農業が定着している。

2. 地域連帯感の富豪成を呂的としたむらづくり

地主あげての「れんげ祭り j や「三世代交流ゲートボール大会」など様々な交流イベントを開催、

また新鮮・安全・安心のブランド産地づくりと地産地消をめざし、花の里販売所(農産物販売施設)

を会員手作りで設置した。さらに、オリジナノレソング「ふるさと賛歌J の創作や機関誌「かけはしj
の発行により、地域の連帯感を醸成し、「一村一心J のむらづくりを実践している。
その他、地区の農家が散歩してみたい生産現場の実現を目指して、ほ場整備をした水田の畦畔や農

道脇にアジサイやコスモス等の景観植物を植えるなど、地域の景観づくりに取り組んで、いる。

普及性と今後の発展方向

「一村一心J をスローガンに、地芭住民が一体となり、伝統芸能、環境美化、交流イベントなど多

彩な活動を展開している。特に若い世代がむらづくり組織の中心となり、 30年にわたり活動を継続し

ている。また、転作作物であるトマト、サヤエンドウなどで環境保全型農業を実践しており、これら

取組みは他地域での模範となる。

3. 



4 日本農林漁業振興会会長賞受賞者の業績の概要
(振-1)

出品財 経営(大豆)

ひらた

有限会社平田パイロット
あさの ひろし

(代表浅野広司氏)

岐阜県海津市

平田パイロットは、岐阜県海津市において社員 3 名、臨時雇用 9 名で経営する有限会社である。平成

元年の郡単位の農協合併を契機に、農協の作業オベレータとして従事していた 3 名のメンバーにより、
稲作、麦及び大立の作業受託を行う任意組織として平成 2 年 4 月に平田農業パイロット組合を設立した。

その後、経営面の強化を図るため、平成18年 3 月 27 日に法人化し、生産性の高い大豆生産が行われてい

る。

1 .大語積の農地と大区画ほ場における大型機織化一貫作業体系による高い生産性

当該地域は、 1 -----2 haの大区画ほ場整備が行われており、ブロックローテーション方式により団地

化が図られている 125haの大面積において、複合作業播種機、汎用コンパイン、無人ヘリ等の高性能

な大型農業機械による機械化一貫作業体系を確立し、生産性の高い大立生産を行っている。また、作

期分散や管理作業の省絡が可能となる倒伏性が5齢、中生品種の fつやほまれj と狭畦無中耕無培土栽

培を組み合わせた新たな栽培技術を導入し、さらなる省力化と収量の安定化を図っている。

2. 低湿地地帯!こおいて排水対震を中 I() とした基本技術の徹底!こより高主義収を確保

当該地域は、海抜 0-----4mの低観地地帯に位置しており、排水性の低いほ場が多いことから、梅雨

時期の湿害に対処するため、特に、排水対策に重点が置かれており、サブソイラーによる芯土破砕、

トレンチャーによる明きょの施工、降雨後のほ場の見田りと明きょの補修などを実施している。また、

適期播種による出芽や苗立ちの確保を初めとして、基本技術の励行と適期作業の実施に努めている。
この結果、 10アール当たり収量は県平均や全国平均に比べ非常に高くなっており、高位安定した単収

が確保されている。

3. 大規模経営による収益性の高い農業経営

麦、大豆は経営安定化のための重要な品店として位置づけられており、積極的な規模拡大の結果、

平成17年度の農業所得は約 7 千万円(転作奨励金を除く)で、農業粗収益に対する農業所得の割合は、

約 4 害IJ と収益性の高い農業経営が行われている。特に、大豆については、農業所得が約 4 千万円(転

作奨励金を除く)と農業収入全体の約 6 割を占めており、収益面において大豆の位置づけは非常に高

くなっている。
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(掻 -2)

l 園芸部門 l

出品財経営(柑橘)

有限会社鶴田有機農閤

(代表鶴田ほとり氏)

熊本県葦北郡芦北町

代表の鶴田ほとり氏が当農関に嫁いだ昭和48年当時、この地域では柑掃の食味の低下が問題となって
いた。鶴田氏らは、その原因が化学把料や除草剤の多用による地力低下であると考え、化成肥料から有
機質肥料への代替、農薬散布の削減に取り組んだ。以来初年以上に渡り化学肥料と除草剤を全く使用せ
ず、完熟堆肥の投入による土作りの取組みを現在まで継続し、良食味で安全・安心の柑橘栽培を実践し
てきている。その取組みによって当農閣の生産物への消費者の信頼は摩い。
また、平成 6 年には法人化を行い、鶴岡ほとり氏が代表取締役に就任した。地域で唯一の女性起業家
ということで注目され、各種研修会での講演をはじめ、食育や研修受け入れなどを通じて次世代育成や
地域活性化への貢献は大きい。

1 .化学肥料と除草剤の不使用による土作り

良食味の柑檎栽培には、良い土作りが肝要との考えから、化学肥料と除草剤は使わず、完熟堆肥を
用いた土作りを行い、消費者から高い評価を受ける良食味搾嬬栽培を実践している。

2. 適地・適品種栽培と多品目栽培による爵年出荷と労力平準化

当地は甘夏栽培が盛んな地域であるが、甘夏を基幹としつつも多品目を積極的に導入し、価格変動
や気象災害等のリスク分散を図っている。同時にそれは、収穫期間の長期化をもたらし、通年に近い
長期にわたる販売を可能とし、労働力利用の平準化に繋がっている。法人経営となってる現在、従業
を通年雇用するのに非常に有益となっている。

3. 減農薬栽培で行う病害虫防除技術への取組
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4. 普及性と今後の発展方向

氏らの理念に基づく安全・安心な農産物生産やその販売戦絡は、新たに同様の取組みを行おうとす
る農家に対し参考となり得る。
今後とも、農外から参入者を積極的に受け入れる体制を継続し、地域の担い手作りの体制をより強

化していくとしている。また、消費者からの信頼を今まで以上に高めるために、現在導入しているGA
p (適正農業規範)については、今以上に充実・強化を図るとともに、消費者と生産者、都市と農村
といった繋がりを強固にし「新しい農村昨りを目指すJ ため、 30年間の取組みの中で得たものをより

多くの消費者へ発信していくこととしている。
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|園芸部門

出品財 生活(農産加工品)

、。っしとよたのうさんぶつかこっしせつりょうくみあい

中野市豊田農産物加工施設利用組合

(代表神田せつ子氏)

:ょがのけんなかのし

長野県中野市

(振- 3) 

中野市豊田地区は、 j日中野市と合併前の!日豊田村である。長野県の北部、千曲川を挟んだ市西部に位
罷し、総面積は34. 74krrf、人口 4 ， 915人(1-1 18) 、総世帯数1 ， 466戸 (H18) のほぼ半数の698戸が農家であ
る。冬期間は日本海側気候に属し北西季節風の影響を受けて多雪・寒冷の特徴を持っている。ぶどう、
もも、りんご等の果樹、アスパラガス、菌茸の生産が盛んな地区である。特にエノキタケ、アスパラガ
ス、ぶどうの毘蜂などは全国でも有数の産地となっている。

1 .受賞者の略歴・活動概要
地元の生活改善グループ連絡協議会が規格外りんごを現金収入に結びつけようとジュース加工を始
めたのが発端。その後、平成10年度「中山間地域特別農業農村対策事業J (県単)による加工施設建
設を契機に、出資者40名による「豊田村農産物加工施設利用組合J (現在、組合員数49名)を設立。 10
年12月から fおやき部」、「菓子部J 、「味噌部J の 3 部構成による組合として営業活動を開始した。ア
ップノレパイ「おひさまの林檎パイ J 、地元産野菜を具としたおやき、学校給食でも利用されるように
なった味噌などは地域の特産品として定着した。 16年度には売上額も24百万円となり、現荘、 f人格
なき社団」として納税申告するまでに発展している。

2. 受賞財の特色
(1)生活改善グループによる起業活動である

農村婦人学校修了者による生活改善グループが活動の母体。県の事業等を活用し加工施設の設置、
活用やグループoの組織化を巧みに行っている。

( 2 )地元素材を活用した加工品の開発に成功している
地元産大豆による味噌、特産のりんごを使ったアップルパイ、其が地元産野菜のおやきなど地元

素材を徹底活用した加工品を開発し、原材料の大豆、りんご、野菜等を地元農家から購入すること
で農家経営の安定にも貢献している。

( 3 )組織運営が巧みで、ある

中山間地域の専業農家の女性が中心の起業集団であるが、集団活動と自家本業の農作業とのバラ
ンスを保ちながら集団内の作業分担・運営の的確さと意思統一により fおやき部J 、「菓子部J 、「味
噌部」の 3 部が独立採算制で運営されている。

( 4 )地域社会へ積極的に関与している
地産地消、食育活動の一環として、学校給食に味噌等食材の供給を実施。また、議会議員、農業

委員等との交流をきっかけとした荒廃地活用の大豆栽培を企画実行するなど地域農業活性化へも積
極的に取り組んでいる。

3. 普及性と今後の方向
農村女性による地元素材を活用したアップルパイ、おやき、味噌など、農産物加工のモデノレ的な起業

事例である。また、構成員である専業農家の主婦が自家農業と起業活動を巧みに両立させた集団運営
として示唆に富んでいる。構成員による社会参画も積梅的で、集団構成員に議会議員や農業委員を務
める者もおり女性の意見を地域運営に反映するよう努めている。現在、法人化や新商品開発にも取り
組んでおり、経済的効果にとどまらず、幅広い年代層の交流も含めた地域の担い手として地域ととも

に発展する農村女性の起業活動として期待されるところである。
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出品財経営(肉用牛一貫経営)

佐藤貢氏
ゆきこ

佐藤雪子氏

北海道沙流郡平取町

平取町は、日高支庁管内西部の内陸に位置する農山村地域である。経営主の佐藤氏による肉用牛餌養

は、昭和37年に島根県から黒毛和謹を導入したことから開始し、着実に規模拡大を行った結果、平成 5
年には完全一貫化に移行し、現在では、黒毛和種の繁殖維牛130頭、肥育牛240頭、まき牛 2 頭を飼養し

ている。労働力は本人(貢氏)、妻(雪子氏)及び後継者 ({I彦氏)の 3 名となっている。

1 .受賞財の特色

(1)放牧一無畜舎による省力・低コスト管理
繁殖牛l士、分娩期を除いて、牧場周辺の牧草地 (61ha) で、昼衣放牧を行っている。ほ乳牛舎は、

繁殖牛のみ放牧場を自由に行き来できるように工夫した自作の親子分離ゲートにより、事故率の低

減や発情回帰の早期化が国られている。

交配は、人工授精を基本としつつも、 2 回授精しでも受胎しない場合には、まき牛による自然交

配を行っており、分娩間臨は12. 7 ヵ月を達成している。

( 2 )完全一貫経営による経営の安定牝と地域ブランド fびらとり和牛」の育成

経営内一貫生産により、高眼益かつ安定した経営を展開している。肥育牛は、家族 3 人が牛舎ご
とに責任担当制を採る肥育舎において肥育され、枝肉成績によってボーナスを支払うことで経営内

においても切嵯琢磨するとともに、それぞれが情報を交換し、技術の向上を図る環境が作られてい

る。

( 3 )地域の転作田なども積極的に活用した土地利用型肉用牛経営の展開

牧草地約61ha (借地5ha) 、紙作田約32ha (借地30ha) 、合計約93ha と飼料基盤に恵まれており、

特に転作田の活用により地域の重要な農地管理主体となっている。

2. 普及性と今後の発展方向

経営内一貫生産の実施、放牧主体による省力管理等により、高い収益性をあげている優良な経営で

ある。北海道における和牛生産の定着に先駆的な役割を果たし、また、自給餌料基盤を最大限に活か

した経営は、肉用牛経営の模範となるものである。
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蚕糸 a 地域特産部門

出品財産物(まゆ)

谷津義和氏

みやざけんいぐぐんまるもりまち

宮城県伊其郡丸森町

(振- 5) 

丸森町は、宮城県の最南端に位置し、林野率約70% ・耕地率約14%の典型的な中山間地域である。古

くから養蚕業が盛んであったが、養蚕農家の高齢化、繭価の低迷等により衰退の一途をたどり、平成17

年にはわずか20戸の養蚕農家を残すのみとなった。しかしながら、最近、繭、桑等の新たな分野での活

用の動きがみられる中、丸森町では、蚕、繭、桑などを活かした地域産業の育成・振興により雇用を拡

大し、町の経済活性化と遊休農地の有効利用等を図るため、平成16年度より 10年計画で、伝統と歴史の

ある養蚕の再帯築事業 f丸森発シルクロード計画J を展開している。

1 .受賞者の取組みの経過と経営の現況

谷津氏は、昭和46年に高校卒業と問時に農業に従事し、中山間傾斜地という厳しい立地条件の中、

これまでの34年間、養蚕を主体に、水稲、干し柿、山菜等を組み合わせた複合経営を行い、養蚕では、

密植桑閣の造成、多田育の実施、蚕飼育環境の適正化等により、高品質舗の省力生産及び経営改善に

継続的に取組んできた。平成11年には認定農業者となっており、平成14年からは、県内第一位の収縞
量(約1. 8 トン)を維持している。

2. 受賞財の特急

(1)品質の高い舗の生産への取組

踊の品質向上のため、煙霧消毒機による蚕室消毒等を徹底しており、特に張中期には除湿機や循

環崩を使用して温埋度及び気流を調整するなど餌育・上藤環境の適正化を心がけている。生産され

た踊の品質は高く、繭の販売価格は、 1 ， 861 円 /kg (平成 15年'"'-'17年の 3 年平均)と全国平均の 1 ， 784 

円 /kg (同)を上回っている。

( 2 )養蚕を主体とした複合経営による経営改善

養護を主体とした接合経営であり、桑園管理→椎茸・山菜→田構え→養蚕→稲刈り→干し柿、と

いう年間を通して適正な労働配分により農業経営の安定を図っている。

3. 普及性と今後の発展方向

地区蚕業青年会の会長を務めるなど、地域の養査振興に欠かせない存在となっている。平成17年度

から養蚕を開始した近隣の新規就農者に対して技術・経営面で助言・指導するなど、地域のリーダー

として信頼の厚い存症となっている。

「丸森発シノレクロード計画J においては、他の養蚕農家への指導のほか、小学校の総合学習や町が

主催するイベントに蚕・桑の提供等の活動を行うなど、町の再構築事業を推進するためには欠かせな

い存在であり、今後も地域農業にとどまらず地域全体の活性化に大きく貢献されることが期待される。
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出品財経営(林業)

道田憲逸氏

大阪府南河内郡千早赤阪村

千早赤阪村は、約300年の歴史を誇る集約的林業、「河内林業」で著名な南河内地域に位置する。加え

て、この地域は、大阪等の大都市近郊に位置するため、野外レクリエーション地として都市住民に広く

親しまれる憩いの場ともなっている。

1 .受賞者の敢組みの経過と経堂の現況

伝統的な f河内林業J を実践し、良質な「おおさか河内材j を生産している。一方、板材生産のた

めの大径材育林や、ボランティアの受け入れなど、先進的経営を実践している。経営面では、家族全

が事業主として、男女関わず責任ある立場で参画している。

2 幽受賞財の特急

経営面積433haのうち、約 9 害IJが人工林で、スギは早期に間伐・択伐して柱材に、ヒノキは密度管
理により無節材にする伝統的な f河内林業j を継承している。林は色つや・香りが良く、年輪が詰ま
り、粘りがある「おおさか前内材j として高く評価される。また、架線作業などの研修を積極的に行
い、資格取得に努め、従事者全員が高い林業技術を備えている。
さらに、柱材の低迷という状況を見据え、クローン苗による高品質材の生産、高齢級・長伐期によ

る板材生産のための青林等を実践して経営の安定を図るとともに、大都市近郊という立地条件を活用
し、昨Oボランティアと 38haの「施業実施協定」を締結している。

3. 普及性と今後の発展方向

「河内林業j の伝統を引き継ぎ、堅実な林業従事者を育成しながらも、常に高付加価値性を探求・
実践する氏の林業経営は高く評価される。一方で、ボランティアの受け入れに積極的な姿勢は、自民参
加の森林づくりの上で、今後の重要な発展方向を示している。
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l 水産部門|

出品財経営(流通・消費拡大)

折田正氏

かごしまけんいぶすきし

鹿児島県指宿市

(振一7)

指宿市は、薩摩半島最南端で、市の中心に池田湖、また開閉岳、長崎鼻、知林ケ島等自然景観が点在

し、天然砂むし温泉等温泉資源に恵まれている。気候は損暖で雨量が多い。総面積149km2、人口は46 ， 256
人、世帯数は 19 ， 812戸。就業者は、第 l 次産業5 ， 184人(うち水産業は369人)、第2次産業4 ， 348人、第
3 次産業1 ， 202人である。

1 .受賞者の取組みの経過と経営の現況

平成 7 年水産大学校漁業科卒業、鹿児島中央卸売市場の(株)魚市に就職、漁業者から、魚の値が

安く付けられると度々苦情を言われた。 1 年後間社を丹満退職して、家業の手伝いを始めた。小型定
置網漁業は、待つ漁業で、積樋的に漁獲量を増したり、魚を選んで、漁獲することができない漁業であ
る。魚種は100種類にも及ぶが、一時に同種の魚が大量に入ったり、逆に少量多韓の魚が入ったり、

市場ではなかなか扱わない魚が入ったり、季節や日により変化が著しいのが常である。同じ操業をし
てもその結果は、魚、髄に左右され、かつて市場で、体験した魚の値が安いということを出荷者として逆
の立場で感じることとなった。 2 年目に、自宅傍の「セントラノレパーク J の日曜朝市への出店、平成
16年の知林ヶ島の 3 統目の小型定置網漁業を操業、同年の市内小牧の「道の駅いぶすき」への出店出

荷、平成17年の魚加工、平成18年の魚;壊製へと、創意工夫により規模を飛躍的に拡大していった。

2. 受翼財の特色

(1)家族の協力
折田正夫婦が、両親、弟夫婦、妹夫婦と協力、 3 ヶ統の小型定置の漁獲物の漁獲、水揚げ、仕分
け、搬送、加工、販売と役割分担し、どうしたらより高い価格となるか、自らの環境を最大限生か
して取組み、安定した高い魚価での販売方法を見出し、経営の安定につなげたO

( 2 )消費者ニーズの掌握
平成10年日曜朝市で漁獲物を直接消費者に販売する機会をえて、消費者が求めている魚の品質と

価格を知る体験をし、如何に調理をしたら美味しく魚が食べられるかを消費者に教え、その経験を
踏まえて平成16年国道126号線沿いに開設された道の駅の特産品売場で、より規格化された販売を
行い、多くの収益を挙げるという結果をえている。

( 3 )販売の工夫

道の駅の厳しい規格に対応するため、常に鮮魚等商品を冷蔵庫、保冷車等により鮮度保持し、県

の水産技術開発センターで加工技術を学び、干物、韓製等の加工品も作り無駄をなくすとともに商
品の多様化を国った。出荷先も日曜朝市、道の駅、鹿児島魚市場、枕崎魚市場等の多様化を図った。

3. 普及性と今後の発展方向

折田水産の信頼が得られ、瞭ヂIJ前からお客が待ち、宅配要請や自宅まで来るお客も現れ、テレビの

取材と放映がなされ、経営と鮮度の良い魚が紹介されたこともあり、県内外から視察に来たり、相談
を掛けてきたり、実際に直販に取組むところも出てきている。今後の方向としては、近隣のホテルや

旅館に地産地消を勧め、より高度な鮮魚、の取り扱い、加工品の開発と ~:H苛販売、家族による経営は基
本としつつも、機能的に活動できるような経営体質への改善を図ることとしている。
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l むらづくり部門|

出品財むらづくり活動

中村集落

(代表鈴木清司氏)

あきたけんよこてし

秋田県横手市

本集落は約350年前に関村され、森林を関田しながら集落を形成し、永く泥炭地の土壌改良に取り組

んできたことで、「共同J と「助け合しリの精神が培われてきた。
米の生産調整を機に、花きやスイカの導入が始まり、この複合経営の取組みを集落全体に波及させ、

特に若い農業者が農業に専念できるよう、昔からの集落の執行部的組織「村方議員会」を中心にむらづ

くり活動を行い、集落のコミュニケーションや村の活力維持に努めている。

1 .花き栽培等の導入による収益性の高い複合経営の確立

花きやスイカの生産は、米の生産調整の対rむとして始まり、青年中年層の若い農家が農業に専念で

きることで、収蔵性の高い複合経営を確立していった。特に花き栽培では、ブラザー制度と呼ばれる
持続的な栽培技術の向上や後継者育成のための独自の研修制度を創設し、成果を得ている。さらに女

性や高齢者などの地域内労働力を有効活用しながら経営拡大を図っている。

2. r共碍と助け合いの精神j を活力源としたむらづくり

消雪活動や神社の維持管理等について、村方議員会が全体を統括、既存の組織聞を調整し各保全活
動を効率的に行うとともに、女性が中心となり産業祭でのフラワーアレンジの展示等による花き農家
の PRや、陶芸・手芸講鹿などの高齢者の生きがし、活動も展開されている。

また、由季を通じて年 9 問実施される祭礼は、村方議員会が企酒運営を担い、祭典委員会や青年会
の支援を得ながら継承している。

さらに、かつての生業の和紙づくりを復活させ、体験学習の一環として、地元中学生が和紙の卒業
証書を作成するなど、学校教育を通じて伝統文化を継承している。

3. 他地域への普及性と今後発展方向

関村以降、開拓の歴史の中で、「共同と助け合いの精神j が培われ、村方議員会のもと村民一丸と

なって数々の困難を克販し、村を存続・発展させてきた。一年を通して古来の行事・祭礼を継承し、

全世帯が参加したむらづくりを展開している。
また、生産技術の後継者研修であるブラザー制度の普及や地域内労働力の有効活用による花き等の

高収益複合経営を確立しており、これら取組みは他地域での模範となる。
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この冊子の取りまとめに当たって、農林水産省各局庁の農林水産

祭連絡担当官には大変ご尽力をいただきました。

なお、三賞受賞者の業績の詳細については、後日「平成18年度(第

羽田)農林水産祭受賞者の業績一(技術と経営) J として取りまと

め配布する予定です。

発行日平成18年11月 15 日
団体名 財団法人 日本農林漁業振興会

所在地 干 101-0046 東京都千代田区神田多町2-9 6 

田中ピノレ

TEL (03) 3256-1791 附

FAX (03) 3256 1792 

U R L http://www.affskk.jp 
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